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2
0
1
1
年
3
月
11
日
14
時
46
分
に
私
は
、「
特
別
業

務
処
理
室
」
で
2
人
の
副
学
長
、
大
学
事
務
長
と
総
務
課

長
と
で
、
3
月
15
日
開
催
予
定
の
運
営
会
議
の
た
め
の
打

ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
。
部
屋
の
壁
が
横
に
激
し
く
波
打

つ
地
震
だ
っ
た
。
春
休
み
で
、授
業
は
な
か
っ
た
が
、キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
少
な
か
ら
ず
の
学
生
た
ち
も
い
た
。
バ
ス
を

は
じ
め
鉄
道
も
ス
ト
ッ
プ
し
、
帰
宅
で
き
な
い
学
生
た
ち

が
40
〜
50
名
が
い
た
で
あ
ろ
う
か
？ 

多
目
的
ホ
ー
ル
を

〝
避
難
所
〞
と
し
て
設
定
し
、
体
育
館
か
ら
い
つ
も
は
選

手
合
宿
用
に
使
っ
て
い
る
マ
ッ
ト
、
布
団
を
提
供
し
て
も

ら
い
、
幼
稚
園
が
備
蓄
し
て
い
た
食
料
を
持
ち
込
ん
で
も

ら
い
、
教
職
員
10
数
名
、
総
勢
60
〜
70
名
が
泊
ま
り
込
ん

だ
。
私
も
2
泊
し
た
。
13
日
に
は
避
難
所
に
い
た
学
生
た

ち
を
手
分
け
し
て
車
に
乗
せ
て
全
員
を
帰
宅
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

学
院
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
・
学
生
の
う
ち
、
陸
前

高
田
と
石
巻
に
い
た
大
学
生
2
人
が
津
波
で
命
を
落
と
し

た
。
本
書
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
機
に
、
本
学

が
学
ん
だ
こ
と
と
将
来
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
趣
旨

で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
い
く
つ
か
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
記
し
て
序
文
と
す
る
。

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

3
月
18
日
に
名
取
市
が
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
す
る
と
、
名
取
市
在
住
の
本
学
学
生
た
ち

が
い
ち
早
く
登
録
し
、
そ
の
後
同
セ
ン
タ
ー
の
一
翼
を

担
っ
た
。
主
た
る
業
務
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
の
受

け
入
れ
、
案
内
、
保
険
加
入
手
続
き
で
あ
る
が
、
マ
ッ
チ

ン
グ
の
手
伝
い
、
道
具
類
の
運
搬
・
洗
浄
・
整
理
な
ど
の

は
じ
め
に

佐
々
木
公
明
（
学
校
法
人
尚
絅
学
院　

理
事
長
）
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はじめに

活
動
も
行
っ
た
。
こ
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る

学
生
・
教
職
員
も
増
え
て
行
き
、
後
に
大
学
内
に
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
設
置
さ
れ
る
端
緒
と

な
っ
た
。
ま
さ
に
、
阪
神
淡
路
大
震
災
が
日
本
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
元
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
東
日
本
大
震
災
が
尚
絅

学
院
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
と
な
っ
た
。

　

本
学
学
生
た
ち
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
」
と
い
う
業

務
を
任
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
課
題
は
「
受
付
」
が
開
い
て

い
る
間
（
8
：
30
〜
16
：
00
）
は
そ
こ
で
業
務
を
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
学
生
は
授
業
に
出
席
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、「
受
付
」
の
シ
フ
ト
を
連
続
的
に
組
む
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
強
力
な
援
軍
と
し
て
現
れ
た

の
が
、
本
学
が
前
年
2
0
1
0
年
に
増
田
地
区
に
開
設

し
た
「
尚
絅
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
の
種
々
の

講
座
で
学
ぶ
市
民
の
方
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
学
生
た
ち

が
授
業
で
来
れ
な
い
時
間
帯
な
ど
を
中
心
に
、
受
付
業
務

を
担
っ
て
く
れ
た
。
ま
さ
に
、
学
生
・
教
職
員
・
市
民
連

携
で
1
3
4
日
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開

い
て
い
る
期
間
、
途
切
れ
な
く
受
付
業
務
を
遂
行
で
き

た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
こ
の
こ
と
は
庄
司
則
雄
他

（
2
0
1
2
）
に
詳
し
い
。
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
授
業
と
の
両
立
に
つ
い
て
は
、
今
も
す
っ
き
り
と
し
た

解
決
に
は
至
っ
て
な
い
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
教
授
会
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
学
生
に
つ
い
て
の
授
業
出
席

免
除
に
つ
い
て
は
厳
し
く
「
1
科
目
に
つ
い
て
1
コ
マ
分

だ
け
の
出
席
を
免
ず
る
」
こ
と
で
決
着
し
た
。
災
害
な
ど

の
緊
急
時
に
、
学
生
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
で
き

る
だ
け
奨
励
す
る
よ
う
な
制
度
設
計
が
望
ま
し
い
。

復
興
大
学

　

改
め
て
「
復
興
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
？ 

国
語
辞
典
に

は
「
一
度
壊
れ
た
も
の
が
、
再
び
盛
ん
に
、
ま
た
整
っ
た

状
態
に
な
る
こ
と
、そ
う
す
る
こ
と
」
と
あ
る
。
震
災
後
、

多
く
の
被
災
者
が
言
葉
に
し
た
の
は
。「
昨
日
ま
で
の
、

普
段
の
生
活
に
戻
り
た
い
」で
あ
る
。
普
段
の
生
活
と
は
、

経
済
的
に
は
慢
性
的
に
余
裕
が
な
く
と
も
、元
気
で
働
き
、

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
す
、
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
国
が

組
織
し
た「
復
興
構
想
会
議
」は「
創
造
的
復
興
」を
掲
げ
、

「
単
な
る
復
旧
で
は
な
く
未
来
志
向
の
創
造
的
な
復
興
が
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必
要
」と
し
た
。こ
の
違
い
は
大
き
い
。被
災
し
た
人
々
に
、

「
創
造
的
復
興
」
は
本
当
に
届
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

と

も
あ
れ
、
こ
れ
ま
で
既
存
の
学
問
分
野
で
教
育
を
受
け
て

い
る
学
生
に
と
っ
て
、
自
ら
は
被
災
し
な
く
て
も
、
震
災

の
も
た
ら
し
た
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
自
分
の
受

け
て
い
る
大
学
教
育
が
〝
復
興
〞
に
貢
献
で
き
る
か
、
戸

惑
い
悩
ん
だ
と
思
う
。
従
っ
て
、既
存
の
学
問
で
は
な
く
、

〝
復
興
〞
に
資
す
る
新
し
い
学
問
を
学
生
た
ち
に
伝
え
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
で
、
仙
台
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
と
仙
台
学
長
会
議
で
、「
復
興
大
学
」
を
開
校
し

た
。
私
は
「
復
興
の
経
済
学
」
を
組
織
し
た
が
、他
に
「
復

興
の
思
想
」「
復
興
の
社
会
学
」「
復
興
の
政
治
学
」「
復

興
の
科
学
技
術
」
及
び
「
復
興
の
生
活
構
築
学
」
の
合
計

6
科
目
に
つ
い
て
、
前
期
3
分
野
、
後
期
3
分
野
に
分
け
、

各
分
野
15
コ
マ
（
1
コ
マ
90
分
）
と
通
常
の
大
学
の
授
業

と
同
一
に
し
て
、
最
後
に
レ
ポ
ー
ト
提
出
と
出
席
率
を
考

慮
し
た
評
価
に
よ
り
、「
復
興
大
学
」
修
了
認
定
を
行
う

こ
と
と
し
た
。
授
業
は
通
常
の
大
学
教
育
と
両
立
で
き
る

よ
う
に
、
土
曜
日
、
日
曜
日
に
開
講
さ
れ
た
。
今
後
、
尚

絅
学
院
大
学
で
も
復
興
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
養
成

の
目
的
で
「
尚
絅
学
院
復
興
大
学
」
を
開
設
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

　「
福
島
」
の
復
興
と
は
何
か
？

　

括
弧
で
く
く
っ
た
「
福
島
」
は
地
震
・
津
波
に
加
え
、

原
発
事
故
に
さ
ら
さ
れ
た
福
島
を
指
す
。
ほ
と
ん
ど
が
地

震
・
津
波
で
被
災
し
た
、
岩
手
、
宮
城
県
で
は
、
勿
論
親

し
い
人
を
失
っ
た
悲
し
み
は
続
く
が
、
時
間
と
共
に
復
興

は
単
調
増
加
で
進
む
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
生
活
し
て
き

た
地
域
、
故
郷
に
住
み
続
け
る
こ
と
を
、
少
な
く
と
も
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、原
発
事
故
に
よ
っ
て
、

放
射
能
汚
染
に
さ
ら
さ
れ
た
地
域
を
持
つ
「
福
島
」
に

は
、
そ
も
そ
も
、「
元
の
生
活
に
戻
る
」
こ
と
が
で
き
な

い
、
故
郷
に
住
め
な
い
の
で
あ
る
。
平
野
部
分
を
除
染
し

て
「
帰
還
可
能
」
と
し
て
も
、
山
、
森
、
川
な
ど
は
除
染

さ
れ
ず
、
汚
染
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。〝（
食
料
と
す
る
た

め
に
）
う
さ
ぎ
追
い
し
彼
の
山
、
小
鮒
釣
り
彼
の
川
〞
は

も
う
無
い
の
で
あ
る
か
ら
、
故
郷
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ

る
。
10
年
を
過
ぎ
て
も
原
発
20
キ
ロ
圏
の
11
市
町
村
で
住
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はじめに

民
登
録
者
数 

6
7
、3
3
0
人
の
う
ち
実
際
に
居
住
し
て

い
る
の
は
20
％
程
度
の 

1
4
、3
7
4
人
で
あ
り
、
80
％

の
人
は
、
せ
め
て
住
民
票
は
残
し
て
置
き
消
え
た
故
郷
と

繋
が
り
を
持
ち
続
け
た
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
人

為
的
に
故
郷
を
追
わ
れ
た
こ
と
へ
の
最
後
の
抵
抗
を
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
避
難
指
示
解
除
が
な
さ
れ
た
空
間

に
、
元
の
住
民
が
戻
ら
な
く
て
も
、「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」
に
よ
る
先
端
産
業
が
立
地
し
、
そ

こ
で
働
く
人
々
が
移
住
し
て
く
る
こ
と
を
「
復
興
」
と
い

う
の
は
、
そ
も
そ
も
人
の
「
復
興
」
を
度
外
視
し
て
い
る

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
復
興
を
論
ず
る
時
、

「
福
島
」
を
特
別
な
対
象
と
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と

考
え
て
い
る
。
本
学
に
は
福
島
出
身
の
学
生
も
多
い
。
考

え
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
風
化
」
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
、「
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
」「
風
化
し
て
い
る
」
な
ど
が
良
く
言
わ
れ
る
。
一
体
、

「
震
災
の
何
を
、
な
ぜ
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
の
か
？
」

の
問
い
に
、
端
的
に
答
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
東

日
本
大
震
災
10
周
年
追
悼
式
で
の
、天
皇
の
「
お
こ
と
ば
」

で
あ
る
。
天
皇
は
「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

被
災
し
た
地
域
の
人
々
に
末
永
く
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
」
と
、
被
災
者
へ
の
持
続
的
な
共
感
を
強

調
し
て
い
る
。
被
災
者
が
し
ば
し
ば
発
言
す
る
「（
被
災

し
な
か
っ
た
人
々
に
）
私
た
ち
を
忘
れ
て
欲
し
く
な
い
」

こ
と
に
対
応
す
る
。
天
皇
は
も
う
ひ
と
つ
「
こ
の
度
の
大

震
災
の
大
き
な
犠
牲
の
下
に
学
ん
だ
教
訓
か
ら
、
常
に
災

害
に
備
え
る
こ
と
は
極
め
て
大
切
」と
語
っ
た
。
こ
れ
は
、

特
に
「
想
定
外
」
の
津
波
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
大

惨
事
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、全
国
で
普
及
し
て
い
る
防
災
・

減
災
活
動
に
繋
が
る
。
つ
ま
り
、「
風
化
さ
せ
な
い
」と
は
、

被
災
者
へ
の
共
感
と
、
防
災
・
減
災
の
備
え
で
あ
る
。
後

者
は
風
化
せ
ず
、
む
し
ろ
向
上
し
て
い
る
。
前
者
は
残
念

な
が
ら
風
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
食
い
止
め
は
「
他
者
と

共
に
生
き
る
」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
い
る
本
学
の
使
命

で
あ
る
。
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尚
絅
学
院
大
学
の
歩
み

　

本
学
の
教
育
は
、
1
8
9
2
年
9
月
、
米
国
バ
プ
テ
ス
ト
婦
人
外
国
伝
道
協
会
か
ら
遣

わ
さ
れ
た
、
ミ
ス
・
ミ
ー
ド
を
初
め
と
す
る
女
性
宣
教
師
た
ち
に
よ
る
地
道
な
伝
道
活
動

の
中
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

沿　

革

1
8
9
0
年　

 

米
国
バ
プ
テ
ス
ト
派
宣
教
師
ラ
ヴ
ィ
ニ
ア
・
ミ
ー
ド
が
来
仙
し
、
家
塾
を

開
く

1
8
9
2
年　

 「
尚
絅
女
学
会　

普
通
科
（
4
年
）・
聖
書
科
（
4
年
、
〜
1
9
0
9
年
）」

開
校
式

1
8
9
6
年　

 

校
舎
と
寄
宿
舎
（
エ
ラ
・
オ
ー
・
パ
ト
リ
ッ
ク
ホ
ー
ム
）
落
成
（
2
0
0
8

年
解
体
・
移
築
）

1
8
9
9
年　

 

私
立
学
校
令
に
よ
り
「
私
立
尚
絅
女
学
校
」
の
設
立
認
可　

初
代
校
長
は

ア
ン
ネ
・
S
・
ブ
ゼ
ル

1
9
0
2
年　

 

校
章
を
制
定

1
9
0
3
年　

 

同
窓
会
設
立

1
9
0
9
年　

 

普
通
科
を
本
科
（
5
年
）
と
改
称

1890年　家塾開く1896年　エラ・オー・パトリックホーム
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沿　革

1
9
1
7
年　

 

校
歌
と
校
旗
を
制
定

1
9
1
8
年　

 

補
習
科
を
研
究
科
と
改
称

1
9
1
9
年　

 

附
属
尚
絅
幼
稚
園
の
設
置
（
〜
1
9
2
4
年
）

1
9
2
0
年　

 

高
等
科
（
英
文
科
（
3
年
）・
家
事
科
（
3
年
）・
英
文
予
科
（
1
年
）・

選
科
（
1
年
以
上
））
を
開
設

1
9
2
1
年　

 
高
等
科
に
音
楽
科
を
開
設
（
〜
1
9
2
4
年
）

1
9
3
6
年　

 

本
科
を
高
等
女
学
部
（
4
年
）、
高
等
科
を
専
攻
部
（
2
・
3
年
）
と
改
称　

　
　
　
　
　
　

専
攻
部
に
保
母
科
と
商
科
（
〜
1
9
4
0
年
）
を
増
設

1
9
4
0
年　

 

専
攻
部
選
科
を
家
事
選
科
と
改
称

1
9
4
1
年　

 

専
攻
部
保
母
科
を
保
育
科
と
改
称

1
9
4
2
年　

 

財
団
法
人
仙
台
尚
絅
女
学
校
創
立　

校
名
を
仙
台
尚
絅
女
学
校
と
改
称

　
　
　
　
　
　

創
立
50
周
年　

 

1
9
4
3
年　

 

法
人
名
を
財
団
法
人
仙
台
尚
絅
高
等
女
学
校
、
校
名
を
仙
台
尚
絅
高
等
女

学
校
に
改
称

1
9
4
6
年　

 

専
攻
部
に
英
文
科
（
2
年
）
を
開
設

1
9
4
7
年　

 

学
制
改
革
に
よ
り
、
新
制
中
学
校
を
設
置

1
9
4
8
年　

 

新
制
高
等
学
校
を
設
置　

専
攻
部
に
体
育
科
（
2
年
）
と
洋
裁
科
を
開
設

　
　
　
　
　
　

校
名
を｢

尚
絅
女
学
院｣

と
改
称　

　
　
　
　
　
　

学
校
の
組
織
を
尚
絅
女
学
院
中
学
部
、
同
高
等
部
、
同
専
攻
部
に
改
正

1
9
5
0
年　

 

専
攻
部
を
母
体
と
す
る
短
期
大
学
に
、
英
語
科
（
〜
1
9
5
8
年
）
と
家

1899年　初代校長 A・S・ブゼル1929年　インディアナビル
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政
科
を
設
置

　
　
　
　
　
　

中
学
・
高
等
学
部
制
服
制
定
（
現
在
に
至
る
）

1
9
5
1
年　

 

財
団
法
人
を
学
校
法
人
に
組
織
変
更

1
9
5
5
年　

 

短
期
大
学
に
保
育
科
を
設
置
（
〜
2
0
1
1
年
）

1
9
5
6
年　

 
尚
絅
女
学
院
幼
稚
園
を
設
置

1
9
6
0
年　

 
後
援
会
設
立

1
9
6
1
年　

 

中
学
部
、
高
等
部
を
中
学
校
、
高
等
学
校
に
改
称

1
9
6
4
年　

 

短
期
大
学
家
政
科
を
食
物
栄
養
専
攻
と
家
政
専
攻
に
分
離　

　
　
　
　
　
　

短
期
大
学
に
保
育
専
攻
科
（
1
年
）
を
開
設
（
〜
2
0
1
0
年
）

1
9
6
7
年　

 

短
期
大
学
に
英
文
科
を
開
設
（
〜
2
0
0
8
年
）

1
9
6
8
年　

 

短
期
大
学
保
育
科
が
仙
台
市
荒
巻
に
移
転

1
9
8
2
年　

 

尚
絅
女
学
院
幼
稚
園
を
尚
絅
女
学
院
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
と
改
称

1
9
8
9
年　

短
期
大
学
に
人
間
関
係
科
を
開
設
（
〜
2
0
0
5
年
）

　
　
　
　
　
　

短
期
大
学
が
八
幡
・
中
山
両
校
地
よ
り
名
取
校
地
へ
統
合
移
転

　
　
　
　
　
　

法
人
所
在
地
を
仙
台
市
広
瀬
町
よ
り
名
取
市
ゆ
り
が
丘
に
移
転

1
9
9
2
年　

 

創
立
1
0
0
周
年　

 

1
9
9
3
年　

 

短
期
大
学
家
政
科
を
生
活
科
学
科
に
改
称

1
9
9
4
年　

 

短
期
大
学
に
専
攻
科
食
物
栄
養
専
攻
（
1
年
：
学
位
授
与
機
構
認
定
）
を

開
設
（
1
9
9
9
年
2
年
制
に
変
更
、
〜
2
0
0
6
年
）

　
　
　
　
　
　

 

専
攻
科
保
育
専
攻
（
1
年
）
が
学
位
授
与
機
構
の
認
定
を
受
け
る

1950年　短期大学設置1956年　幼稚園設置
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（
2
0
0
1
年
2
年
制
に
変
更
、
〜
2
0
0
6
年
）

1
9
9
4
年　

 

短
期
大
学
に
専
攻
科
生
活
科
学
専
攻
（
1
年
：
学
位
授
与
機
構
認
定
）
を

開
設
（
〜
2
0
0
6
年
）

2
0
0
0
年　

 

尚
絅
女
学
院
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
が
名
取
校
地
に
移
転

2
0
0
2
年　

 
創
立
1
1
0
周
年
記
念
式
典

2
0
0
3
年　

 
法
人
名
を
尚
絅
女
学
院
か
ら
尚
絅
学
院
に
改
称

　
　
　
　
　
　

 

尚
絅
学
院
大
学
総
合
人
間
科
学
部
（
健
康
栄
養
学
科
・
人
間
心
理
学
科
）

開
設

　
　
　
　
　
　

 

校
名
を
尚
絅
学
院
大
学
女
子
短
期
大
学
部
、
尚
絅
学
院
女
子
高
等
学
校
、

尚
絅
学
院
女
子
中
学
校
、
尚
絅
学
院
大
学
女
子
短
期
大
学
部
附
属
幼
稚
園

と
改
称

　
　
　
　
　
　

 

短
期
大
学
生
活
科
学
科
生
活
科
学
専
攻
を
、
生
活
創
造
学
科
生
活
科
学
専

攻
に
改
称
（
〜
2
0
0
8
年
）

2
0
0
4
年　

 

学
院
歌
制
定

2
0
0
5
年　

 

大
学
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
棟
落
成

2
0
0
7
年　

 

尚
絅
学
院
大
学
大
学
院
総
合
人
間
科
学
研
究
科
（
心
理
学
専
攻
・
健
康
栄

養
科
学
専
攻
）
開
設

　
　
　
　
　
　

 

大
学
総
合
人
間
科
学
部
（
表
現
文
化
学
科
・
現
代
社
会
学
科
・
生
活
環
境

学
科
）
開
設

　
　
　
　
　
　

 

尚
絅
学
院
女
子
高
等
学
校
に
特
別
進
学
コ
ー
ス
・
総
合
進
学
コ
ー
ス
を
設

1968年　中山校舎完成1989年　名取統合移転
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置

　
　
　
　
　
　

学
院
ロ
ゴ
マ
ー
ク
制
定

2
0
0
8
年　

 

校
名
を
尚
絅
学
院
高
等
学
校
、
尚
絅
学
院
中
学
校
と
改
称

2
0
0
9
年　

 

大
学
図
書
館
・
園
芸
実
習
棟
竣
工

2
0
1
0
年　

尚
絅
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
設
置

　
　
　
　
　
　

大
学
総
合
人
間
科
学
部
（
子
ど
も
学
科
）
開
設

　
　
　
　
　
　

園
名
を
尚
絅
学
院
大
学
附
属
幼
稚
園
と
改
称

　
　
　
　
　
　

新
学
院
歌
制
定

2
0
1
2
年　

創
立
1
2
0
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　

大
学
礼
拝
堂
竣
工

2
0
1
5
年　

中
学
校
・
高
等
学
校
新
校
舎
竣
工

　
　
　
　
　
　

大
学
生
活
環
境
学
科
を
環
境
構
想
学
科
に
改
称

2
0
1
6
年　

中
学
校
・
高
等
学
校
体
育
館
竣
工

　
　
　
　
　
　

大
学
院
臨
床
心
理
実
習
棟
竣
工

　
　
　
　
　
　

中
学
校
・
高
等
学
校
弓
道
場
竣
工

　
　
　
　
　
　

尚
絅
学
院
高
等
学
校
に
文
理
進
学
コ
ー
ス
を
設
置

2
0
1
7
年　

 

大
学
院
総
合
人
間
科
学
研
究
科
人
間
学
専
攻
設
置

2
0
1
8
年　

 

尚
絅
学
院
大
学
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
「Passion w

ith M
ission

」
制
定

2
0
1
9
年　

 

大
学
3
学
群
5
学
類
制
に
改
編

2003年　総合人間科学部開設2012年　大学礼拝堂竣工
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※
参
照
（
協
定
・
覚
書
・
姉
妹
校
等
）

1
9
9
5
年　

 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
セ
ン
ト
ラ
ル
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
、
イ
ー
ス
タ
ン
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
、
モ
ン
タ
ナ
大
学

へ
の
留
学
と
単
位
振
替
制
度
が
確
立

1
9
9
8
年　

 
大
韓
民
国
イ
サ
ベ
ル
中
学
・
高
等
学
校
と
姉
妹
校
調
印

2
0
0
2
年　

 
名
取
市
と
「
文
化
・
産
業
事
業
支
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
（
2
0
1
0
年
2
月
廃
止
）

2
0
0
3
年　

 

タ
イ
王
国
サ
ハ
ミ
ッ
ト
学
園
と
姉
妹
校
調
印

2
0
0
4
年　

 

米
国
ジ
ャ
ド
ソ
ン
大
学
と
姉
妹
校
調
印

2
0
0
7
年　

 

名
取
市
と
「
災
害
時
に
お
け
る
災
害
応
急
対
応
の
活
動
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

2
0
0
7
年　

 

仙
台
市
教
育
委
員
会
と
「
連
携
協
力
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結

2
0
0
9
年　

 

名
取
市
と
「
官
学
連
携
に
関
す
る
基
本
協
定
」
を
締
結

2
0
1
2
年　

 

中
国
・
大
連
理
工
大
学
外
国
語
大
学
院
と
「
教
育
協
力
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結

2
0
1
5
年　

 

台
湾
・
弘
光
科
技
大
学
と
「
友
好
協
力
関
係
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

2
0
1
6
年　

 

米
国
・
シ
カ
ゴ
心
理
専
門
職
大
学
院
と
「
友
好
協
力
関
係
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

2
0
1
6
年　

 

韓
国
・
培
材
大
学
と
「
友
好
協
力
関
係
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結

2
0
1
6
年　

 

ロ
シ
ア
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
芸
術
専
修
大
学
と
「
友
好
協
力
関
係
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

2
0
1
6
年　

 

中
国
・
浙
江
越
秀
外
国
語
学
院
と
「
友
好
協
力
関
係
に
関
す
る
協
定
書
」
及
び
「
学
生
交
流
に
関
す
る
覚
書
」

を
締
結

2
0
1
7
年　

 

宮
城
県
教
育
委
員
会
と
「
包
括
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

2
0
1
7
年　

 

川
崎
町
と
「
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
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2
0
1
7
年　

 

ロ
シ
ア
・
ロ
シ
ア
国
立
芸
術
学
研
究
所
と
「
友
好
協
力
関
係
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

2
0
1
8
年　

青
森
県
と
「
U
I
J
タ
ー
ン
就
職
促
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

　
　
　
　
　
　

 

ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
大
学
師
範
大
学
と
「
友
好
協
力
関
係
に
関
す
る
協
定
書
」
及
び
「
学
生
交
流
に
関
す

る
覚
書
」
を
締
結

　
　
　
　
　
　

 
ア
メ
リ
カ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
と
「
友
好
協
力
関
係
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

2
0
1
9
年　

 
ロ
シ
ア
国
立
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
教
育
大
学
と
「
友
好
協
力
関
係
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

　
　
　
　
　
　

 

中
国
・
嶺
南
師
範
学
院
と
「
友
好
協
力
関
係
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

2
0
2
0
年　

仙
台
大
学
と
「
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

　
　
　
　
　
　

亘
理
町
教
育
委
員
会
と
「
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

　
　
　
　
　
　

大
衝
村
と
「
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

　
　
　
　
　
　

山
元
町
教
育
委
員
会
と
「
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

　
　
　
　
　
　

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
宮
城
支
社
と
「
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結





東
日
本
大
震
災
の
発
生

　概
況

第
一
部





第
一
章
　
当
時
の
体
験
か
ら
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は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
当
時
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
宮
城
県
内

陸
部
の
市
役
所
に
勤
務
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
尚
絅
学
院

大
学
に
勤
務
す
る
現
在
ま
で
10
年
間
、
被
災
し
た
方
々
と

食
を
通
し
た
関
わ
り
が
継
続
し
て
い
る
。

　

災
害
時
の
食
支
援
は
、
岩
手
宮
城
内
陸
地
震
を
は
じ
め

と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
で
は
内
陸
部
や
沿
岸
部
の
支

援
、
台
風
19
号
被
災
者
支
援
な
ど
と
複
数
回
経
験
し
て
い

る
が
、
災
害
の
種
類
、
規
模
、
季
節
や
曜
日
、
時
間
帯
な

ど
の
発
生
時
期
、
被
害
状
況
な
ど
一
つ
と
し
て
同
じ
内
容

は
無
い
。
そ
れ
に
伴
い
、
課
題
も
回
復
ま
で
に
要
す
る
時

間
も
多
様
と
な
り
、
支
援
対
象
者
個
人
や
地
域
の
特
性
に

あ
わ
せ
た
臨
機
応
変
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

被
災
し
、
絶
望
感
に
苛
ま
れ
、
生
き
る
勇
気
も
失
せ
、

自
分
を
見
失
い
考
え
る
こ
と
を
諦
め
た
人
、
自
暴
自
棄
と

な
り
、酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
の
め
り
込
む
人
、時
間
が
経
っ

て
も
癒
さ
れ
な
い
人
、
そ
の
一
方
で
生
か
さ
れ
た
命
を
大

切
に
し
な
け
れ
ば
と
自
分
を
奮
い
立
た
せ
る
人
、
辛
い
け

れ
ど
夢
中
で
生
活
し
て
い
る
人
、
現
実
に
向
き
合
い
少
し

ず
つ
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
人
も
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
分
よ
り
辛
い
人
が
た
く
さ
ん
居

る
か
ら
弱
音
を
吐
け
な
い
と
訴
え
を
我
慢
す
る
人
の
多
い

こ
と
に
驚
く
。
そ
れ
ゆ
え
に
表
に
出
て
こ
な
い
課
題
が
い

く
つ
も
あ
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
理
解
で

き
る
ま
で
時
間
を
要
し
た
が
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
、
災

東
日
本
大
震
災
の
栄
養
・
食
生
活
支
援
の
実
際
か
ら
、
今
後
の
災
害
対
応
を
考
え
る

　
　
　
　
　

│
│
経
験
か
ら
学
び
、
次
の
世
代
へ
つ
な
げ
る
活
動
│
│

髙
橋　

睦
子　
（
総
合
人
間
科
学
系
健
康
栄
養
部
門
）
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害
公
営
住
宅
な
ど
で
の
食
生
活
支
援
を
通
し
て
彼
ら
の
言

動
か
ら
学
び
取
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
管
理
栄
養
士
と
し
て

携
わ
っ
た
支
援
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
今
後
の
復
興

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
や
実
際
か
ら
事
前
の
準
備
に

何
が
必
要
か
を
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

非
常
時
・
災
害
時
の
支
援
に
関
す
る
法
律
に
は
、
発
災

後
の
応
急
期
に
お
け
る
応
急
救
助
に
対
応
す
る
「
災
害
救

助
法
」
と
、
復
旧
・
復
興
に
対
応
す
る
「
被
災
者
生
活
再

建
支
援
法
」、「
災
害
弔
慰
金
法
」
な
ど
が
あ
る
。「
災
害

救
助
法
」
の
救
助
の
種
類
に
は
、
避
難
所
の
設
置
、
応
急

仮
設
住
宅
の
供
与
等
が
あ
り
、
こ
の
他
に
炊
き
出
し
そ
の

他
に
よ
る
食
品
の
給
与
、
飲
料
水
の
給
与
等
も
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
内
容
に
添
っ
て
食
支
援
を
行
っ

て
き
た
が
、
災
害
栄
養
に
つ
い
て
の
エ
ビ
デ
ン
ス
は
ほ
と

ん
ど
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
2
0
1
1
年
4
月
21
日
に
、
厚
生

労
働
省
に
よ
っ
て
避
難
所
に
お
け
る
当
面
の
目
標
と
す
る

栄
養
の
参
照
量
が
算
定
さ
）
3
│
1
（

れ
、
大
規
模
災
害
時
の
避
難
所

等
に
お
け
る
栄
養
・
食
生
活
支
援
活
動
指
針
と
し
て
初
め

て
自
治
体
に
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
避
難
所
で
は
安

定
的
に
食
事
提
供
を
行
う
条
件
の
整
備
が
進
ん
だ
。
東
日

本
大
震
災
時
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
各
県
の
避
難
所
の
実

態
を
随
時
厚
生
労
働
省
へ
報
告
し
て
い
た
こ
と
も
参
照
量

の
策
定
の
背
景
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る）

4
（

。

こ
の
参
照
量
の
算
定
を
う
け
て
、
食
事
内
容
の
改
善
が
図

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
管
理
栄
養
士
等
行
政
栄
養
士
の
関
与
の
下
、
適

切
な
栄
養
管
理
の
実
施
に
努
め
る
よ
う
に
厚
生
労
働
省
か

ら
2
0
1
1
年
3
月
20
日
事
務
連
絡
と
し
て
派
遣
可
能

な
職
種
に
初
め
て
管
理
栄
養
士
が
記
載
さ
れ）

5
（

、
42
自
治
体

か
ら
1
9
4
名
の
管
理
栄
養
士
が
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
に
派
遣
さ
れ
た
。
な
お
、
宮
城
県
で
は
、
2
0
1
6

年
の
熊
本
地
震
に
際
し
て
熊
本
県
か
ら
直
接
支
援
要
請
を

受
け
て
4
名
の
管
理
栄
養
士
を
派
遣
し
、
1
か
月
間
被
災

地
の
食
生
活
支
援
に
あ
た
っ
た
。

I
　 

東
日
本
大
震
災
及
び
岩
手
宮
城
内
陸
地
震
の

際
の
食
生
活
の
実
態
　

　

発
災
直
後
か
ら
復
興
ま
で
の
時
間
の
経
過
や
生
活
の
場
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の
変
化
に
伴
い
、
生
活
や
心
身
の
状
況
、
ニ
ー
ズ
は
変
化

し
て
い
く
た
め
、
各
フ
ェ
ー
ズ
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
内
陸
部

や
沿
岸
部
の
避
難
所
で
の
状
況
や
栄
養
・
食
生
活
状
況
を

フ
ェ
ー
）
7
│
6
（

ズ
ご
と
に
整
理
し
た
。
さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
て

岩
手
宮
城
内
陸
地
震
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

　

ま
た
、
沿
岸
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
7
市
町
の
避
難
所

の
食
事
調
査
結
果
や
復
興
住
宅
あ
る
い
は
自
宅
等
に
移
転

後
の
時
間
経
過
と
と
も
に
明
ら
か
に
な
る
食
生
活
な
ど
の

健
康
課
題
、
対
応
に
つ
い
て
状
況
を
ま
と
め
た
。

　
県
全
体
の
被
害
の
概
要

　

2
0
1
1
年
3
月
14
日
時
点
で
、
避
難
所
は
宮
城
県

全
35
市
町
村
、
1
、1
8
3
施
設
に
設
置
さ
れ
3
2
0
、

8
8
5
人
が
避
難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
た）

4
（

。
避
難
所
の

最
大
設
置
数
は
同
年
3
月
15
日
の
1
、3
2
3
施
設
で

あ
っ
た
。

　

フ
ェ
ー
ズ
毎
に
明
ら
か
に
な
っ
た
食
の
課
題
と
対
応
に

つ
い
て
以
下
に
ま
と
め
た
。

　 

フ
ェ
ー
ズ
0
（
概
ね
発
災
後
24
時
間
以
内
：
初
動
体
制

の
確
立
を
目
指
す
時
期
）

　

東
日
本
大
震
災
で
は
国
内
最
大
級
の
震
度
7
を
観
測）

8
（

し
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
全
て

ス
ト
ッ
プ
し
た
。
発
災
直
後
に
内
陸
部
に
避
難
所
の
設
営

を
行
っ
た
。
避
難
所
に
お
い
て
避
難
者
の
名
簿
作
成
、
被

害
情
報
の
収
集
、
必
要
物
品
等
の
調
達
業
務
、
炊
き
出
し

の
準
備
、
献
立
作
成
等
の
業
務
に
あ
た
っ
た
。
市
内
の
管

理
栄
養
士
を
中
心
に
、
早
く
か
ら
避
難
所
の
栄
養
管
理
対

策
が
と
ら
れ
、
1
日
3
食
が
提
供
さ
れ
、
水
分
お
よ
び
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
が
な
さ
れ
た
。
岩
手
宮
城
内
陸
地
震
の

際
に
は
自
衛
隊
、消
防
、日
本
赤
十
字
社
、
D
M
A
T
（
災

害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
等
が
到
着
し
、活
動
を
開
始
し
た
。

　 

フ
ェ
ー
ズ
1
（
概
ね
発
災
後
72
時
間
以
内
：
住
民
の
生

命
・
安
全
の
確
保
を
行
う
時
期
）

　

管
理
栄
養
士
は
、
要
援
護
者
を
含
む
高
齢
者
等
の
安
否

確
認
業
務
、
避
難
者
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
避
難
所
の
食
事

提
供
の
た
め
の
献
立
立
案
、
家
庭
訪
問
に
よ
る
生
活
困
窮

者
の
食
事
相
談
、
育
児
用
ミ
ル
ク
と
紙
お
む
つ
を
携
え
て
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の
乳
幼
児
訪
問
、
食
事
提
供
の
た
め
の
食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
調
整
と
協
力
団
体
の
把
握
、
調
理
担
当
者
へ
の
衛
生

管
理
指
導
、
避
難
所
の
衛
生
管
理
、
情
報
提
供
、
支
援
物

資
の
内
容
確
認
等
の
業
務
を
担
当
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
避
難
所
に
あ
る
の
は
水
、
お
に
ぎ
り
、
菓

子
パ
ン
が
主
で
、
徐
々
に
、
カ
ッ
プ
麺
、
弁
当
、
漬
物
、

味
噌
等
が
支
援
物
資
と
し
て
提
供
さ
れ
た
。
避
難
所
で
不

足
し
た
も
の
は
、
乳
児
用
ミ
ル
ク
、
高
齢
者
用
の
食
事
、

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
へ
の
食
事
や
高
血
圧
等
を
治
療
し

て
い
る
有
病
者
へ
の
病
状
別
の
食
事
な
ど
の
特
殊
食
品

で
、
課
題
別
食
事
へ
の
対
応
が
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。

市
内
で
は
商
店
の
陳
列
棚
が
空
に
な
っ
た
り
、
ガ
ソ
リ
ン

不
足
で
買
い
出
し
も
思
う
よ
う
に
身
動
き
が
取
れ
な
い
状

況
で
あ
っ
た
。

　

岩
手
宮
城
内
陸
地
震
の
際
に
は
、
48
時
間
以
内
の
活
動

が
主
で
、
災
害
拠
点
病
院
へ
の
支
援
や
、
重
症
患
者
の
処

置
、
搬
送
、
災
害
急
性
期
医
療
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の

D
M
A
T
と
避
難
所
に
集
ま
っ
た
中
等
・
軽
症
者
の
ケ

ア
と
孤
立
し
た
状
態
に
あ
る
人
た
ち
の
把
握
、
必
要
な
医

療
物
資
の
確
認
な
ど
を
行
な
い
、
地
域
の
医
療
が
立
ち
上

が
る
ま
で
支
援
を
行
っ
た
N
P
O
団
体
T
M
A
T
が
撤

退
し
た
。
ま
た
、
管
轄
保
健
所
の
管
理
栄
養
士
に
よ
る
避

難
者
の
健
康
管
理
や
衛
生
管
理
等
の
巡
回
や
他
県
か
ら
の

支
援
隊
、
厚
生
労
働
省
よ
り
先
遣
隊
が
到
着
し
、
協
働
に

よ
る
相
談
活
動
に
あ
た
っ
た
。

　 

フ
ェ
ー
ズ
2
（
概
ね
4
日
目
〜
2
週
間
ま
で
：
避
難
所

対
策
が
中
心
の
時
期
）

　

震
災
1
週
間
後
に
全
地
区
の
停
電
が
解
消
さ
れ
、
内
陸

部
の
避
難
所
が
全
て
閉
鎖
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
沿

岸
部
で
は
、引
き
続
き
、避
難
所
の
給
食
管
理
、衛
生
管
理
、

栄
養
相
談
等
を
継
続
し
て
実
施
し
た
。
自
衛
隊
と
献
立
作

成
、
検
食
・
保
存
食
の
相
談
を
行
い
、
通
常
食
の
摂
取
困

難
者
へ
は
、
刻
み
食
、
お
か
ゆ
食
を
提
供
し
た
。
医
師
会

等
の
診
療
体
制
が
整
備
さ
れ
、
医
師
と
情
報
共
有
を
図
っ

た
。
そ
の
結
果
、
普
通
の
食
事
が
で
き
な
い
被
災
者
へ
の

対
応）

7
（

と
し
て
、　

①
乳
幼
児
（
乳
幼
児
用
ミ
ル
ク
、
離
乳

食
等
が
必
要
な
者
）、②
高
齢
者
等
で
嚥
下
困
難
な
者
（
粥

食
、
形
態
調
整
食
等
が
必
要
な
者
）、
③
慢
性
疾
患
患
者

で
食
事
療
法
が
必
要
な
者
（
糖
尿
病
、
腎
臓
病
、
食
物
ア
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レ
ル
ギ
ー
患
者
等
）
に
つ
い
て
は
、
個
別
対
応
を
図
る
よ

う
に
と
の
助
言
を
受
け
対
応
に
あ
た
っ
た
。
ご
は
ん
等
の

炭
水
化
物
中
心
の
食
事
の
た
め
、
野
菜
、
ビ
タ
ミ
ン
不
足

が
目
立
っ
た
。
歯
や
口
腔
の
ケ
ア
不
足
に
よ
り
、
口
腔
内

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
た
め
、
個
別
の
食
生
活
指
導
が
増
加

し
た
。
ま
た
、
慣
れ
な
い
場
所
や
集
団
生
活
で
緊
張
状
態

に
あ
り
、
不
眠
や
不
安
を
抱
え
た
被
災
者
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
た
。時
間
の
経
過
と
共
に
自
宅
に
戻
る
人
が
現
れ
、

被
災
者
の
人
数
の
変
更
に
合
わ
せ
提
供
す
る
食
数
に
変
化

が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
避
難
所
の
統
合
や
縮
小
、
閉
鎖

が
行
わ
れ
た
。

　

岩
手
宮
城
内
陸
地
震
の
際
に
は
、
日
中
に
自
宅
に
戻
っ

て
作
業
す
る
一
時
帰
宅
者
の
昼
食
も
、
支
援
物
資
の
食
料

を
組
合
せ
て
準
備
し
提
供
し
た
。
避
難
所
の
食
事
準
備
に

従
事
す
る
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
グ
ル
ー
プ

編
成
作
業
、
作
業
内
容
の
説
明
や
提
供
す
る
食
数
、
検
食

の
保
存
の
指
導
等
は
避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
継
続
し

た
。

　 

フ
ェ
ー
ズ
3
（
概
ね
3
週
間
目
〜
2
ヶ
月
ま
で
：
避
難

所
か
ら
仮
設
住
宅
等
次
の
住
ま
い
へ
移
行
す
る
ま
で
の

期
間
）

　

被
災
者
の
仮
設
住
宅
等
へ
の
移
動
に
伴
い
、
健
康
課
題

の
抽
出
と
自
宅
や
み
な
し
仮
設
へ
の
訪
問
指
導
を
開
始
し

た
。
長
期
間
の
避
難
生
活
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス
、
飲
酒
等

の
問
題
を
抱
え
る
被
災
者
も
多
く
、
保
健
師
、
歯
科
衛
生

士
、
作
業
療
法
士
等
と
連
携
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応

し
た
。

　

岩
手
宮
城
内
陸
地
震
の
際
に
は
こ
の
時
期
に
自
衛
隊
が

撤
収
し
た
。
避
難
所
で
生
活
す
る
日
数
が
長
期
化
し
、
一

日
中
避
難
所
で
生
活
し
運
動
不
足
に
よ
る
活
動
量
の
激

減
、
体
重
増
加
や
血
圧
上
昇
等
健
康
へ
の
影
響
が
顕
著
に

な
っ
た
の
で
、
体
重
や
血
圧
を
手
軽
に
測
定
で
き
る
よ
う

体
重
計
な
ど
の
機
器
を
設
置
し
、
被
災
者
が
自
己
管
理
で

き
る
よ
う
に
努
め
た
。

　 
フ
ェ
ー
ズ
4
（
概
ね
2
ヶ
月
以
降
：
仮
設
住
宅
対
策
や

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
中
心
の
時
期
）

　

仮
設
住
宅
等
で
の
健
康
相
談
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
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エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
の
予
防
検
査
を
実
施
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る
と
自
宅
へ
の
帰
宅
、
親
族
と
の
同

居
の
た
め
市
外
へ
の
転
居
、
施
設
へ
の
入
所
、
復
興
住
宅

へ
の
移
動
な
ど
徐
々
に
生
活
再
建
が
本
格
化
し
た
。
避
難

所
で
は
1
日
3
食
提
供
さ
れ
る
た
め
、
避
難
生
活
が
長
期

化
す
る
と
自
力
で
の
食
の
準
備
や
手
配
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

い
た
こ
と
で
食
事
を
作
る
意
欲
が
わ
か
な
い
、
台
所
ス

ペ
ー
ス
が
狭
く
、
料
理
す
る
こ
と
が
不
便
と
の
訴
え
が
続

出
し
た
。
自
立
し
た
食
事
づ
く
り
へ
の
意
欲
低
下
等
を
解

消
す
る
た
め
、
身
近
な
食
材
や
地
域
の
農
産
物
を
使
用
し

た
「
簡
単
献
立
集
」
の
作
成
と
配
布
を
行
っ
た
。

　

災
害
時
の
食
生
活
の
実
態
を
自
ら
の
体
験
に
基
づ
い
て

述
べ
た
が
、
毎
日
辛
い
け
れ
ど
、
食
事
の
時
間
だ
け
は
、

辛
い
こ
と
を
考
え
な
い
で
済
む
し
、
元
気
に
な
れ
る
と
い

う
言
葉
を
聞
き
、
食
生
活
が
果
た
す
大
き
な
役
割
を
再
認

識
し
た
。
少
し
で
も
被
災
者
が
楽
に
な
れ
る
時
間
が
持
て

る
よ
う
に
、
食
を
通
し
た
適
切
な
栄
養
管
理
の
実
施
に
努

め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

II
　 

災
害
時
に
お
け
る
被
災
者
へ
の
健
康
支
援
と

食
生
活
の
対
応
　

　

フ
ェ
ー
ズ
3
以
降
の
健
康
管
理
支
援
の
目
的
を
、
避
難

者
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者
に
適
切
な
健

康
管
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

健
康
支
援
の
課
題
は
、
①
感
染
症
予
防
及
び
感
染
症
が

疑
わ
れ
る
被
災
者
へ
早
期
に
対
応
し
、
感
染
拡
大
を
防
止

す
る
こ
と
、
②
被
災
に
よ
り
健
康
を
害
し
た
被
災
者
が
適

切
に
受
診
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
、
③
高
血
圧
、

糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
の
自
己
管
理
が
適
切
に
行
え
る

よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
、
と
し
た
。
具
体
的
な
活
動
内
容

と
し
て
は
、
健
康
相
談
を
開
催
し
、
被
災
者
の
体
調
の
確

認
、
治
療
状
況
の
確
認
、
栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
食
事

指
導
な
ど
を
実
施
し
た
。

　

2
0
1
1
年
4
月
〜
9
月
ま
で
約
5
ケ
月
間
に
わ
た

り
、
2
5
0
名
余
り
の
被
災
者
の
支
援
に
あ
た
っ
た
。

そ
の
間
、
栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
栄
養
指
導
は
、
延
べ
75

人
の
管
理
栄
養
士
で
2
2
7
件
、健
康
相
談
は
、保
健
師
、

看
護
師
、
助
産
師
等
延
べ
4
9
3
人
で
、
3
、4
9
8



40─ ─

第 1部　東日本大震災の発生　概況

件
実
施
し
、
さ
ら
に
3
7
0
件
の
運
動
教
室
を
実
施
し

た
。

　

被
災
者
は
、
朝
食
後
に
は
、
地
元
へ
戻
り
、
被
災
し
た

家
屋
の
修
繕
や
片
付
け
作
業
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど

で
日
中
は
不
在
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、日
中
は
、

市
民
の
健
康
診
査
や
健
康
相
談
な
ど
の
通
常
業
務
に
従
事

し
、
早
朝
や
17
時
以
降
に
、
被
災
者
の
健
康
管
理
業
務
に

従
事
し
た
。

　

こ
の
間
、
宮
城
県
で
は
保
健
所
の
管
理
栄
養
士
が
中
心

と
な
り
、
沿
岸
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
避
難
所
の
う
ち
、

概
ね
50
人
以
上
の
避
難
所
7
市
町
33
か
所
の
食
事
調
査
を

実
施
し
た
。
県
内
の
避
難
所
で
の
食
事
状
況
の
把
握
と
栄

養
改
善
の
対
応
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
4
月
以
降
、
避
難

所
が
ほ
ほ
閉
鎖
さ
れ
る
10
月
ま
で
計
7
回
、
調
査
が
実
施

さ
れ
た）

9
（

。

　

4
月
を
初
回
と
し
て
、
最
大
で
3
3
2
か
所
の
避
難

施
設
の
調
査
結
果
を
、
随
時
、
厚
生
労
働
省
へ
報
告
し
た
。

被
災
者
の
栄
養
量
が
把
握
さ
れ
、
食
べ
ら
れ
て
い
な
い
、

栄
養
状
態
が
悪
い
と
い
う
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
避
難

所
が
多
く
、
避
難
所
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
食
事
内
容
に
格

差
が
み
ら
れ
た
。

　

こ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
の
ち
に
示
さ
れ
る
避
難
所
に

お
け
る
食
事
提
供
の
計
画
・
評
価
の
た
め
に
当
面
の
目
標

と
す
る
栄
養
の
参
照
量
（
表
1
）
と
被
災
後
3
ケ
月
以
降

の
避
難
所
に
お
け
る
食
事
提
供
の
た
め
の
栄
養
量
と
と
も

に
、
適
切
な
栄
養
管
理
の
留
意
事
項
が
厚
生
労
働
省
か
ら

提
示
さ
れ
た
。
災
害
時
に
避
難
所
で
活
用
す
る
食
品
構
成

例
の
数
値
（
表
2
）
の
設
定
を
行
な
い
提
示
す
る
の
は
厚

生
労
働
省
と
し
て
初
め
て
で
あ
っ
た
。

　

沿
岸
部
の
避
難
所
の
第
1
回
調
査
と
第
3
回
調
査
を

も
と
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
B1

、

ビ
タ
ミ
ン
B2

、
ビ
タ
ミ
ン
C
の
提
供
量
を
比
較
し
た
。

そ
の
結
果
、（
1
）
調
査
し
た
各
項
目
に
つ
い
て
提
供
量

が
栄
養
参
照
量
の
約
71
〜
1
1
6
％
に
改
善
さ
れ
た
。

（
2
）
ビ
タ
ミ
ン
B1
の
提
供
量
は
、
第
1
回
調
査
時
と
比

べ
て
第
3
回
調
査
時
点
で
は
約
40
％
減
少
し
、
栄
養
参
照

量
を
下
回
っ
た
。（
3
）
果
物
・
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
の
1
日

当
た
り
の
提
供
回
数
は
0
・
6
か
ら
1
・
1
回
と
増
加
し

た
。
ま
た
、
第
3
回
調
査
時
以
降
、
主
食
（
ご
は
ん
類
）
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の
提
供
回
数
が
1
日
3
回
と
充
足
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

さ
ら
に
、
避
難
者
へ
の
個
別
対
応
を
し
て
い
る
避
難
所

の
割
合
は
、
7
回
の
調
査
中
最
大
で
高
齢
者
等
へ
の
軟
食

対
応
が
12
・
2
％
、
年
齢
・
性
別
に
応
じ
た
大
盛
・
小
盛

の
盛
り
付
け
の
配
慮
が
53
・
1
％
、
子
ど
も
に
対
す
る
味

付
け
や
切
り
方
な
ど
調
理
方
法
の
配
慮
が
40
・
8
％
で

あ
っ
た）

10
（

。

　

ま
た
、
炊
き
出
し
や
弁
当
な
ど
の
食
事
提
供
方
法
別
に

よ
る
各
栄
養
素
の
提
供
量
で
は
、
炊
き
出
し
が
、
弁
当
よ

り
ビ
タ
ミ
ン
類
が
充
足
し
て
い
る
反
面
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

た
ん
ぱ
く
質
は
弁
当
の
方
が
充
足
し
て
い
た
。
栄
養
摂
取

量
の
分
布
で
は
、
第
1
回
調
査
時
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
1
、

0
0
0
㎉
未
満
は
約
1
割
あ
っ
た
が
、
3
回
目
調
査
時
点

で
1
、0
0
0
㎉
未
満
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
食
塩
摂
取

量
に
つ
い
て
は
、
4
回
の
調
査
結
果
か
ら
1
日
の
食
塩
相

当
量
の
平
均
値
は
10
・
7
ｇ
で
あ
っ
た
が
、
食
事
回
数
が

2
回
か
ら
3
回
に
増
え
て
も
食
塩
相
当
量
は
大
き
く
増
加

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
よ
り
、
被
災
者

へ
は
個
々
に
食
生
活
指
導
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

表 1　 避難所における食事提供の計画・
評価のために当面の目標とする栄
養の参照量
　（1歳以上，1人 1日当たり）

エネルギー 2,000 kcal

たんぱく質 　 55 g

ビタミン B1 　1.1 mg

ビタミン B2 　1.2 mg

ビタミン C  100 mg

　文献および参考資料 1）より引用

表 2　避難所における食品構成例
（単位 : g）

穀　類 550

いも類  60

野菜類 350

果実類 150

魚介類  80

肉　類  80

卵　類  55

豆　類  60

乳　類 200

油脂類  10

　文献および参考資料 3）より引用
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に
な
っ
た
。

　

各
食
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
、
特
別
用
途
食
品
・
保
健
機
能

食
品
、
栄
養
補
助
食
品
（
ビ
タ
ミ
ン
剤
、
妊
婦
用
ク
ッ

キ
ー
）、濃
厚
流
動
食
、嚥
下
食
、ア
レ
ル
ギ
ー
用
ミ
ル
ク
、

離
乳
食
、
介
護
食
、
病
者
用
食
品
・
低
タ
ン
パ
ク
米
、
ビ

タ
ミ
ン
強
化
米
他
43
品
目
の
支
援
が
あ
っ
た
。
前
述
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
支
援
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
食
品
が
利

用
さ
れ
た
。

　

献
立
作
成
の
た
め
管
理
栄
養
士
業
務
に
欠
か
せ
な
い

「
食
品
成
分
表
」
等
の
書
籍
の
支
援
も
あ
っ
た
。

III
　
災
害
時
の
栄
養
・
食
生
活
支
援
の
在
り
方
　

　

こ
れ
ま
で
食
事
摂
取
基
準
等
を
参
照
し
各
自
治
体
で
実

施
し
て
き
た
避
難
所
の
食
支
援
に
、
2
0
1
1
年
4
月

21
日
、
厚
生
労
働
省
健
康
局
総
務
課
よ
り
、
事
務
連
絡
と

し
て
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
3
県
を
対
象
に
、
避

難
所
に
お
け
る
食
事
提
供
の
計
画
・
実
施
の
た
め
に
当
面

の
目
標
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
た
ん
ぱ
く
質
、
避
難
所
に

お
け
る
食
品
構
成
例
等
の
具
体
的
な
栄
養
の
参
照
量
が
示

さ
れ
）
3
│
1
（

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
被
災
後
3
ケ
月
ま
で
の
当
面
の
目
標
を

参
照
し
、
管
理
栄
養
士
等
行
政
栄
養
関
係
者
が
中
心
に

な
っ
て
、
必
要
な
栄
養
量
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
。

　

な
お
、
農
林
水
産
省
は
、
防
災
基
本
計
画
（
2
0
0
8

年
10
月
）
に
、
国
民
が
主
体
的
に
自
ら
災
害
に
備
え
る
た

め
の
手
段
を
講
じ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
家
庭
等
に
お

い
て
、
3
日
分
程
度
の
応
急
食
料
等
の
備
蓄
に
務
め
る
こ

と
が
基
本
で
あ
る
、
と
国
民
の
活
動
に
つ
い
て
記
載
し
て

い
る
。
そ
の
他
、
防
衛
省
や
文
部
科
学
省
に
お
い
て
も
防

災
業
務
計
画
で
炊
飯
お
よ
び
給
水
、
学
校
給
食
施
設
を
活

用
し
た
炊
き
出
し
等
の
業
務
を
定
め
て
い
る）

3
（

。

　

震
災
後
3
週
間
を
過
ぎ
て
も
1
日
1
食
お
に
ぎ
り
の
み

な
ど
地
域
や
避
難
所
に
よ
っ
て
大
き
な
格
差
が
生
じ
た
こ

れ
ま
で
の
災
害
時
の
食
環
境
を
踏
ま
え
、
避
難
所
、
仮
設

住
宅
、
み
な
し
仮
設
住
宅
、
家
庭
等
で
は
生
活
の
場
に
合

わ
せ
た
被
災
者
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
炊
き
出
し
メ
ニ
ュ
ー
や
巡
回
栄
養
相
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談
記
録
票
、
食
事
摂
取
状
況
調
査
票
の
活
用
に
よ
る
支
援

の
実
施
も
必
要
と
な
る
。
支
援
の
輪
、関
係
機
関
（
公
的
、

私
的
支
援
）、
震
災
が
無
け
れ
ば
表
に
現
れ
て
こ
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
問
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
課
題
は

日
々
刻
々
と
変
わ
る
。
そ
の
た
め
時
間
と
共
に
変
化
す
る

課
題
と
向
き
合
っ
た
支
援
、
対
応
が
大
切
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
活
動
を
通
じ
、
被
災
し
、
車
中
泊
の
避
難
、
身
内
と

の
別
れ
、
家
屋
の
流
出
か
ら
自
宅
再
建
ま
で
の
葛
藤
、
体

調
不
良
に
陥
り
職
を
辞
し
た
被
災
者
、
避
難
所
で
の
生
活

を
強
い
ら
れ
、今
後
の
生
き
が
い
を
見
出
す
ま
で
の
葛
藤
、

身
内
の
死
亡
の
確
認
作
業
へ
の
立
ち
会
い
な
ど
様
々
な
苦

難
を
乗
り
越
え
て
き
た
市
民
の
課
題
に
合
わ
せ
た
支
援
は

10
年
が
経
過
し
た
現
在
も
必
要
で
あ
る
。
解
決
す
る
た
め

の
支
援
は
、
傾
聴
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

　

避
難
生
活
が
長
期
化
し
、
様
々
な
健
康
問
題
が
発
生
す

る
。
避
難
所
の
集
約
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
れ
た
り
、
仮

設
住
宅
へ
の
移
動
、
災
害
復
興
住
宅
や
自
宅
再
建
で
生
活

の
場
の
移
行
に
伴
う
健
康
課
題
の
増
加
、
生
活
の
基
盤
を

確
保
で
き
る
人
と
で
き
な
い
人
の
格
差
が
表
面
化
し）

11
（

、
生

活
不
安
か
ら
取
り
残
さ
れ
感
が
高
ま
る
住
民
、
孤
立
や
引

き
こ
も
り
な
ど
も
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
栄
養
・

食
生
活
支
援
と
し
て
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
や
高

齢
者
の
生
活
不
活
発
病
や
低
栄
養
予
防
等
の
対
策
と
し
て

他
組
織
と
共
同
し
、
住
民
の
見
守
り
体
制
や
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
で
き
る
よ
う
な
交
流
の
場
と
し
て
、

食
べ
て
健
康
に
、
心
の
ケ
ア
も
視
点
に
入
れ
た
定
期
的
な

健
康
相
談
、
栄
養
教
室
を
開
催
し
た
。

　

ま
た
避
難
所
で
は
、1
日
3
食
全
て
提
供
さ
れ
る
の
で
、

献
立
立
案
が
で
き
な
く
な
っ
た
、
お
っ
く
う
に
な
っ
た
等

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、簡
単
で
お
い
し
い「
野
菜
た
っ

ぷ
り
」、「
満
足
感
が
あ
る
ヘ
ル
シ
ー
な
和
食
」
中
心
の
簡

単
レ
シ
ピ
集
の
作
成
と
配
布
を
行
な
い
、
食
の
支
援
を
継

続
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
市
町
村
の
管
理
栄
養
士
が
行
う
べ

き
活
動
と
保
健
所
や
県
の
管
理
栄
養
士
が
行
う
活
動
を
分

け
て
被
災
者
の
支
援
に
当
た
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
分
担
が
考
え
ら

れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
様
々
な
問
題
が
明
ら
か
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に
な
る
た
め
、
身
近
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
市
町

村
の
管
理
栄
養
士）

12
（

は
、
避
難
所
を
巡
回
し
食
事
内
容
、
炊

き
出
し
状
況
、
食
材
管
理
方
法
等
を
確
認
し
、
改
善
の
調

整
を
実
施
、
避
難
所
の
炊
き
出
し
担
当
者
へ
の
モ
デ
ル
献

立
や
サ
イ
ク
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
、
大
量
調
理
法
等
に
係

る
助
言
、
自
衛
隊
と
の
献
立
お
よ
び
食
材
の
連
絡
調
整
、

避
難
所
の
食
生
活
の
留
意
点
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

や
掲
示
な
ど
を
行
う
。

　

ま
た
、
保
健
所
や
県
の
管
理
栄
養
士
は
、
広
域
的
、
専

門
的
、
技
術
的
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
必
要

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
図
り
、
県
内
外
の
自
治
体
、

日
本
栄
養
士
会
、
県
栄
養
士
会
等
か
ら
の
管
理
栄
養
士
の

派
遣
お
よ
び
活
動
内
容
等
の
企
画
調
整
、
事
前
、
事
後
報

告
の
整
理
、
避
難
所
の
食
事
調
査
の
実
施
、
避
難
所
の
巡

回
指
導
と
栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
支
援
の
実
施
や
弁
当
な
ど

の
仕
出
し
業
者
等
へ
の
指
導
助
言
な
ど
を
行
う
。

　

こ
の
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
の
違
い
を
明
確
に
し
た
上

で
活
動
内
容
を
区
分
し
て
対
応
を
行
う
こ
と
で
、
長
期
に

わ
た
る
支
援
が
継
続
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
宮
城
県
外
の
10
都
道
府
県
2
市

か
ら
延
べ
約
5
3
0
名
、
社
団
法
人
宮
城
県
栄
養
士
会

か
ら
延
べ
約
6
2
0
名
の
管
理
栄
養
士
等
派
遣
に
よ
る

支
援
活
動
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
避
難
所
に
お
け
る
当
面
の

目
標
と
す
る
参
照
量
（
表
1
）
や
、
食
品
構
成
例
（
表

2
）
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
災
害
へ
対
応
す
る
食
生
活
支
援

体
制
が
人
的
・
物
的
に
少
し
ず
つ
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
行
政
栄
養
士
と
し
て
そ
の
支
援
に
直
接
関

わ
っ
た
東
日
本
大
震
災
や
岩
手
宮
城
内
陸
地
震
に
つ
い
て

述
べ
た
が
、
2
0
1
2
年
4
月
尚
絅
学
院
大
学
に
赴
任

し
て
以
降
、
直
接
的
な
関
わ
り
は
少
な
く
な
っ
た
も
の
の

被
災
者
へ
の
支
援
活
動
を
継
続
し
て
き
た
の
で
、
以
下
に

そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

IV
　 

大
学
へ
赴
任
後
の
被
災
者
支
援
（
2
0
1
2

年
4
月
以
降
の
活
動
）

　

大
学
へ
赴
任
後
、
食
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

し
て
、
学
生
と
共
に
被
災
地
に
お
い
て
仮
設
住
宅
を
会
場
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に
料
理
教
室
や
健
康
相
談
な
ど
の
健
康
づ
く
り
支
援
事
業

を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
公
営
住
宅
へ

の
転
居
が
終
了
し
た
時
期
を
見
計
ら
い
な
が
ら
、
同
様
に

健
康
づ
く
り
支
援
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

食
品
メ
ー
カ
ー
と
共
催
で
、
学
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
と
共
に
、
仮
設
住
宅
に
お
い
て
料
理
教
室
を
開
催

し
た
。
サ
バ
の
缶
詰
、
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
支
援
物

資
を
活
用
し
た
レ
シ
ピ
の
紹
介
や
地
産
地
消
の
推
進
、
会

食
を
通
じ
て
孤
独
感
の
解
消
を
図
る
な
ど
、
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
健
康
相
談
に
お
い
て
、
学

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
共
に
活
動
を
支
援
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
支
援
物
資
の
果
物
を
加

工
し
、
健
康
相
談
来
場
者
に
主
食
、
主
菜
、
副
菜
が
揃
っ

た
「
あ
っ
た
か
手
づ
く
り
昼
食
」
を
提
供
し
、
好
評
を
得

た
。
ま
た
、
参
加
者
か
ら
は
、
学
生
に
対
し
て
セ
リ
や
貝

類
な
ど
の
地
域
食
材
を
利
用
し
た
料
理
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
終
始
和
や
か
に
地
元
で
頑
張
る
市
民
と
の
交
流
が

で
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
業
に
参
加
す
る
被
災

者
は
、
女
性
が
多
く
、
男
性
の
参
加
は
稀
で
あ
る
。
参
加

者
が
求
め
る
内
容
と
、
提
供
す
る
内
容
と
の
齟
齬
が
あ
り

実
施
内
容
の
検
討
を
重
ね
、
同
じ
境
遇
に
あ
る
男
性
同
士

が
集
ま
る
機
会
を
作
り
た
い
と
考
え
、「
男
性
料
理
教
室
」

に
新
た
な
内
容
を
加
え
て
実
施
し
た
。
身
近
な
調
理
器
具

と
食
材
を
用
い
、
料
理
手
順
を
3
〜
4
行
程
に
抑
え
誰
で

も
簡
単
、
安
全
に
調
理
で
き
る
「
簡
単
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン

グ
」
を
組
み
入
れ
た
こ
の
内
容
は
今
も
多
く
の
自
治
体
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
県
内
外
の
被
災
地
の
自
治
体
で
管
理
栄
養
士
と

し
て
勤
務
し
て
い
る
卒
業
生
へ
の
支
援
と
し
て
、
健
康
管

理
等
の
相
談
業
務
や
食
生
活
支
援
で
使
用
す
る
記
録
様
式

の
策
定
や
食
生
活
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
と
し
た
衛
生
教

育
支
援
を
行
い
、
次
の
世
代
の
管
理
栄
養
士
へ
災
害
時
の

栄
養
・
食
生
活
支
援
の
方
策
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
継
続

し
て
い
る
。
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結
語

　

災
害
に
関
わ
る
管
理
栄
養
士
に
は
、「
災
害
時
の
職
員

マ
ニ
ュ
ア
ル
」、「
災
害
時
に
お
け
る
市
町
村
栄
養
士
活
動

マ
ニ
ュ
ア
ル）

13
（

」、
加
え
て
、
災
害
対
策
の
法
的
根
拠
で
あ

る
災
害
対
策
基
本
法
、
災
害
救
助
法
等
、
災
害
時
の
地
域

保
健
従
事
者
の
派
遣
体
制
、
大
規
模
災
害
時
の
栄
養
・
食

生
活
支
援
体
制
と
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
に
求
め
ら
れ
る

役
割
分
担
（
大
別
す
る
と
対
人
関
係
、
対
物
関
係
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
3
つ
）
に
つ
い
て
、
基
礎
知
識
を
有
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

管
理
栄
養
士
は
少
人
数
で
の
配
置
が
多
い
職
種
で
あ

る
。
災
害
対
応
は
連
携
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
人
と
の
つ

な
が
り
は
通
常
業
務
の
中
で
構
築
さ
れ
る
の
で
他
職
種
と

の
連
携
は
直
ぐ
に
は
構
築
さ
れ
な
い
。
防
災
担
当
者
を
は

じ
め
と
し
て
関
係
各
課
や
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
、
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
や
栄
養
関
係
の
団
体
等
平
時
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
確
認
し
、
求
め
ら
れ
た
時
に
は
し
っ
か
り

応
え
て
い
け
る
よ
う
に
、
組
織
の
中
で
管
理
栄
養
士
と
し

て
の
役
割
や
専
門
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

集会所で開催した健康相談（2017年）
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集会所で開催した食生活相談（2019年）

集会所で開催した昼食会（2017年）
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い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、前
段
階
と
し
て
、

地
域
防
災
計
画
に
栄
養
・
食
生
活
の
支
援
内
容
を
し
っ
か

り
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。

　
「
災
害
は
、
忘
れ
た
こ
と
に
や
っ
て
く
る
」。
時
間
の
経

過
と
共
に
記
憶
は
薄
れ
て
い
く
の
で
、
栄
養
・
食
生
活
関

係
以
外
で
も
、
必
ず
そ
の
地
域
を
、
見
て
、
聞
い
て
、
感

じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
、
役
に
立
っ
た

こ
と
等
を
全
て
時
系
列
で
記
録
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。文

献
お
よ
び
参
考
資
料

　
（
1
）　

 

厚
生
労
働
省
健
康
局
総
務
課　

2
0
1
1
年　

避
難
所

に
お
け
る
食
事
提
供
の
計
画
・
評
価
の
た
め
に
当
面
の

目
標
と
す
る
栄
養
の
参
照
量
に
つ
い
て

　
（
2
）　

 

厚
生
労
働
省
健
康
局
健
康
課　

2
0
1
6
年　

避
難
所

に
お
け
る
食
事
提
供
に
係
る
適
切
な
栄
養
管
理
の
実
施

に
つ
い
て

　
（
3
）　

 
独
立
行
政
法
人
国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所　

2
0
1
1

年　

日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
の
改
定
と
活
用
に
資
す

イオンを会場とした食生活相談（2018年）
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る
総
合
的
研
究　

避
難
所
に
お
け
る
食
品
構
成
例

　
（
4
）　

 

厚
生
労
働
省　

2
0
1
1
年　

東
日
本
大
震
災
の
対
応

状
況
（
栄
養
・
食
生
活
支
援
）
等
に
つ
い
て

　
（
5
）　

 
厚
生
労
働
省　

2
0
1
1
年　

健
康
局
総
務
課　

避
難

所
に
お
け
る
行
政
機
関
に
従
事
す
る
公
衆
衛
生
医
師
等

の
派
遣
に
つ
い
て

　
（
6
）　

 

日
本
公
衆
衛
生
協
会　

2
0
2
0
年　

大
規
模
災
害
時

の
栄
養
・
食
生
活
支
援
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
（
7
）　

 

香
川
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
総
務
課　

2
0
1
2
年　

香
川
県
災
害
時
保
健
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
（
8
）　

 

み
や
ぎ
県
政
だ
よ
り　

2
0
2
1
年　

 

発
行
3
月
・
4

月
号
（
通
巻
第
5
5
2
号
）
10
年
間
の
復
興
の
歩
み

　
（
9
）　

 

宮
城
県
保
健
福
祉
部　

2
0
1
1
年　

第
4
回
避
難
所

食
事
状
況
・
栄
養
関
連
ニ
ー
ズ
の
調
査
結
果

　
（
10
）　

 

厚
生
労
働
省　

2
0
1
1
年　

東
日
本
大
震
災
の
対
応

状
況
（
栄
養
・
食
生
活
支
援
）
等
に
つ
い
て

　
（
11
）　

 

大
規
模
災
害
に
お
け
る
保
健
師
の
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル　

2
0
1
3
年　

全
国
保
健
師
長
会

　
（
12
）　

 

厚
生
労
働
省
健
康
局
が
ん
対
策
・
健
康
増
進
課　

2
0
1
3
年　

行
政
栄
養
士
業
務
指
針

　
（
13
）　

 

宮
城
県
栄
養
士
設
置
市
町
村
連
絡
協
議
会　

2
0
0
6

年　

災
害
時
に
お
け
る
市
町
村
栄
養
士
活
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
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あ
の
日
か
ら
、
間
も
な
く
10
年
。
つ
い
先
日
の
よ
う
な

ず
い
ぶ
ん
時
が
た
っ
た
よ
う
な
。
記
憶
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
一
方
、
ど
う
し
て
も
思
い
出
せ
な
い

こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
そ
の
当
時
の
ノ
ー
ト
や
メ
モ
は
終

活
の
一
環
で
処
分
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
裏
付
け
を
確
認

す
る
す
べ
も
な
く
記
憶
に
残
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
、
思

い
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き

た
い
。

1
・
1
　
発
災
時
の
学
内
の
状
況

　

震
災
当
日
は
、
通
常
の
講
義
等
は
終
わ
り
、
公
務
員
対

策
講
座
や
管
理
栄
養
士
の
勉
強
、
そ
の
他
の
た
め
に
登
校

し
て
い
た
学
生
が
約
1
2
0
名
そ
の
他
教
職
員
を
合
わ

せ
て
1
8
0
名
弱
の
人
た
ち
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
い
た
。

1
週
間
後
に
は
卒
業
式
を
控
え
、
事
務
室
で
は
年
度
末
・

年
度
初
め
の
諸
準
備
が
行
わ
れ
て
い
た
。

1
・
2
　
避
難
の
様
子

　

私
は
、
学
長
・
副
学
長
と
本
館
2
階
事
務
室
の
一
隅
に

あ
る
会
議
室
で
会
議
の
最
中
で
あ
っ
た
。
突
然
の
揺
れ
が

襲
っ
て
き
て
、
私
た
ち
4
人
は
身
を
護
る
た
め
に
テ
ー
ブ

ル
の
下
に
潜
り
込
ん
だ
が
、
そ
の
長
か
っ
た
こ
と
実
際
の

何
倍
に
も
長
く
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。揺
れ
が
お
さ
ま
り
、

そ
れ
ま
で
や
っ
て
い
た
避
難
訓
練
の
と
お
り
多
目
的
広
場

に
移
動
し
た
。
学
生
や
先
生
方
も
多
目
的
広
場
に
避
難
が

始
ま
っ
た
。
近
く
に
い
た
男
子
職
員
数
名
に
1
号
館
と
4

号
館
を
そ
れ
ぞ
れ
チ
ェ
ッ
ク
し
、
見
か
け
た
人
た
ち
に
多

目
的
広
場
に
避
難
を
呼
び
か
け
る
よ
う
指
示
し
た
が
、
後

当
時
を
振
り
返
っ
て

阿
部　
　

達
（
元
事
務
長
）
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で
振
り
返
っ
て
み
る
と
事
務
室
の
残
り
の
職
員
に
は
ど
う

し
た
か
、
思
い
出
せ
な
い
。（
非
常
時
に
冷
静
に
行
動
す

る
た
め
に
は
日
常
の
意
識
づ
け
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛

感
。）
全
員
が
避
難
集
合
し
た
あ
た
り
に
み
ぞ
れ
が
降
り

だ
し
、
多
目
的
広
場
に
集
ま
っ
た
学
生
た
ち
で
比
較
的
近

く
か
ら
通
っ
て
い
て
自
力
で
帰
宅
で
き
る
者
は
気
を
つ
け

て
帰
る
よ
う
に
促
し
、
そ
の
他
の
者
は
多
目
的
ホ
ー
ル
に

移
動
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
氏
名
・
所
属
学
科
・
住

所
等
の
記
載
名
簿
を
作
成
し
た
。
校
舎
か
ら
逃
げ
遅
れ
た

者
の
チ
ェ
ッ
ク
や
名
簿
の
作
成
な
ど
に
つ
い
て
は
避
難
訓

練
で
は
し
て
い
る
も
の
の
、
的
確
な
指
示
を
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
想
定
の
分
担
と
は
関
係
な
く
職
員
各

自
が
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
た
状
況
の
と
こ
ろ
で
自
発
的
に
判

断
行
動
す
る
こ
と
で
こ
と
が
進
ん
だ
こ
と
は
あ
り
が
た
い

こ
と
で
あ
っ
た
。
多
目
的
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
者（
学
生
・

教
職
員
、
あ
と
で
幼
稚
園
教
員
）
は
そ
れ
ぞ
れ
繋
が
り
に

く
い
携
帯
電
話
で
家
族
に
連
絡
を
試
み
安
否
を
確
認
し
、

中
に
は
家
族
と
一
緒
に
本
学
で
一
夜
を
過
ご
し
た
人
た
ち

も
い
た
。

　

一
方
、
法
人
職
員
は
、
名
取
市
や
太
白
区
、
中
高
な
ど

の
状
況
を
調
査
し
、
特
に
太
白
区
商
業
地
域
周
辺
の
道
路

は
全
く
通
行
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
知
ら
せ
て
く

れ
た
。
幸
い
、
本
学
は
岩
盤
の
上
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、

建
物
へ
の
深
刻
な
被
害
は
な
く
最
小
限
の
被
害
で
済
み
、

図
書
館
も
書
架
か
ら
の
書
籍
の
落
下
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

他
大
学
の
状
況
を
聞
く
と
奇
跡
的
で
あ
っ
た
。

　

多
目
的
ホ
ー
ル
で
一
夜
を
過
ご
す
人
た
ち
が
約
80
名
い

た
こ
と
か
ら
、
保
健
室
や
合
宿
用
の
布
団
な
ど
を
運
び
込

み
、
自
家
発
電
機
を
設
置
し
て
照
明
・
石
油
ス
ト
ー
ブ
や

テ
レ
ビ
を
使
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
時
期
は
特
に
夜
間

の
寒
さ
が
厳
し
く
、
献
身
的
に
奔
走
し
て
く
れ
た
職
員
に

は
感
謝
で
あ
っ
た
。
仙
台
や
名
取
は
停
電
で
あ
っ
た
が
、

自
家
発
電
で
テ
レ
ビ
を
一
晩
中
か
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、

荒
浜
や
閖
上
の
津
波
被
害
を
、
地
域
で
い
ち
早
く
知
っ
た

の
は
お
そ
ら
く
我
々
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま

た
、
生
協
や
幼
稚
園
か
ら
食
糧
の
提
供
を
受
け
、
そ
れ
を

中
高
に
も
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
本
当
に
感
謝

に
尽
く
せ
な
い
。
食
糧
の
備
蓄
は
大
学
で
は
全
く
し
て
お

ら
ず
、
今
後
の
課
題
と
肝
に
銘
じ
た
。
多
目
的
ホ
ー
ル
の
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隣
が
食
堂
で
あ
り
、
荷
物
を
動
か
す
こ
と
な
く
食
事
で
き

た
こ
と
は
、
衛
生
面
で
も
恵
ま
れ
て
い
た
。

　

翌
日
（
12
日
）、
家
族
が
迎
え
に
来
た
り
、
教
職
員
が

手
分
け
し
て
送
っ
た
り
し
て
避
難
し
た
学
生
が
大
分
減
っ

た
。
私
は
仙
台
東
部
・
七
ヶ
浜
・
利
府
に
3
人
の
学
生
を

送
っ
た
が
、
途
中
の
道
は
通
行
止
め
が
多
く
、
石
油
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
火
災
の
煙
が
ど
こ
か
ら
も
見
え
、
右
往
左
往
し

な
が
ら
学
生
を
地
域
の
避
難
所
に
送
り
届
け
、
や
っ
と
の

思
い
で
学
校
に
戻
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

そ
の
時
は
週
末
に
給
油
を
す
る
予
定
で
お
り
、
学
生
を

送
り
届
け
る
前
の
自
家
用
車
の
タ
ン
ク
に
は
ガ
ソ
リ
ン
が

3
分
の
1
も
残
っ
て
い
な
く
て
、
帰
校
後
し
ば
ら
く
車
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。地
震
の
後
、

ほ
と
ん
ど
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま

い
、
い
つ
給
油
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
あ
ち
こ
ち
の

ス
タ
ン
ド
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
た
。
仮
に
給
油
で

き
て
も
5
リ
ッ
ト
ル
か
10
リ
ッ
ト
ル
な
ど
の
限
定
で
給
油

で
き
る
状
態
で
あ
っ
た
。
幸
い
数
日
の
う
ち
に
、
本
学
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
た
ス
タ
ン
ド
で
、
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン

を
分
け
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
、
よ
う
や
く
車
で
通
勤

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
公
共
交
通
機
関
が

通
常
に
は
戻
ら
ず
、
し
ば
ら
く
は
通
勤
の
際
は
ル
ー
ト
沿

い
の
人
た
ち
が
乗
り
合
わ
せ
て
通
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
以
来
、
タ
ン
ク
の
残
量
が
半
分
以
下
に
な
っ
た
ら
給
油

す
る
習
慣
が
つ
い
て
い
る
。

　

そ
の
夜
は
合
宿
遠
征
し
て
い
た
本
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

が
新
潟
か
ら
山
形
経
由
で
帰
校
し
、
山
形
か
ら
飲
料
水
を

運
ん
で
き
て
く
れ
た
。

　

3
日
目
（
13
日
）
の
朝
は
、
そ
れ
ま
で
避
難
し
て
い
た

学
生
た
ち
全
員
を
教
職
員
が
送
り
届
け
る
こ
と
と
し
、
一

応
多
目
的
ホ
ー
ル
の
避
難
所
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
。
あ

る
職
員
は
岩
手
県
ま
で
送
り
届
け
た
。
私
は
、
帰
宅
途
中

の
職
員
の
車
に
乗
せ
て
も
ら
い
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
卒
業

式
の
キ
ャ
ン
セ
ル
を
伝
え
に
行
っ
た
。
何
度
か
連
絡
を
試

み
た
が
電
話
が
繋
が
ら
ず
、
直
接
訪
ね
た
の
だ
が
、
サ
ン

プ
ラ
ザ
の
大
ホ
ー
ル
で
は
、
11
日
の
午
前
中
に
あ
る
学
校

の
卒
業
式
が
あ
り
、
そ
の
午
後
地
震
の
際
ホ
ー
ル
の
天
井

に
吊
っ
て
あ
っ
た
照
明
器
具
が
客
席
に
落
下
し
た
と
の
こ

と
。
危
機
一
髪
だ
っ
た
。
復
旧
の
予
定
が
立
た
ず
連
絡
も
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で
き
な
か
っ
た
の
で
助
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
私

は
、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
か
ら
自
宅
ま
で
約
2
時
間
歩
い
て

帰
っ
た
。
そ
の
後
何
日
か
は
50
㏄
の
バ
イ
ク
を
使
っ
た

り
家
族
に
送
ら
れ
た
り
、
ま
た
ゆ
り
が
丘
在
住
の
同
僚
の

お
宅
に
泊
め
て
い
た
だ
い
た
り
で
お
世
話
に
な
り
感
謝
で

あ
っ
た
。

1
・
3
　
緊
急
時
の
対
応

　

14
日
は
、
電
気
・
電
話
・
ガ
ス
は
不
通
、
水
道
は
貯
水

槽
に
あ
る
分
だ
け
で
、
ト
イ
レ
の
使
用
も
、
本
館
の
み
と

し
た
。
こ
の
日
、
全
学
の
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、

名
取
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
職
員
全
体
集
会
を
開
き
、
出
勤
で

き
た
教
職
員
で
情
報
を
共
有
し
た
。
事
務
室
ロ
ビ
ー
に
は

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
置
き
、
全
て
の
情
報
を
書
き
出
し
貼

り
だ
す
情
報
板
と
し
た
。
電
気
や
電
話
が
い
つ
復
旧
し
た

の
か
思
い
出
せ
な
い
が
、
復
旧
後
た
だ
ち
に
事
務
室
内
で

は
出
勤
可
能
な
職
員
が
分
担
し
て
在
学
生
の
安
否
確
認
を

行
っ
た
。
当
時
本
学
独
自
に
導
入
し
た
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

（
ユ
ニ
パ
）
や
電
話
な
ど
で
、全
員
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
っ

た
。
他
方
、
先
生
方
は
懸
命
に
担
任
学
生
の
安
否
確
認
を

し
、
そ
れ
を
事
務
局
の
安
否
確
認
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

い
っ
た
（
そ
の
資
料
は
、
今
も
学
内
に
残
っ
て
い
る
と
思

う
）。
そ
の
中
に
、
石
巻
の
学
生
で
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
安

全
を
確
認
し
た
と
の
情
報
を
得
た
あ
と
に
、
津
波
に
遭
っ

た
ら
し
く
消
息
不
明
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。卒
業
を
控
え
、

就
職
が
決
ま
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
、
こ

の
学
生
と
休
学
中
の
学
生
の
2
名
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

　

こ
の
1
週
間
で
全
在
学
生
の
安
否
確
認
を
行
っ
た
が
、

在
学
生
の
安
否
確
認
や
大
学
か
ら
学
生
へ
の
情
報
伝
達
の

手
段
と
し
て
は
、
導
入
し
て
間
も
な
か
っ
た
メ
ー
ル
シ
ス

テ
ム
（
ユ
ニ
パ
）
が
た
い
へ
ん
有
効
で
あ
っ
た
と
思
う
。

そ
の
後
入
学
予
定
者
の
安
否
確
認
を
行
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
。

　

卒
業
式
は
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
直
接
卒
業
証
書
を
伝

達
す
る
た
め
に
2
日
間
を
設
定
し
、
予
想
し
て
い
た
よ
り

も
多
く
の
卒
業
生
が
大
学
に
集
ま
り
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や

先
生
方
と
無
事
を
喜
び
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
が
で

き
た
。
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震
災
発
生
か
ら
3
月
末
ま
で
の
間
は
、
学
院
の
災
害
対

策
本
部
に
よ
る
支
援
体
制
や
各
学
校
の
学
事
へ
の
対
応
の

検
討
、
大
学
と
し
て
は
運
営
協
議
会
を
核
と
し
て
復
旧
体

制
や
新
年
度
の
学
事
の
検
討
を
進
め
て
い
っ
た
と
思
う
。

大
学
事
務
室
は
学
生
の
安
否
確
認
の
の
ち
、
毎
朝
の
打
ち

合
わ
せ
に
よ
り
通
常
の
体
制
の
中
で
、
業
務
遂
行
に
戻
っ

て
い
く
よ
う
に
心
が
け
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

1
・
4
　
授
業
再
開
に
向
け
て
の
準
備

　

在
学
生
の
安
否
確
認
後
、
多
く
の
学
生
の
被
害
状
況
が

わ
か
っ
て
き
て
、「
ひ
と
り
も
震
災
に
よ
る
退
学
者
を
出

す
ま
い
」
と
学
生
支
援
の
た
め
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
。
学
院
と
し
て
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、
園
児
・

生
徒
・
学
生
へ
の
具
体
的
支
援
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
が

な
さ
れ
、「
オ
ー
ル
尚
絅
」
の
募
金
も
な
さ
れ
た
。
そ
の

ほ
か
、
教
会
関
係
や
日
本
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
な

ど
か
ら
の
支
援
金
や
物
資
の
援
助
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も

忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
大
学
で
は
4
月
に
入
っ
て

よ
う
や
く
臨
時
教
授
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
、
諸
会
議
で

学
生
支
援
の
あ
り
方
や
学
事
の
進
め
方
等
が
具
体
化
し
て

い
っ
た
。

　

自
宅
が
被
害
に
遭
い
通
学
が
困
難
な
学
生
の
た
め
に
、

ゆ
り
が
丘
公
民
館
の
ご
協
力
を
得
て
、
ゆ
り
が
丘
と
み
ど

り
台
地
区
の
全
戸
に
、
1
年
以
内
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
協

力
可
能
な
家
庭
を
募
る
チ
ラ
シ
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
受
け
入
れ
に
申
し
出
て
く
だ
さ
っ
た
家
庭
は
10
軒
ま

で
は
い
か
な
か
っ
た
が
、
そ
の
一
軒
一
軒
を
訪
問
し
確
認

し
て
回
り
、
尚
絅
が
名
取
に
移
転
し
て
以
来
、
そ
し
て
公

民
館
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
運
営
委
員
と
し
て
地
域
に
関

わ
っ
て
い
る
意
義
と
有
難
さ
を
し
み
じ
み
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。
結
果
と
し
て
、
数
件
の
照
会
は
あ
っ
た
も
の
の

利
用
す
る
学
生
は
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
表
に
は
出
な

か
っ
た
が
忘
れ
が
た
い
出
来
事
で
あ
る
。
な
お
、
ゆ
り
が

丘
地
区
は
震
災
被
害
が
少
な
く
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
市

中
心
部
や
沿
岸
部
に
炊
き
出
し
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

多
く
の
方
が
関
わ
っ
た
。

　

被
災
学
生
へ
の
緊
急
奨
学
金
の
と
り
ま
と
め
は
、
学
生

生
活
課
が
通
常
の
業
務
に
加
え
て
後
期
ま
で
担
っ
た
が
、

滞
り
な
く
な
さ
れ
た
。
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大
学
の
入
学
式
は
5
月
6
日
に
学
内
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
時
か
ら
こ
の
年
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
、
学
生
の
仮
設
住
宅
で
の
活
動
を
始
め

と
す
る
外
部
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
窓
口
と
な
り
と
り
ま

と
め
ら
れ
、
本
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
こ
こ
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
教
職
員
の

有
志
が
個
別
に
週
末
等
に
被
災
地
に
出
向
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
励
ん
で
い
た
こ
と
を
耳
に
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
総
領
事
館
の
協
力
を
得
て
災
害
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
こ
と
や
、
仙
台
市
民
大
学
講
座
、

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
が
、
4
月
の
定
例
教
授

会
以
降
の
記
憶
が
定
か
で
な
い
。

　

大
震
災
か
ら
10
年
が
経
ち
、
S
N
S
の
利
用
な
ど
相
互

の
伝
達
手
段
が
格
段
に
進
歩
し
た
が
、
学
生
・
教
職
員
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
域
と
の
繋
が
り
、
不
断
の
危
機
管
理

意
識
な
ど
、
日
常
の
中
で
組
織
と
し
て
、
ま
た
一
個
人
と

し
て
心
し
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
。
し
か

し
、時
間
と
と
も
に
忘
れ
や
す
い
こ
と
も
痛
感
し
て
い
る
。

私
は
、
現
在
地
域
の
防
災
担
当
委
員
の
役
を
担
っ
て
い
る

が
、
尚
絅
で
の
経
験
を
少
し
で
も
役
立
て
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

2011年 5月　入学式



57─ ─

第 1章　当時の体験から

　

当
時
、
何
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
漠
然
と
し

た
思
い
か
ら
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
し
た
が
、
活

動
を
行
っ
て
い
く
な
か
で
、
様
々
な
気
付
き
や
学
び
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
10
年
と
い
う
節
目
に
、
当

時
の
記
憶
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
記
述
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
日
、
私
は
妹
と
イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
取
で
買
い
物
を

し
て
い
ま
し
た
。
1
階
か
ら
2
階
に
向
か
う
為
に
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
に
乗
降
し
て
い
た
の
で
す
が
、
一
緒
に
乗
降
し

て
い
た
方
の
「
揺
れ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
で
、
地
震
が

起
き
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、
後

ろ
に
い
た
は
ず
の
乗
客
が
誰
も
お
ら
ず
、
危
険
だ
と
は

思
っ
た
の
で
す
が
私
も
下
に
飛
び
降
り
ま
し
た
。
下
に
降

り
た
時
に
は
揺
れ
が
さ
ら
に
強
く
な
っ
て
お
り
、
今
ま
で

体
験
し
た
こ
と
の
な
い
非
常
事
態
に
思
考
と
足
が
停
止
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
場
に
立
ち
尽
く
し
て
い
る
と

「
こ
っ
ち
！
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
、
声
が
聞
こ
え
る
方

に
目
を
向
け
る
と
、
商
品
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
机
の
下
に

妹
と
他
に
も
避
難
し
て
い
る
人
の
姿
が
見
え
ま
し
た
。
急

い
で
机
の
下
に
潜
り
込
み
、
揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
ち
ま

す
が
一
向
に
揺
れ
が
収
ま
る
気
配
は
な
く
、
商
品
棚
は
倒

壊
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
目
の
前
に
落
ち
て
き
た
か

と
思
う
と
、
停
電
し
て
辺
り
が
真
っ
暗
に
な
り
何
も
見
え

な
く
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
、
机
の
下
で
一
緒
に
避
難
し

て
い
た
女
性
の
方
が
「
子
供
が
3
階
に
」
と
、
何
度
も
繰

り
返
し
叫
ん
で
い
た
姿
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

揺
れ
が
収
ま
る
と
、
近
く
に
い
た
店
員
の
方
に
誘
導
さ

れ
、
建
物
の
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
直
ぐ
に
動

く
こ
と
が
で
き
ず
、
建
物
を
眺
め
て
い
る
と
、
体
感
に
し

て
10
分
か
ら
20
分
の
時
間
差
で
建
物
か
ら
人
々
が
次
々
と

震
災
と
共
に
歩
む

斎　
　

美
紀
（
人
間
心
理
学
科
2
0
1
3
年
卒
業　

地
域
連
携
交
流
プ
ラ
ザ
職
員
）
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出
て
き
ま
し
た
。
美
容
院
の
ケ
ー
プ
を
着
用
し
た
ま
ま
の

人
や
、車
を
と
り
に
立
体
駐
車
場
へ
の
坂
を
上
る
人
な
ど
、

辺
り
は
騒
然
と
し
た
空
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

自
宅
に
戻
る
と
、
地
震
で
倒
れ
た
荷
物
で
家
の
中
は
ぐ

ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
、
壁
に
は
穴
が
開
い
て
い
た
り
と
、
そ
の

ま
ま
で
は
生
活
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
日
は
、
余
震
が
続
き
車
の
中
で
一
晩
過
ご
し
た
の
で

す
が
、
家
族
全
員
が
怪
我
も
な
く
無
事
だ
っ
た
こ
と
は
、

本
当
に
幸
い
な
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
震
発
生
か
ら
止
ま
っ
て
い
た
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
徐
々
に
復
旧
し
て
き
た
頃
に
、
当
時
閖
上
の
幼
稚
園

で
働
い
て
い
た
友
人
の
お
母
様
が
「
息
子
の
バ
イ
ク
を
預

か
っ
て
ほ
し
い
」
と
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
沿
岸
部
か
ら
集

団
で
避
難
し
た
方
々
が
大
勢
い
る
避
難
所
（
小
学
校
）
が

近
く
に
あ
り
、
地
震
や
津
波
で
何
も
か
も
失
っ
た
人
々
に

申
し
訳
な
く
、
新
品
の
バ
イ
ク
を
自
宅
に
置
い
て
お
け
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
津
波
か
ら
命
か
ら
が
ら
逃

げ
た
が
、
両
親
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
子
供
達
も
沢
山

い
る
と
涙
な
が
ら
に
お
話
を
さ
れ
て
、
実
際
に
着
の
身
着

の
ま
ま
避
難
さ
れ
た
方
々
の
光
景
も
見
て
お
り
、
何
か
し

な
け
れ
ば
と
漠
然
と
考
え
て
い
ま
し
た
。お
話
の
最
後
に
、

名
取
市
役
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
り
、
こ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
を
検
索
す
る
と
「
名

取
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
開
所
さ
れ
る
と

い
う
情
報
を
見
付
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
為
、
セ
ン

タ
ー
の
開
所
日
に
名
取
市
体
育
館
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
津
波
被
害
に
遭
わ
れ
た
地
域
の
土
砂

出
し
や
瓦
礫
の
撤
去
、
全
国
か
ら
届
く
支
援
物
資
の
仕
分

け
や
、
避
難
所
の
清
掃
、
写
真
な
ど
の
漂
流
物
を
奇
麗
に

し
て
お
返
し
す
る
思
い
出
探
し
隊
の
お
手
伝
い
な
ど
、
活

動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
セ
ン
タ
ー
に
は
尚
絅
学
院
の
学
生
、
教
職

員
や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
受
講
生
な
ど
、
尚
絅
に
関
係

す
る
多
く
の
方
々
が
個
人
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。
毎
日
、
全
国
か
ら
沢
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

者
が
訪
れ
る
セ
ン
タ
ー
で
、
同
じ
名
取
市
に
あ
る
尚
絅
学

院
大
学
が
、
セ
ン
タ
ー
運
営
を
行
っ
て
い
る
、
名
取
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
方
々
の
お
手
伝
い
な
ど
、
大
学
組
織
と
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し
て
何
か
で
き
な
い
か
と
声
が
あ
が
り
、
個
人
で
活
動
し

て
い
た
参
加
者
な
ど
が
集
め
ら
れ
、
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
運
営
に
も
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
出
来
事
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
発
足
の
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

運
営
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
や
活
動
で
使
用
す

る
資
材
の
準
備
や
管
理
、清
掃
な
ど
を
主
に
行
い
ま
し
た
。

　

大
学
が
再
開
し
て
か
ら
も
、
セ
ン
タ
ー
が
開
い
て
い
る

日
は
毎
日
セ
ン
タ
ー
に
通
い
、
大
学
と
セ
ン
タ
ー
を
往
復

す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
当
時
、
大
学
で
は
特
例
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
制
度

を
利
用
し
て
多
く
の
学
生
な
ど
が
活
動
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
私
も
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
農
家
の
ハ
ウ
ス
の
泥
だ

し
や
、
個
人
宅
の
片
付
け
、
瓦
礫
の
撤
去
、
避
難
所
の
仮

設
ト
イ
レ
の
清
掃
な
ど
様
々
な
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
活
動
で
現
地
に
赴
い
た
こ
と
で
、
自
分
の
目
で

被
災
地
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
依
頼
者
の
言
葉
や

そ
の
土
地
に
対
す
る
想
い
、
感
謝
の
言
葉
が
活
力
と
原
動

力
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
側
と
し
て

も
、
活
動
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な
経
験
と

大学コンソーシアムひょうご神戸との交流会
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兵庫県新人職員ボランティア研修

閖上のカーネーション農家の泥出し
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な
り
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
2
カ
月
が
経
過
す
る
と
、
仮
設
住
宅
が
建
ち

始
め
、
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
と
平
行
し
て
仮
設
で
の
活
動

も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
が
徐
々
に
減
少
し
、

2
0
1
1
年
8
月
に
セ
ン
タ
ー
が
閉
所
し
、
2
0
1
2

年
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
名
を
T
A
S
K
I
（
た

す
き
）
と
し
、
仮
設
住
宅
で
の
活
動
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま

し
た
。

　

仮
設
で
は
、
ヨ
ガ
や
う
た
ご
え
、
簡
単
な
体
操
な
ど
の

講
座
や
、
節
分
や
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
っ
た
季
節
の
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
か
ら
準
備
、
運
営
な
ど
の
活
動
を
メ
イ
ン
に
行

い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
他
大
学
と
の
交
流
会
や
学
習

会
、
復
興
大
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
施
や
、
仮
設
に

設
置
し
た
畑
の
お
手
伝
い
や
草
取
り
、
お
茶
会
な
ど
様
々

な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

T
A
S
K
I
に
は
活
動
を
行
う
な
か
で
、「
つ
な
げ
る
、

つ
づ
け
る
、
つ
た
え
る
」
と
い
う
「
三
つ
の
つ
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
三
つ
の
つ
」
に
関
し

て
、
仮
設
で
活
動
を
始
め
た
際
に
最
初
に
意
識
し
た
の
が

「
つ
な
げ
る
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

仮
設
で
活
動
を
始
め
て
初
期
の
頃
、
あ
る
住
民
の
方
に

「
一
方
的
に
物
事
を
す
す
め
な
い
で
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
当
時
、
仮
設
に
は
毎
日
の
よ
う
に
様
々
な
団
体

が
出
入
り
を
し
て
、
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
T
A
S
K
I

も
そ
の
中
の
団
体
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　

先
の
言
葉
を
言
わ
れ
て
、
初
め
て
一
方
的
に
物
事
を
す

す
め
て
い
る
こ
と
、
仮
設
の
中
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
気
付
き
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
は
、
ま
ず
住
民
の
方
に
お
話
を
聞
い
て

（
ニ
ー
ズ
の
聞
き
出
し
）
意
見
を
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
、

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
物
事
を
考
え
る
こ
と
を
意
識
し

て
、
活
動
を
行
う
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
尚

絅
（
T
A
S
K
I
）
の
存
在
を
徐
々
に
認
識
し
て
も
ら
い
、

関
係
を
「
つ
な
げ
る
」
こ
と
、
活
動
を
「
つ
づ
け
る
」
こ

と
で
、
住
民
の
方
々
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
だ
け
で
は
な
く
、
住
民

の
方
々
の
間
に
入
り
、
日
々
の
生
活
に
密
着
し
て
い
く
こ

と
で
、
距
離
も
縮
め
て
い
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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他
大
学
と
の
交
流
会
や
学
習
会
で
は
、
被
災
地
や
仮
設

の
現
状
を
「
つ
た
え
る
」
こ
と
、
意
見
交
換
や
他
の
団
体

が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
な
ど
を
知
り
、
お
互

い
震
災
に
対
し
て
想
い
を
「
つ
た
え
る
」
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

震
災
時
か
ら
交
流
が
続
い
て
い
る
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神
戸
の
方
々
と
の
交
流
会
は
毎
年
、
住
民

の
方
々
が
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ

り
ま
す
。
他
に
も
、
千
葉
県
の
敬
愛
大
学
の
方
々
と
の
交

流
会
で
は
、
仮
設
に
花
壇
と
畑
用
プ
ラ
ン
タ
ー
を
つ
く
り

ま
し
た
。
そ
の
畑
や
花
壇
は
、
仮
設
で
住
民
同
士
の
交
流

の
大
切
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閖
上
バ
ス
ツ
ア
ー
や
県
内
外
の
被
災
地
訪
問
で

は
、被
災
地
の
現
状
や
震
災
に
つ
い
て
考
え
、「
つ
た
え
る
」

為
の
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
の
な
か
で
「
寄
り
添
い
」
も
大
事
な
テ
ー
マ
と
し

て
意
識
し
て
き
ま
し
た
が
、
沢
山
の
方
々
と
関
わ
り
、
震

災
に
対
し
て
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
抱
え
て
い
る
こ
と

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
そ
の
な
か
で
私
自
身
、
寄
り
添

い
が
で
き
て
い
た
の
か
と
今
も
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
行
っ
て
い
く
な
か
で
、
課
題
で
あ
り

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
初
め
て
閖
上
に
赴
い
た

際
に
は
、
ま
た
人
々
が
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
状
態
に

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
ほ
ど
、
凄
惨
な
光
景
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
活
動
終
わ
り
に
、
送
迎
の
運
転
手
さ

ん
が
閖
上
の
周
辺
を
巡
回
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
が
、
皆

言
葉
が
出
て
こ
ず
、
無
言
で
バ
ス
の
外
を
眺
め
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
現
実
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

復
興
と
は
、
ど
う
定
義
さ
れ
て
い
る
か
調
べ
て
み
る
と

「
一
度
衰
え
た
も
の
が
再
び
勢
い
を
取
り
戻
す
こ
と
」
と

あ
り
ま
す
。
名
取
市
で
は
2
0
2
0
年
に
「
復
興
達
成

宣
言
」、
仮
設
も
同
年
に
最
後
の
住
民
の
方
が
退
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

確
か
に
、
失
わ
れ
た
町
並
み
は
少
し
ず
つ
で
す
が
再
構

築
さ
れ
、
復
興
に
向
か
っ
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
環
境
の

構
築
だ
け
が
復
興
で
は
な
く
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
で
、
ど
う
関
わ
っ
て
（
寄
り
添
っ
て
）
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
な
ど
ま
だ
ま
だ
課
題
も
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多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
を
経
験
し
て
い
つ
ど
ん
な
状
況
に
な
る
の

か
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
日
々
の
備
え
を
し
っ
か

り
準
備
し
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
も
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
際
に
、
震
災
か
ら
得
た
経
験
や
教
訓
も

生
か
さ
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
改
め
て
思
い
感
じ
て
い
る
こ
と
は
一
緒
に
活
動
し

た
仲
間
達
や
、活
動
を
支
え
て
下
さ
っ
た
教
職
員
の
皆
様
、

出
会
っ
た
沢
山
の
方
々
に
私
自
身
も
救
わ
れ
、
沢
山
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
名
取
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
お
世
話
に
な
っ
た
名
取
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
の
皆
様
に
は
、
セ
ン
タ
ー
閉
所

後
に
も
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
様
々
な
活
動
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
な
か
で
、
豪
雨
災
害

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に
は
、

震
災
時
に
一
緒
に
活
動
を
行
っ
た
方
々
と
再
会
し
、
縁
が

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
震
災
時

か
ら
続
く
、
他
大
学
や
様
々
な
団
体
と
の
交
流
も
住
民
の

方
々
や
、
私
達
に
と
っ
て
も
大
き
な
心
の
支
え
で
す
。

　

そ
し
て
、
再
び
巡
り
め
ぐ
っ
て
今
も
尚
絅
（
の
活
動
）

に
私
自
身
が
携
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
感
謝
の
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
出
会
い
や
縁
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
震
災
と
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
た
。（
2
0
2
1
年

3
月
11
日
） 

毎
年
3
・
11
が
近
づ
く
と
風
化
を
防
ぐ
意
味

で
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
等
で
特
集
が
組
ま
れ
報
道
さ
れ
る
が
、

今
年
は
10
年
と
い
う
事
で
特
に
震
災
関
連
の
報
道
が
多

か
っ
た
。「
こ
の
後
、
津
波
の
映
像
が
流
れ
ま
す
。
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
方
は
視
聴
を
お
控
え
く
だ
さ
い
…
…
」
の

字
幕
に
続
い
て
、
津
波
の
映
像
も
多
く
放
送
さ
れ
た
。
当

日
か
ら
の
対
応
の
詳
細
は
、
諸
先
生
の
「
体
験
談
」、
並

び
に
「
第
二
章　

尚
絅
学
院
大
学
と
し
て
の
検
証
」
を
参

照
頂
き
た
い
が
、
特
に
「
家
が
職
場
に
一
番
近
い
職
員
」

と
し
て
携
わ
っ
た
体
験
、
ま
た
震
災
当
時
は
入
試
広
報
課

所
属
で
、
福
島
県
の
高
校
に
も
数
多
く
訪
問
し
た
の
で
、

そ
の
体
験
を
幾
つ
か
述
べ
た
い
。

1
、
臨
時
避
難
所
開
設
か
ら
閉
鎖
ま
で

　

震
災
当
日
（
3
月
11
日
）
か
ら
3
月
13
日
午
前
中
ま

で
、
学
生
会
館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
に
帰
宅
困
難
な
学
生
を

中
心
に
約
80
名
が
宿
泊
し
た
。（
詳
細
は
「
第
二
章　

尚

絅
学
院
大
学
と
し
て
の
検
証
」
参
照
） 

電
気
・
水
道
・
ガ

ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
全
て
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
本

学
は
標
高
1
7
5
m
の
高
さ
に
あ
り
、
普
段
は
仙
台
市

街
、
名
取
市
街
の
夜
景
が
と
て
も
き
れ
い
に
見
え
る
の
だ

が
、
震
災
直
後
か
ら
数
日
間
は
ご
く
一
部
の
ビ
ル
の
赤
色

灯
（
航
空
障
害
灯
）
を
除
き
、
暗
黒
の
世
界
で
あ
っ
た
。

そ
れ
と
は
逆
に
、
悲
し
い
ほ
ど
星
空
が
き
れ
い
に
見
え
た

こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。（
同
僚
職
員
と
、
避
難
し
て
き

た
職
員
の
子
ど
も
が
寝
転
び
な
が
ら
星
座
観
察
を
し
て
い

た
。）

東
日
本
大
震
災
10
年
を
振
り
返
る

原
田　
　

紀
（
教
育
研
究
支
援
課
）
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附
属
幼
稚
園
、
ま
た
職
員
か
ら
提
供
頂
い
た
材
料
で
、

食
事
を
作
り
皆
で
い
た
だ
い
た
。
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
お

椀
に
「
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
を
敷
い
て
か
ら
汁
を
よ
そ
う
と
洗

う
手
間
が
省
け
る
の
。
震
災
時
の
知
恵
よ
！
」
と
先
輩
職

員
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。
2
日
間
を
も
っ
て
本
学
の
避
難

所
は
解
散
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
は
教
職
員
が

学
生
を
分
乗
し
て
自
宅
ま
で
送
り
届
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
佐
々
木
学
長
（
当
時
）
が
学
生
一
人
一
人
に
「
希
望

を
忘
れ
ず
に
、
頑
張
り
な
さ
い
。」
と
声
を
か
け
て
い
た

の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

2
、
安
否
確
認
作
業

　

2
0
1
1
年
3
月
14
日
午
後
、
本
館
3
階
大
会
議
室

に
て
全
体
集
会
が
開
か
れ
、
約
70
名
の
教
職
員
が
集
ま
っ

た
。
各
学
校
の
被
害
状
況
や
、災
害
対
策
本
部
の
設
置
等
、

諸
々
の
連
絡
後
、
4
年
生
特
に
沿
岸
部
に
実
家
が
あ
る
学

生
を
優
先
し
て
学
科
ご
と
に
手
分
け
を
し
て
安
否
確
認
を

す
る
こ
と
に
し
た
。
4
月
18
日
ま
で
に
終
了
し
、
残
念
な

が
ら
2
名
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
う

ち
1
名
は
、
数
週
間
前
に
次
年
度
の
大
学
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
取
材
・
写
真
撮
影
を
行
っ
た
ば
か
り
の
石
巻
出
身
の
女

子
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
愕
然
と
し
た
。
に
こ
や

か
な
笑
顔
の
写
真
と
と
も
に
、
高
校
生
に
大
学
の
魅
力
を

語
っ
て
く
れ
た
記
事
が
上
が
っ
て
き
た
直
後
の
こ
と
で
、

涙
と
と
も
に
記
事
の
差
替
え
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
3
月
22
日
か
ら
は
入
学
予
定
者
の
安
否
確
認
を

開
始
し
、
職
員
で
手
分
け
し
て
行
っ
た
。
幸
い
3
月
28
日

ま
で
に
全
て
の
入
学
予
定
者
の
安
全
が
確
認
さ
れ
た
。
し

か
し
、
塩
釜
市
の
離
島
（
桂
島
）
か
ら
途
切
れ
途
切
れ
の

電
波
で
電
話
を
や
り
取
り
し
た
こ
と
、「
母
親
・
親
戚
が

行
方
不
明
で
、今
日
も
遺
体
安
置
所
に
行
っ
て
き
た
」、「
家

が
流
出
し
た
（
女
川
町
）」、
さ
ら
に
福
島
県
沿
岸
部
か
ら

の
入
学
予
定
者
か
ら
は
「
現
在
、
会
津
に
避
難
中
」「
静

岡
に
避
難
中
、辞
退
か
入
学
延
期
を
お
願
い
で
き
な
い
か
」

と
の
申
し
出
も
あ
り
、
沿
岸
地
域
や
原
発
被
災
地
の
苦
悩

に
胸
が
痛
ん
だ
。
安
否
確
認
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
大
学
側

か
ら
H
P
で
の
呼
び
か
け
、
電
話
で
の
確
認
、
学
籍
シ

ス
テ
ム
「U

niversal Passport

」、E
-m

ail

を
活
用
し
た
。

事
務
長
席
に
設
置
さ
れ
て
い
る
災
害
用
対
応
電
話
は
数
日
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間
鳴
り
っ
ぱ
な
し
で
あ
っ
た
。
今
ほ
どL

IN
E

やtw
itter 

等
の
S
N
S
は
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
あ
る
ク
ラ

ス
で
は
ほ
と
ん
ど
の
学
生
がm

ixi

に
登
録
し
て
い
た
と

い
う
ク
ラ
ス
も
あ
り
、
身
元
確
認
に
有
益
で
あ
っ
た
。

3
、 

着
の
身
着
の
ま
ま
で
の
卒
業
式
、
1
か
月
遅

れ
の
入
学
式

　

名
取
校
舎
に
移
転
以
来
、
入
学
式
・
卒
業
式
の
会
場
と

し
て
、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
を
長
年
使
用
し
て
き
た

が
、
こ
ち
ら
も
建
物
の
被
害
に
よ
り
、
使
用
不
可
能
と

な
っ
た
。
し
か
し
、「
集
ま
れ
る
学
生
に
は
何
と
か
集
ま
っ

て
も
ら
い
、
卒
業
証
書
を
渡
し
た
い
」
と
い
う
佐
々
木
学

長
の
声
の
も
と
、
3
月
24
日
〜
25
日
に
卒
業
式
と
卒
業
証

書
の
授
与
を
5
G
講
義
室
に
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

H
P
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
パ
ス
ポ
ー
ト
で
の
呼
び
か
け
に
加

え
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
に
案
内
を
出
し
た
。
両
日
と
も
た
く

さ
ん
の
卒
業
生
が
着
の
身
着
の
ま
ま
で
来
学
し
、
担
任
か

ら
証
書
授
与
を
受
け
、そ
の
後
ク
ラ
ス
懇
談
会
を
行
っ
た
。

卒
業
式
で
の
小
林
宗
教
主
任
の
祈
祷
、「
主
よ
、
な
ぜ
あ

2011.3.24　卒業式
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な
た
は
こ
れ
ほ
ど
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
私
た
ち
に
な
さ
る
の

で
す
か
。　

〜
中
略
〜　

も
う
一
度
信
じ
る
力
を
与
え
て

く
だ
さ
い
。」
と
い
う
祈
祷
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
ノ
ア
の

箱
舟
」（
旧
約
聖
書 

創
世
記
）
で
は
な
い
が
、
私
た
ち
の

住
む
世
界
は
堕
落
し
、
不
法
に
満
ち
て
い
る
も
の
の
、
何

故
こ
れ
ほ
ど
の
酷
い
仕
打
ち
（
震
災
、
津
波
、
原
発
被
害
）

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
一
瞬
で
あ
っ
た
が
神

を
疑
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

例
年
4
月
上
旬
に
開
催
す
る
入
学
式
は
、
こ
の
年
1
ヶ

月
遅
れ
の
5
月
6
日
に
開
催
し
た
。（
5
E
講
義
室
で
午

前
・
午
後
2
回
に
分
け
て
）
保
護
者
に
は
別
室
（
5
G

講
義
室
）
に
入
っ
て
頂
き
、
ビ
デ
オ
配
信
を
行
っ
た
。

　

電
力
供
給
が
限
ら
れ
る
中
、
消
費
電
力
を
極
力
抑
え
る

努
力
を
全
学
で
例
年
以
上
に
徹
底
し
た
。
例
年
は
7
月
末

か
ら
夏
休
み
に
入
る
の
が
、
こ
の
年
は
8
月
中
旬
ま
で
授

業
が
続
い
た
。
夏
の
暑
い
さ
な
か
、
エ
ア
コ
ン
を
我
慢
し

な
が
ら
の
授
業
は
殊
の
ほ
か
辛
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、学
生
・

教
職
員
で
不
平
を
言
う
者
は
い
な
か
っ
た
。

4
、
高
校
訪
問
で
の
忘
れ
ら
れ
な
い
光
景

　
4
│

1
　
郡
山
で
の
こ
と

　

2
0
0
7
年
4
月
〜
2
0
1
6
年
3
月
ま
で
の
9
年

間
、
私
は
入
試
広
報
課
に
所
属
し
、
入
試
運
営
や
募
集
活

動
を
担
当
し
た
。
1
年
目
は
渡
部
初
代
学
長
に
同
行
し
、

山
形
県
内
の
高
校
を
周
り
な
が
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。

2
年
目
以
降
秋
田
県
・
福
島
県
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
年
2
〜
3
回
、
各
地
の
高
校
を
訪
問
し
た
。（
詳
細
は

「
7　

被
災
地
へ
の
高
校
訪
問　

P. 

83
参
照
」）

　

2
0
1
1
年
7
月
某
日
、
私
は
泊
り
が
け
で
、
福
島

県
沿
岸
部
〜
郡
山
方
面
の
高
校
訪
問
を
行
っ
て
い
た
。
郡

山
市
内
を
訪
問
中
、
忘
れ
ら
れ
な
い
光
景
を
目
に
し
た
。

昼
時
に
コ
ン
ビ
ニ
駐
車
場
で
休
憩
中
、
小
学
生
7
〜
8
名

の
下
校
シ
ー
ン
を
目
に
し
た
。
そ
の
日
は
34
度
と
い
う
猛

暑
に
も
関
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
は
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
の
厚
着
を
し
て
い
た
。
厚
手
の
パ
ー
カ
ー
を
着

て
、
フ
ー
ド
を
す
っ
ぽ
り
被
っ
て
い
る
子
ど
も
も
い
た
。

私
は
そ
の
状
況
を
理
解
で
き
ず
、「
な
ぜ
こ
ん
な
暑
い
日

に
厚
着
を
し
て
い
る
の
か
」と
不
思
議
に
思
っ
た
の
だ
が
、



68─ ─

第 1部　東日本大震災の発生　概況

子
ど
も
た
ち
が
皆
、
携
帯
の
線
量
計
を
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ

て
い
る
の
を
見
て
謎
が
解
け
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
放

射
線
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
厚
着
を
し
て
い
た
の
だ
。

（
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
で
見
た
朝
の
T
V
ニ
ュ
ー
ス
で
、
郡

山
市
内
の
放
射
線
量
は1.09

〜1.12 µSv/h

と
伝
え
て

い
た
） 

当
時
、
私
の
子
ど
も
も
中
学
3
年
、
小
学
4
年
生

で
あ
り
、
同
年
代
の
郡
山
の
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
よ
う

に
目
に
見
え
な
い
放
射
線
と
戦
っ
て
い
る
、
と
い
う
光
景

を
目
に
し
て
胸
が
痛
ん
だ
。
そ
の
後
、
福
島
で
は
甲
状
腺

が
ん
を
発
症
す
る
子
ど
も
が
増
加
し
て
い
る
と
の
報
道
に

触
れ
た
。
関
連
性
に
つ
い
て
は
賛
否
あ
る
よ
う
だ
が
、
あ

の
時
の
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
だ
ろ
う
か

（
も
う
成
人
し
た
年
頃
）、と
改
め
て
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

　
4
│

2
　
浜
通
り
を
通
る
（
ふ
た
ば
未
来
高
校
）

　

入
試
広
報
課
と
し
て
最
後
に
参
加
し
た
進
学
ガ
イ
ダ
ン

ス
（
2
0
1
6
年
2
月
11
日
）
は
、
福
島
県
双
葉
郡
広

野
町
に
2
0
1
5
年
に
開
校
し
た
、
ふ
た
ば
未
来
学
園

高
校
で
あ
っ
た
。
職
業
別
分
科
会
「
映
像
・
放
送
」
の
依

頼
で
、
写
真
や
映
像
を
織
り
交
ぜ
、
表
現
文
化
学
科
を
中

忘れられない光景
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心
に
説
明
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
地
域
出
身
の
学
生
が

主
演
を
演
じ
た
映
画
（
ゼ
ミ
で
制
作
）
を
紹
介
す
る
こ
と

が
で
き
、
高
校
生
た
ち
も
興
味
深
く
見
て
く
れ
た
。
1
年

生
1
8
0
名
（
進
学
・
ス
ポ
ー
ツ
・
就
職
の
3
系
列
）

の
う
ち
約
8
割
が
双
葉
郡
の
出
身
と
の
こ
と
。
震
災
時
11

歳
だ
っ
た
彼
ら
は
、
各
避
難
地
を
転
々
と
し
、
様
々
な
困

難
を
経
て
こ
の
地
に
戻
っ
て
き
た
。
困
難
を
顔
に
出
さ

ず
、
新
し
い
環
境
で
い
き
い
き
と
学
ぶ
高
校
生
達
の
姿
を

見
て
、
少
し
安
堵
し
た
。
若
い
力
で
「
未
来
」
を
築
い
て

ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
制
服
は
A
K
B
の
衣
装
担
当
が
、

そ
し
て
校
歌
は
秋
元　

康
氏
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
と
の

事
。福
島
の
学
校
の
校
歌
と
い
え
ば
古
関
裕
而
だ
が
、き
っ

と
今
風
の
曲
な
の
だ
ろ
う
。
機
会
が
あ
れ
ば
聞
い
て
み
た

い
　

往
路
は
常
磐
自
動
車
道
を
利
用
し
た
。
第
一
原
子
力

発
電
所
付
近
で
は
依
然
高
い
放
射
線
量
を
示
し
て
い
た
。

（4.2 µSv/h

）　

そ
し
て
帰
り
は
6
号
線
を
利
用
し
た
。
帰

宅
困
難
地
域
の
大
熊
町
、
双
葉
町
で
は
店
と
い
う
店
、
家

と
い
う
家
が
バ
リ
ケ
ー
ド
で
固
め
ら
れ
、
各
交
差
点
に
は

警
備
員
が
立
ち
交
通
規
制
を
行
っ
て
い
た
。
崩
れ
た
ま
ま

福島県大熊町
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双葉駅前通り

の
家
も
残
り
、
震
災
5
年
が
経
っ
て
も
依
然
厳
し
い
状
況

で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
帰
路
は
少
し
気
持
ち
が

沈
ん
だ
。
双
葉
町
の
駅
前
通
り
を
通
過
し
た
。
桜
の
季
節

に
は
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
箇
所
だ
が
、
今
は
ひ
っ
そ
り

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
原
子
力
明
る
い
未
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
の
標
語
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
看
板
も
見
え
た
。
保

存
か
撤
去
か
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
が
、
2
0
1
5

年
12
月
以
降
、
そ
の
文
字
は
外
さ
れ
役
場
で
保
管
さ
れ
て

い
る
と
の
事
。
元
の
生
活
…
…
と
い
う
の
は
、
も
う
無
理

か
も
し
れ
な
い
が
、徐
々
に
帰
宅
困
難
地
域
が
解
除
さ
れ
、

各
地
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
方
々
が
、
ま
た
故
郷
に

戻
っ
て
来
れ
る
よ
う
、
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。



第
二
章
　
尚
絅
学
院
大
学
と
し
て
の
検
証



72─ ─

第 1部　東日本大震災の発生　概況

は
じ
め
に

　

千
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

が
経
過
し
た
。
こ
の
章
で
は
、
本
学
で
の
震
災
直
後
の
様

子
と
、
そ
の
後
復
興
に
む
け
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
っ

た
か
を
、
様
々
な
観
点
か
ら
振
り
返
る
。

1
　
東
日
本
大
震
災
被
害
の
概
要

発
生 

日
時
…
2
0
1
1
（
平
成
23
）
年
3
月
11
日
（
金
）　

14
時
46
分

震
源 

地
…
三
陸
沖　

北
緯
38
・
1
度
、
東
経
1
4
2
・

5
度
（
牡
鹿
半
島
の
東
約
1
3
0
㎞
）

震
源 

の
深
さ
…
24
㎞

地
震 

の
規
模
…
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0　

震
度
7

死
者 

… 

1
0
、5
6
7
名
（
関
連
死
9
2
9
名
含
む
）、

行
方
不
明
1
 、2
1
7
名

住
宅 

被
害
…
全
壊 

8
3
、0
0
5
棟
、
半
壊
1
5
5
、

1
3
0
棟

避
難 

の
状
況
…（
ピ
ー
ク
時
）
避
難
所
数 

35
市
町
村
で

1
、3
2
3
施
設
、
避
難
者
数
3
2
0
、8
8
5
名

被
害 

額
…（
交
通
関
係
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
・
医
療
施
設
・

民
間
施
設
・
文
教
施
設　

等
） 

9
兆
9
6
8
億
円

（
宮
城
県
調
べ
）

2
　
名
取
市
の
被
害
状
況
（
閖
上
中
心
）

震
度 

…
6
強

津
波 

到
達
時
刻
…
15
時
52
分 

（
地
震
発
生
後
1
時
間
6
分

後
）

最
大 
浸
水
高
…
9
・
09
ｍ

最
大 

浸
水
距
離
…
地
上
5
・
5
㎞
、
河
川
（
名
取
川
約
8

尚
絅
学
院
大
学
と
し
て
の
検
証
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㎞
、
増
田
川
約
7
・
4
㎞
）

死
者
…
9
6
4
名
（
関
連
死
含
む
）

3
　
震
災
当
日
か
ら
の
本
学
の
対
応

　

当
日
か
ら
記
録
し
て
い
た
日
誌
を
1
部
紹
介
す
る
。

（
2
0
1
1
年
3
月
18
日
付
、
記
載
：
原
田　

紀
）

　

東
日
本
大
震
災
は
18
日
午
後
、
発
生
か
ら
丸
1
週
間
を

迎
え
る
。
大
津
波
に
見
舞
わ
れ
た
東
北
の
太
平
洋
沿
岸
部

の
被
害
は
甚
大
で
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
1
万
人
を
超

え
た
。
被
害
は
日
を
追
う
ご
と
に
増
え
、
全
容
は
依
然
分

か
っ
て
い
な
い
。燃
料
な
ど
の
物
資
不
足
は
解
消
さ
れ
ず
、

被
災
地
の
市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
が
出
て

い
る
。
さ
ら
に
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
が
周
辺

地
域
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

地
震
は
11
日
午
後
2
時
46
分
、
三
陸
沖
を
震
源
に
発
生

し
た
。
規
模
を
示
す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
M
）
は
9
・
0

で
日
本
国
内
観
測
史
上
最
大
。
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
を
超
す

津
波
に
よ
り
、
多
数
の
家
屋
や
漁
船
、
車
両
が
押
し
流
さ

れ
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
太
平
洋
沿
岸
部
は
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
。

　

警
察
庁
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、18
日
午
前
0
時
時
点
で
、

死
者
・
行
方
不
明
者
は
1
万
5
、0
2
4
人
と
な
っ
た
。

死
者
は
宮
城
が
3
、1
5
8
人
、
岩
手
が
1
、9
0
5
人
、

福
島
が
5
7
4
人
な
ど
、
12
都
道
県
で
計
5
、6
9
2

人
。
行
方
不
明
者
は
岩
手
が
3
、8
5
3
人
、
福
島
が

3
、5
0
7
人
、
宮
城
が
2
、1
5
7
人
で
、
6
県
の
計

9
、5
2
2
人
。
警
察
や
自
衛
隊
な
ど
に
よ
る
捜
索
活
動

は
難
航
し
て
い
る
。

　

避
難
者
は
同
庁
の
17
日
午
後
6
時
時
点
の
ま
と
め
で
、

宮
城
が
約
19
万
1
、0
0
0
人
、
福
島
が
約
13
万
2
、

0
0
0
人
、
岩
手
が
約
4
万
8
、0
0
0
人
な
ど
、
秋
田

以
外
の
東
北
5
県
と
栃
木
、
茨
城
、
新
潟
の
8
県
で
約

38
万
6
、0
0
0
人
に
上
る
。
避
難
所
で
亡
く
な
る
人
や
、

宮
城
や
原
発
事
故
が
あ
っ
た
福
島
か
ら
、
東
北
の
日
本
海

側
や
関
東
に
避
難
す
る
人
が
相
次
い
で
い
る
。（
※
数
字

は
当
時
の
も
の
）
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■
3
月
11
日
（
金
）
14
時
46
分

・ 
震
度
7
強
の
地
震
が
発
生
、
3
分
間
に
渡
っ
て
長
い
時

間
揺
れ
続
け
る
。

・ 

公
務
員
対
策
講
座
、
管
理
栄
養
士
の
勉
強
に
来
て
い
た

学
生
含
め
、
約
1
0
0
名
が
登
校
し
て
い
た
。
手
分

け
し
て
全
員
中
庭
に
集
ま
る
よ
う
指
示
。

・ 

1
号
館
ガ
ス
漏
れ
の
恐
れ
が
あ
り
、
立
ち
入
り
禁
止
に
。

・ 

全
員
多
目
的
ホ
ー
ル
に
移
動

・ 

ス
ト
ー
ブ
3
台
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
布
団
（
保
健
室
＆

体
育
館
）、
発
電
機
、
テ
レ
ビ
を
手
配
。

・ 

徒
歩
、
自
家
用
車
等
で
帰
宅
可
能
な
学
生
は
、
名
前
を

記
入
さ
せ
帰
宅
。

・ 

帰
宅
困
難
な
学
生
39
名
が
多
目
的
ホ
ー
ル
に
宿
泊
。
学

長
始
め
、
協
議
会
メ
ン
バ
ー
、
幼
稚
園
教
諭
、
職
員
（
家

族
）
も
宿
泊
。（
学
生
：
表
現
16
、
心
理
8
、
保
育
1
、

現
社
1
、
生
活
4
、
健
康
9
）

・ 

生
協
中
村
さ
ん
と
連
絡
が
取
れ
ず
、東
先
生（
生
協
理
事
）

に
確
認
の
元
、
生
協
の
商
品
を
調
達
。

パ
ン
類

　

メ
ロ
ン
パ
ン
6
、
チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
1
、
ま
る
ご
と
ソ
ー

セ
ー
ジ
8
、
コ
ロ
ッ
ケ
パ
ン
5
、
リ
ン
ゴ
デ
ニ
ッ
シ
ュ

2
、ア
ッ
プ
ル
パ
イ
3
、メ
ン
チ
カ
ツ
3
、ス
イ
ー
ト
メ
ー

プ
ル
1
、
ク
レ
ー
プ
ム
シ
ケ
ー
キ
2
、
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス

ト
2
、
シ
ョ
コ
ラ
ス
ペ
シ
ャ
ル
2
、
ロ
ー
ズ
メ
イ
ド
ク
ッ

キ
ー
1
、
ハ
ム
マ
ヨ
1
、
バ
ナ
ナ
ス
ペ
シ
ャ
ル
1
、
チ
ョ

コ
マ
ー
ブ
ル
1

ス
ー
プ
類

　

ワ
ン
タ
ン
21
、
み
そ
ス
ー
プ
21
、
シ
ー
フ
ー
ド
春
雨
18

そ
の
他

　

プ
ー
タ
ン
緑
茶
4
箱
、
割
り
箸
40
、ipod

携
帯
カ
ー

チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
1
、
電
池
（
単
1
・
18
本
、
単
2
・
10
本
）

中
高
へ

　

サ
ブ
レ
11
、
玄
米
ブ
ラ
ン
8
、
ウ
ィ
ダ
ー
in 

11
、
水

27
、
水
（
2
ℓ
）
1
、
お
茶
（
2
ℓ
）
4

　

※
カ
ッ
プ
ス
ー
プ
の
追
加
分
と
あ
ん
ま
ん
類
は
不
明

・ 

幼
稚
園
か
ら
提
供
し
て
も
ら
っ
た
食
材
等
（
大
学
＆
中

高
用
）

　

パ
ッ
ク
米
1
0
0
、
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
1
0
0
、
ト

ン
汁
具
材
缶
詰
10
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
5
台
、
ガ
ソ
リ
ン

容
器
（
10
ℓ
）
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■
3
月
12
日
（
土
）

・ 
朝
食
は
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を
準
備
。

・ 
生
協
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
見
え
、
あ
ん
ま
ん
の
機
械
を
搬

入
し
て
も
ら
う
。（
あ
ん
ま
ん
、
カ
レ
ー
ま
ん
等
）

・ 

帰
宅
の
希
望
を
募
る
が
3
名
の
み
。（
利
府
、塩
釜
、七
ヶ

浜
方
面
）
阿
部
事
務
長
の
車
で
帰
宅
。
他
は
引
き
続
き

避
難
。

・ 

一
夜
明
け
て
各
地
の
被
害
の
様
子
が
テ
レ
ビ
で
放
映
。

閖
上
地
区
、
荒
浜
地
区
の
津
波
被
害
が
判
明
。

・ 

宿
泊
者
39
名
の
リ
ス
ト
を
デ
ー
タ
化
し
、
居
住
地
を
調

べ
る
。

・ 

食
料
、
自
家
発
電
用
の
ガ
ソ
リ
ン
、
給
水
タ
ン
ク
の
残

量
を
鑑
み
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で
の
避
難
措
置
は
閉
鎖
の

方
向
で
調
整
に
入
る
。

・ 

15
時
00
分
か
ら
副
学
長
及
び
協
議
会
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
残
っ
て
い
る
学
生
の
居
住
地
か
ら
教
職
員
8
名
で

送
る
段
取
り
を
す
る
。

・ 

ど
う
し
て
も
帰
宅
不
可
能
の
学
生
が
4
名
い
て
、
宿
泊

す
る
こ
と
と
し
た
。（
古
川
、
奥
州
、
丸
森
等
）

・ 

夕
食
は
お
に
ぎ
り
と
汁
物
。（
佐
々
木
学
長
祈
祷
）
職

員
よ
り
牛
肉
差
し
入
れ
。

・ 

小
田
嶋
先
生
よ
り
連
絡
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
嘉
悦
大

学
で
の
合
宿
を
終
え
、21
時
半
頃（
小
国
経
由
）で
到
着
。

寝
具
を
体
育
館
か
ら
借
り
て
い
た
の
で
、
望
洋
庵
か
ら

シ
ュ
ラ
フ
を
借
り
る
（
東
先
生
ゼ
ミ
の
キ
ャ
ン
プ
用
品
）

入
学
予
定
の
気
仙
沼
出
身
学
生
の
両
親
が
安
否
不
明
と

の
事
で
心
配
し
た
が
、
後
日
無
事
が
確
認
さ
れ
た
。

■
3
月
13
日
（
日
）

・ 

奥
州
市
に
学
生
を
送
る
職
員
の
車
は
早
く
に
出
発

・ 

7
時
半
朝
食
（
お
に
ぎ
り
と
汁
物
）
バ
レ
ー
部
は
早
め

に
食
べ
て
解
散
。（
15
時
か
ら
再
集
合
）

・ 

朝
食
後
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の
片
付
け
に
入
る
。

・ 

学
生
の
居
場
所
を
尋
ね
に
来
る
親
、
親
戚
が
数
件
。
記

入
さ
せ
た
名
簿
を
元
に
対
応
し
た
。

・ 

阿
部
事
務
長
が
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
行
き
、
卒
業
式
を

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
。

■
3
月
14
日
（
月
）

・ 
朝
一
番
で
出
勤
し
た
職
員
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
認
。

（
こ
の
時
点
で
学
内
の
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
全
て
不
通
）

・ 

水
の
節
約
の
た
め
ト
イ
レ
使
用
を
本
館
の
み
と
し
、
張
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り
紙
を
掲
示
し
た
。

・ 
10
時
00
分
よ
り
運
営
協
議
会
を
開
催
、
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

・ 

12
時
50
分
よ
り
3
F
大
会
議
室
に
て
全
体
集
会
。
加
藤

学
院
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
佐
々
木
学
長
か
ら
状
況

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。（
教
職
員
の
出
勤
者
約
70
名
）

・ 

災
害
対
策
本
部
を
設
置
、
原
則
毎
日
10
時
30
分
か
ら
打

合
せ
を
持
つ
。

・ 

広
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
の
状
況
：
教
職
員
は
全
員
安
否
確
認

済
み
。
生
徒
は
一
部
ま
だ
わ
か
ら
ず
。
南
校
舎
四
階
の

損
傷
が
激
し
い
。
防
火
水
槽
も
20
㎝
移
動
し
た
。
中
学

校
の
卒
業
式
は
22
日
に
延
期
。

・ 

今
後
、
学
生
の
避
難
者
が
出
た
場
合
は
、
シ
オ
ン
の
和

室
を
開
放
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
。

・ 

次
の
行
事
は
全
て
中
止

14
日
：
F
D
・
S
D
、
15
日
：
運
営
協
議
会
、「
衣
錦
尚
絅
」

の
除
幕
式
、
17
日
：
卒
業
礼
拝
、
18
日
：
卒
業
式
、

22
日
：
教
授
会
及
び
送
別
会
、
24
日
：
テ
ー
マ
B
の
評
議

会・ 

報
道
各
社
に
は
「
21
日
ま
で
の
学
校
行
事
は
全
て
中
止
」

と
流
し
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
。

・ 

卒
業
判
定
に
関
わ
る
案
件
が
あ
っ
た
。
教
授
会
議
決
が

必
要
だ
が
、
出
席
人
数
が
足
り
な
い
の
で
仮
承
認
と
し
、

4
月
の
臨
時
教
授
会
（
4
・
4
）
で
正
式
決
定
と
す
る

こ
と
と
し
た
。

・ 

4
年
生
、
特
に
沿
岸
部
に
実
家
が
あ
る
学
生
を
優
先
し

て
学
科
ご
と
手
分
け
し
て
安
否
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
。

・ 

新
入
生
の
安
否
は
22
日
以
降
、入
試
広
報
課
か
ら
の
デ
ー

タ
を
元
に
確
認
作
業
を
行
う
。

■
3
月
15
日
（
火
）

・ 

朝
一
番
で
電
気
が
復
旧
す
る
。

・ 

各
学
科
教
員
か
ら
の
学
生
連
絡
で
、
災
害
電
話
が
朝
か

ら
パ
ン
ク
状
態
、
対
応
に
追
わ
れ
る
。
ま
たU

nipa

の

m
ail

に
も
安
否
確
認
が
続
々
と
入
る
の
で
、
職
員
で
手

分
け
し
て
作
業
に
当
た
る
。（
終
日
対
応
）

・ 

在
学
生
安
否
確
認
の
責
任
者
：
石
橋
課
長

・ 
静
岡
で
震
度
6
強
の
地
震
が
発
生
（
津
波
の
影
響
は
な

し
）

■
3
月
16
日
（
水
）

・ 

前
日
と
同
様
、
電
話
とm

ail

に
よ
る
確
認
作
業
に
追
わ
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れ
る
。
電
話
は
15
日
に
比
べ
る
と
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
感

じ
。
新
入
生
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
時
々
入
る
よ
う
に

な
る
。

・ 

入
学
式
及
び
新
年
度
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
5
月

6
日（
金
）に
決
定
し
、報
道
各
社
へ
F
A
X
に
て
連
絡
。

・ 

千
葉
、
銚
子
沖
で
強
い
地
震
が
発
生
。
福
島
の
原
発
は
、

日
毎
に
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
模
様
。
浜
通
り
は
、

福
島
市
内
や
仙
台
等
の
親
戚
宅
に
避
難
し
て
い
る
学
生

が
多
い
。

・ 

在
学
生
の
安
否
確
認
率
は
73
％

■
3
月
17
日
（
木
）

・ 

各
学
科
で
確
認
し
て
い
た
先
生
方
か
ら
電
話
が
入
り
、

照
合
す
る
。

・ 

学
生
の
安
否
確
認
率
は
93
・
2
％

■
3
月
18
日
（
金
）

・ 

在
学
生
の
安
否
確
認
は
ほ
と
ん
ど
取
れ
る
。
残
り
は
こ

ち
ら
か
ら
電
話
を
か
け
確
認
。

・ 

24
日
（
木
）・
25
日
（
金
）
両
日
の
13
時
00
分
か
ら
、
登

校
可
能
な
卒
業
生
に
対
し
て
卒
業
証
書
を
配
布
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
報
道
各
社
、
H
P
、
ユ

ニ
パ
に
案
内
を
出
し
た
。

・ 

22
日
か
ら
の
新
入
生
の
安
否
確
認
作
業
に
向
け
て
、
名

簿
を
作
成
し
た
。

■
3
月
22
日
（
火
）

・ 

新
入
生
の
安
否
確
認
作
業
に
入
る
。（
責
任
者
原
田
、

作
業
は
入
試
広
報
課
＋
管
財
課
）
分
担
し
て
電
話
に
て

作
業
を
行
う
。
確
認
事
項
は
①
本
人
の
安
否　

②
家
族

の
安
否　

③
家
屋
の
損
傷
等　

④
近
々
の
連
絡
（
入

学
式
延
期
、
情
報
は
H
P
、
T
V
で
確
認
せ
よ
等
）

H
P
に
広
報
課
のm

ail

ア
ド
レ
ス
を
掲
載
す
る
こ
と

に
よ
り
、
新
入
生
か
ら
安
否
確
認
のm

ail

が
入
る
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
。

・ 

3
月
28
日
（
月
）
で
全
て
の
新
入
生
の
安
全
が
確
認
さ

れ
た
。（
自
宅
が
通
じ
な
い
場
合
は
、
卒
業
し
た
高
校
に

も
電
話
を
し
て
協
力
を
仰
い
だ
）

・ 

母
親
や
親
戚
の
行
方
不
明
、
家
の
流
出
、
避
難
所
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
家
族
等
、
困
難
な
状
況
が
明

ら
か
に
な
る
。
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地震直後の様子（大学中庭）

多目的ホール（3/11，20時頃）
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4
　
震
災
に
関
わ
る
勤
務
の
対
応
に
つ
い
て

　

3
月
11
日
に
発
生
し
た
震
災
に
伴
い
、
交
通
機
関
の
混

乱
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
興
状
況
に
鑑
み
、
3
月
14
日
か

ら
3
月
31
日
ま
で
の
期
間
を
、
学
院
が
定
め
る
特
例
期
間

と
し
た
。
こ
の
期
間
の
勤
務
対
応
は
所
属
長
に
一
任
す
る

こ
と
と
し
た
。

　（
1
）　
共
通
対
応

① 

3
月
14
日
か
ら
3
月
22
日
ま
で
の
期
間
は
、全
職
員「
み

な
し
勤
務
」
と
す
る
。

② 

3
月
18
日
ま
で
の
休
日
（
土
・
日
）
出
勤
に
つ
い
て
は
、

休
日
の
振
替
は
行
わ
な
い
。

③ 

避
難
所
対
応
に
伴
う
学
校
宿
泊
に
際
し
、
時
間
外
勤
務

手
当
及
び
相
当
時
間
の
振
替
は
行
わ
な
い
。

④ 

震
災
に
伴
い
、
下
記
の
事
項
に
該
当
す
る
職
員
に
つ
い

て
は
、
3
月
14
日
か
ら
3
月
31
日
ま
で
の
期
間
を
「
特

別
休
暇
」と
す
る
。
特
別
休
暇
の
申
請
時
期
は
問
わ
ず
、

所
定
の
申
請
書
を
用
い
て
行
う
が
、
証
明
す
る
資
料
は

必
要
と
し
な
い
。

　

（1） 　

J
R
利
用
者
等
で
、
通
勤
手
段
を
失
っ
た
者

　

（2） 　

 

震
災
に
よ
り
自
宅
（
借
家
を
含
む
）
を
全
壊
・
半

壊
す
る
等
の
大
き
な
被
害
を
受
け
た
者

　

（3） 　

 

震
災
に
よ
り
一
親
等
親
族
及
び
二
親
等
内
血
族
が

死
亡
し
た
者
、
ま
た
は
行
方
が
明
ら
か
で
な
い
者

　

（4） 　

保
育
所
等
の
閉
鎖
で
、
子
供
の
預
け
先
が
な
い
者

　

（5） 　

 

上
記
4
項
目
以
外
に
相
当
す
る
事
項
で
、
所
属
長

が
許
可
し
た
者

⑤ 

管
理
職
位
者
は
、
原
則
全
日
（
休
日
を
除
く
）
出
勤
と

す
る
。

⑥ 

産
前
産
後
休
暇
者
、病
気
休
暇
等
の
特
別
休
暇
取
得
者
、

育
児
休
暇
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
措
置
に
よ
る
勤
務
の

変
更
（
延
長
）
は
行
わ
な
い
。

⑦ 

避
難
等
の
た
め
届
出
の
あ
る
自
宅
を
離
れ
る
場
合
は
、

書
面
に
よ
り
所
属
長
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

但
し
、
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
も
④
の
「
特
別
休

暇
」
に
該
当
す
る
も
の
以
外
は
、職
務
を
免
除
し
な
い
。

⑧ 
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
場
合
は
、
所
属
長
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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　（
2
）　
職
種
別
対
応

①
大
学
教
員

　

（1） 　

3
月
31
日
ま
で
の
期
間
を
「
自
宅
待
機
可
」
と
す

る

　

（2） 　

3
月
11
日
ま
で
の
出
勤
を
も
っ
て
、
2
0
1
0

年
度
の
有
給
休
暇
、
欠
勤
累
積
日
数
を
し
め
る

②
中
高
教
員

　

（1） 　

3
月
22
日
〜
24
日
の
期
間
を
「
自
由
出
勤
」
と
す

る
。

　

（2） 　

3
月
12
日
〜
24
日
の
出
勤
状
況
は
2
0
1
0
年

度
の
有
給
休
暇
・
欠
勤
に
参
入
し
な
い

③
事
務
職
員

　

（1） 　

3
月
12
日
〜
3
月
22
日
の
出
勤
状
況
は

2
0
1
0
年
度
の
有
給
休
暇
・
欠
勤
に
参
入
し
な

い

　

（2） 　

3
月
23
日
〜
31
日
の
期
間
、
原
則
勤
務
と
す
る
。

但
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
状
況
を
考
慮
し
、
勤

務
時
間
を
9
：
30
〜
16
：
00
と
す
る
。
こ
の
間
、遅
刻
・

早
退
の
対
応
は
し
な
い

　

（3） 　

臨
時
職
員
・
嘱
託
職
員
の
勤
務
も
専
任
事
務
員
に

準
じ
る

④
幼
稚
園
教
諭

　

（1） 　

3
月
12
日
〜
3
月
18
日
の
出
勤
状
況
は

2
0
1
0
年
度
の
有
給
休
暇
・
欠
勤
に
参
入
し
な

い

　（
3
）　
3
月
出
勤
簿
の
整
理

　

当
該
期
間
（
3
月
12
日
〜
3
月
31
日
）
を
「
震
災
特
例

期
間
」
と
朱
線
で
囲
み
込
む
。
出
勤
し
た
場
合
は
捺
印
。

特
別
休
暇
取
得
者
に
つ
い
て
は
、「
特
別
休
暇
」
印
を
事

務
担
当
者
が
押
印
す
る
。職
種
毎
の
勤
務
形
態
に
基
づ
き
、

通
常
の
有
給
等
の
処
理
を
行
う
。

5
　
沿
岸
部
高
校
へ
の
見
舞
状
送
付

　

被
害
の
大
き
か
っ
た
岩
手
・
宮
城
・
福
島
3
県
、
30
の

高
校
に
お
見
舞
い
の
文
書
を
送
付
し
た
。

6
　
安
否
確
認

　

2
0
1
1
年
度
入
学
生
に
対
し
て
の
安
否
確
認
は
、
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2011年 4月 19日

岩手県立高田高等学校長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚絅学院大学
学長　佐々木　公明

東日本大震災についてのお見舞い

　この度の東日本大震災は、東北地方全域から関東地方まで至る、甚大
な被害を及ぼすものとなりました。御校におかれましても教職員、生徒、
父母等、多くの方々が被災されたことに対しまして、心からお見舞い
申し上げます。
　今年、受験を迎える高校 3年生の生徒にとっては、人生の大きな節
目とも言える進路選択の大切な時期に、歴史上例のない災害と遭遇す
ることになりました。また、進路支援をされる先生方におかれましても、
多くの困難、課題を抱えつつ受験生の対応・支援に携わっておられま
すこと、ご苦労の極みと推察致します。
　この未曾有の困難な時期ではありますが、私たち学校関係者も一歩
一歩、復興に向けて立ち上がらなければなりません。受験生の皆さん
にとっては震災の最中、大きな不安を抱えての進路選択となりますが、
本学としましても受験生の皆さんに出来る限りの支援をして参る所存
です。支援方法の詳細につきましては、本学主催入学試験実施説明懇
談会、また高校訪問等で説明させて頂きます。ご一緒に復興に向けて
歩んで参りましょう。

※送付先高校
岩手県 :高田、釜石、宮古、大船渡
宮城県 : 石巻好文館、石巻市立女子、石巻市立女子商業、石巻商業、石

巻、石巻西、石巻北、東松島、塩釜、多賀城、松島、名取、亘理、
宮城県農業、気仙沼、気仙沼西、気仙沼女子、東陵、志津川

福島県 :相馬、相馬東、原町、双葉、双葉翔陽、いわき総合、湯本
計 30校
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下
記
の
内
容
を
確
認
す
る
事
を
確
認
し
、
職
員
が
手
分
け

し
て
あ
た
っ
た
。

　

（1） 　

本
人
、
家
族
の
安
否

　

（2） 　

家
屋
の
損
傷
等

　

（3） 　

避
難
先
（
連
絡
先
）
携
帯
電
話
番
号

　

（4） 　

郵
送
は
可
能
か
ど
う
か
、
住
所
の
確
認

　

（5） 　

入
学
式
は　

5
月
6
日（
金
）に
延
期
と
す
る
。（
詳

細
は
決
定
次
第
H
P
等
で
連
絡
）

　

（6） 　

そ
の
他
、
入
学
準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
出
期
限
延

長

　

今
後
の
支
援
相
談
窓
口
（
3
月
28
日
以
降
）　

学
生
生

活
課
、
入
試
広
報
課

《
新
入
生
か
ら
の
連
絡
・
問
合
せ
等
》　

抜
粋

・ 

新
入
生
A
…
健
康
栄
養
学
科
（
宮
古
高
校
）
岩
手
県
山

田
町　

本
人
・
家
族
と
も
無
事

・ 

新
入
生
B
…
現
代
社
会
学
科
（
陸
前
高
田
高
校
） 

本
人
・

家
族
と
も
無
事

・ 

新
入
生
C
…
表
現
文
化
学
科
（
双
葉
高
校
） 

大
熊
町　

両
親
は
山
形
避
難
中
、本
人
は
静
岡
叔
母
の
家
に
非
難
。

辞
退
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
手
続
き
書
類
を
送
っ

て
ほ
し
い
。

　

 

※
推
薦
入
試
な
の
で
高
校
と
確
認
が
必
要

・ 

新
入
生
D
…
健
康
栄
養
（
志
津
川
高
校
） 

推
薦
入
試
合

格　

津
波
で
自
宅
が
流
さ
れ
た
。
手
続
き
書
類
を
も
う

1
度
送
っ
て
欲
し
い
。

・ 

新
入
生
E
…
ジ
ャ
ー
ジ
、
聖
書
等
の
問
合
せ 

※
3
・

31
辞
退
の
〆
切
は
変
わ
ら
な
い
の
か
？
↓
こ
れ
か
ら
決

め
る
と
回
答

・ 

新
入
生
F
…
現
代
社
会
学
科　

辞
退
の
連
絡
（
先
ず
電

話
で
）
盛
岡
の
大
学
へ
進
学
予
定

・ 

新
入
生
G
…
健
康
栄
養
学
科
（
八
戸
聖
ウ
ル
ス
ラ
高
校
） 

本
人
・
両
親
・
家
全
て
無
事

・ 

新
入
生
H
…
現
代
社
会
学
科
（
東
北
高
校
） 

入
学
準
備

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
投
函
直
前
に
被
災
。
自
宅（
国
見
が
丘
）

の
中
で
紛
失
（
倒
れ
た
家
財
道
具
等
に
紛
れ
た
）。
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
？
↓
も
う
一
度
よ
く
探
し
て
、
ど
う

し
て
も
な
い
場
合
は
連
絡
欲
し
い

・ 
新
入
生
I
…
人
間
心
理
学
科
（
谷
地
高
校
） 

本
人
・
両

親
と
も
無
事　

ア
パ
ー
ト
探
し
に
仙
台
に
来
て
い
る
最

中
に
被
災
。
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・ 

新
入
生
J
…
子
ど
も
学
科
（
日
大
東
北
） 

本
人
・
家
族

と
も
無
事　

※
入
学
式
延
期
の
件
を
伝
え
た

7
　
被
災
地
へ
の
高
校
訪
問

　

2
0
1
1
年
7
月
よ
り
、
高
校
訪
問
を
再
開
し
た
。

沿
岸
部
の
高
校
で
は
岩
手
県
、
宮
城
県
で
特
に
被
災
し
た

高
校
が
多
く
、
ま
た
地
震
の
影
響
で
校
舎
に
被
害
が
出
た

た
め
、自
校
の
体
育
館
等
で
授
業
を
展
開
し
て
い
る
高
校
、

ま
た
他
高
校
に
間
借
り
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
る
学
校
も

多
数
あ
っ
た
。
各
県
で
の
主
な
状
況
は
次
の
通
り
。

岩
手
県

・ 

高
田
高
校
…
校
舎
が
津
波
で
全
壊
し
、
大
船
渡
東
高
校

萱
中
校
舎
に
移
転
。

宮
城
県

・ 

気
仙
沼
向
洋
高
校
…
津
波
の
被
害
が
甚
大
。
後
に
震
災

遺
構
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る

・ 

志
津
川
高
校
…
高
台
に
あ
る
た
め
、
直
接
の
被
害
は
免

れ
た
。グ
ラ
ウ
ン
ド
に
50
戸
程
の
仮
設
住
宅
を
建
て
た
。

・ 

石
巻
市
立
女
子
商
業
高
校
…
津
波
で
校
舎
が
被
災
し
、

石
巻
市
立
女
子
高
校
に
間
借
り
。（
後
に
統
合
し
、
石

巻
市
桜
坂
高
校
と
な
る
）

福
島
県

・ 

保
原
高
校
…
校
舎
の
一
部
が
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
り
、
体

育
館
等
を
仕
切
り
、
授
業
を
行
っ
た
。

・ 

郡
山
東
高
校
…
校
舎
の
一
部
が
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
り
、

立
ち
入
り
禁
止
。

・ 

い
わ
き
明
星
大
学
（
現
医
療
創
成
大
学
）
の
旧
科
学
技

術
部
校
舎
に
間
借
り
…
双
葉
高
校
、
双
葉
翔
陽
高
校
、

富
岡
高
校
、
湯
本
高
校

・ 

双
葉
高
校
…
あ
さ
か
開
成
高
校
（
郡
山
市
）
に
間
借
。

一
部
、
磐
城
、
葵
、
福
島
南
に
も
間
借
り
し
て
い
た
。

　

 

※
進
路
指
導
担
当
の
S
先
生
、
自
身
も
家
が
被
災
さ
れ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
気
丈
に
生
徒
指
導
に
あ
た
っ
て
い

た
姿
に
胸
が
痛
ん
だ
。（
震
災
前
の
訪
問
時
よ
り
恐
ら

く
10
キ
ロ
以
上
痩
せ
た
の
で
は
な
い
か
）

　
 

黒
板
に
は
「
〇
年
△
組　

〇
〇
〇
子
、
□
□
高
校
へ
転

校
」
の
生
徒
異
動
情
報
が
、
多
数
記
載
さ
れ
て
い
た
。

・
本
宮
高
校
…
浪
江
高
校
が
間
借
り
。

・ 

原
町
高
校
…
相
馬
農
業
高
校
、
小
高
商
業
高
校
、
小
高
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2011年 12月　気仙沼港

2012年 3月　石巻・日和山より
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工
業
高
校
が
間
借
り
。

※
福
島
県
は
、
津
波
の
被
災
に
加
え
、
原
子
力
発
電
所

が
被
災
し
た
こ
と
に
よ
る
放
射
能
汚
染
に
伴
う
避
難
が
、

他
の
被
災
県
と
大
き
く
異
な
る
。
福
島
県
浜
通
り
に
は

2
0
1
5
年
、
ふ
た
ば
未
来
高
校
が
開
校
し
た
。（
P. 

68

参
照
）

8
　 

被
災
地
の
受
験
生
に
対
す
る
特
別
措
置
に
つ

い
て

　

2
0
1
2
年
度
〜
2
0
1
5
年
度
入
学
試
験
に
お
い

て
、
本
学
を
志
願
す
る
受
験
生
で
被
災
し
た
者
に
対
し
て

入
学
検
定
料
、
入
学
金
等
を
減
免
す
る
特
別
措
置
を
講
じ

た
。
条
件
や
手
続
き
は
次
の
通
り
。

　

1　

対
象
者
は
次
の
い
ず
れ
か
の
者
と
す
る
。

　

①
主
た
る
家
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
の
者

　

② 

主
た
る
家
計
維
持
者
が
所
有
す
る
自
宅
家
屋
が
全

壊
、
大
規
模
半
壊
に
よ
り
引
き
続
き
居
住
が
困
難
な

者
、
ま
た
は
流
出
し
た
者

　

③ 

主
た
る
家
計
維
持
者
が
、
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事

南三陸町、防災庁舎
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故
に
伴
う
避
難
指
示
ま
た
は
避
難
勧
告
に
よ
り
、
所

有
す
る
自
宅
家
屋
を
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
で
き
な

い
者

　

④ 
震
災
及
び
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
〝
直

接
的
〞
被
害
に
よ
り
、
主
た
る
家
計
維
持
者
の
職
場

が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
失
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
、
甚
大
な
経
済
的
損
失
を
受
け
た
者

　

⑤ 

主
た
る
家
計
維
持
者
が
所
有
す
る
自
宅
家
屋
が
半
壊

し
た
者

　

2　

特
別
措
置
の
内
容

　

①
〜
④
に
該
当
す
る
者
：
入
学
検
定
料
・
入
学
金
・
授

業
料
・
教
育
充
実
費
相
当
額
を
免
除

　

⑤ 

に
該
当
す
る
者
：
入
学
検
定
料
・
入
学
金
・
授
業
料

½
・
教
育
充
実
費
½
相
当
額
を
免
除

　

3　

必
要
書
類

　

・
被
災
者
特
別
措
置
申
請
書
（
本
学
所
定
様
式
）

　

・
罹
災
証
明
書
、
被
災
証
明
書
、
死
亡
診
断
書　

等

※
こ
の
特
別
措
置
に
対
し
て
の
各
年
度
の
申
請
人
数
、
採

択
人
数
、
減
免
金
額
の
総
額
は
次
の
通
り
。（
表
1
）

表 1

申請人数 採択人数 減免金額（総額）

2011年度 180 171  62,551,250円
2012年度 282 247 163,968,750円
2013年度  40  40  17,221,250円
2014年度  26  25  10,983,750円
2015年度  14  14 　5,830,000円

※①～⑤の程度により異なるが、一人当たり 400,000
円～ 1,065,000円が減免となった。
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9
　 

一
般
入
試
（
前
期
）
で
の
遠
方
か
ら
の
受
験

者
に
宿
泊
費
無
料
の
対
応

　

震
災
当
時
、本
学
で
は
ま
だ
地
方
試
験
の
制
度
が
な
く
、

（
2
0
1
3
年
度
入
試
よ
り
実
施
）、
そ
の
代
替
と
し
て
、

2
0
1
2
年
度
入
試
で
は
次
の
地
域
に
在
住
の
受
験
生

に
対
し
、
仙
台
駅
前
の
ホ
テ
ル
へ
の
宿
泊
費
を
無
料
と
す

る
措
置
を
行
っ
た
。
保
護
者
、
付
添
い
者
含
め
、
約
20
名

が
利
用
し
た
。（
受
験
生
の
み
無
料
、
保
護
者
等
は
実
費
）

（
表
2
）

10
　 

本
学
院
へ
の
震
災
義
援
金
状
況
（
2
0
1
1

年
7
月
）

　

震
災
直
後
よ
り
全
国
の
大
学
、
団
体
、
企
業
等
よ
り
温

か
い
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。
校
舎
の
補
修
費
、
緊
急
給

付
奨
学
金
、
授
業
料
減
免
、
災
害
備
品
の
購
入
等
に
充
て

ら
れ
た
。（
表
3
）

表 2

対象居住地域

青森県 全地域
岩手県 花巻市、北上市、奥州市、一関市、金ヶ崎町を除く地域
秋田県 全地域
福島県 福島市、伊達市を除く地域
山形県 東根市、天童市、山形市、上山市、南陽市、寒河江市、河北町

を除く地域
宮城県 石巻市、気仙沼市、女川町、南三陸町、東松島市

東北 6県以外 全地域

宿泊期間 : 2012年 1月 30日（月） ～ 31日 （火）
宿泊施設 : ホテルモンテエルマーナ仙台 （一泊朝食付き）
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表 3

（収入） 単位 : 円

内容 法人 大学 中高

日本バプテスト同盟 10,500,000
明治学院 100,000
栄美通信 50,000
J・N・スポーツ 50,000
桜美林中高職員 40,000
花島光男（キリ教教育同盟） 100,000
立教女学院 125,500
横須賀学院 110,000
西南女学院 505,000
日本私立大学協会 1,000,000
広島女学院 100,000 100,000
シュターデ奨学金 4,431,000
オーストラリア 430,000
韓国イサベル 304,768
田宮印刷 10,000
関東学院（一司書） 10,000
同窓会関東支部 500,000
聖学院キリスト教センター 34,000
金城学院中学・高等学校 250,000
神戸女子学院大学 650,000
全国栄養士協議会 100,000
三菱 UFJ 信託銀行 50,000
青山学院 200,000
宮城県私立幼稚園連合 100,000
キリスト教学校教育同盟 900,000
九州学院 50,000
桜美林中高宗教委員会 220,000
福島正和 50,000
戸田建設（株）東北支店 50,000
福興電気（株） 100,000
関西学院 3,000,000

合計 17,360,500 1,110,000 5,659,768

総額 : 24,130,268円
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11
　
震
災
を
検
証
す
る
会

　

震
災
当
日
か
ら
の
対
応
や
、
復
旧
活
動
に
つ
い
て
の
検

証
を
行
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
事
務
局
長
よ
り
出
さ
れ
、「
震

災
を
検
証
す
る
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
法
人
事
務
局
・
大

学
・
中
高
の
各
部
署
か
ら
委
員
が
選
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
検
証
を
行
っ
た
。

・ 

開
催
：
2
0
1
1
年
8
月
5
日
〜
10
月
5
日 （
5
回
開

催
）

・ 

事
務
局
長
へ
の
答
申
：
2
0
1
1
年
10
月
27
日

・ 

委
員
長
：
原
田　

紀　

委
員
：
小
島
広
二
、
佐
藤
光
一
、

半
澤
泰
也
、
荒
川
信
子
、
佐
藤　

司
、
大
山　

均

【
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
検
証
結
果
（
抜
粋
）】

　（
1
）　
規
程
に
基
づ
い
た
対
応
が
で
き
て
い
た
か
。

・ 

学
生
に
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
学
生
手
帳
に
記
載
、
教
職

員
に
は
「
尚
絅
学
院
大
規
模
災
害
時
対
応
に
関
す
る
規

程
」
名
取
市
と
の
協
定
書
等
で
協
力
内
容
が
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
施
行
後
の
定
期
的
な
運
用
や
見
直
し
、
定

期
的
な
避
難
・
誘
導
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
中
で

は
、
教
職
員
一
人
ひ
と
り
が
十
分
に
理
解
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
。
今
回
の
現
状
を
見
て
も
我
々
の
不
徹
底

さ
が
露
呈
さ
れ
て
い
た
。

・ 

幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
年
2
回
の
避
難
訓
練
実
施
と
、

震
災
発
生
時
の
現
場
で
の
行
動
方
針
が
明
確
に
記
さ
れ

て
い
る
。
各
学
校
と
も
幼
稚
園
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

見
習
う
べ
き
。

・ 

14
日
に
理
事
長
を
長
と
し
た
災
害
対
策
委
員
会
が
立
ち

上
が
っ
た
が
、
本
来
な
ら
ば
震
災
当
日
、
仮
設
置
を
お

こ
な
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
震
災
発
生
直
後
は
、

管
理
監
督
者
等
も
含
め
、
混
乱
や
担
当
人
員
（
教
職
員

の
）
不
足
、
帰
宅
困
難
者
・
宿
泊
準
備
の
対
応
の
た
め
、

防
災
班
編
成
な
ど
細
部
に
ま
で
指
示
が
お
こ
な
え
な

か
っ
た
と
思
う
。

・ 

規
程
に
基
づ
い
た
ど
こ
ろ
か
、
規
程
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
教
職
員
が
多
数
で
あ
っ
た
か

と
思
う
。
こ
れ
は
一
般
教
職
員
だ
け
で
な
く
管
理
監
督

者
も
同
様
と
考
え
る
。
事
実
、
規
程
に
基
づ
い
た
災
害

対
策
委
員
会
は
翌
週
の
14
日
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ま
で
は
組
織
的
な
動
き
が
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
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　（
2
）　
管
理
者
の
指
示
は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

・ 
出
さ
れ
た
指
示
が
適
切
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
判
断
は

そ
の
時
点
で
は
困
難
だ
っ
た
と
思
う
。（
振
り
返
っ
て

み
る
と
最
善
の
判
断
が
他
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
。）

・ 

指
示
は
適
切
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

・ 

十
分
だ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
迅
速
性
と
指
示
内
容
の

確
実
性
に
欠
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。（
職
員
が
自
由

に
解
釈
で
き
る
よ
う
な
あ
い
ま
い
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。）

・ 「
尚
絅
学
院
大
規
模
災
害
時
対
応
に
関
す
る
規
程
」
が

あ
る
が
、
今
回
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ
た
。
震
災

直
後
に
こ
の
規
程
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
た
教
職
員
は

ご
く
少
数
で
は
な
い
か
。
や
は
り
幼
稚
園
の
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
よ
う
な
簡
潔
な
指
示
系
統
を
日
頃
か
ら
理

解
し
て
お
く
事
と
、年
2
回
程
度
の
実
践
（
避
難
訓
練
）

が
必
要
で
あ
る
。

・ 

震
災
直
後
、
初
動
に
つ
い
て
細
か
な
指
示
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
火
災
訓
練
時
と
同
様
に

検
索
を
実
施
し
た
が
、
直
接
的
な
指
示
に
つ
い
て
は
法

人
次
長
よ
り
各
建
物
内
の
残
存
者
の
確
認
指
示
が
あ
っ

た
程
度
。
ま
た
震
災
直
後
、
水
道
設
備
の
損
傷
や
ガ
ス

漏
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
対
応
を
お
こ
な
っ
て
い
た

が
、
こ
ち
ら
か
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
お
こ
な
っ
た
。

・ 

震
災
直
後
及
び
週
明
け
の
14
日
以
降
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
に
対
し
て
具
体
的
な
指
示
が
あ
っ
た
よ
う
に
記

憶
し
て
い
る
。（
幼
稚
園
、
中
高
の
状
況
、
大
学
施
設

の
確
認
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
目
途
な
ど
）
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
間
は
多
数
の
管
理
監
督
者
が
週
明
け
ま

で
帰
宅
す
る
な
ど
、
適
切
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

た
だ
し
、
学
生
を
自
宅
ま
で
送
迎
す
る
な
ど
、
残
っ
た

管
理
監
督
者
か
ら
の
指
示
は
適
切
で
あ
っ
た
と
考
え

る
。

　（
3
）　
初
動
活
動
は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

①
避
難
指
示
・
放
送
指
示

・ 

管
理
者
か
ら
各
職
員
へ
の
指
示
が
遅
く
て
徹
底
し
て
い

な
か
っ
た
。
指
示
内
容
は
、
避
難
場
所
（
中
庭
）
に
移

動
す
る
よ
う
に
あ
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
学
生
へ
の
対
応

に
つ
い
は
指
示
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
職
員

に
は
何
の
指
示
も
な
か
っ
た
。

・ 

揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
、
即
時
避
難
す
る
よ
う
適
切
な
指
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示
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
学
生
へ
の
避
難
指
示
に
つ
い

て
は
、
放
送
等
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
記
憶
に
な
い
。

・ 
避
難
指
示
は
特
別
行
わ
れ
ず
、
各
自
避
難
し
て
い
た
。

適
切
で
は
な
か
っ
た
。

・ 

直
後
中
庭
へ
の
避
難
指
示
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
適
切

で
あ
っ
た
と
思
う
。

・ 

5
分
程
度
の
長
い
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
、
外
へ
の
避
難

指
示
が
出
さ
れ
た
が
、
指
示
と
い
う
よ
り
は
自
発
的
な

呼
び
か
け
で
あ
っ
た
。
放
送
は
無
く
（
停
電
で
使
用
不

可
）
教
職
員
が
分
担
し
て
教
室
を
周
っ
た
。

・ 

大
学
中
庭
へ
の
避
難
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
避
難
後
の
対
応
も
組
織
的
な
動
き
が
な
く
混

乱
し
て
い
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
避
難
と
検
索
や
点
検

が
混
同
し
た
こ
と
も
要
因
で
は
な
い
か
。

②
誘
導
指
示
・
誘
導
場
所

・ 

例
年
実
施
し
て
い
る
避
難
訓
練
の
成
果
か
、
そ
れ
ほ
ど

迷
わ
ず
に
避
難
で
き
た
か
と
思
う
。
多
少
の
混
乱
は

あ
っ
た
か
と
思
う
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
規
模
地
震
で
あ

り
、
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
。

・ 

避
難
場
所
へ
の
誘
導
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
マ
ニ
ュ
ア
ル
通

り
の
対
応
が
行
え
た
と
思
う
。
そ
の
後
、
降
雪
や
寒
さ

の
た
め
2
次
避
難
場
所
を
多
目
的
ホ
ー
ル
へ
移
し
た

が
、
ホ
ー
ル
の
安
全
確
認
実
施
で
時
間
が
か
か
っ
た
こ

と
は
仕
方
が
な
い
と
思
う
。

・ 

誘
導
場
所
と
し
て
中
庭
に
誘
導
し
た
こ
と
は
適
切
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

・ 

教
職
員
が
分
担
し
て
学
生
を
多
目
的
広
場
に
集
め
た
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
に
は
①
「
多
目
的
広
場
」、
②
「
教

職
員
駐
車
場
」、
③
「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」、
と
な
っ
て
い

る
が
全
員
を
多
目
的
広
場
に
集
合
さ
せ
た
。

③
分
担
指
示

・ 

教
職
員
を
ど
う
分
担
さ
せ
た
か
は
不
明
。
職
員
が
自
主

的
に
全
校
内
を
回
っ
た
。

・ 

分
担
割
は
適
切
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
個
々
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
所
が
大
き
い
。

・ 

目
前
の
対
応
が
迫
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
分
担
の
指

示
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
振
り
返
っ
て
み
る
と
そ
も
そ

も
ど
の
よ
う
な
分
担
が
あ
る
の
か
、
す
べ
き
な
の
か
が

把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。

・ 

避
難
当
初
は
混
乱
で
動
く
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
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と
記
憶
し
て
い
る
。
各
自
、
想
定
の
も
と
自
主
的
な
判

断
で
動
い
た
と
思
わ
れ
る
。

・ 
震
災
発
生
直
後
は
、
分
担
で
は
な
く
具
体
的
な
内
容
に

て
指
示
が
あ
っ
た
。
学
生
会
館
避
難
後
は
、
学
生
の
送

迎
以
外
の
分
担
指
示
等
は
特
に
な
く
、
各
自
の
判
断
で

動
い
て
い
た
。
布
団
や
食
料
の
調
達
な
ど
懸
命
な
働
き

が
多
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
指
示
系
統
が
整
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
各
自
の
価
値
観
、
判
断
で
動
い

て
い
た
。
そ
の
為
、
各
自
の
動
き
に
つ
い
て
は
不
満
が

出
た
こ
と
も
否
め
な
い
。

④
構
内
確
認
・
問
題
箇
所
の
抽
出
と
報
告
・
そ
の
対
応

・ 

1
号
館
ガ
ス
漏
れ
の
恐
れ
、
及
び
水
漏
れ
の
状
況
が
1

回
目
の
災
害
対
策
会
議
で
報
告
さ
れ
た
。

・ 

過
去
の
経
験
か
ら
薬
品
や
実
験
器
具
が
多
数
存
在
す
る

1
号
館
を
中
心
に
各
所
点
検
、対
応
を
行
っ
た
。
実
際
、

実
験
室
な
ど
水
道
・
ガ
ス
設
備
の
破
損
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。

・ 

指
示
が
な
か
っ
た
の
で
、
数
人
の
大
学
職
員
と
各
館
階

ご
と
に
分
担
し
、
学
生
・
教
員
へ
の
避
難
指
示
を
行
い
、

事
務
長
に
報
告
し
た
。
問
題
箇
所
に
つ
い
て
は
、
構
内

を
確
認
し
た
職
員
が
事
務
長
に
報
告
し
た
。

・ 

法
人
管
財
担
当
者
、
大
学
管
財
経
験
者
が
率
先
し
て
確

認
を
実
施
し
た
。
指
示
で
は
な
い
が
、
相
互
に
確
認
し

な
が
ら
進
め
て
お
り
、
適
切
な
対
応
で
あ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
責
任
の
所
在
が
は
っ
き
り
し
な

い
ま
ま
の
行
動
で
あ
り
、
組
織
と
し
て
の
対
応
で
は
な

か
っ
た
点
は
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。

・ 

校
内
を
巡
回
し
破
損
・
亀
裂
箇
所
に
つ
き
写
真
で
記
録

を
取
っ
た
。
高
架
水
槽
の
亀
裂
で
下
階
が
水
浸
し
に

な
っ
た
他
多
箇
所
の
破
損
が
確
認
さ
れ
、
適
宜
報
告
と

危
険
と
判
断
さ
れ
た
箇
所
に
は
立
ち
入
り
禁
止
と
す
る

な
ど
の
対
応
を
し
た
。

⑤
交
通
調
査
・
道
路
調
査
・
町
場
の
被
害
状
況
調
査

・ 

震
災
直
後
、
法
人
職
員
が
分
担
し
て
中
高
の
視
察
、
長

町
・
南
仙
台
周
辺
の
状
況
を
視
察
し
た
。
ま
た
テ
レ
ビ

（
携
帯
）
で
公
共
交
通
が
全
て
不
通
状
態
、
閖
上
や
仙

台
空
港
の
津
波
被
害
の
情
報
が
入
っ
て
き
た
。

・ 
震
災
当
初
は
幼
稚
園
及
び
園
バ
ス
、
ま
た
中
高
の
状
況

確
認
の
た
め
、
調
査
指
示
が
あ
っ
た
。
学
生
会
館
避
難

後
の
対
応
は
、
個
人
的
な
判
断
に
て
調
査
し
て
い
た
。
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し
か
し
な
が
ら
、
報
告
先
が
不
明
な
こ
と
か
ら
、
調
査

結
果
が
活
か
さ
れ
た
か
ど
う
か
確
証
が
持
て
な
い
。

・ 

震
災
直
後
は
携
帯
電
話
も
通
じ
て
い
た
が
（m

ail

、

w
eb

）
数
時
間
後
に
は
不
通
と
な
っ
た
。
各
電
話
会
社

の
中
継
機
も
バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ
と
な
っ
た
た
め
。

・ 

構
内
・
校
内
の
対
応
で
手
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
た
め
、

実
施
班
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
。

・ 

情
報
が
乏
し
い
中
で
公
共
交
通
機
関
の
運
行
状
況
は
毎

日
確
認
を
行
っ
た
。
道
路
状
況
に
つ
い
て
も
出
来
る
限

り
情
報
を
集
め
現
状
の
把
握
を
行
っ
た
。
街
中
の
状
況

に
つ
い
て
は
報
道
や
人
か
ら
聞
く
情
報
し
か
な
く
、
現

状
把
握
は
困
難
で
あ
っ
た
。

⑥
学
校
間
の
連
絡

・ 

特
定
の
職
員
が
連
絡
を
取
っ
て
い
た
が
、
指
示
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
不
明
。

・ 

震
災
直
後
か
ら
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
及
び
通
信
手
段
が
ほ
ぼ

途
絶
し
た
。
直
後
偶
然
に
も
中
高
に
電
話
連
絡
が
で
き

た
が
、中
高
に
お
い
て
も
避
難
・
被
害
対
応
で
一
杯
だ
っ

た
た
め
、
あ
ま
り
会
話
が
で
き
な
か
っ
た
。
交
換
機
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
、光
回
線
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
、

実験室、研究室等の被害状況
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携
帯
電
話
基
地
局
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
も
2
日
程
度

し
か
持
た
な
か
っ
た
。
長
期
間
、
連
絡
発
信
が
行
え
な

く
な
っ
た
こ
と
は
今
後
検
討
す
べ
き
事
項
で
あ
る
と
思

う
。

・ 

震
災
直
後
は
、
法
人
を
中
心
に
情
報
収
集
と
建
物
の
被

害
状
況
を
把
握
。
14
日
以
降
は
、
毎
日
の
災
害
対
策
本

部
会
議
に
て
学
校
毎
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

・ 

学
校
間
の
連
絡
も
初
動
と
し
て
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
感
じ
た
。

⑦
父
母
と
の
連
絡

・ 

多
目
的
ホ
ー
ル
に
避
難
し
た
学
生
の
中
で
、
徒
歩
又
は

友
人
の
車
等
で
帰
宅
可
能
な
学
生
に
つ
い
て
は
名
前
を

記
載
の
上
、
帰
宅
さ
せ
た
。（
約
1
1
0
名
）
避
難
所

開
設
中
、
2
組
の
保
護
者
・
親
戚
が
学
生
を
迎
え
に
来

て
、
名
簿
を
下
に
対
応
し
た
。

・ 

父
母
へ
の
対
応
も
初
動
で
は
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
メ

デ
ィ
ア
へ
の
連
絡
を
し
て
い
た
。

・ 

中
庭
に
避
難
後
建
物
の
安
全
を
確
認
し
礼
拝
堂
に
避
難

場
所
を
移
し
た
。
こ
の
頃
に
は
生
徒
も
落
ち
着
い
て
き

て
お
り
、
生
徒
個
々
に
家
庭
と
の
連
絡
を
取
る
よ
う
指

示
を
出
し
た
。
簡
単
に
は
通
じ
な
い
の
で
非
常
用
電
話

を
使
い
連
絡
を
取
り
続
け
た
。

・ 

構
内
で
の
対
応
で
手
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
た
め
実
施
班

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
通
信
設
備
が
使
用
不
可

と
な
っ
た
た
め
、
連
絡
関
係
に
つ
い
て
は
父
母
だ
け
で

は
な
く
各
所
へ
の
連
絡
等
に
つ
い
て
も
不
通
と
な
っ

た
。

・ 

父
母
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
学
生
・
生
徒
を
帰
宅
さ
せ

て
い
た
と
の
認
識
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

⑧
避
難
所
の
設
定
（
給
水
対
応
・
食
料
確
保
）

・ 

帰
宅
困
難
な
学
生
が
約
40
名
出
た
こ
と
に
伴
い
、
多
目

的
ホ
ー
ル
を
臨
時
避
難
所
と
し
た
。
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、

自
家
発
電
機
、
照
明
、
ス
ト
ー
ブ
、
布
団
等
を
教
職
員

で
手
分
け
し
て
用
意
し
た
。
食
料
に
つ
い
て
は
幼
稚
園

の
備
蓄
米
、
野
菜
を
提
供
頂
き
、
ま
た
大
学
生
協
か
ら

カ
ッ
プ
ス
ー
プ
、
パ
ン
等
を
提
供
頂
い
た
。
帰
宅
困
難

の
学
生
に
は
学
科
毎
、
氏
名
・
住
所
・
携
帯
番
号
を
記

載
さ
せ
た
。
避
難
所
は
13
日
の
朝
食
終
了
後
に
撤
収
。

学
生
は
教
職
員
が
手
分
け
し
て
送
り
届
け
た
（
最
も
遠

方
は
古
川
、
奥
州
市
）
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・ 

多
目
的
ホ
ー
ル
に
大
き
な
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
が
幸

い
し
た
と
思
う
。
食
糧
に
つ
い
て
は
大
学
・
中
高
で
災

害
備
蓄
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。

幼
稚
園
の
災
害
備
蓄
や
生
協
店
舗
や
食
堂
の
物
品
供
出

が
あ
っ
た
こ
と
が
救
い
だ
っ
た
。

・ 

食
料
は
幼
稚
園
の
備
蓄
分
と
大
学
生
協
の
ご
厚
意
に

よ
っ
て
確
保
で
き
た
が
、
法
人
と
し
て
の
備
蓄
は
全
く

な
か
っ
た
。
規
程
を
整
備
す
る
こ
と
に
の
み
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

・ 

学
生
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
を
避
難
場
所
と
し
た
。
た
ま

た
ま
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
広
く
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
た
。
給
水
は
タ
ン
ク
が

あ
っ
た
の
で
数
日
間
対
応
可
能
。
食
料
は
、
売
店
と
幼

稚
園
の
防
災
備
品
を
利
用
し
た
。

・ 

大
学
（
法
人
）
と
し
て
の
食
料
を
含
め
た
蓄
え
は
必
須

条
件
で
あ
る
。

⑨
地
域
住
民
対
応

・ 

12
日
に
在
学
生
含
め
六
名
（
う
ち
3
名
は
上
余
田
の
一

般
市
民
）
が
新
規
で
入
っ
た
が
、
宿
泊
は
し
な
か
っ
た
。

・ 

比
較
的
地
盤
の
安
定
し
た
名
取
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
、

地
域
住
民
対
応
は
必
要
で
は
か
っ
た
。

・ 

地
域
住
民
へ
の
対
応
と
し
て
停
電
で
真
っ
暗
闇
に
加
え

信
号
も
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
、
正
門
前
の
交
通
整
理
を

明
け
方
ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
地
域
住
民
か
ら
感
謝
の

声
が
聞
か
れ
た
。
施
設
内
へ
の
避
難
は
な
し
。

・ 

ゆ
り
が
丘
地
区
全
体
で
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

本
学
へ
の
避
難
者
は
い
な
か
っ
た
。
逆
に
こ
ち
ら
か
ら

の
情
報
発
信
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　（
4
）　 

子
供
や
老
人
の
い
る
職
員
へ
の
配
慮
は
行
わ
れ

て
い
た
か
。
ま
た
配
慮
す
べ
き
職
員
へ
の
通
知

は
適
当
で
あ
っ
た
か

・ 

第
一
次
避
難
（
中
庭
）
お
よ
び
多
目
的
ホ
ー
ル
移
動
後
、

一
旦
解
散
と
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
や

判
断
で
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
場
に
い
な
か
っ
た
の
で

わ
か
ら
な
い
。
様
々
な
対
応
で
慌
た
だ
し
か
っ
た
た
め

詳
細
な
指
示
を
聞
い
て
い
な
い
。

・ 
老
人
介
護
や
保
育
園
の
お
迎
え
等
、
家
族
の
状
況
が
心

配
な
職
員
に
対
し
て
は
、
お
互
い
声
を
掛
け
て
配
慮
し

帰
宅
す
る
な
ど
、
大
き
な
混
乱
は
な
か
っ
た
。

・ 

帰
ら
れ
る
も
の
か
ら
勤
務
解
除
と
な
っ
た
の
で
、
配
慮
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は
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。

・ 
そ
の
よ
う
な
配
慮
は
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。
通
知

自
体
が
出
さ
れ
て
い
た
か
が
わ
か
ら
な
い
。

・ 

直
後
は
全
員
で
様
々
な
対
応
に
あ
た
っ
た
が
、
介
護
を

必
要
と
す
る
家
族
が
い
る
職
員
は
一
時
帰
宅
が
で
き
て

い
た
。
以
降
も
出
来
う
る
限
り
全
教
職
員
で
の
対
応
を

続
け
た
が
、
同
時
に
該
当
職
員
へ
の
配
慮
は
持
た
れ
て

い
た
。

　（
5
）　 

職
場
を
放
棄
し
た
職
員
は
い
た
か
。
そ
の
対
応

は
ど
う
し
た
か
。

・ 

前
項
（
4
）
に
基
づ
き
対
応
し
た
の
で
、
放
棄
と
い
う

職
員
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

・ 

い
た
と
思
う
が
、
勤
務
に
つ
い
て
曖
昧
な
受
取
り
が
で

き
る
通
知
だ
っ
た
せ
い
と
思
わ
れ
る
。

・ 

実
際
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
正
直
構
っ
て
い
る
余
裕

は
な
か
っ
た
。

・ 

わ
か
ら
な
い
。
ガ
ソ
リ
ン
供
給
停
止
、
公
共
交
通
機
関

の
停
止
等
、
通
勤
等
に
困
難
な
状
況
が
あ
っ
た
と
思
う

が
、
職
務
上
、
家
族
や
自
宅
等
の
無
事
確
認
後
は
、
原

則
速
や
か
に
業
務
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。

・ 

み
な
し
勤
務
期
間
に
職
場
を
放
棄
し
た
と
み
な
す
の
か

ど
う
か
不
明
。

　（
6
）　 

学
生
・
生
徒
支
援
活
動
は
、
ど
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
（
交
代
制
等
）
で
職
員
に
担
当
さ
せ
た
か
。

・ 

避
難
所
開
設
時
は
、
対
応
可
能
な
職
員
で
運
営
し
た
。

ま
た
3
月
14
日
（
月
）〜
18
日
（
金
）
の
期
間
は
家
庭

の
状
況
・
ガ
ソ
リ
ン
事
情
な
ど
を
鑑
み
、
通
勤
可
能
な

職
員
で
学
生
の
安
否
確
認
、
卒
業
証
書
授
与
セ
レ
モ

ニ
ー
の
準
備
等
を
行
っ
た
。

・ 

災
害
発
生
直
後
の
避
難
所
対
応
は
、
職
員
本
人
の
意
思

確
認
と
配
慮
が
あ
っ
た
上
で
、
管
理
者
か
ら
担
当
の
指

示
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
（
3
月
14
日
）
の
支
援
体
制
に

つ
い
て
は
業
務
と
し
て
指
示
が
あ
っ
た
。

・ 

シ
ス
テ
ム
化
は
全
然
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
善

意
に
よ
る
職
員
に
お
任
せ
し
た
形
で
あ
っ
た
。

・ 
不
明
。
帰
宅
支
援
に
つ
い
て
は
、
主
に
大
学
の
管
理
監

督
者
か
ら
大
学
教
職
員
へ
の
指
示
が
あ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
る
。
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　（
7
）　 

担
当
し
た
職
員
は
、
全
て
業
務
を
指
示
さ
れ
た

職
員
で
あ
っ
た
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
曖

昧
な
立
場
で
仕
事
を
し
て
い
な
か
っ
た
か
。

・ 

震
災
勤
務
対
応
に
よ
り
、
各
部
署
の
勤
務
体
制
は
明
文

化
さ
れ
た
。
職
員
出
勤
の
可
否
は
、
各
課
で
確
認
し
て

い
た
の
で
、
曖
昧
と
い
う
形
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

・ 

指
示
が
あ
っ
た
の
は
一
部
で
、
基
本
的
に
業
務
と
し
て

の
指
示
を
受
け
た
と
い
う
認
識
は
薄
か
っ
た
と
思
う
。

・ 

曖
昧
で
あ
る
。
大
学
に
お
い
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
対

応
が
強
か
っ
た
と
思
う
。

・ 

震
災
当
日
は
指
示
さ
れ
た
が
、
担
当
部
署
や
年
齢
的
な

こ
と
で
、
ほ
ぼ
強
制
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
他
の

職
員
は
、
確
認
も
さ
れ
て
い
な
い
人
も
い
た
と
思
う
。

・ 

震
災
直
後
か
ら
情
報
不
足
と
混
乱
状
態
で
、
曖
昧
な
指

示
命
令
し
か
な
か
っ
た
と
思
う
。
た
だ
し
、
少
な
い
人

数
に
お
い
て
大
規
模
災
害
と
い
う
切
羽
詰
ま
っ
た
状
況

で
の
危
機
意
識
か
ら
何
か
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
者
が
、
最
後
ま
で
業
務
に
あ
た
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
14
日
以
降
は
指
示
に
基
づ
い
た
業
務
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

・ 

当
時
は
指
示
を
待
ち
職
務
に
当
た
っ
て
い
た
だ
け
で
は

な
く
、
積
極
的
に
周
囲
の
状
況
を
見
な
が
ら
対
応
し
て

い
た
部
分
も
あ
っ
た
。
私
の
理
解
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
よ
り
積
極
性
を
持
ち
自
主
的
に
職
務
に
つ
い
た

と
感
じ
て
い
る
。

　（
8
）　 

災
害
備
品
は
足
り
て
い
た
か
。
ど
の
よ
う
な
備

品
が
不
足
し
て
い
た
か
。

・ 

ガ
ソ
リ
ン
（
公
用
車
、
発
電
用
）、
灯
油
、
水
、
乾
電

池
・ 

学
生
受
渡
し
ま
で
の
避
難
場
所
と
し
て
考
え
た
場
合
、

食
料
品
が
不
足
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
売
店
の
利
用
は

大
変
助
か
っ
た
の
で
、
協
力
体
制
を
申
し
出
て
お
い
た

ほ
う
が
良
い
と
思
う
。
煮
炊
き
が
必
要
で
あ
れ
ば
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
も
必
要
出
る
。
備
品
リ
ス
ト
の
整

備
が
必
要
で
あ
る
。

・ 

非
常
用
電
源
と
燃
料
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
軍
手
等
、
衣
料

品
な
ど
。

・ 
名
取
校
舎
の
食
料
は
、
生
協
や
幼
稚
園
の
備
蓄
食
料
を

提
供
し
て
貰
っ
た
こ
と
で
、補
充
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

し
か
し
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
、
寝
具
（
毛
布
、
寝
袋
、
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布
団
等
）、
水
、
な
ど
は
不
足
し
て
い
た
。

・ 
中
高
は
乾
パ
ン
・
水
は
備
蓄
が
あ
り
量
は
間
に
合
っ
て

い
た
。
部
活
で
所
持
し
て
い
た
食
料
・
飲
料
も
思
い
の

ほ
か
量
が
集
ま
り
助
け
ら
れ
た
。
発
電
機
が
3
台
あ
り

燃
料
も
公
用
車
（
ト
ラ
ッ
ク
）
か
ら
抜
き
取
り
作
動
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
体
育
館
で
合
宿
も
あ
る
こ
と
か
ら

寝
具
も
調
達
で
き
た
。
今
回
の
震
災
で
は
ガ
ソ
リ
ン
の

備
蓄
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　（
9
）　 

地
域
と
連
携
し
た
被
災
対
応
は
で
き
て
い
た

か
。

・ 

ゆ
り
が
丘
は
家
屋
の
被
害
が
殆
ど
無
く
、
住
民
が
避
難

し
て
く
る
と
い
う
状
況
は
無
か
っ
た
。
ゆ
り
が
丘
の
各

自
治
会
は
、
公
民
館
と
連
携
し
な
が
ら
災
害
対
策
を
行

い
、
特
に
本
学
へ
の
支
援
要
請
は
無
か
っ
た
。

・ 

実
際
、
地
域
か
ら
の
要
請
は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
あ

る
な
し
に
限
ら
ず
あ
る
程
度
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
必
要
。

・ 

自
治
会
や
近
隣
小
中
学
校
等
と
の
連
絡
は
不
明
。

　（
10
）　 

名
取
市
と
の
協
定
は
生
か
さ
れ
た
と
思
う
か
。

・ 

名
取
市
と
の
協
定
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る

市
民
安
全
確
保
の
為
の
避
難
施
設
提
供
、
物
資
支
援
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
協
力
を
謳
っ
た
も
の
だ
が
、

ゆ
り
が
丘
は
殆
ど
被
害
が
無
く
、
開
設
の
必
要
性
が
な

か
っ
た
。

・ 

震
災
翌
日
、
市
役
所
の
対
策
本
部
に
向
か
っ
た
が
、
津

波
被
害
の
対
応
で
混
乱
状
態
で
あ
り
、
か
つ
多
数
の
避

難
民
の
対
応
で
や
っ
と
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。
協
定

に
つ
い
て
、
今
回
の
震
災
に
関
し
て
は
機
能
し
な
か
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。

・ 

名
取
市
が
多
大
な
被
災
を
受
け
た
の
で
、
本
学
院
自
ら

の
対
処
で
済
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

・ 

協
定
書
の
中
身
自
体
認
識
が
希
薄
で
あ
る
。
本
学
を
避

難
場
所
と
し
て
提
供
す
る
協
定
と
な
っ
て
い
る
が
生
か

さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。

・ 

名
取
市
唯
一
の
大
学
で
あ
り
な
が
ら
、
社
会
的
役
割
、

責
任
を
果
た
せ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。

　（
11
）　 

消
防
訓
練
と
は
異
な
る
災
害
訓
練
は
必
要
で

あ
っ
た
か
。

・ 
全
て
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
不
通
に
な
る
と
い
う
想
定
外

の
大
災
害
を
通
し
て
、
定
期
的
な
避
難
訓
練
の
必
要
性

を
痛
感
し
た
。
学
生
の
帰
宅
・
保
護
者
へ
の
引
渡
し
に
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関
す
る
件
、
情
報
把
握
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
、
マ
ス
コ

ミ
へ
の
発
信
等
、
緊
急
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、

一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
大
き
な
力
と
な
る
態
勢
づ
く
り

に
向
け
て
、
定
期
的
な
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。

・ 

可
能
で
れ
ば
学
生
を
含
め
必
要
と
思
う
が
、
災
害
時
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
と
職
員
・
教
員
の
意
識
改
革
が
優
先

事
項
だ
と
思
う
。

・ 

大
規
模
災
害
の
訓
練
は
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
も

巻
き
込
ん
だ
地
域
型
災
害
訓
練
も
重
要
で
あ
る
。

・ 

毎
年
火
災
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る

が
、地
震
と
引
き
渡
し
訓
練
は
最
低
限
必
要
だ
と
思
う
。

・ 

避
難
ま
で
は
消
防
訓
練
と
同
様
の
動
き
で
対
応
で
き
た

が
、
そ
の
後
の
動
き
に
つ
い
て
は
共
通
認
識
が
な
く
、

指
揮
系
統
も
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
。
組
織
と
し
て
活
動

す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。災
害
訓
練
に
つ
い
て
は
、

名
取
市
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
法
人
全

体
で
参
加
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
学
生
・

生
徒
・
園
児
の
安
全
確
保
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
と
の
連
携
に
も
繋
が
る
重
要
な
事
項
で
あ
る
。

　（
12
）　 

被
災
後
の
対
応
は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

①
地
域
の
災
害
復
旧
へ
の
協
力

・ 

名
取
市
と
の
協
定
に
基
づ
く
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

協
力
を
行
っ
た
。（
名
取
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

へ
の
学
生
派
遣
。
学
生
27
名
、
職
員
3
名
）

・ 

名
取
市
み
の
り
園
に
施
設
の
一
部
を
提
供
（
増
田
：
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

・ 

閖
上
わ
か
ば
幼
稚
園
か
ら
の
園
児
受
入
れ
。
事
前
に
打

診
が
あ
っ
た
が
、
距
離
的
な
問
題
か
ら
実
現
せ
ず
。

・ 

広
域
の
地
域
（
名
取
市
や
仙
南
地
域
）
と
震
災
前
に

学
術
交
流
等
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
人
的
・
学
術
的
な
援
助
や
復
興
支
援

や
助
言
を
行
え
た
は
ず
だ
が
、
詳
細
は
不
明
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
等
に
つ
い
て
は
評
価
が
で
き
る
と
思
う
。

・ 

災
害
復
旧
へ
の
協
力
に
つ
い
て
は
、
学
生
・
教
職
員
の

有
志
が
実
施
し
て
お
り
、
継
続
的
に
活
動
し
た
名
取
市

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
の
働
き
に
つ
い
て
は
、
名
取
市

訪
問
の
際
、
感
謝
さ
れ
た
。
し
か
し
、
全
学
院
と
し
て

直
接
的
な
動
き
は
な
く
、
被
災
地
の
私
立
学
校
と
し
て

も
っ
と
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
模
索
し
て
も
良
い
の
で
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は
な
い
か
と
感
じ
た
。
名
取
市
に
は
大
学
設
置
や
図
書

館
建
設
の
際
に
補
助
金
を
頂
い
て
い
る
。
貰
う
こ
と
ば

か
り
で
な
く
、
支
援
す
る
こ
と
に
も
積
極
的
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
施
設
復
旧
対
応

・ 

法
人
、
管
財
を
中
心
に
建
物
、
施
設
の
被
害
状
況
を
調

査
し
、
災
害
対
策
会
議
に
報
告
を
し
た
。

・ 

中
高
と
大
学
で
は
災
害
の
程
度
に
大
き
な
差
が
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
業
者
等
に
手
配
し
復
旧
は
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
た
と
思
う
。

・ 

施
設
の
復
旧
に
は
第
一
段
階
と
し
て
使
用
可
能
な
レ
ベ

ル
ま
で
に
は
比
較
的
早
期
に
対
応
で
き
た
と
思
う
。
そ

の
後
補
修
工
事
が
必
要
な
個
所
に
関
し
て
は
学
事
の
日

程
を
考
慮
し
計
画
的
に
実
施
し
た
。

・ 

担
当
者
が
主
と
な
り
、
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
支
援

・ 

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
に
つ
い
て
H
P
に
掲
載
、

U
N

IPA

で
学
生
に
配
信
、
新
年
度
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。
窓
口
は
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
「
学
生
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
登
録

カ
ー
ド
」
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
登
録
の
手
順
や

活
動
に
際
し
て
の
諸
注
意
を
H
P
に
も
掲
載
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
移
動
経
費
（
名
取
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
↑
↓
尚
絅
学
院
大
）
と
し
て
タ
ク

シ
ー
代
を
計
上
し
た
。

・ 

他
大
学
に
比
べ
取
り
組
み
が
浅
い
と
思
う
。
支
援
体
制

（
公
欠
制
度
や
食
事
・
交
通
費
補
助
、
単
位
制
度
な
ど
）

が
今
一
つ
小
規
模
で
あ
る
と
思
う
。

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
支
援
の
前
に
、
学
校
と

し
て
理
解
が
足
ら
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。
名
取
市
唯
一

の
大
学
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

偏
っ
た
解
釈
に
よ
り
、
自
主
性
を
優
先
し
、
対
応
が
不

十
分
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

・ 

活
動
し
て
い
る
学
生
・
教
職
員
に
対
す
る
間
接
的
な
支

援
に
つ
い
て
は
、移
動
費
用
の
補
助
で
十
分
だ
と
思
う
。

今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
取
組

み
も
検
討
す
べ
き
。

④
学
生
・
生
徒
・
園
児
の
安
全
確
認

・ 

在
学
生
の
安
否
確
認
は
、
当
初
沿
岸
部
の
学
生
を
中
心

に
14
日
以
降
開
始
し
、
学
科
教
員
に
も
協
力
依
頼
し　
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た
。
H
P
に
災
害
電
話
の
電
話
番
号
、U

N
IPA

へ
の

配
信
依
頼
を
掲
載
し
た
。
15
・
16
日
は
災
害
電
話
が
パ

ン
ク
状
態
だ
っ
た
が
、
徐
々
に
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
状
況

と
な
りU

N
IPA

へ
の
連
絡
が
増
え
た
。
18
日
ま
で
で

殆
ど
の
在
学
生
の
安
否
確
認
が
取
れ
る
。
新
入
生
に
対

し
て
は
22
日
か
ら
安
否
確
認
を
開
始
、
一
週
間
で
全
て

の
新
入
生
の
安
全
が
確
認
さ
れ
た
。

・ 

安
否
確
認
等
、
教
職
員
が
速
や
か
に
電
話
連
絡
、
自
宅

近
辺
へ
の
確
認
な
ど
出
来
る
範
囲
で
の
安
全
確
認
は

行
っ
た
。

・ 

安
全
確
認
を
せ
ず
に
、
帰
宅
さ
せ
た
の
で
、
そ
の
点
は
、

課
題
だ
と
感
じ
て
い
る
。

・ 

教
職
員
が
協
力
し
て
精
力
的
に
行
っ
て
い
た
と
思
う
。

安
否
確
認
に
つ
い
て
早
い
段
階
で
結
果
が
で
た
と
認
識

し
て
い
る
。
特
に
幼
稚
園
の
平
時
か
ら
の
準
備
は
今
後

参
考
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

・ 

各
学
校
と
も
教
職
員
一
丸
と
な
り
、
迅
速
に
対
応
で
き

た
と
考
え
る
。
逆
に
当
日
不
在
で
あ
っ
た
教
職
員
の
安

否
確
認
に
時
間
が
か
か
っ
た
印
象
が
あ
る
。
災
害
発
生

時
の
対
応
に
つ
い
て
、
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
被
災
学
生
へ
の
支
援
対
応

・ 

緊
急
給
付
奨
学
金
：
大
学
生
・
院
生
1
人
2
5
0
、

0
0
0
円
を
1
3
0
名
に
支
給

・ 

授
業
料
減
免
（
後
期
分
）
を
緊
急
給
付
奨
学
金
対
象
者

に
行
っ
た
。

・ 「
オ
ー
ル
尚
絅
」
〜
被
災
し
た
学
生
（
1
6
5
名
）・

教
職
員
（
7
名
）・
同
窓
会
支
部
活
動
者
（
約
70
名
）

に
1
律 

5
0
、0
0
0
円
支
給
し
た
。

・ 

ゆ
り
が
丘
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
〜
10
件
の
問
合
せ
が

あ
っ
た
。（
大
学
事
務
長
が
対
応
）

・ 

学
費
の
延
納
に
つ
い
て
、
大
学
は
5
・
20
（
金
）
ま
で

延
期
の
措
置
を
取
っ
た
。

・ 

学
生
会
館
に
避
難
し
た
学
生
に
対
し
て
は
水
、
食
料
、

毛
布
等
の
配
給
を
す
る
な
ど
の
措
置
は
迅
速
に
対
応
で

き
て
い
た
か
と
思
う
。
た
だ
し
、
避
難
所
を
閉
じ
る

旨
、
学
生
に
通
知
さ
れ
た
の
は
当
日
の
午
後
2
時
ご
ろ

で
あ
っ
た
。
解
散
を
翌
日
に
す
る
、
ま
た
当
日
で
閉
所

す
る
と
し
て
も
も
っ
と
早
く
通
知
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
。
被
災
し
た
学
生
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
災
害

対
策
会
議
に
て
早
急
に
給
付
奨
学
金
な
ど
の
案
を
作
成



102─ ─

第 1部　東日本大震災の発生　概況

し
、そ
の
後
の
周
知
も
速
か
っ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、

支
援
の
趣
旨
・
範
囲
に
つ
い
て
は
、
徹
底
で
き
て
お
ら

ず
、
一
部
混
乱
し
た
ケ
ー
ス
も
発
生
し
た
。

⑥
教
職
員
の
勤
務

・ 

3
・
11（
金
）〜
3
・
13（
日
）
避
難
所
開
設
期
間
は
、

可
能
な
職
員
で
対
応
し
た
。

・ 

3
・
23
（
水
）
〜
3
・
31（
木
）
の
期
間
、
原
則
勤
務
。

た
だ
し
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
状
況
を
考
慮
し
、
勤
務

時
間
を
9
：
30
〜
16
：
00
と
し
た
。（
こ
の
間
の
遅
刻
・

早
退
の
対
応
は
し
な
い
）

・ 

交
通
手
段
確
保
の
問
題
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
可
能
で
あ

れ
ば
一
斉
に
出
勤
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。
情
報
の
共

有
化
が
で
き
ず
、
意
識
の
ず
れ
も
感
じ
た
。

・ 

3
・
14
〜
3
・
31
ま
で
の
期
間
を
特
例
期
間
と
し
て
、

勤
務
対
応
は
所
属
長
に
一
任
さ
れ
た
。
近
く
に
勤
務
す

る
人
と
そ
う
で
な
い
人
、
災
害
に
あ
っ
て
来
れ
な
い
人
、

状
況
に
よ
り
勤
務
対
応
に
バ
ラ
つ
き
が
生
じ
た
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
問
題
は
、
連
絡
が
な
く
自
己
判
断
で
勤

務
し
な
い
方
へ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か
。
学
院
と
し
て

そ
の
辺
を
十
分
に
事
前
周
知
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

改
善
が
必
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・ 

み
な
し
勤
務
体
制
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
十
分
で

あ
っ
た
か
判
断
し
づ
ら
い
。
交
通
機
関
が
動
い
て
お
ら

ず
、
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
も
不
足
し
て
い
た
た
め
、
出
勤

し
た
く
て
も
で
き
な
い
者
も
い
た
と
思
う
。

⑦
教
職
員
の
協
力
・
支
援

・ 

み
な
し
勤
務
体
制
の
下
、
協
力
し
な
が
ら
行
っ
た
。

・ 

非
常
時
で
は
あ
る
が
、
個
人
の
性
格
や
考
え
方
が
、
仕

事
へ
の
関
わ
り
に
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
思
う
。

・ 

被
災
し
た
学
生
・
生
徒
に
対
し
て
、
物
資
・
学
費
支
援

の
み
で
な
く
、「
心
の
ケ
ア
」
に
つ
い
て
も
、
教
職
員

の
今
後
の
課
題
と
す
べ
き
点
で
あ
る
。

・ 

震
災
以
前
の
体
勢
を
重
視
し
、
震
災
後
の
課
題
の
解
決

を
重
視
し
な
い
ま
ま
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。

・ 

各
自
の
判
断
で
そ
れ
ぞ
れ
業
務
を
補
助
す
る
等
の
協
力

は
で
き
て
い
た
と
い
う
認
識
で
あ
る
が
、
組
織
的
な
動

き
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

⑧
義
援
金
の
対
応

・ 

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
同
盟
始
め
31
団
体
、
企
業
、
学
校
か
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ら
義
援
金
と
し
て
総
額 

2
4
、1
3
0
、2
6
8
円
を

頂
い
た
。

・ 
内
向
き
で
、
対
外
的
な
支
援
が
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ

る
。

・ 

オ
ー
ル
尚
絅
か
ら
被
災
生
徒
へ
一
律
義
援
金
の
支
給

・ 

ル
ー
テ
ル
教
会
か
ら
当
該
生
徒
の
在
学
中
の
学
費
支
弁

・ 

シ
ュ
タ
ー
デ
よ
り
義
援
金
を
頂
い
た

・ 「
オ
ー
ル
尚
絅
で
助
け
合
お
う
」
は
当
初
主
と
な
る
方

が
は
っ
き
り
せ
ず
、
H
P
告
知
方
法
等
、
誰
に
確
認

し
て
進
め
て
良
い
の
か
な
ど
、
不
明
な
点
が
多
少
あ
っ

た
。
ま
た
、
義
援
金
と
オ
ー
ル
尚
絅
の
協
力
者
芳
名
の

取
り
扱
い
の
違
い
か
ら
、
義
援
金
を
出
し
て
い
た
だ
い

た
個
人
・
法
人
へ
礼
を
失
し
て
い
な
い
か
、
少
々
不
安

が
残
る
。

⑨
学
事
変
更
の
対
応

・ 

電
気
の
復
旧
後
（
3
・
15
）
直
ち
に
教
務
課
で
学
事
変

更
を
作
成
。
3
・
18
の
H
P
に
は
学
事
変
更
の
案
内

を
掲
載
し
た
。（
新
学
期
は
5
・
6
よ
り
開
始
）
学
生

の
安
否
確
認
作
業
時
に
も
連
絡
、
ま
た
マ
ス
コ
ミ
へ
も

同
時
に
配
信
し
て
い
た
の
で
、特
に
混
乱
は
無
か
っ
た
。

・ 

震
災
後
、
精
一
杯
変
更
し
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

た
。

・ 

J
R
の
特
に
沿
岸
部
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と

に
よ
り
、
復
旧
状
況
の
見
通
し
が
立
た
ず
長
期
間
不
通

に
な
っ
た
。
通
学
手
段
の
確
保
が
難
し
か
っ
た
な
ど
の

状
況
を
考
え
る
と
、
学
事
変
更
は
仕
方
が
な
く
、
ま
た

急
場
の
対
応
に
つ
い
て
評
価
で
き
る
と
考
え
る
。

・ 

不
明
で
あ
る
が
、
交
通
機
関
の
復
旧
目
途
が
立
た
な
い

段
階
か
ら
、臨
機
応
変
に
対
応
し
て
お
り
、適
切
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。
学
事
に
つ
い
て
は
二
転
三
転
し
た
よ
う

で
あ
る
が
、
教
職
員
の
周
知
努
力
と
マ
ス
コ
ミ
の
協
力

も
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。

　（
13
）　 

災
害
対
策
本
部
活
動

・ 

設
置
後
は
よ
か
っ
た
と
思
う
が
、
取
組
が
遅
い
と
思
う
。

・ 

3
月
14
日
（
月
）
よ
り
各
学
校
の
情
報
把
握
と
緊
急
対

応
の
た
め
開
催
。（
理
事
長
、
常
務
理
事
、
各
所
属
長
、

各
事
務
長
他
）

・ 

余
震
も
多
い
中
、
次
の
対
応
に
つ
い
て
の
検
討
が
な
さ

れ
ず
に
、
処
理
だ
け
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
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・ 

設
置
は
週
明
け
の
14
日
か
ら
と
遅
か
っ
た
が
、
設
置
後

は
迅
速
に
対
応
を
協
議
・
決
定
・
通
知
す
る
な
ど
、
十

分
に
機
能
し
て
い
た
か
と
思
う
。

　（
14
）　
災
害
対
策
本
部
か
ら
の
指
示

・ 

方
針
・
対
策
が
決
ま
る
ま
で
が
遅
く
、
そ
の
間
、
職
員

独
自
の
判
断
に
よ
る
対
応
が
見
ら
れ
た
と
思
う
。
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
情
報
の
伝
達
は
、
も
う
少
し
迅
速
に
行

わ
れ
る
べ
き
。

・ 

対
策
本
部
か
ら
伝
達
す
る
組
織
形
態
が
組
ま
れ
て
お
ら

ず
、
も
っ
と
改
善
で
き
た
よ
う
に
感
じ
た
。
H
P
で
の

情
報
発
信
も
、
担
当
者
と
し
て
、
工
夫
し
た
が
、
適
切

に
発
信
で
き
た
と
は
言
え
な
い
。

・ 

震
災
発
生
直
後
の
動
向
が
み
え
な
か
っ
た
が
、
本
部
が

立
ち
上
が
っ
て
か
ら
の
指
示
や
機
能
に
つ
い
て
は
一
定

状
態
で
機
能
し
た
と
思
う
。
細
部
に
わ
た
る
把
握
に
つ

い
て
、
各
職
員
が
様
々
な
緊
急
業
務
を
行
っ
て
お
り
、

情
報
収
集
な
ど
の
部
分
で
苦
戦
し
て
い
た
と
感
じ
る
。

指
示
に
つ
い
て
、
各
学
校
の
状
況
の
違
い
や
学
生
生
徒

の
被
災
状
況
の
違
い
も
あ
る
が
、
津
波
被
害
等
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
方
を
優
先
的
に
対
応
で
き
た
事
は
評

価
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

・ 

そ
れ
ぞ
れ
各
担
当
へ
の
指
示
は
課
長
を
通
じ
て
出
さ
れ

て
お
り
、
適
切
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　（
15
）　
そ
の
他

　
（
一
）　

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
準
備
物
の
整
備

　

今
回
の
震
災
を
経
験
し
て
、
規
程
に
基
づ
く
詳
細
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
準
備
物
の
整
備
が
急
務
と
思
わ
れ
る
。
幼
稚

園
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
と
て
も
実
践
的
で
詳
し
い
） 

そ

の
他
、
管
理
者
や
指
揮
系
統
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
し
て

は
ど
う
か
。
名
取
キ
ャ
ン
パ
ス
は
法
人
事
務
局
と
大
学
事

務
局
が
あ
り
、
対
応
が
ま
ち
ま
ち
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
っ
て
も
よ
い
と

思
う
。

　
（
二
）　

職
員
の
訓
練

　

今
回
の
震
災
対
応
で
は
「
学
生
の
た
め
に
考
え
行
動
す

る
」
と
い
う
部
分
が
焦
点
に
な
っ
て
い
た
と
思
う
が
、
そ

の
視
点
・
対
応
が
不
十
分
だ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
点
が

あ
っ
た
。
一
時
的
に
中
庭
に
避
難
し
た
際
も
、
職
員
が
点

在
し
、
学
生
と
同
じ
よ
う
に
立
ち
尽
く
し
、
そ
の
後
自
由

に
動
い
て
い
た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
災
害
直
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後
は
心
情
も
察
す
る
が
、
非
常
事
態
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
職

員
と
し
て
の
役
割
を
考
え
る
べ
き
。
具
体
的
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
よ
る
訓
練
や
意
識
改
革
は
勿
論
、
日
々
の
業
務
の
取
組

姿
勢
で
も
、
徹
底
し
た
研
修
が
必
要
。

　
（
三
）　

職
員
と
し
て
の
責
務

　

既
存
の
規
程
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
把
握
と
確
認
や
、
備

品
等
の
管
理
や
所
在
の
確
認
な
ど
、
担
当
部
署
職
員
は
勿

論
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
職
員
も
日
々
、
他
部
署
の
業
務

や
大
学
の
こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
緊
急
事
態
に
対
処
で
き

る
よ
う
、
努
力
が
必
要
だ
と
思
う
。

・ 

今
回
の
よ
う
な
大
震
災
で
は
、
携
帯
電
話
や
交
通
機
関

も
寸
断
さ
れ
、
連
絡
し
た
く
て
も
出
来
な
い
状
況
に

陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む

な
か
で
情
報
が
取
れ
な
い
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
く

る
。
停
電
が
生
じ
た
場
合
、
非
常
用
電
源
装
置
を
備
え

が
急
務
に
な
る
の
で
検
討
が
必
要
。

・ 

全
学
で
の
「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
。
後
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
大
規
模
災
害
訓
練

の
実
施
を
定
期
的
に
実
施
と
教
職
員
の
危
機
管
理
へ
の

意
識
づ
く
り
の
徹
底
が
望
ま
れ
る
。

・ 

震
災
後
に
新
た
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
し
た
か
。

・ 

今
回
の
災
害
は
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
も

の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
想
定
を
超
え
た
状
況
に
ど
れ
だ

け
対
応
で
き
た
か
、
今
も
消
化
出
来
て
い
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
。
と
に
か
く
教
訓
を
生
か
し
万
全
の
備
え
に
繋

が
る
こ
と
を
願
う
。

・ 

職
務
及
び
経
験
上
、
2
0
0
3
年
及
び
2
0
0
8
年

の
地
震
の
際
は
、
発
生
が
平
日
夕
方
、
土
曜
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
学
生
・
生
徒
の
直
接
的
な
対
応
が
ほ
ぼ
な

か
っ
た
。
ま
た
地
震
以
外
で
も
豪
雨
や
大
雪
な
ど
様
々

な
自
然
災
害
が
あ
っ
た
が
、
初
動
で
対
応
す
る
人
間
に

つ
い
て
は
常
に
限
ら
れ
て
い
た
。
災
害
対
応
は
長
期
に

わ
た
り
施
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
初
動
に
関
し
て

あ
る
程
度
の
人
数
が
必
要
で
あ
る
。
本
学
の
対
応
は
い

つ
も
「
誰
か
に
お
願
い
」
と
状
態
で
あ
る
。
規
程
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
・
整
備
以
前
に
、
教
職
員
個
人
に
き

ち
ん
と
対
応
す
る
意
識
づ
け
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

・ 

災
害
が
発
生
し
た
際
、
私
立
学
校
の
教
職
員
と
し
て
ど

の
よ
う
な
指
針
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
す
べ
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き
か
、
行
動
指
針
を
周
知
徹
底
す
る
た
め
の
方
策
（
例

え
ば
地
方
自
治
体
等
へ
の
研
修
、
ブ
ラ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の

携
帯
な
ど
）
も
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
災
害
備
蓄

品
に
つ
い
て
、
年
度
計
画
を
立
て
て
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
。
な
お
、
H
P
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
際
、W

eb

サ
ー
バ
を
防
災
設
備
の
整
っ
た
外
部
に
置
く
よ
う
に
し

て
い
た
た
め
、
他
の
私
学
と
比
較
し
て
早
い
段
階
で

情
報
を
リ
リ
ー
ス
で
き
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
作
業
の
利
便
性
を
念
頭
に
お
い
た
措
置
で

あ
っ
た
が
、
有
効
な
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

【
今
回
の
検
証
を
振
り
返
っ
て
】

　

私
た
ち
教
育
機
関
は
被
災
し
た
、
園
児
・
生
徒
・
学
生

お
よ
び
教
職
員
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
常
日
頃
か

ら
物
資
・
ま
た
対
応
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
備
え
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
が
あ
る
。
し
か
し
学
院
全
体
と
し

て
各
部
各
所
に
お
い
て
対
応
し
た
行
動
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
そ
も
そ
も
役
割
を
担
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

疑
問
に
感
じ
る
。
今
回
の
教
訓
を
い
か
し
、
想
定
外
の
被

害
に
際
し
て
も
落
ち
着
い
て
対
応
で
き
る
よ
う
な
、
日
頃

か
ら
の
備
え
と
実
践
的
な
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
回
の
検
証
か
ら
、
幼
稚
園
・
中
高
・
大
学
・
法
人
の

対
応
が
、
対
象
と
な
る
年
齢
も
違
う
こ
と
か
ら
相
当
な
違

い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
責

任
を
果
た
す
こ
と
に
つ
い
て
当
然
の
結
果
と
も
言
え
る
。

反
面
そ
の
バ
ラ
つ
き
は
一
体
感
に
欠
け
、
各
部
ま
た
は

個
々
人
の
意
識
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
ま
ず
は
災
害
時
に
お
け
る
対
応
能
力
を
高
め
る

た
め
に
、
私
た
ち
教
職
員
全
体
が
学
ぶ
機
会
を
設
け
、
全

員
が
被
災
者
で
あ
る
と
共
に
、
当
事
者
で
あ
る
意
識
を
共

有
し
た
い
。

　

有
事
に
際
し
て
は
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
災
害
備
蓄
、

的
確
な
判
断
・
指
示
を
出
す
組
織
編
成（
災
害
対
策
本
部
）、

個
々
の
事
象
に
対
応
で
き
る
人
員
が
必
要
と
な
る
。今
後
、

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
手
引
き
が
必
要
と
な
る
が
、
や
は
り

災
害
時
で
は
個
々
人
が
持
つ
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

一
定
期
間
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
災
害

時
の
家
族
安
否
の
問
題
、
体
力
的
な
問
題
も
あ
り
、
一
定

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
帰
宅
を
さ
せ
る
、
休
息
を
取
ら
せ
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る
等
）
が
必
要
で
あ
る
。
大
規
模
災
害
で
は
、
職
員
に
過

度
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
特
定
個

人
が
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

【
検
証
か
ら
見
え
た
今
後
の
課
題
】

　（
1
）　 

具
体
的
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
と
共
通
認
識

の
主
知
徹
底

　

こ
れ
ま
で
は
基
本
概
念
の
整
備
に
重
点
が
置
か
れ
、
具

体
的
は
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
防
災
訓
練
は
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
災
害
発
生
時

の
個
々
人
の
意
識
に
ず
れ
が
あ
っ
た
。
特
に
名
取
キ
ャ
ン

パ
ス
は
法
人
事
務
局
と
大
学
事
務
局
で
連
絡
の
不
徹
底
さ

と
、
教
職
員
の
初
動
体
制
に
問
題
が
見
ら
れ
た
。
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
制
定
と
同
様
に
、
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
、

具
体
的
な
行
動
指
針
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
管
理
者
や
指
揮
系
統
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
も
必
要
で

あ
る
。

　（
2
）　 

職
員
と
し
て
の
責
務
と
継
続
し
た
防
災
訓
練
の

必
要
性

　

震
災
対
応
に
つ
い
て
は
「
学
生
の
た
め
に
考
え
行
動
す

る
」
と
い
う
事
が
焦
点
と
な
る
が
、
そ
の
視
点
・
対
応
が

不
十
分
だ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
点
が
あ
っ
た
。
一
時
的
に

中
庭
に
避
難
し
た
際
も
、
職
員
が
点
在
し
、
一
避
難
者
と

し
て
学
生
と
同
じ
よ
う
に
立
ち
尽
く
し
、
そ
の
後
自
由
に

歩
い
て
い
た
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
災
害
直
後
は
心

情
も
察
す
る
が
、
非
常
事
態
で
あ
れ
ば
こ
そ
職
員
と
し
て

の
役
割
を
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
具
体
的
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
よ
る
訓
練
や
意
識
改
革
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
業
務
の
取

り
組
み
に
お
い
て
も
意
識
付
け
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
防

災
グ
ッ
ズ
の
整
備
、
備
蓄
物
の
配
備
、
災
害
記
録
日
誌
作

成
お
よ
び
非
常
時
持
出
し
書
類
等
の
確
認
な
ど
、
担
当
部

署
職
員
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
職
員
も
他
部

署
の
業
務
に
関
心
を
持
ち
、
非
常
時
の
対
応
が
で
き
る
よ

う
努
力
が
必
要
で
あ
る
。「
尚
絅
幼
稚
園
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
は
組
織
体
制
・
具
体
的
な
指
示
、
チ
ェ
ッ
ク
内
容
が

適
切
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
他
部
署
も
大
い
に
見
習
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　（
3
）　 

被
災
し
た
学
生
・
生
徒
・
園
児
等
へ
の
継
続
し

た
支
援
の
実
施

　

被
災
し
た
学
生
等
を
対
象
に
給
付
型
奨
学
金
を
実
施
、
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ま
た
教
職
員
や
同
窓
生
を
対
象
と
し
た
「
オ
ー
ル
尚
絅
で

助
け
合
お
う
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
初
期
の
支
援
策
に
つ

い
て
は
か
な
り
早
い
段
階
で
実
施
で
き
た
と
考
え
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
家
屋
が
流
さ
れ
た
者
、
保
護
者
を
失
っ
た

者
な
ど
の
被
災
者
に
つ
い
て
、
学
修
の
機
会
を
保
障
す
べ

く
、
長
期
的
な
支
援
を
今
後
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
学
院
と
し
て
直
接
的
な
金
銭
の
支
援
が
難
し
い
場
合

は
、
個
人
・
企
業
・
各
団
体
か
ら
の
義
援
金
窓
口
を
設
け

る
等
で
支
援
は
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　（
4
）　
地
域
や
地
元
自
治
体
へ
の
支
援
の
実
施

　

義
援
金
の
窓
口
設
置
や
支
援
の
持
続
は
、
学
生
・
生
徒

等
の
み
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
や
地
元
自
治

体
も
対
象
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
特
に
地
元
自
治

体
で
あ
る
名
取
市
、
仙
台
市
は
被
害
が
大
き
く
、
継
続
し

た
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。人
的
な
支
援（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

私
立
学
校
の
教
職
員
と
し
て
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
期

待
で
き
、
ま
た
学
生
等
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
「
共
に

生
き
る
」
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。

　（
5
）　
後
世
へ
の
伝
達
、
記
録
の
作
成
・
保
管

　

千
年
に
一
度
の
大
震
災
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
4
月
以

降
も
依
然
大
き
な
余
震
が
続
い
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て

は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
断
絶
す
る
よ
う
な
大
き
な
余
震
が
起

こ
る
可
能
性
が
あ
る
。今
回
の
震
災
対
応
に
つ
い
て
は「
負

の
財
産
」
が
正
直
多
い
が
、こ
れ
ら
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

ま
た
災
害
の
記
録
、
写
真
等
を
後
世
に
残
し
、
伝
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
ま
と
め
】

　

委
員
会
で
様
々
な
場
面
を
検
証
し
て
き
た
が
、
判
断
・

指
示
に
関
し
て
問
題
の
あ
っ
た
事
例
も
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
常
に
最
良
の
答
え
を
出
す
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
。
事
実
に
基
づ
い
た
報
告
や
連
絡
、
何
を
な

す
べ
き
か
と
い
う
優
先
度
の
判
断
、
簡
潔
か
つ
的
確
な
指

示
と
連
絡
、
意
思
疎
通
を
図
る
方
法
等
々
、
管
理
監
督
者
、

や
教
職
員
そ
れ
ぞ
れ
に
求
め
ら
れ
る
。
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
や
学
院
と
し
て
の
行
動
指
針
の
作
成
も
大
切
だ
が
、
今

後
防
災
訓
練
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
個
々
人
の



109─ ─

第 2章　尚絅学院大学としての検証

行
動
能
力
も
養
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ

る
。

〈
参
考
資
料
〉

○
尚
絅
学
院
大
規
模
災
害
時
対
応
に
関
す
る
規
程

2
0
0
5
年
3
月
25
日 

制
定

（
目
的
）

第
一 

条　

こ
の
規
程
は
、
学
校
法
人
尚
絅
学
院
が
地
震
等

に
よ
る
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
学
生
・
生
徒
等
の

安
全
を
保
持
し
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
教
職
員

の
災
害
時
対
応
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

（
災
害
対
策
本
部
）

第
二 

条　

理
事
長
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
本
学

の
教
育
運
営
や
学
生
・
生
徒
等
の
生
命
に
影
響
を
与

え
る
と
判
断
し
た
と
き
、
ま
た
は
、
周
辺
地
域
に
重

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
地
域
社
会
と
の
共
生
に
お
い

て
本
学
院
の
働
き
が
必
要
と
判
断
し
た
と
き
は
、
尚

絅
学
院
に
災
害
対
策
本
部
（
以
下
「
対
策
本
部
」
と

い
う
。） 

を
設
置
し
、
災
害
対
策
本
部
長
（
以
下
「
本

部
長
」
と
い
う
。） 

に
な
る
。

震災後、より実践的な防災訓練が行われた。2016年 10月
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二　

 

災
害
の
発
生
に
際
し
、
理
事
長
が
本
部
長
に
つ
け

な
い
と
き
は
学
院
長
、常
務
理
事
の
順
位
で
就
く
。

第
三 
条　

対
策
本
部
は
、
常
任
会
学
内
構
成
員
と
経
営
管

理
部
長
・
同
次
長
で
構
成
す
る
。

　

二　

 

対
策
本
部
を
設
置
し
た
と
き
は
、
教
職
員
に
周
知

す
る
。

　

三　

 

対
策
本
部
の
対
応
並
び
に
事
務
に
つ
い
て
は
、
経

営
管
理
部
長
の
指
揮
に
よ
り
経
営
管
理
部
各
課
が

行
う
。

第
四 

条　

対
策
本
部
は
、
各
学
校
が
迅
速
な
復
興
並
び
に

学
生
・
生
徒
の
安
全
・
健
康
対
策
に
向
け
た
活
動
を

行
え
る
よ
う
、
本
学
院
及
び
関
係
機
関
と
の
協
力
体

制
を
築
き
、
教
職
員
の
派
遣
、
資
金
・
備
品
等
の
調

達
を
行
う
。

第
五 

条　

対
策
本
部
の
下
に
災
害
対
策
部
を
配
置
す
る
。

　

二　

 

災
害
対
策
部
は
、
名
取
キ
ャ
ン
パ
ス
と
広
瀬
キ
ャ

ン
パ
ス
と
幼
稚
園
の
三
ヶ
所
に
設
置
す
る
。

（
災
害
対
策
本
部
長
の
役
割
）

第
六
条　

本
部
長
は
対
策
本
部
を
総
轄
す
る
。

第
七 

条　

本
部
長
は
対
策
本
部
の
設
置
及
び
解
散
を
教
職

員
に
通
知
す
る
。

第
八 

条　

本
部
長
は
対
策
本
部
の
位
置
を
決
定
す
る
。

第
九 

条　

本
部
長
は
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
災
害
発
生
に
際

し
、
災
害
対
策
部
を
指
揮
す
る
災
害
対
策
責
任
者
を

任
命
し
業
務
と
権
限
を
委
嘱
す
る
。

第
一 

〇
条　

本
部
長
は
、
他
私
学
及
び
関
係
機
関
か
ら
災

害
援
助
の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
災
害
対
策

責
任
者
と
協
議
し
、
本
学
院
の
教
職
員
の
中
か
ら
適

切
な
人
材
を
派
遣
す
る
。

第
一 

一
条　

本
部
長
は
、
速
や
か
に
教
育
及
び
研
究
等
を

回
復
さ
せ
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。

（
災
害
対
策
責
任
者
の
任
命
順
位
）

第
一 

二
条　

災
害
対
策
責
任
者
に
任
命
さ
れ
る
も
の
は
次

の
順
位
と
す
る
。

　

二　

 

名
取
キ
ャ
ン
パ
ス
の
災
害
対
策
責
任
者
は
、
大
学

長
、
副
学
長
（
総
務
担
当
） 

の
順
位
と
す
る
。

　

三　
 

広
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
の
災
害
対
策
責
任
者
は
、校
長
、

教
頭
の
順
位
と
す
る
。

　

四　

 
幼
稚
園
の
災
害
対
策
責
任
者
は
幼
稚
園
長
、
教
頭
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の
順
位
と
す
る
。

第
一 
三
条　

前
条
の
中
よ
り
災
害
対
策
責
任
者
を
任
命
で

き
な
い
場
合
は
、
対
策
本
部
構
成
員
よ
り
災
害
対
策

責
任
者
を
任
命
す
る
。

（
災
害
対
策
責
任
者
）

第
一 

四
条　

災
害
対
策
責
任
者
は
災
害
対
策
業
務
を
統
括

す
る
。

　

二　

 

災
害
対
策
責
任
者
は
、
災
害
に
関
す
る
情
報
を
収

集
す
る
と
共
に
、
収
集
し
た
情
報
に
基
づ
き
必
要

な
措
置
を
決
定
す
る
。

　

三　

 

災
害
対
策
責
任
者
は
、
学
生
・
生
徒
・
教
職
員
等

の
人
命
の
安
全
対
策
を
優
先
し
、
学
生
・
生
徒
、

職
員
等
の
生
命
又
は
身
体
に
危
険
が
お
よ
ぶ
と
予

想
さ
れ
る
と
き
は
、
学
外
の
安
全
な
場
所
へ
避
難

さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

　

四　

 

災
害
対
策
責
任
者
は
、
災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
、

建
物
の
倒
壊
、
崖
崩
れ
、
薬
品
室
の
破
損
等
、
危

険
区
域
の
発
見
に
務
め
、
状
況
に
応
じ
て
立
入
り

禁
止
等
の
安
全
措
置
を
講
じ
、
二
次
災
害
の
防
止

に
つ
と
め
る
も
の
と
す
る
。

第
一 

五
条　

災
害
対
策
責
任
者
は
、
職
務
遂
行
可
能
な
教

職
員
の
把
握
に
務
め
、
災
害
対
策
業
務
の
要
員
を
確

保
す
る
。

　

二　

 

災
害
対
策
責
任
者
は
、
職
務
遂
行
可
能
な
教
職
員

を
五
つ
の
災
害
対
策
班
（
① 

情
報
・
広
報
班
、

② 

学
生
・
生
徒
対
策
班
、
③ 

施
設
・
設
備
班
、

④ 

救
助
・
地
域
対
策
班
、
⑤ 

生
活
確
保
班
） 

に

組
織
し
、
班
構
成
員
の
中
か
ら
責
任
者
を
任
命
す

る
。

　
　
　

 

但
し
、
幼
稚
園
に
は
「
園
児
対
策
班
」
の
み
を
設

置
し
、園
児
の
安
全
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

三　

 

幼
稚
園
に
お
け
る
「
園
児
対
策
班
」
以
外
の
災
害

対
策
班
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
災
害
対
策

責
任
者
が
判
断
し
、
必
要
が
あ
る
場
合
は
名
取

キ
ャ
ン
パ
ス
災
害
対
策
責
任
者
に
依
頼
す
る
。

　

四　

 

災
害
対
策
責
任
者
は
、
前
項
の
災
害
対
策
班
以
外

に
必
要
に
応
じ
て
班
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
一 
六
条　

前
条
第
二
項
の
災
害
対
策
業
務
は
、
本
人
の

申
出
が
な
い
限
り
、
既
往
の
健
康
障
害
を
起
こ
し
て
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い
る
教
職
員
、
未
就
学
児
童
並
び
に
要
介
護
者
を
持

つ
教
職
員
に
命
じ
て
は
な
ら
な
い
。

第
一 
七
条　

近
隣
の
住
民
の
緊
急
避
難
に
際
し
て
は
、
教

育
活
動
の
再
開
を
前
提
に
し
て
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
に
充
分
留
意
し
、一
時
的
な
施
設
開
放
を
行
う
。

な
お
、
住
民
へ
開
放
で
き
る
校
地
・
校
舎
エ
リ
ア
に

つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

　

二　

 

関
係
機
関
か
ら
、
施
設
の
提
供
の
要
請
が
あ
る
と

き
は
、
対
策
本
部
と
協
議
の
上
、
可
能
な
限
り
提

供
す
る
。

第
一 

八
条　

災
害
対
策
責
任
者
は
、
決
定
し
た
内
容
並
び

に
各
班
責
任
者
名
を
対
策
本
部
に
通
知
す
る
。

（
災
害
対
策
班
）

第
一 

九
条　

災
害
対
策
班
の
業
務
内
容
は
次
の
通
り
と
す

る
。

　

①  

情
報
・
広
報
班
：
広
域
の
情
報
収
集
と
学
外
・
学

内
へ
の
連
絡
、
広
報
。
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の

協
力
依
頼
と
連
絡
・
班
へ
の
組
み
入
れ
。
父
母
へ

の
連
絡
。

　

②  

学
生
・
生
徒
・
園
児
対
策
班
：
生
徒
等
の
安
全
確

保
誘
導
。
安
否
確
認
、
け
が
人
の
搬
送
・
救
護
・

介
護
。

　

③  

施
設
・
設
備
班
：
校
内
の
被
害
状
況
確
認
、
危
険

区
域
の
選
別
と
安
全
措
置
対
策
、
最
重
要
器
物
・

書
類
の
搬
送
。

　

④  

救
助
・
地
域
対
策
班
：
地
域
と
連
携
、
救
助
活
動

等
の
協
力
。
地
域
へ
の
備
品
機
材
の
貸
与
・
提
供
。

　

⑤  

生
活
確
保
班
：
帰
宅
で
き
な
い
生
徒
等
の
対
応
。

食
事
供
給
。
電
気
・
飲
料
水
・
ト
イ
レ
・
寝
具
類

等
の
生
活
必
需
品
の
確
保
。
燃
料
調
達
。

第
二 

〇
条　

対
策
本
部
よ
り
派
遣
さ
れ
た
教
職
員
は
、
情

報
・
広
報
班
の
指
示
に
よ
り
各
災
害
対
策
班
に
組
み

入
れ
ら
れ
、
班
責
任
者
の
指
示
に
よ
り
活
動
す
る
。

第
二 

一
条　

学
生
・
生
徒
及
び
市
民
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
情
報
・
広
報
班
が
記

録
し
各
災
害
対
策
班
に
組
み
入
れ
る
。
各
班
は
独
自

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

二　
 

各
班
の
責
任
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
者
の
健
康
と
衛

生
の
管
理
に
十
分
留
意
し
、
問
題
が
あ
る
と
き
は
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当
該
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
者
と
確
認
し
活
動
の
打
ち
切

り
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

三　
 

学
生
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
時
間
は
、
午

前
8
時
〜 

午
後
5
時
ま
で
と
す
る
。

第
二 

二
条　

各
班
の
責
任
者
は
本
部
の
任
務
遂
行
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
に
、
定
期
的
に
災
害
対
策
責
任
者
へ
報

告
し
、
相
互
の
情
報
連
絡
と
協
力
に
務
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
教
職
員
）

第
二 

三
条　

教
職
員
は
、
こ
の
規
程
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
災
害
対
策
業
務
の
実
行
に
務
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

二　

 

災
害
発
生
時
に
学
内
に
い
た
教
職
員
は
、
速
や
か

に
各
キ
ャ
ン
パ
ス
対
策
部
へ
申
し
出
て
、
災
害
対

策
業
務
に
就
く
た
め
の
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

三　

 

未
就
学
児
童
並
び
に
要
介
護
者
を
持
つ
教
職
員
、

既
往
の
健
康
障
害
を
起
こ
し
て
い
る
教
職
員
、
災

害
時
の
け
が
に
よ
り
通
常
の
勤
務
に
就
け
な
い
教

職
員
以
外
は
、
災
害
対
策
責
任
者
の
許
可
な
く
、

命
じ
ら
れ
た
勤
務
場
所
並
び
に
担
当
す
る
業
務
か

ら
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
災
害
対
策
本
部
・
災
害
対
策
部
の
解
散
）

第
二 

四
条　

対
策
本
部
長
は
、
災
害
対
策
業
務
を
行
っ
た

キ
ャ
ン
パ
ス
が
教
育
活
動
を
再
開
し
た
時
点
で
、
災

害
対
策
責
任
者
と
協
議
の
上
、
各
学
校
に
設
置
し
た

災
害
対
策
部
を
解
散
す
る
。

第
二 

五
条　

災
害
対
策
責
任
者
は
、
災
害
対
策
部
の
解
散

に
伴
い
、
災
害
対
策
班
を
解
く
。

　

二　

 

災
害
対
策
班
の
各
責
任
者
は
、
解
散
後
三
ヵ
月
以

内
に
活
動
内
容
を
災
害
対
策
責
任
者
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二 

六
条　

対
策
本
部
長
は
、
全
て
の
災
害
対
策
部
を
解

散
し
た
時
点
で
総
括
し
災
害
対
策
本
部
を
解
散
す

る
。

（
雑
則
）

第
二 

七
条　

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
他
、
災
害
時
に

お
け
る
必
要
な
事
項
は
災
害
対
策
責
任
者
が
定
め

る
。

第
二 

八
条　

こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
理
事
会
の
議
を
経
て
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行
う
。

附　

則

こ
の
規
程
は
、
2
0
0
5
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
規
程
は
、
2
0
0
8
年
10
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
改
正
規
程
は
、
2
0
1
1
年
4
月
1
日
か
ら
施
行

す
る
。

こ
の
改
正
規
程
は
、
2
0
1
3
年
1
月
25
日
か
ら
施
行

す
る
。

こ
の
改
正
規
程
は
、
2
0
1
5
年
4
月
1
日
か
ら
施
行

す
る
。

災 害 対 策 本 部 長

名取キャンパス災害対策部 広瀬キャンパス災害対策部幼 稚 園 災 害 対 策 部

災 害 対 策 責 任 者 災 害 対 策 責 任 者災 害 対 策 責 任 者

情 報 ・ 広 報 班 情 報 ・ 広 報 班

園 児 対 策 班学 生 対 策 班

施 設・設 備 班

救助・地域対策班

生 活 確 保 班

生 徒 対 策 班

施 設・設 備 班

救助・地域対策班

生 活 確 保 班

災 害 対 策 本 部

災害対策体制組織図
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
ラ
ト
ロ
ー
ブ

大
と
ロ
イ
ヤ
ル
メ
ル
ボ
ル
ン
工
科
大
で
都
市
計
画
等
を
学

ぶ
学
生
と
・
教
員
の
一
行
約
40
名
が
10
月
29
〜
30
日
と
名

取
市
・
岩
沼
市
沿
岸
部
を
訪
問
し
た
。
名
取
市
閖
上
で
は

語
り
部
の
被
災
体
験
談
を
聞
き
、
ま
た
日
和
山
か
ら
か
さ

上
げ
工
事
の
様
子
を
見
学
し
た
。
学
生
達
か
ら
は
津
波
が

押
し
寄
せ
た
当
時
の
様
子
や
、
復
興
補
助
金
の
出
ど
こ
ろ

な
ど
、
熱
心
に
質
問
し
て
い
た
。

　
10
月
30
日
に
は
本
学
を
訪
問
。
昼
食
会
の
後
、
津
波
で

家
屋
を
失
う
等
、
被
災
し
た
職
員
3
名
が
体
験
談
を
話
し

た
。
職
員
の
体
験
談
に
学
生
た
ち
は
、
時
折
涙
を
見
せ
な

が
ら
、
熱
心
に
話
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
ラ
ト
ロ
ー
ブ
大

の
ト
レ
バ
ー
・
バ
ッ
ジ
准
教
授
は
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
森
林
火
災
が
大
き
な
問
題
。
今
回
の
沿
岸
部
の
視
察
や

体
験
談
を
踏
ま
え
、
防
災
の
意
味
を
改
め
て
考
え
て
欲
し

い
」
と
語
っ
て
い
た
。

　
本
学
で
用
意
し
た
震
災
関
係
の
パ
ネ
ル
を
紹
介
す
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
訪
問
団
対
応
（
2
0
1
5
年
10
月
30
日
）

多目的ホールでの懇談会
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職員による体験談

The photo of  “Great East Japan Earthquake”

　March 11, 2011 Great East Japan Earthquake occurred in North East 

Japan. 

　Miyagi, Fukushima, Iwate prefecture and many cities recorded 7 

seismic scale.

　This great earthquake brought “Tsunami” and destroyed many cities 

along the Pacific Oceans.　Dead and missing people were 18, 465.

　Houses of complete or partial destruction were 399, 767.
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Seventy students couldn’t go home and stayed our campus.

Waiting for two hours to get some water. 

Gas station was 300 meters ahead.
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So many people got together at Sunday market.

US Air Force arrived at Sendai Airport to help the recovery.

JR Nobiru station, train was swallowed by tsunami.
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Helicopter, searching for missing people.

Natori City volunteer center

Food and water supplies were sent from all over Japan.
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A lot of volunteers helped tsunami refugees in coast area.

Shokei students ran a volunteer station.

In Yuriage, huge wave destroyed water gate. 
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Yuriage area, only foundations of houses were left.

A boat was left in a rice field.





東
日
本
大
震
災
で
の
大
学
の
取
組
み

第
二
部





第
一
章
　
東
日
本
大
震
災
の
研
究
へ
の
取
組
み
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東
日
本
大
震
災
後
10
年
が
経
過
し
た
。
筆
者
は
震
災
時

に
も
現
地
に
い
た
た
め
、
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

震
災
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
き
た
。
10
年
を
一
区
切
り

と
す
る
と
、
そ
の
前
半
は
地
元
名
取
市
を
中
心
と
す
る
、

岩
手
県
、
宮
城
県
に
お
け
る
震
災
に
関
す
る
研
究
、
後
半

は
福
島
に
お
け
る
原
発
被
害
と
復
興
な
ど
を
研
究
し
て
い

る
が
、
紙
面
の
都
合
も
あ
り
今
回
は
そ
の
前
半
を
紹
介
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

1
　 

発
災
直
後
の
3
県
を
回
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

発
災
直
後
、
1
ヶ
月
は
授
業
も
な
か
っ
た
た
め
、
3
件

の
避
難
所
を
巡
っ
た
。
こ
れ
は
、
地
元
の
名
取
市
を
語
る

上
で
も
他
の
所
を
見
て
比
較
検
討
が
出
来
る
と
考
え
た
た

め
で
あ
る
。
当
面
困
っ
た
の
は
、
旅
費
を
含
め
た
研
究
費

で
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
も
日
本
心
理
学
会
の
震
災
復
興
に

関
す
る
研
究
助
成
が
得
ら
れ
た
た
め
、
被
災
3
県
を
回
る

こ
と
が
出
来
た
。

　
（
1
）　

 

大
地
震
後
の
避
難
所
・
仮
設
住
宅
に
関
す
る
研

究　

2
0
1
1
年
尚
絅
学
院
大
学
研
究
紀
要

61
│
62
号
か
ら
掲
載

　

阪
神
淡
路
大
震
災
後
人
々
が
一
時
的
に
避
難
す
る
避
難

所
や
仮
設
住
宅
は
知
ら
れ
る
よ
う
に
は
な
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
人
々
は
ど
の
よ

う
に
生
活
す
る
の
か
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
仮
設

住
宅
で
の
孤
独
死
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
避
難
所
や
仮
設

住
宅
で
の
過
ご
し
方
が
災
害
後
の
二
次
被
害
を
招
く
こ
と

も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
避
難
施
設
が
ど
の
よ
う

に
し
て
運
営
さ
れ
、
人
々
が
生
活
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う

な
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
の
か
を
社
会
心
理
学
的
に
見
て
い

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
私
の
取
り
組
み

水
田　

恵
三
（
心
理
学
類　

教
授
）
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く
。
1
9
9
5
年
（
平
成
7
年
）
1
月
17
日
午
前
5
時

46
分
、
淡
路
島
北
部
沖
を
震
源
と
し
て
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
7
・
3
、
最
大
加
速
度
8
1
8
ガ
ル
の
阪
神
淡
路
大

震
災
が
発
生
し
た
。
死
者
は
6
、4
3
4
名
で
あ
っ
た
。

避
難
人
数
（
ピ
ー
ク
時
）
は
3
1
6
、6
7
8
人
、
住
宅

被
害
は
全
半
壊
合
計
2
4
9
、1
8
0
棟
で
あ
っ
た
。
避

難
所
に
は
ピ
ー
ク
時
に
は
1
、1
5
3
カ
所
に
30
万
人
余

が
身
を
寄
せ
た
。
避
難
所
は
災
害
救
助
法
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
は
使
用
期
間
限
度
が

1
週
間
と
定
め
ら
れ
て
い
た
（
延
長
は
可
能
）。
避
難
所

に
は
小
中
学
校
や
公
民
館
な
ど
が
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
年

の
8
月
10
日
に
は
避
難
所
は
閉
鎖
さ
れ
た
が
10
月
時
点
で

も
ま
だ
旧
避
難
所
72
カ
所
に
1
、3
9
9
人
、
待
機
所
11

カ
所
に
5
7
8
人
が
生
活
し
て
い
た
。
我
々
（
清
水
他

1
9
9
7
）
は
発
災
後
3
ヶ
月
で
現
地
に
入
り
38
カ
所
の

避
難
所
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
避
難
所
は
リ
ー

ダ
ー
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
な
タ
イ

プ
に
分
か
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。（
1
） 

仕
事
上
リ
ー

ダ
ー
が
運
営
し
た
避
難
所
…
避
難
所
に
な
っ
た
施
設
や
学

校
に
震
災
前
か
ら
勤
務
し
て
い
た
職
員
や
教
員
が
避
難
所

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
た
避
難
所
。 

（
2
） 

自

発
的
リ
ー
ダ
ー
が
運
営
し
た
避
難
所
…
地
域
の
少
年
野
球

の
監
督
を
し
て
い
た
な
ど
、
地
域
と
関
わ
り
が
あ
り
、
自

発
的
に
避
難
所
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
人
が
運
営
し
て
い

た
避
難
所
。（
3
） 

自
然
就
任
リ
ー
ダ
ー
が
運
営
し
た
避

難
所
…
周
囲
の
人
た
ち
か
ら
、
避
難
所
を
中
心
的
に
運
営

し
て
い
る
人
だ
と
思
わ
れ
、
い
つ
の
間
に
か
避
難
所
リ
ー

ダ
ー
に
な
っ
た
人
が
運
営
し
て
い
た
避
難
所
。
中
に
は
外

部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
。（
4
） 

選
出
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
が
運
営
し
た
避
難
所

…
周
囲
の
人
た
ち
か
ら
選
ば
れ
て
避
難
所
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
た
人
が
運
営
し
て
い
た
避
難
所
で
あ
る
。
避
難
所
は

上
記
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
圧
倒
的
に
（
1
）
が
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
の
ち
に
問
題
と
さ
れ
、
本
来
は
避
難
所
を

指
定
し
た
市
町
村
の
長
も
し
く
は
職
員
が
運
営
は
行
う
べ

き
も
の
（
災
害
救
助
法
に
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
明
文

化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
公
務
員
の
職
務
上
）
で
な
い
か
と

指
摘
さ
れ
た
。
実
際
発
災
後
3
ヶ
月
時
点
で
行
政
職
員
が

避
難
所
に
寝
泊
ま
り
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
か
っ
た
。

ま
た
、
教
職
員
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
避
難
所
で
は
業
務
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が
集
中
し
、
病
気
に
な
り
ま
た
、
休
職
せ
ざ
る
を
得
な

い
教
職
員
が
増
加
し
た
。
ま
た
、
清
水
他
（
2
0
0
7
）

は
、
避
難
所
運
営
は
自
発
的
リ
ー
ダ
ー
か
ら
内
部
被
災
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
そ
し
て
行
政
に
移
行
す
る
の
が
望
ま
し
い

と
し
て
い
る
。
我
々
の
調
査
（
水
田
他
2
0
0
7
）
で

は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
避
難
所
の
ト
ラ
ブ
ル

は
、
発
災
当
初
（
1
月
）
に
は
、
場
所
や
物
品
な
ど
の
基

本
的
な
資
源
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
避
難
者
間
で
多
く
見

ら
れ
、
高
齢
者
や
社
会
的
弱
者
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多

か
っ
た
。
3
週
間
を
過
ぎ
る
と
（
2
月
）、
校
長
や
区
役

所
職
員
な
ど
の
施
設
管
理
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
、

避
難
者
を
取
り
巻
く
人
々
と
の
間
で
、「
時
間
・
労
力
・
人
」

な
ど
の
資
源
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
り
、
心
理
的

な
問
題
も
目
立
っ
て
き
た
。7
週
間
を
過
ぎ
る
3
月
に
は
、

施
設
の
年
度
行
事
（
卒
業
式
な
ど
）
と
の
関
係
か
ら
、
施

設
管
理
者
と
の
場
所
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
た
。
11

週
後
以
降
（
4
月
以
降
）
は
避
難
所
解
散
に
伴
っ
て
、
外

部
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
や
や
増
加
し
、「
時
間
・
労
力
・
人
」

の
資
源
配
分
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
再
び
増
加
し
て
い

た
。
応
急
仮
設
住
宅
は
災
害
発
生
か
ら
20
日
以
内
に
着
工

し
、
使
用
期
間
は
竣
工
か
ら
2
年
以
内
と
さ
れ
る
。
8
月

ま
で
に
8
8 

、3
0
0
戸
が
建
築
さ
れ
大
部
分
は
兵
庫
県

下
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
県
外
の
仮
設
住
宅
居
住
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
住
み
慣
れ
た
土
地

か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
は
大
き
く
、
従
来
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
断
た
れ
た
と
感
じ
る
人
も
い
た
。
そ
れ
だ
け
が

原
因
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
仮
設
住
宅
に
お
け
る
孤
独
死

が
8
0
0
余
人
に
及
ん
だ
り
、
病
気
を
悪
化
さ
せ
た
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に
な
る
人
が
多
く
現
れ
る
な
ど
問
題
も

あ
っ
た
。

　

2
0
0
4
年
10
月
23
日
17
時
56
分
北
魚
沼
郡
川
口
町

（
現
在
は
長
岡
市
に
編
入
）を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
6
・
8
の
地
震
は
、
川
口
町
で
震
度
7
を
記
録
し
、
新

潟
県
内
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
新
潟
中
越
地
震
と
命

名
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
震
の
み
な
ら
ず
震
度
5
以
上
の
余

震
が
続
い
た
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
人
的
被
害
は
死

者
59
人
、
重
傷
者
6
3
5
人
で
あ
っ
た
。
住
宅
被
害
は

全
壊
3
、1
7
5
棟
、
半
壊
1
3 

、7
7
2
棟
で
あ
っ
た
。

余
震
が
続
い
た
た
め
、
人
々
の
多
く
は
家
の
外
に
出
た

が
、
す
ぐ
暗
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
避
難
所
に
は
行
か
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ず
、
車
庫
や
バ
ス
停
（
雪
国
ゆ
え
屋
根
が
あ
る
）、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
も
し
く
は
車
中
で
過
ご
す
人
が
多
く
、
そ
の
ま

ま
そ
こ
に
長
期
間
避
難
し
た
人
々
も
い
た
。
と
く
に
車
中

泊
し
て
い
た
人
に
は
肺
塞
栓
症
い
わ
ゆ
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク

ラ
ス
症
候
群
に
よ
り
死
亡
す
る
例
も
認
め
ら
れ
た
。
避
難

所
に
入
ら
な
い
理
由
は
、
避
難
所
が
満
員
で
入
れ
な
い
が

最
も
多
く
、
他
人
と
一
緒
に
い
た
く
な
い
、
他
人
が
い
る

と
眠
れ
な
い
、
寒
い
、
狭
い
な
ど
で
あ
っ
た
（
新
潟
県
中

越
大
震
災
記
録
誌
編
集
委
員
会
編
集
2
0
0
6
年
に
よ

る
）。
避
難
所
は
事
前
に
市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
指
定

さ
れ
て
い
た
学
校
、
公
民
館
、
体
育
館
な
ど
の
ほ
か
公
園
、

グ
ラ
ン
ド
、
民
間
施
設
の
駐
車
場
、
個
人
の
所
有
地
に
建

て
ら
れ
た
テ
ン
ト
な
ど
多
種
多
様
で
あ
っ
た
。
避
難
所
は

10
月
28
日
に
6
0
3
カ
所
と
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
避
難

所
は
雪
が
降
る
前
を
目
処
に
年
内
で
閉
鎖
さ
れ
た
。
水
田

他
（
2
0
0
7
）
は
発
災
後
4
週
間
で
現
地
に
入
り
調
査

を
し
た
が
、
そ
こ
で
多
く
見
た
光
景
は
、
行
政
の
人
た
ち

が
き
ち
ん
と
運
営
し
、
被
災
者
の
方
が
配
膳
な
ど
を
自
発

的
に
手
伝
う
姿
で
あ
っ
た
。
先
の
リ
ー
ダ
ー
の
タ
イ
プ
で

は
（
1
）
の
仕
事
上
の
リ
ー
ダ
ー
が
運
営
し
て
い
る
避
難

所
に
該
当
す
る
。
行
政
の
方
は
、
県
外
の
行
政
の
方
の
援

助
を
得
な
が
ら
、
3
週
間
で
部
署
を
交
代
し
て
い
た
。
避

難
所
と
な
っ
た
学
校
も
最
初
は
学
校
の
先
生
が
手
伝
っ
て

い
た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
避
難
所
の
運
営
は
行
政
に
任

せ
て
学
校
業
務
に
専
念
し
て
お
り
、
学
校
の
授
業
も
早
期

に
再
開
し
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
組
織
の

運
営
は
当
初
か
ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
行
政
の
手
に
よ
っ
て
な
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
松
井
（
2
0
0
8
）
に
よ
れ
ば
、

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
が
刻
々
と
変
化
し
、
支
援
も
そ
れ
に
対

応
し
て
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
地
震
直
後

の
段
階
で
は
、
被
害
の
状
況
や
と
る
べ
き
行
動
が
も
っ
と

も
必
要
と
さ
れ
、
同
時
に
生
命
や
体
調
の
維
持
に
か
か
わ

る
よ
う
な
基
礎
的
ニ
ー
ズ
（
食
料
と
飲
料
水
、
気
温
へ
の

対
応
）
を
満
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
一
週
間
目
ま
で

の
段
階
で
は
、
食
料
・
飲
料
水
に
加
え
て
、
避
難
所
や
仮

設
ト
イ
レ
・
仮
設
風
呂
。
生
活
用
水
な
ど
の
支
援
が
必
要

と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
分
野
で
は
行
政
や
自
衛
隊
な
ど
が

主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
次
の
段
階
（
一
ヶ
月
目

ま
で
）
に
は
、
被
害
を
受
け
た
住
宅
を
ど
う
す
る
の
か
と
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い
う
問
題
が
切
実
に
な
る
。
片
付
け
や
引
っ
越
し
に
関
し

て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
ニ
ー
ズ
も
出
て
く
る
。
こ
の
よ

う
な
物
質
面
の
他
に
も
発
災
当
初
か
ら
必
要
で
あ
る
の
は

情
報
で
あ
り
、そ
の
情
報
も
段
階
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
。

一
方
仮
設
住
宅
は
11
月
24
日
長
岡
市
で
入
居
が
開
始
さ
れ

始
め
、
12
月
15
日
に
は
3
、4
6
0
戸
全
戸
が
設
置
さ
れ
、

12
月
21
日
に
は
避
難
所
で
の
生
活
者
は
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
に
民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り

上
げ
て
提
供
す
る
こ
と
と
し
、
1
7
4
世
帯
4
5
7
人

が
入
居
し
た
。
仮
設
住
宅
の
段
階
に
な
っ
て
、
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
災
害
復
興
基
金
に
基

づ
い
た
復
興
支
援
員
と
な
り
（
ほ
ぼ
発
災
後
7
ヶ
月
）
避

難
所
住
民
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

岩
手
宮
城
内
陸
地
震
の
発
震
は
2
0
0
8
年
6
月
14

日
。
被
害
の
詳
細
は
省
略
す
る
が
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5
・

7
（
暫
定
値
）
で
最
大
震
度
5
弱
で
あ
っ
た
が
最
大
加
速

度
4
、0
0
0
ガ
ル
で
局
地
的
な
被
害
が
大
き
か
っ
た
。

こ
の
地
震
に
よ
り
少
な
く
と
も
17
名
が
死
亡
、
6
名
が

行
方
不
明
と
な
っ
た
。
我
々
の
調
査
（
水
田
2
0
1
0
）

で
は
、
大
き
く
被
害
を
受
け
た
地
域
は
2
つ
あ
り
、
い
ず

れ
も
地
域
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
基
に
災
害
前
の
地
に
戻

り
、
災
害
前
の
生
活
や
仕
事
を
続
け
る
こ
と
を
バ
ネ
に
し

て
い
た
。
避
難
所
、
仮
設
住
宅
と
も
そ
れ
ぞ
れ
一
地
区
に

作
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
行
政
区
長
の
違
い
に
よ
っ
て
、
2

地
区
に
多
少
の
ま
と
ま
り
の
違
い
、
さ
ら
に
は
復
興
の
程

度
の
違
い
に
も
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
…
2
0
1
1
年
3
月
11
日
午
後
2
時

46
分
に
生
じ
た
宮
城
県
沖
の
海
底
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
9
の
地
震
は
、
死
者
行
方
不
明
者
合
わ
せ
て
約

2
万
人
、
建
物
の
全
・
半
壊
は
27
万
以
上
避
難
者
は
ピ
ー

ク
時
に
40
万
人
以
上
に
上
っ
た
。
筆
者
は
発
災
後
2
週
間

以
後
避
難
所
の
運
営
者
と
仮
設
住
宅
の
住
民
に
継
続
的
に

面
接
調
査
を
し
て
い
る
。
現
在
調
査
・
分
析
中
で
あ
り
、

現
時
点
で
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
た
い
。
ま
ず
は
、
避
難
所

の
運
営
は
ほ
と
ん
ど
が
行
政
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

た
。
行
政
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
は
、
被
災
者
の
中
で

リ
ー
ダ
ー
を
決
め
ま
た
、
自
発
的
に
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た

と
こ
ろ
は
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
教
職
員
も
初

期
に
は
名
簿
作
り
、
食
料
配
布
な
ど
に
尽
力
し
た
が
、
生

徒
の
安
否
確
認
や
年
度
末
の
行
事
に
力
を
注
い
だ
。
全
体
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的
に
は
形
式
上
で
も
行
政
が
運
営
の
主
体
と
な
っ
て
い

た
。
そ
し
て
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
行
政
職
員
が

避
難
所
に
宿
泊
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
初
期
の

行
政
の
不
足
は
自
衛
隊
が
多
く
補
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

行
政
職
員
へ
の
負
担
は
多
大
な
も
の
で
あ
り
今
後
が
危
惧

さ
れ
る
。
ま
た
、
最
初
の
避
難
所
が
津
波
等
に
よ
り
被
災

し
て
2
次
避
難
を
余
儀
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
ら
ず

あ
っ
た
。
そ
の
避
難
の
際
に
は
命
令
系
統
で
の
混
乱
が
見

ら
れ
た
。
ま
た
、
避
難
所
の
統
廃
合
に
伴
う
避
難
所
の
移

動
は
、
特
に
適
応
の
面
で
お
年
寄
り
を
苦
し
め
た
。
避
難

所
で
の
間
仕
切
り
は
、
そ
の
避
難
所
の
人
間
関
係
を
如
実

に
表
し
て
お
り
、
ま
と
ま
り
の
よ
い
避
難
所
で
は
間
仕
切

り
が
不
要
の
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
ト
ラ
ブ
ル
は
、
初
期
は

物
資
に
関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
自
衛
隊
が
補
っ
て

い
た
。
ま
た
そ
れ
か
ら
は
ト
イ
レ
、
風
呂
な
ど
マ
ス
ロ
ー

の
階
層
説
の
よ
う
に
段
階
的
に
生
じ
て
い
る
。
現
在
は
今

後
の
家
や
仕
事
の
悩
み
が
大
き
い
。
仮
設
住
宅
は
8
月
末

で
ほ
ぼ
必
要
数
が
確
保
さ
れ
、
希
望
者
の
入
居
は
ほ
ぼ
完

了
し
た
が
、
地
域
に
よ
っ
て
建
物
の
完
成
度
の
ば
ら
つ
き

が
大
き
い
。
ま
た
、立
地
も
ま
ち
ま
ち
で
買
い
物
や
学
校
・

職
場
に
不
便
を
来
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
直
感
的
な

分
析
で
は
、
災
害
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
で
き
て
い

る
仮
設
住
宅
で
は
、
ま
と
ま
り
も
よ
く
人
々
は
不
安
を
抱

え
な
が
ら
も
何
か
し
ら
の
楽
し
み
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

地
域
を
ば
ら
ば
ら
に
入
居
し
た
仮
設
で
は
、
自
治
会
が
発

足
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多
く
、
先
が
見
え
な
い
こ
と
と

も
相
ま
っ
て
不
安
感
を
募
ら
せ
て
い
る
。

文
　
　
　
献

新
潟
県
中
越
大
震
災
記
録
誌
編
集
委
員
会
編
集
2
0
0
6
年　

中
越
大
震
災
前
編
後
編
ぎ
ょ
う
せ
い

水
田
恵
三
・
堀　

洋
元
・
西
道　

実
・
松
井　

豊
・
竹
中
一
平
・

元
吉
忠
寛
・
清
水　

裕
・
田
中　

優
2
0
0
7
年　

新
潟

中
越
地
震
後
の
避
難
所
の
研
究　

尚
絅
学
院
大
学
紀
要　

第

54
集
63
│
76 

水
田
恵
三
2
0
1
0
年　

阪
神
淡
路
大
震
災
、新
潟
中
越
地
震
、

岩
手
宮
城
内
陸
地
震
変
わ
っ
た
こ
と
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と　

日
本
心
理
学
会　

第
74
回
大
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

松
井
克
浩
2
0
0
8
年　

中
越
地
震
の
記
憶
高
志
書
院 

塩
崎
賢
明
2
0
0
9
年　

住
宅
復
興
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
日
本
経

済
評
論
社
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清
水　

裕
、
水
田
恵
三
他
1
9
9
7
年　

阪
神
淡
路
大
震
災

の
リ
ー
ダ
ー
の
研
究
社
会
心
理
学
研
究

 

13（
1
）、1
│
12
、 

1
9
9
7
│
09
│
30

　
（
2
）　

 
〇
特
集
「
東
日
本
大
震
災
3
年
間
の
軌
跡
と

こ
れ
か
ら
」
災
害
後
の
暮
ら
し
の
変
化
と

被
災
者
の
心　

都
市
住
宅
学
2
0
1
4
巻

（
2
0
1
4
）
86
号　

再
録
不
可

　

こ
こ
で
は
、
こ
こ
ろ
の
復
興
と
い
っ
て
も
魔
法
な
ど
あ

る
は
ず
も
な
く
、
住
宅
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
興
と
合
わ

せ
て
徐
々
に
復
興
し
て
い
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

　

そ
の
後
、
名
取
市
、
岩
沼
市
の　

避
難
所
を
回
る
こ
と

と
な
る
。
こ
の
結
果
は
2
0
1
1
（
水
田
）
に
詳
し
い
。

　
（
3
）　

 

震
災
復
興
そ
の
後　

尚
絅
学
院
大
学
研
究
紀
要　

2
0
1
4
年
67
号
か
ら
掲
載

　

東
日
本
大
震
災
後
3
年
余
が
過
ぎ
た
。
被
災
三
県
に
お

い
て
は
全
体
的
に
復
興
が
遅
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
10
年
後
の
2
0
0
5
年
、
兵
庫
県

と
京
都
大
学
防
災
研
究
所
が
行
っ
た
阪
神
淡
路
大
震
災

に
関
す
る
調
査
で
は
（
復
興
の
教
科
書w

w
w

.kyokasho.

org

）、
仕
事
╱
学
校
が
も
と
に
戻
っ
た
と
感
じ
た
の
は
震

災
後
1
ヶ
月
、
2
ヶ
月
で
あ
っ
た
。
過
半
数
の
人
の
「
す

ま
い
の
問
題
が
最
終
的
に
解
決
」
し
、「
毎
日
の
生
活
が

落
ち
つ
い
た
」
の
は
震
災
後
半
年
後
で
あ
っ
た
。
過
半
数

の
人
が
「
家
計
へ
の
震
災
の
影
響
が
な
く
な
っ
た
」「
自
分

が
被
災
者
だ
と
意
識
し
な
く
な
っ
た
」
と
感
じ
た
の
は
、

震
災
1
年
後
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
あ
と
か
ら
振
り
返
る

と
、
比
較
的
早
期
に
人
々
は
自
分
の
こ
と
を
被
災
者
と
感

じ
な
く
な
り
、
災
害
後
8
年
の
2
0
0
3
年
、
10
年
後

の
2
0
0
5
年
の
調
査
で
は
8
割
前
後
の
人
は
、
自
分

が
被
災
者
で
あ
る
と
意
識
し
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
れ
ら
は
後
か
ら
振
り
返
っ
た
感
覚
で
あ
り
、
実

際
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
牧（
2
0
1
4
）

に
よ
れ
ば
、
都
市
事
業
計
画
の
プ
ロ
セ
ス
は
（
1
） 

都
市

計
画
決
定
…
事
業
の
範
囲
、
お
お
ま
か
に
道
路
等
を
決
め

る
。（
2
） 

事
業
計
画
決
定
…
詳
細
な
道
路
等
を
決
め
る
。

（
3
） 

仮
換
地
…
自
分
の
敷
地
が
 ど
 こ
に
な
る
か
を
決
め

る
。（
4
） 

工
事
開
始
（
5
） 

換
地
処
分
…
事
業
完
成
で
 

あ
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
一
番
早
か
っ
た
野
田

北
に
お
い
て
は
（
2
） 

の
事
業
決
定
は
10
ヶ
月
後
、（
4
）
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の
工
事
開
始
は
1
年
8
ヶ
月
後
で
最
終
的
な
（
5
） 

換
地

処
分
は
6
年
1
ヶ
月
後
で
あ
っ
た
。
一
方
森
南
第
三
（
区

画
整
理
事
業
で
行
政
と
住
民
と
の
認
識
の
差
が
大
き
く
、

反
対
運
動
が
継
続
し
た
）
は
も
っ
と
も
遅
く
、（
2
） 

の

事
業
計
画
決
定
ま
で
に
4
年
9
ヶ
月
、（
4
） 

工
事
開
始

に
5
年
5
ヶ
月
、（
5
） 

換
地
処
分
は
10
年
2
ヶ
月
後
で

あ
っ
た
。
名
取
市
に
お
い
て
は
（
2
） 

事
業
計
画
が
2
年

8
ヶ
月
後
で
あ
っ
た
が
、
森
南
に
比
べ
る
と
決
し
て
遅
く

な
い
。
先
行
し
て
集
団
移
転
が
進
ん
で
い
る
周
辺
地
域

が
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
報
道
さ
れ
る
と
、
復
興
が
遅
れ
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
事
情
が
あ

り
、
事
業
計
画
の
ス
ピ
ー
ド
の
比
較
の
み
が
復
興
の
早
さ

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
塩
崎
（
2
0
0
9
）
に
よ
れ
ば
、

阪
神
淡
路
大
震
災
の
前
後
で
、
区
画
整
理
の
結
果
以
前
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
消
滅
し
た
と
感
じ
て
い
る
人
が
26
％
お

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ふ
れ
あ
い
の
場
所
が
な
く
な
っ
た

と
感
じ
て
い
る
も
の
も
増
え
て
い
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災

で
は
従
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
慮
し
な
い
で
仮
設
住
宅

に
入
居
さ
せ
ら
れ
た
結
果
、
孤
独
死
は
2
0
0
人
強
と

な
っ
た
。

2
　
何
が
復
興
か

　

現
在
復
興
途
上
の
被
災
地
に
と
っ
て
復
興
と
は
何
か

を
問
う
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
住
宅
復
興
や
集

団
移
転
と
い
う
目
先
の
も
の
に
目
を
奪
わ
れ
、
重
要
な

終
着
点
を
見
失
い
が
ち
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば

2
0
0
4
年
に
生
じ
た
新
潟
中
越
地
震
で
は
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
に
見
事
な
復
興
を
果
た
し
た
。
例

え
ば
旧
山
古
志
村
（
現
在
は
長
岡
市
）
で
は
7
割
近
く
の

住
民
が
帰
村
し
た
が
、
最
近
で
は
一
戸
建
て
も
し
く
は
2

戸
建
て
（
2
個
1
）
の
住
宅
に
空
き
家
が
目
立
ち
始
め
た

（
高
齢
で
の
入
居
の
た
め
）。
市
街
地
の
無
機
質
な
復
興
集

合
住
宅
も
住
民
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
例
え
ば
塩
崎
（
2
0
0
9
）
は
復
興
と
は
創
造
的

復
興
の
よ
う
な
高
い
水
準
を
目
指
す
の
で
は
な
く
「
災
害

に
よ
っ
て
衰
え
た
被
災
者
や
被
災
地
が
再
び
盛
ん
に
な
る

こ
と
、
再
生
す
る
こ
と
」
と
し
、
み
ん
な
が
従
前
の
水

準
に
早
く
戻
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
林

（
2
0
0
3
）
に
よ
れ
ば
災
害
復
興
は
、災
害
前
と
は
ま
っ

た
く
同
じ
施
設
、
機
能
に
も
ど
す
の
で
は
な
く
、
地
域
が
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災
害
に
見
舞
わ
れ
る
前
以
上
の
活
力
を
備
え
る
よ
う
に
、

暮
ら
し
と
環
境
を
再
建
し
て
い
く
活
動
の
こ
と
と
し
、
復

興
の
理
念
と
し
て
都
市
の
再
建
、
理
念
と
し
て
都
市
の
再

建
、
経
済
の
再
建
、
生
活
の
再
建
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
私
の
専
門
か
ら
、
生
活
の
再
建
を
取
り
上
げ
る
。
林

（
2
0
0
3
）は
震
災
発
生
か
ら
5
年
後
の
2
0
0
0
年
、

「
何
が
復
興
で
き
た
ら
生
活
が
再
建
で
き
た
と
思
う
か
」

を
被
災
者
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
住
ま
い
、
人
と
の
つ
な
が

り
、
ま
ち
、
そ
な
え
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
、
暮
ら
し
向
き
、

行
政
と
の
関
わ
り
の
順
で
あ
げ
ら
れ
た
。
住
ま
い
は
、
被

災
者
に
と
っ
て
は
最
も
重
要
な
も
の
で
そ
の
再
建
が
真
っ

先
に
考
え
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
住
ま
い

と
と
も
に
重
要
で
あ
る
の
が
人
と
の
つ
な
が
り
、
そ
し
て

自
分
を
と
り
ま
く
「
ま
ち
」
も
再
建
に
は
必
要
な
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
住
ま
い
が
再
建
さ
れ
る
だ
け
で
は

な
く
、
従
来
の
人
間
関
係
や
地
域
の
維
持
も
重
要
な
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
、
住
ま
い
の
再
建
を
優
先

し
、
従
来
の
人
間
関
係
や
地
域
を
二
の
次
に
し
た
、
阪
神

淡
路
大
震
災
後
の
復
興
の
反
省
か
ら
来
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

3
　
行
政
と
の
か
か
わ
り

　

復
興
を
考
え
る
場
合
、
被
災
者
と
行
政
と
の
関
係
は
重

要
な
要
素
で
あ
る
。
先
の
林
（
2
0
0
3
）
の
災
害
復
興

7
要
素
に
も
あ
っ
た
が
、
田
村
た
ち
（
2
0
0
1
）
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
行
政
と
の
関
係
を
以
下
の
3
つ
に
分
類

し
た
。（
1
） 

自
由
主
義
的
国
家
観
…
市
民
を
守
る
の
は

各
々
の
努
力
で
あ
る
。
最
近
言
わ
れ
始
め
た
用
語
で
言
う

と
個
人
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
中
心
と
考
え
ら
れ
る
。（
2
） 

後
見
主
義
的
国
家
観
…
市
民
を
守
る
の
は
行
政
で
あ
る
。

集
団
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
中
心
で
あ
り
、
行
政
依
存
に
な
り

が
ち
で
あ
る
。（
3
）
共
和
主
義
的
国
家
観
…
ま
ち
の
将

来
を
決
め
る
の
は
自
分
た
ち
で
あ
る
。
…
個
人
と
集
団
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
協
働
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と
と
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
の
生
活
再
建

の
視
点
に
関
し
て
は
多
少
の
修
正
を
加
え
た
。
被
災
者
と

行
政
と
の
関
係
は

　
（
1
） 
個
人
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
優
先
型
…
行
政
に
依
存

せ
ず
、自
己
の
力
で
復
興
し
よ
う
と
す
る
。（
2
） 

集
団
レ
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ジ
リ
エ
ン
ス
優
先
型
…
行
政
に
依
存
し
、
行
政
が
衰
退
す

る
と
、
復
興
は
滞
る
。
集
団
が
う
ま
く
機
能
す
れ
ば
、
復

興
は
進
む
。（
3
） 

個
人
レ
ジ
 リ
エ
ン
ス
、
集
団
レ
ジ
 リ

エ
ン
ス
バ
ラ
ン
ス
型
…
被
災
者
は
行
政
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

う
ま
く
取
り
な
が
ら
復
興
を
進
め
る
。以
上
の
3
類
型（
理

念
型
）
に
分
か
れ
る
。
再
建
過
程
に
お
い
て
住
民
と
の
合

意
形
成
は
上
記
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
進
め
て
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

4
　
復
興
に
有
効
な
も
の

　

A
ldrich

（2012

）
は
、災
害
に
関
す
る
研
究
の
大
半
は
、

経
済
や
社
会
の
基
盤
を
重
視
し
、
地
域
内
の
人
々
（
4
） 

の
結
び
つ
き
を
軽
視
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
彼
の
主

張
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
資
本
）
は
つ
な

が
り
が
重
要
で
あ
る
と
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
蓄
積
が
豊
か
な
地
域
は
回
復
が
早
い
。
そ
れ
は
、
関
東

大
震
災
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
そ
し
て
ハ
リ
ケ
ー
ン
カ
ト

リ
ー
ナ
後
の
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
に
も
顕
著
に
あ
て
は
ま
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
人
々
が
考
え
る
復
興
は
、
住
ま
い
、
経

済
、
仕
事
な
ど
の
回
復
が
最
優
先
に
考
え
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
社
会
基
盤
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、
人
々
が
復

興
を
す
る
際
に
は
人
々
の
関
係
や
元
の
地
域
の
結
び
つ
き

を
損
な
う
こ
と
な
く
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
被
災

県
の
人
々
は
気
づ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
閖
上

で
自
宅
再
建
を
し
て
元
の
住
居
に
戻
っ
た
人
の
言
葉
で
締

め
く
く
り
た
い
。「
元
の
閖
上
（
字
）
に
戻
っ
た
後
も
復

興
し
た
感
覚
は
全
く
な
い
。
閖
上
が
元
の
よ
う
に
戻
る
ま

で
は
復
興
と
は
言
え
な
い
。
遅
く 

な
っ
た
分
皆
が
羨
む

よ
う
な
地
域
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。」

文
　
　
　
献

A
ldrich.D

.P
 2012　

B
uilding R

esilience T
he U

niversity 

P
ress C

hicago and L
ondon

林　

春
男
（
2
0
0
3
）　

い
の
ち
を
守
る
地
震
防
災
学
岩
波
書

店
牧　

紀
男
（
2
0
1
4
）　

J
S
T
借
り
上
げ
仮
設
住
宅
被
災

者
の
生
活
再
建
支
援
方
策
の
体
系
（
研
究
代
表
者
立
木
茂
雄
）

研
究
計
画
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
未
発
表
）

塩
崎
賢
明
（
2
0
0
9
）　

住
宅
復
興
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
日
本
経
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済
評
論
社

田
村
圭
子
・
林　

春
男
・
立
木
茂
雄
・
木
村
玲
欧
（
2
0
0
1
）　

地
域
安
全
学
会
発
表
梗
概
集

5
　
岩
沼
市
、
名
取
市
、
石
巻
市
に
関
す
る
研
究

　

そ
の
後
名
取
市
を
中
心
に
研
究
す
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
そ
の
切
っ
掛
け
が
名
取
市
よ
り
依
頼
さ
れ
た
、「
名

取
市
民
震
災
の
記
録
」
の
作
成
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
名
取
市
か
ら
依
頼
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
最
初
は
名
取
市
側
が
被
災
者
を
集

め
る
と
思
っ
て
い
た
が
そ
う
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
が
探
し

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
旅
費
も
大

学
側
か
ら
出
し
て
も
ら
っ
た
り
、
公
用
車
を
拝
借
し
た
。

1
0
0
名
ほ
ど
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
、
先
方
の

許
可
を
得
た
80
名
ほ
ど
を
記
載
し
た
。
名
取
市
で
は
こ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
を
元
に
「
東
日
本
大
震
災　

名
取
市

民
体
験
集
」
を
出
版
し
た
が
、
元
々
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の

話
し
言
葉
を
標
準
語
に
書
き
直
し
た
り
し
て
い
て
、
対
象

者
の
語
り
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
、
新
た
に
着
任

さ
れ
た
学
長
が
痛
ま
し
く
思
っ
た
の
か
、
尚
絅
出
版
会
で

出
版
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
本
は
尚
絅
学
院
大
学
の
H
P

（w
w

w
.shokei.jp

）
か
ら
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

6
　
名
取
市
、
岩
沼
市
、
石
巻
市
の
調
査

　

こ
れ
は
、
総
合
人
間
科
学
研
究
所
の
補
助
を
受
け
て
成

さ
れ
た
研
究
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
岩
沼
市
の
部
分
で
、

本
学
教
員
藤
本
吉
則
が
行
っ
た
調
査
が
非
常
に
示
唆
に
富



137─ ─

第 1章　東日本大震災の研究への取組み

む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
大
部
分
は
掲
載
で

き
な
か
っ
た
。
全
体
を
通
じ
て
、
岩
沼
市
の
復
興
の
進
め

方
が
素
晴
ら
し
く
、
そ
れ
は
他
章
で
も
描
か
れ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　

こ
の
研
究
に
関
し
て
は
、
尚
絅
学
院
大
学
総
合
人
間
科

学
研
究
所
の
共
同
研
究
費
と
文
科
省
科
学
研
究
費
の
補

助
を
受
け
た
。
以
下
は
こ
の
報
告
書
（
水
田
2
0
1
8
）

を
受
け
て
要
約
を
論
文
に
し
た
も
の
で
あ
る　

水
田

（
2
0
2
0
）

〇
東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
感
に
及
ぼ
す
要
因
の
研
究

　
　

│
石
巻
市･

岩
沼
市･

名
取
市
│

Study on factors affecting recovery after the G
reat 

E
ast Japan E

arthquake 

│Ishinom
aki C

ity

・Iw
anum

a C
ity

・N
atori C

ity
│

　
　

K
eizo M

izuta 

　

東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
感
に
関
し
て
、
名
取
市
、
岩

沼
市
、
石
巻
市
の
仮
設
住
宅
、
復
興
公
営
住
宅
、
そ
の
他

の
地
域
住
民
を
対
象
と
し
て
震
災
後
5
年
半
を
経
過
し
た

時
点
で
、
4
7
6
名
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
。
健
康
状
態
は
、
地
域
ご
と
で
は
岩
沼
市
の
健
康
状
態

が
他
地
域
に
比
べ
て
よ
か
っ
た
。
住
居
形
態
ご
と
で
は
、

名
取
市
と
岩
沼
市
の
復
興
住
宅
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
住

居
と
し
て
復
興
住
宅
に
落
ち
つ
い
た
こ
と
が
健
康
状
態
に

よ
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
市
民
と
行
政
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
岩
沼
市
は
行
政
依
存
度
が
少
な
く
、
集
団
で

物
事
を
決
め
る
傾
向
が
強
い
。
一
方
名
取
市
は
集
団
で
物
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事
を
決
め
る
傾
向
が
他
所
よ
り
も
低
い
と
い
う
結
果
が
示

さ
れ
て
い
る
。
地
域
へ
の
帰
属
感
は
岩
沼
市
、
石
巻
市
、

名
取
市
の
順
で
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
け
る
結
び
つ
き
の
強
さ
で
は
石
巻
市
と
名
取
市
は
弱
い

と
感
じ
て
お
り
、
岩
沼
市
は
強
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
多

い
。
復
興
感
に
与
え
る
要
因
と
し
て
は
、
現
在
の
生
活
へ

の
満
足
感
と
現
在
の
地
域
へ
の
住
み
心
地
の
よ
さ
が
大
き

い
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド　

東
日
本
大
震
災　

復
興
感　

地
域

（
目
的
）

　

宮
城
県
（
2
0
1
5
）
に
よ
れ
ば
、
2
0
1
1
年
に

生
じ
た
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
石
巻
市
は
震
災
前
の

人
口
が
1
6
0
、3
9
4
人　

震
災
に
よ
っ
て
死
者
3
 、

2
7
0
人
、
岩
沼
市
は
震
災
前
の
人
口
が
4
4 

、2
6
0

人　

震
災
に
よ
る
死
者
が
1
8
0
人
、
名
取
市
は
震
災

前
の
人
口
が
7
3 

、6
0
3
人
、
震
災
に
よ
る
死
者
が

9
1
1
人
で
あ
っ
た
。
震
災
後
石
巻
市
は
最
大
避
難
者

数
が
5
0 

、7
5
8
人
、応
急
仮
設
住
宅
は
1
3
1
団
地
、

岩
沼
市
は
最
大
避
難
者
数
が
6
、8
2
5
人
、
応
急
団
地

数
が
3
、名
取
市
は
最
大
避
難
者
数
が
1
1 

、2
3
3
人
、

応
急
仮
設
住
宅
は
8
団
地
で
あ
っ
た
。こ
こ
か
ら
見
て
も
、

石
巻
市
、
名
取
市
の
被
害
は
大
き
く
、
岩
沼
市
は
相
対
的

に
は
少
な
い
。
し
か
し
、
被
害
規
模
以
上
に
岩
沼
市
の
復

興
は
早
く
、
石
巻
市
、
名
取
市
の
復
興
は
遅
か
っ
た
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
（
内
田
2
0
1
9
）。
こ
の
差
は
ど

こ
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
震
災
復
興
感
に
お
け
る

住
ま
い
再
建
の
ス
ピ
ー
ド
の
占
め
る
割
合
は
大
き
く
、
岩

沼
市
の
集
団
移
転
は
2
0
1
5
年
と
他
所
に
比
べ
て
早

か
っ
た
。
し
か
し
、
内
田
（
2
0
1
9
）
も
記
述
し
て
い

る
よ
う
に
、
そ
の
集
団
移
転
に
い
た
る
住
民
の
合
意
形
成

の
方
法
や
復
興
全
体
へ
の
行
政
へ
の
取
り
組
み
が
、
大
き

く
影
響
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
三
都
市
の
復
興
感
を
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
比
較
し
、
復
興
感
が
異
な
る
場

合
に
は
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か

を
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
ぜ
こ
の
3
地
区
で
あ
る
の

か
は
、ま
ず
名
取
市
は
本
学
が
位
置
す
る
市
で
あ
る
こ
と
、

岩
沼
市
は
名
取
市
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
同
じ
湾

岸
部
が
被
災
し
て
い
る
こ
と
、
石
巻
市
は
、
名
取
市
同
様

被
害
の
規
模
が
大
き
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
選
定
し
た
。



139─ ─

第 1章　東日本大震災の研究への取組み

　

田
村
た
ち
（
2
0
0
1
）
に
よ
れ
ば
、
生
活
復
興
の
要

素
は
7
つ
あ
る
（
図
1
）。
そ
の
中
で
、
住
ま
い
は
最
も

重
要
な
要
素
で
あ
る
が
全
て
で
は
な
い
。

　

人
々
の
つ
な
が
り
や
町
そ
の
も
の
復
興
な
ど
も
復
興
の

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
本
調
査
の
問
題
意
識
は
行
政
の
復

興
計
画
や
そ
の
進
捗
度
、
個
々
人
の
心
理
状
況
や
健
康
状

態
や
周
囲
の
状
況
が
個
人
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
集
団
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
媒
介
と
し
て
い
か
に
復
興
感
に
影
響
を
与

え
る
の
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
名
取
市
と
岩
沼
市
の
復
興
過
程
に
お
い
て
、
自

治
体
の
評
価
は
、
名
取
市
が
満
足
し
て
い
る
、
少
し
満
足

し
て
い
る
が
2
割
強
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
岩
沼
市
で
は

4
割
超
え
て
お
り
、
後
者
の
自
治
体
へ
の
信
頼
感
は
高
く

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
も
と
も
と
そ
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
復
興
過
程
を
通
じ
て
そ
う
な
っ
た
も
の
で
あ
る

の
か
な
ど
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

（
方
法
）

　

調
査
は
2
0
1
6
年
8
月
末
か
ら
9
月
に
か
け
て
、

489
407

197 154 154 138
84

0
100
200
300
400
500
600

図 1　生活再建 7要素別カード枚数1）

　1）　復興の教科書から引用

　注 1）　 阪神・淡路大震災からの生活再建 7要素モデルの検証 ─ 2001年京大防災研
復興調査報告─田村圭子1，林　春男2，立木茂雄 3，木村玲欧1
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名
取
市
仮
設
住
宅
、
借
り
上
げ
仮
設
住
宅
、
復
興
公
営
住

宅
、
復
興
住
宅
、
岩
沼
市
復
興
住
宅
、
復
興
公
営
住
宅
、

石
巻
市
災
害
住
宅
、
災
害
復
興
住
宅
、
借
り
上
げ
、
自

力
再
建
住
宅
な
ど
に
個
別
に
配
布
（
一
部
は
郵
便
ポ
ス

ト
）
し
た
。
全
体
で
1
、1
0
0
部
配
布
し
、
有
効
回
答

は
4
7
6
通　

回
収
率
は
43
・
3
％
で
あ
る
。
震
災
後

5
年
半
が
経
過
し
て
い
る
こ
の
時
期
は
、
あ
る
地
区
で
は

仮
設
住
宅
か
ら
、
復
興
公
営
住
宅
へ
の
移
転
が
す
べ
て
完

了
し
て
お
り
、
一
方
で
は
、
仮
設
住
宅
に
残
っ
て
い
る
住

民
が
多
数
存
在
す
る
地
区
な
ど
、
住
宅
を
中
心
と
す
る
復

興
の
温
度
差
が
著
し
い
時
期
で
あ
っ
た
。

（
結
果
）

　

有
効
回
答
4
7
6
の
内
訳

　

性
別
で
は
男
性
が
1
4
6
名
、
女
性
が
2
9
4
名　

不
明
が
16
名
で
あ
る
。

　
（
1
）　

年
代
別
で
は
（
表
1
）

　

回
答
者
の
う
ち
60
歳
代
以
上
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い

る
。

　
（
2
）　

現
在
の
住
居
に
関
し
て
は

　

名
取
市
が
1
3
1　

岩
沼
市
が
1
2
4　

石
巻
市
が

1
9
4
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
厳
密
に
は
1
0
0
％

と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
地
で
被
災
し
、
そ
の
地
に
戻
っ

た
方
で
あ
る
。

　
（
3
）　

現
在
の
住
居
形
態
（
表
2
）

　

自
己
所
有
の
中
に
は
自
宅
再
建
の
ほ
か
移
転
し
た
災
害

住
宅
へ
の
入
居
も
含
ま
れ
る
。

　
（
4
）　

現
在
の
人
数

　

現
在
住
ん
で
い
る
人
数
は
、
1
人
が
1
1
6
名
で

24
・
4
％
、
2
人
が
1
6
4
人
で
34
・
5
％
と
最
も
多
い
。

3
人
が
66
人
で
13
・
9
％
、
4
人
が
48
人
で
10
・
1
％
、

表 1　年代別人数

20歳代 　5  1.1％
30歳代  21  4.4％
40歳代  36  7.6％
50歳代  59 12.4％
60歳代 158 33.2％
70歳代 108 22.7％
80歳以上  51 10.7％

合計 476 100％
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5
人
が
23
人
で
4
・

8
％
、
6
人
以
上
が

7
人
4
・
3
％
で
、

3
人
以
内
の
家
庭
が

7
割
を
占
め
る
。
以

前
の
3
世
代
の
家
庭

か
ら
単
身
や
二
人
以

上
の
家
庭
に
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
（
5
）　

健
康
状
態
（
表
3
）

　

全
体
的
に
悪
い
と
い
う
の
は
20
％
以
下
と
少
な
く
な
っ

て
い
る
。

　

地
域
ご
と
の
平
均
で
は
名
取
市
が
3
・
14
、
岩
沼
市
が

3
・
32
、
石
巻
市
が
3
・
15
と
岩
沼
市
の
健
康
状
態
が
、

他
地
域
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
、
住
居
形
態
ご
と
の
健
康
状
態
の
比
較
で
は
図
3

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

名
取
市
の
復
興
住
宅
と
岩
沼
市
の
復
興
住
宅
の
住
民
の

健
康
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
住
む
場
所
が
安

定
し
た
こ
と
に
よ
る
。
特
に
名
取
市
で
は
同
じ
市
内
で
も

仮
設
と
復
興
住
宅
の
差
は
顕
著

で
あ
る
。

　
（
6
）　

次
に
周
囲
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
か

（
1 

い
な
い　

2 

い
る
）
を
そ

の
時
点
で
尋
ね
て
い
る
。

　

3
市
で
は
平
均
に
差
が
な

か
っ
た
。
一
方
仮
設
住
宅
と
復

興
住
宅
で
は
1
・
68
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
借
り
上
げ
住

宅
と
は
1
・
75
と
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
借

り
上
げ
住
宅
の
居
住
者
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
高
さ

を
示
し
て
い
る
。

　
（
7
）　

市
民
と
行
政
と
の
関
係
に
つ
い
て
例
え
ば

　

①　

ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

　

1　

行
政
が
も
っ
と
指
導
し
て
欲
し
い

　

2　

 

ル
ー
ル
を
守
る
か
否
か
は
、
各
自
の
自
覚
に
ま
か

せ
る
べ
き
だ

　

3　
 

ル
ー
ル
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
番
を
決
め
て
立

会
人
を
お
く
べ
き
だ

と
い
う
設
問
で
、
1
は
行
政
依
存
を
示
し
て
お
り
、
2
は

表 2　住居形態

仮設住宅 143 31.7％
借り上げ　無償  17 3.7％
民間賃貸  25 5.6％
実家など 　1 0.2％
自己所有 151 33.6％
災害復興住宅 112 24.9％
その他 　1 0.2％

合計 450

表 3　健康状態

非常に悪い  16

悪い  74

どちらとも言えない 184

よい 165

非常によい  14
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4
16

41

36

3

健康状態（全体）

非常に悪い 悪い どちらとも言えない よい 非常によい

2.91

3.14

3.46

3.26
3.36

3.17 3.13 3.12

2.6

2.8

3.0

3.2

3.4

3.6

健康度の比較

図 2　健康状態

図 3　各地域、住居形態別の健康度比較
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個
人
の
努
力
、
3
は
集
団
で
解
決
を
進
め
る
傾
向
を
示
し

て
い
る
。

　

3
市
ご
と
の
合
計
は　

以
下
で
あ
り
、
図
で
示
す
と
岩

沼
市
は
行
政
依
存
傾
向
が
少
な
く
、
集
団
で
物
事
を
決
め

る
傾
向
が
高
い
。
名
取
市
は
集
団
で
物
事
を
決
め
る
傾
向

が
他
地
域
よ
り
も
低
い
。

　
（
8
）　

 

現
在
の
生
活
等
へ
の
満
足
で

は
市
、
住
居
形
態
ご
と
の
集

計
を
示
す
と
図
5
に
な
る
。

 　

も
っ
と
も
高
い
の
が
岩
沼
市
借
り

上
げ
、
石
巻
市
の
借
り
上
げ
、
復
興
住

宅
も
高
い
。
た
だ
し
、
岩
沼
借
り
上
げ

は
数
が
少
な
い
の
で
、
デ
ー
タ
と
し
て

は
参
考
に
な
ら
な
い
。

　
（
9
）　

 

現
在
の
地
域
へ
の
感
じ
方
、

得
点
が
高
く
な
る
ほ
ど
地
域

へ
の
良
い
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
結
果
に
関
し

て
は
図
6
に
示
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
こ
の
地
域
に
帰
っ
て
ほ
っ
と

行政依存 自　　力 集　　団

名取市  88（23.4％） 161（ 43％） 126（33.6％）
岩沼市  46（12.3％） 167（44.8％） 159（42.7％）

石巻市 135（25.7％） 222（42.2％） 208（39.6％）

88

46

135

161

167

222

126

159

208

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名取市

岩沼市

石巻市

市民と行政

行政保存 自力 集団

図 4　3市市民と行政との関係
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図 5　市、住居形態ごとの比較

図 6　3市における地域への帰属感

2.34 2.402.53
2.74 2.672.57 2.67 2.69

0

1

2

3

名取市 岩沼市 石巻市

満足感

仮設 借り上げ 復興住宅

2.44

2.58

2.54

2.35

2.4

2.45

2.5

2.55

2.6

名取市 岩沼市 石巻市

地域ごと帰属感
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す
る
と
い
う
項
目
に
対
し
て

1　

そ
う
思
う　

か
ら　

4　

そ
う
思
わ
な
い
で　

得
点

は
逆
に
し
て
集
計

 　

岩
沼
市
、石
巻
市
、名
取
市
の
順
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
（
10
）　

 
地
域
へ
の
帰
属
感
や
地
域
に
お
け
る
相
互
間
の

結
び
つ
き
の
強
さ
を
聞
い
て
い
る
。
例
え
ば

1　

 

地
域
と
の
付
き
合
い
が
あ
ま
り
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
で

生
活
し
て
い
る

4　

 

地
域
と
の
付
き
合
い
は
か
な
り
あ
り
、
何
か
の
時
に

は
多
く
の
人
が
参
加
す
る

　

石
巻
市
と
名
取
市
は
地
域
に
お
け
る
相
互
間
の
結
び
つ

き
低
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
く
、
岩
沼
市
は
高
い
と
感

じ
て
い
る
人
が
多
い
。

　
（
11
）　

 

地
域
の
住
み
心
地
を
3
市
ご
と
に
示
し
た
の
が

図
8
で
あ
る
。

 　

岩
沼
市
と
名
取
市
は
住
み
心
地
が
よ
い
と
感
じ
て
い

る
人
が
多
く
、
石
巻
市
は
住
み
心
地
が
良
く
な
い
と
感
じ

て
い
る
人
が
多
い
。

　
（
12
）　

 

地
域
ご
と
、
3
市
ご
と
、
住
居
形
態
ご
と
の
復

興
の
様
子

31

11

53

20

14

32

59

62

89

16

30

12

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名取市

岩沼市

石巻市

地域への帰属感

地域への感情1 地域への感情2 地域への感情3 地域への感情4

図 7　3市の地域への帰属感
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こ
れ
は
1　

全
然
復
興
し
て
い
な
い　

か
ら　

5
全
く

復
興
し
た　

を
5
段
階
で
尋
ね
た
。

　

地
域
ご
と
の
復
興
の
様
子
が
図
9
に
示
さ
れ
る
。

　

岩
沼
市
の
復
興
感
の
高
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。

　

住
居
ご
と
の
復
興
感
の
高
さ
は
図
10
に
示
さ
れ
る
。

　

集
団
移
転
、
借
り
上
げ
、
仮
設
住
宅
の
順
で
高
く
な
っ

て
い
る
。

　

次
に　

地
域
と
住
居
形
態
ご
と
の
復
興
感
を
図
11
に
示

す
。

　

岩
沼
市
の
復
興
感
は
高
い
。
そ
の
中
で
も
災
害
復
興
住

宅
居
住
者
の
復
興
感
が
高
い
。

　
（
13
）　

 

復
興
感
に
影
響
を
与
え
る
要
因

　

復
興
感
に
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
要
因
を
現
在
の

生
活
へ
の
満
足
感
、
地
域
へ
の
帰
属
感
、
地
域
へ
の
住
み

心
地
の
よ
さ
と
考
え
、
偏
相
関
係
数
を
求
め
た
の
が
表
4

で
あ
り
、
そ
れ
を
図
示
し
た
の
が
図
12
で
あ
る
。

　

復
興
感
を
従
属
変
数
と
し
、
生
活
へ
の
満
足
感
、
一
年

後
の
予
想
（
逆
転
）、
地
域
の
効
力
感
（
逆
転
）、
地
域
の

様
子
を
独
立
変
数
と
し
て
強
制
投
入
法
に
よ
る
重
回
帰
分

析
を
行
っ
た
。

図 8　3市ごとの地域への住み心地

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名取市

岩沼市

石巻市

地域の住み心地

よい まあよい あまりよくない よくない
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2.25

3.18

2.39

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

名取市 岩沼市 石巻市

地域ごと復興の様子

2.03
2.5

2.86

0

1

2

3

4

仮設 借り上げ 集団移転

住居形態ごと

図 9　3市ごとの復興の様子

図 10　住居形態ごとの復興感の様子
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 R
=

0.400

　

回
帰
式
全
体
の
有
意
性
の
検
定

0
・
1
％
水
準
で
有
意
で
あ
る
。

　

V
I
F
（
共
変
性
指
数
） 

は
す
べ

て
10
以
下

　

復
興
感
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
現

在
の
生
活
へ
の
満
足
感
や
現
在
の
地

域
へ
の
住
み
心
地
の
よ
さ
で
あ
る
。

（
考
察
）

　

東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
感
に
関
し
て
、
名
取
市
、
岩

沼
市
、
石
巻
市
の
仮
設
住
宅
、
復
興
公
営
住
宅
、
そ
の
他

の
地
域
住
民
を
対
象
と
し
て
震
災
後
5
年
半
を
経
過
し
た

時
点
で
、
4
7
6
名
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
。
回
答
者
は
女
性
が
3
分
の
2
を
占
め
、
60
歳
代
以
上

も
半
数
を
占
め
て
い
た
。

　

主
な
結
果
を
示
す
と
健
康
状
態
は
、
3
地
区
合
計
で
よ

い
、
非
常
に
よ
い
が
57
％
と
半
数
以
上
で
あ
る
。
地
域
ご

と
で
は
岩
沼
市
の
健
康
状
態
が
他
地
域
に
比
べ
て
よ
か
っ

た
。
住
居
形
態
ご
と
で
は
、
名
取
市
と
岩
沼
市
の
復
興
住

1.84
2.28

2.64
3 3.21

2.17 2.3 2.6

設
仮

り
借

げ
上

興
復
害
災

り
借

げ
上

興
復
害
災

設
仮

げ
上
り
借

興
復
害
災

名取市 岩沼市 石巻

復 興 感

図 11　地域、住居形態ごとの復興感

表 4　標準化係数

満足感 0.219 ** 

地域への帰属感 0.0071

地域の住み心地 0.174 **

** t値　p<0.01
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宅
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
住
居
と
し
て
復
興
住
宅
に
落
ち

つ
い
た
こ
と
が
健
康
状
態
に
よ
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
市
民
と
行
政
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
岩
沼
市
は
行

政
依
存
度
が
少
な
く
、
集
団
で
物
事
を
決
め
る
傾
向
が
強

い
。
一
方
名
取
市
は
集
団
で
物
事
を
決
め
る
傾
向
が
他
所

よ
り
も
低
い
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
生

活
に
満
足
し
て
い
る
か
で
は
岩
沼
市
、
石
巻
市
の
復
興
住

宅
が
高
か
っ
た
。
一
方
名
取
市
の
復
興
住
宅
住
民
は
他
所

に
比
べ
る
と
高
く
は
な
か
っ
た
。
一
方
名
取
市
、
石
巻
市

の
仮
設
住
宅
入
居
者
は
満
足
感
は
低
か
っ
た
。
地
域
へ
の

帰
属
感
は
岩
沼
市
、
石
巻
市
、
名
取
市
の
順
で
高
く
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
結
び
つ
き
の
強
さ

で
は
石
巻
市
と
名
取
市
は
弱
い
と
感
じ
て
お
り
、
岩
沼
市

は
強
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
。
地
域
の
住
み
心
地
に

関
し
て
は
、
名
取
市
と
岩
沼
市
は
よ
い
と
感
じ
て
い
る
一

方
で
、
石
巻
市
は
よ
く
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
。

地
域
ご
と
の
復
興
の
様
子
で
は
、
岩
沼
市
、
石
巻
市
、
名

取
市
の
順
で
高
く
な
っ
て
い
る
。
住
居
形
態
ご
と
の
復
興

で
は
、
集
団
移
転
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
地
域
、
住
居
ご

と
の
復
興
感
で
は
岩
沼
市
の
災
害
公
営
住
宅
が
最
も
高

図 12　復興感に影響を及ぼす要因

    0.219 

0.174  

現在の生活への満足感

地域への帰属感

地域の住み心地

復興感
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く
、
石
巻
市
、
名
取
市
の
災
害
復
興
住
宅
も
高
く
な
っ
て

お
り
、
住
居
形
態
が
復
興
感
に
及
ぼ
す
影
響
は
高
い
。

　

復
興
感
に
与
え
る
要
因
と
し
て
は
、
現
在
の
生
活
へ
の

満
足
感
と
現
在
の
地
域
へ
の
住
み
心
地
の
よ
さ
が
大
き
い

と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
た
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
考
察
す
る
と
、
復
興
住
宅
へ
の
入
居

者
の
健
康
状
態
が
良
く
、
満
足
度
も
高
い
こ
と
か
ら
、
住

居
の
復
興
が
復
興
感
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
い
う
従

来
ど
お
り
の
結
果
が
示
さ
れ
た
。
一
方
、
復
興
の
過
程
で

地
域
差
も
生
じ
て
お
り
、
岩
沼
市
は
地
域
へ
の
帰
属
感
が

強
く
、
さ
ら
に
行
政
依
存
度
が
少
な
く
集
団
で
物
事
も
決

め
る
傾
向
が
高
い
た
め
、
復
興
の
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
復
興
感
に
関
し
て
は
、
地
域

へ
の
帰
属
感
が
強
い
ほ
ど
、
復
興
感
が
高
い
と
予
想
し
た

が
、
結
果
は
、
現
在
の
生
活
に
満
足
し
て
い
る
か
、
そ
の

地
域
へ
の
住
み
心
地
の
よ
さ
が
影
響
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
、
現
実
的
な
感
覚
で
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

名
取
市
や
石
巻
市
の
地
域
へ
の
帰
属
感
の
低
さ
は
、
も

と
も
と
で
あ
る
の
か
、
復
興
の
過
程
で
あ
る
の
か
は
不
明

で
あ
る
。
ま
た
、
内
田
（
2
0
1
9
）
が
述
べ
る
よ
う
な

名
取
市
民
の
行
政
へ
の
不
満
の
高
さ
は
、
行
政
そ
の
も
の

の
落
ち
度
と
い
う
よ
り
は
、
名
取
市
民
の
行
政
へ
の
依
存

度
の
高
さ
と
、
集
団
で
物
事
を
進
め
る
傾
向
が
低
い
こ
と

に
よ
る
方
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。

文
　
　
　
献

宮
城
県　

東
日
本
大
震
災　

宮
城
県
の
発
災
後
1
年
間
の
災
害

対
応
の
記
録
と
そ
の
検
証
2
0
1
5
年

内
田
龍
史
2
0
1
9　

宮
城
県
名
取
市
・
岩
沼
市
に
お
け
る
住

環
境
の
復
興
過
程　

吉
野
・
加
藤　

震
災
復
興
と
展
望　

持

続
可
能
な
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て　

有
斐
閣　

pp
157

-178

7
　 

石
巻
「
こ
こ
ろ
の
家
」
の
活
動
記
録
（
未
発
表
）

　

以
下
は
、
震
災
後
3
年
目
か
ら
通
っ
て
い
る
石
巻
市
に

あ
る
施
設
で
あ
る
。

　

居
場
所
か
自
立
か

　

石
巻
「
心
の
家
」　

こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
後
フ
ラ
ン

ス
の
援
助
に
よ
り
石
巻
市
鹿
妻
南
に
建
て
ら
れ
た
建
造
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物
で
あ
る
。
私
が
こ
こ
に
通
い
出
し
て
6
年
以
上
に
な

る
。
最
初
は
石
巻
の
「
笑
う
避
難
所
」
で
有
名
な
千
葉
さ

ん
と
合
い
、
彼
か
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
経
緯

で
毎
月
第
一
日
曜
日
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
切
掛

け
で
あ
る
。
出
来
う
る
限
り
、
学
部
学
生
や
大
学
院
生
と

一
緒
に
行
っ
た
。
震
災
直
後
か
ら
毎
月
開
か
れ
、
現
在
で

は
1
0
0
回
以
上
開
か
れ
て
い
る
。
毎
回
の
参
加
者
は

1
0
0
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
最
初
の
頃
は
部
屋
に
入

り
き
れ
な
い
ほ
ど
人
々
が
集
ま
っ
て
い
た
。
お
母
さ
ん
が

連
れ
て
き
た
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
小
学
生
、
中
学
生
、

も
ち
ろ
ん
お
年
寄
り
な
ど
広
い
年
齢
層
の
方
々
が
参
加
さ

れ
て
い
た
。

　

支
援
者
の
母
体
は
、
先
ほ
ど
の
千
葉
さ
ん
と
地
元
の
中

学
校
の
養
護
教
諭
の
先
生
で
あ
り
、
あ
と
は
地
元
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
で
あ
る
。
月
に
一
度
集
ま
っ
て
何
を
し
て

い
た
か
と
い
う
と
、
昼
食
の
提
供
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
非
定
期
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
そ
し

て
支
援
物
資
の
配
布
で
あ
る
。
こ
の
炊
き
出
し
と
支
援
物

資
の
再
配
布
が
、
被
災
者
の
自
立
を
妨
げ
る
と
特
に
行
政

か
ら
思
わ
れ
た
た
め
か
、
こ
の
活
動
の
主
体
の
場
所
は
2

度
変
遷
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
一
度
目
は
、
避
難
所

で
あ
っ
た
場
所
か
ら
次
に
は
こ
こ
ろ
の
家
か
ら
の
移
動
で

あ
る
。
現
在
で
は
復
興
公
営
住
宅
の
集
会
所
を
お
借
り
し

て
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
り
中
断
は
あ
っ
た
も
の
の
活

動
を
続
け
て
い
る
。

　

我
々
外
部
の
者
か
ら
見
る
と
、
昼
食
の
提
供
に
よ
っ
て

被
災
者
同
士
の
会
話
が
弾
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ー
シ
ョ
ン
が
促

進
し
た
り
、人
々
は
被
災
直
後
は
互
い
の
安
否
を
確
認
し
、

そ
の
後
は
互
い
の
健
康
を
確
認
す
る
た
め
に
集
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。
支
援
物
資
も
支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
が

い
て
、
そ
の
再
配
分
に
困
っ
て
い
る
た
め
に
行
っ
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
被
災
者
が
生
活
に
窮
し
て
い
る
た
め
に
支

援
物
資
を
も
ら
い
に
来
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
行
政
は

市
民
が
集
ま
っ
て
何
か
を
す
る
の
が
不
満
な
の
か
不
安
な

の
か
、
ど
う
も
皆
が
集
ま
る
こ
と
を
嫌
う
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
避
難
物
資
の
配
給
も
、
生
活
困
窮
者
の
存
在
が
再

認
識
さ
れ
る
た
め
か
好
ま
し
く
思
わ
れ
な
い
（
よ
う
で
あ

る
）。

　

こ
の
災
害
後
避
難
者
に
よ
る
集
ま
り
は
、
お
茶
会
や

N
P
O
に
よ
る
活
動
な
ど
多
く
見
ら
れ
た
が
、
被
災
者
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の
居
場
所
づ
く
り
で
は
大
き
な
貢
献
を
し
た（
し
て
い
る
）

と
思
う
。
そ
れ
が
孤
立
死
を
妨
げ
る
一
因
と
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
人
々
は
生
活
に
は
困
窮
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
自
立
は
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
精
神
的
な
交
流
を

求
め
て
の
居
場
所
づ
く
り
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
居
場
所

探
し
と
自
立
の
妨
げ
の
鬩
ぎ
合
い
は
、
養
護
教
員
の
部
屋

と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
他
の
人
々
の

文
章
に
も
書
か
れ
て
い
る
の
で
是
非
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

　

現
在
で
は
行
っ
て
い
る
場
所
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
題
を
「
こ
こ
ろ
の
家
」
と
し
た
の
は
、
こ
こ
ろ
の
家

の
活
動
が
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
名
取

市
に
お
け
る
カ
ナ
ダ
の
支
援
に
よ
る
メ
ー
プ
ル
館
も
そ
う

で
あ
る
が
、
被
災
者
の
方
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
て
く

だ
さ
る
外
国
の
支
援
に
は
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
。

8
　
尚
絅
学
院
大
学
紀
要
2
0
2
1
年
7
号

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
│
新
潟
中
越
地
震
、岩
手
・

宮
城
内
陸
地
震
に
学
ぶ
│

　

図
1
は
、
神
戸
市
が
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
5
年
目
を

迎
え
た
2
0
0
0
年
に
神
戸
市
民
に
対
し
て
「
復
旧
・

復
興
を
す
る
中
で
ポ
イ
ン
ト
と
思
う
も
の
は
何
で
す
か
」

を
尋
ね
、
1
、6
2
3
件
の
意
見
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。（
復
興
の
教
科
書oss.sus.u

-toyam
a.ac.jp

）。
そ
れ

を
重
要
順
に
示
す
と
、
住
ま
い
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

ま
ち
、
そ
な
え
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
、
く
ら
し
む
き
、
行

政
と
の
か
か
わ
り
で
あ
る
。

　

住
ま
い
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
が
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
も
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
ま
ち
の
復
興
も

需
要
な
要
素
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
興
な
く
し
て

災
害
か
ら
の
復
興
は
な
い
。
復
興
と
は
何
か
を
定
義
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
の
よ
う
な
7
要
因
が
相
互
依
存
的

に
回
復
し
て
こ
そ
復
興
と
言
え
る
。（
図
1
）

　

東
日
本
大
震
災
後
10
年
が
近
づ
い
た
時
点
で
岩
手
、
宮

城
、
福
島
県
、
3
県
に
お
い
て
復
興
を
尋
ね
た
調
査
＊
脚
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注
で
は
、
1
．
地
元
の
復
興
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
か 

2
．
こ
こ
ろ
の
復
興
に
つ
い
て　

3
．
行
政
へ
の
要
望
に

つ
い
て
調
べ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
復
興
に
関
し
て
岩
手

県
、
宮
城
県
の
人
は
90
％
近
く
が
復
興
は
順
調
に
進
ん
で

い
る
と
回
答
し
て
い
る
一
方
で
、
福
島
県
で
は
50
％
し
か

進
ん
で
い
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。
福
島
県
に
お
い
て
は

住
ま
い
も
定
ま
ら
な
い
状
況
で
は
復
興
を
語
る
こ
と
さ
え

出
来
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
震
災
前
と
比
べ
て
「
近

所
同
士
の
交
流
は
活
発
か
」
の
問
に
つ
い
て
は
3
県
に
お

い
て
「
減
っ
た
」、「
な
く
な
っ
た
」
が
6
割
以
上
で
、
福

島
県
に
至
っ
て
は
8
割
を
占
め
て
お
り
、
震
災
後
近
所
同

士
の
交
流
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
興
は
ほ
ど
遠
い
。

　

1
9
9
5
年
に
生
じ
た
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、
我

が
国
は
地
震
の
活
動
期
に
入
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
以

降
の
地
震
の
中
で
、
都
市
部
以
外
で
生
じ
た
地
震
と
し
て

東
日
本
大
震
災
以
前
で
は
2
0
0
4
年
の
新
潟
中
越
地

震
、
2
0
0
8
年
の
岩
手
宮
城
内
陸
地
震
が
挙
げ
ら
れ

る
。
大
都
市
部
以
外
の
地
域
に
お
け
る
復
興
は
、
そ
の
地

方
特
有
の
復
興
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
2
0
0
4
年

489(30.1％）
407(25.1％）

197(12.1％）
154(9.5％）154(9.5％） 138(8.5％）84(5.2％）

0
100
200
300
400
500
600

ここ
ろ

全体N=1,623項目

図 1　神戸市民が考える復興の構成要素─ 7つの生活再建課題
（田村他　2000年より引用）
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10
月
23
日
に
新
潟
中
越
地
方
で
生
じ
た
地
震
は
、
地
震
規

模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
8
、
人
的
被
害
は
死
者
68
人

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
被
害
が
大
き
か
っ
た
農
山
村
で
は
、

震
災
を
機
に
利
便
性
を
求
め
て
地
域
を
離
れ
る
人
が
多

く
、
過
疎
化
と
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
だ
。
旧
山
古
志
村

で
74
％
、
小
千
谷
市
東
山
地
区
で
54
％
と
大
き
く
人
口
が

減
少
し
て
い
る
。
も
と
も
と
こ
の
地
方
に
も
あ
っ
た
「
人

口
減
少
、
高
齢
化
」
の
問
題
が
地
震
に
よ
っ
て
よ
り
顕
在

化
さ
れ
た
と
言
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
震
災
10
年
後
の
住

民
調
査
（
中
越
防
災
安
全
推
進
機
構
・
復
興
プ
ロ
セ
ス
研

究
会
編
（
2
0
1
5
）
な
ど
を
見
る
と
、
震
災
後
地
域
内

で
の
行
事
は
倍
増
し
、
農
家
民
宿
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
も
新
た
に
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
震
災
後
交
流
人
口

は
桁
違
い
に
増
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

復
興
は
十
分
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
従
来
あ
っ
た
復
興
の
指
標
で
あ
る
人
口
数
や
高
齢
化

率
だ
け
で
は
復
興
の
度
合
い
は
計
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
新
潟
中
越
地
方
、
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ど

の
よ
う
に
復
興
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
体
的
な

復
興
の
様
子
は
他
書
（
参
考
文
献
に
あ
る
）
に
譲
る
と
し

て
、
こ
こ
で
は
大
学
生
の
活
躍
を
記
述
し
た
い
。
稲
垣
ほ

か
（
2
0
1
4
）
に
よ
る
と
新
潟
県
旧
川
口
町
の
木
沢
に

お
い
て
は
、
震
災
後
も
人
口
減
少
と
高
齢
化
率
の
上
昇
に

は
歯
止
め
は
効
か
な
か
っ
た
そ
し
て
震
災
後
の
住
民
の
気

持
ち
は
「
行
政
は
何
も
し
て
く
れ
な
い
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
一
人
の
大
学
生
（
後
に
彼
は
立
派
な
研
究
者
と
な

る
）
が
そ
こ
に
入
り
、
畑
を
始
め
農
業
を
始
め
た
こ
と
か

ら
事
態
は
一
変
す
る
。
住
民
に
と
っ
て
は
何
で
も
な
い
山

野
草
や
畑
作
り
の
知
恵
、
山
の
く
ら
し
の
知
恵
に
学
生
が

感
嘆
す
る
こ
と
で
、住
民
は
自
分
た
ち
の
地
域
の
良
さ
や
、

生
活
の
豊
か
さ
を
認
識
し
て
い
っ
た
。
よ
そ
者
か
ら
評
価

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
た
ち
は
自
信
を
深
め
、
防

災
キ
ャ
ン
プ
や
山
菜
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
、
雪
か
き
道
場
な

ど
を
展
開
し
て
い
く
。
2
0
1
0
年
か
ら
2
0
1
3
年

に
か
け
て
行
わ
れ
た
「
木
沢
住
民
の
生
活
変
容
調
査
」
で

は
幸
福
度
も
全
国
平
均
よ
り
も
高
く
、
友
人
関
係
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
重
視
、
互
い
の
信
頼
関
係
な
ど
に
も

高
得
点
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
大
学
生
は
そ
の

後
仲
間
や
先
輩
後
輩
を
そ
の
地
に
呼
ん
で
様
々
な
活
動
を
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展
開
し
た
。
い
わ
ば
点
が
面
と
な
り
、
住
民
の
復
興
に
貢

献
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
で
あ
る
の
は
、

従
来
の
復
興
や
ま
ち
づ
く
り
と
様
相
が
異
な
っ
て
い
る
点

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ま
ち
づ
く
り
や
復
興
の
専
門
家
が
壇

上
か
ら
論
を
唱
え
る
の
で
は
な
く
、
支
援
者
が
現
地
の
人

と
行
動
を
と
も
に
し
、
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
復
興
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。
実
は
こ
の
地
域
に
は
高
名
な
民
俗
学

者
で
も
あ
り
、
地
域
お
こ
し
で
も
有
名
な
宮
本
常
一
（
渋

沢
栄
一
が
彼
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
対
す
る
金
銭
的
支

援
を
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
）
が
1
9
7
8
年
に
旧

山
古
志
村
に
入
り
、
住
民
に
対
し
て
講
演
を
行
い
、
人
口

減
少
の
弊
害
や
核
づ
く
り
（
グ
ル
ー
プ
）
作
り
、
地
場
産

業
の
発
展
な
ど
を
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
を
も
っ
て

し
て
も
、過
疎
化
の
波
は
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
住
民
の
理
解
と
自
覚
が
足
り
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
新
潟
中
越
地
区
の
住
民
は
、
地
震
を
契

機
と
し
て
、
地
域
の
大
切
さ
や
互
い
の
信
頼
関
係
の
重
要

性
に
つ
い
て
外
か
ら
来
た
人
に
よ
っ
て
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
復
興
を
遂
げ
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
住
民
が
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
重
要

性
に
気
づ
き
一
丸
と
な
っ
て
復
興
し
て
い
っ
た
例
は

2
0
0
8
年
に
生
じ
た
岩
手
宮
城
内
陸
地
震
の
耕
英
地

区
に
当
て
は
ま
る
。
地
震
を
受
け
た
耕
英
地
区
と
花
山
地

区
は
花
山
地
区
の
方
が
伊
達
藩
の
温
泉
（
御
番
所
）
や
秋

田
へ
の
関
所
な
ど
も
あ
り
、
栄
え
て
い
た
が
、
耕
英
地
区

の
方
が
、
行
政
区
長
を
中
心
に
ま
と
ま
っ
て
帰
住
し
継
続

可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、

人
口
の
増
減
の
み
が
復
興
の
指
標
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
は
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
岩
沼
市
に

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
岩
沼
市
の
行
政
の
素
晴
ら
し
さ

は
全
国
的
に
も
有
名
に
な
り
、
復
興
の
「
岩
沼
方
式
」
と

ま
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
番
重
要
で
あ
る
の

は
、
住
民
た
ち
が
互
い
に
話
し
合
い
、
解
決
方
法
を
模
索

し
、
行
政
と
協
力
し
て
決
定
し
て
い
っ
た
点
で
あ
る
。
そ

の
成
果
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
活
気
あ
る
復
興
住
宅
で
あ
る

玉
浦
西　

や
防
災
施
設
で
も
あ
る
千
年
希
望
の
丘
に
成
果

と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
従
来
の
復
興
の
形
式
で
あ
る
行
政
や

専
門
家
た
ち
に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
形
式
か
ら
、
住
民
主
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体
の
復
興
様
式
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
も
応
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
に
お
け
る
都
市
部
以
外
の
復
興

は
、
他
国
に
例
の
少
な
い
住
民
主
体
の
形
式
に
よ
る
復
興

に
特
徴
が
あ
る
。

参
考
文
献

中
越
防
災
安
全
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機
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・
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0
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興
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献
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信
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田
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復
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学
院
大
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紀
要
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東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
大
学
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か 

　
　
│
学
生
の
視
点
と
大
学
の
視
点
の
交
差

2
0
1
4
│
2
0
1
5
年
度
尚
絅
学
院
大
学
共
同
研
究

　
　
「
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
大
学
生
か
ら
み
る
大
学
教
育
」

2
0
1
6
│
2
0
1
7
年
度
尚
絅
学
院
大
学
共
同
研
究

　
　

 「
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
大
学
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
る
大
学
教
育　

│
教
学
体
制

の
構
築
へ
向
け
て

│
」

　
　
　
　
　

共
同
研
究
者

 
 

箭
内　
　

任
（
共
同
研
究
代
表
者
、
尚
絅
学
院
大
学
）、
今
井　

誠
二
（
尚
絅
学
院
大
学
）、

 
 

上
村　
　

静
（
尚
絅
学
院
大
学
）、
内
田　

龍
史
（
前
尚
絅
学
院
大
学
、
現
関
西
大
学
）、

 
 

田
島　

裕
之
（
尚
絅
学
院
大
学
）、
菅
原　

真
枝
（
東
北
学
院
大
学
）、
濱
野　

道
雄
（
西
南
学
院
大
学
）、

 
 

新
田　

貴
之
（
尚
絅
学
院
大
学
）、
濱
崎　

雅
孝
（
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
）
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は
じ
め
に

　

2
0
1
4
年
度
か
ら
2
0
1
7
年
度
の
4
ヵ
年
に
わ

た
り
、
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
大
学
は
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
た
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
学
生
の
視
点

と
大
学
の
視
点
の
交
差
と
い
う
こ
と
か
ら
共
同
研
究
を
行

な
っ
た
。

　

2
0
1
4
│
2
0
1
5
年
度
の
尚
絅
学
院
大
学
共
同

研
究
「
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
大
学
生
か
ら

み
る
大
学
教
育
」
は
、
尚
絅
学
院
大
学
を
主
幹
と
し
て
、

東
北
学
院
大
学
お
よ
び
西
南
学
院
大
学
の
協
力
を
得
て
行

わ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
た
大
学
生
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。
本
来
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
大
学

の
教
育
を
再
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
た
学
生
の
意
識
を
分
析
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

彼
ら
の
教
育
に
携
わ
る
教
員
の
意
識
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
関
連
部
署
の
意
向
を
合
わ
せ
て
そ
の
判
断
材
料
と

し
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ

が
、
従
来
の
研
究
で
は
、
震
災
に
よ
る
若
年
層
の
生
活
行
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動
や
人
生
観
、
幸
福
度
に
つ
い
て
の
変
化
と
そ
の
要
因
の

統
計
分
析
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
へ
の
意
識
調
査
だ
け
に

焦
点
を
絞
っ
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
を
大
学
教
育
に
関
連

さ
せ
た
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
本
調
査
で
は
、

東
日
本
大
震
災
後
の
被
災
地
に
赴
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

生
の
参
加
意
識
の
調
査
を
行
い
、
定
量
的
解
析
の
手
法
を

用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
学
教
学
シ
ス
テ
ム
の
質
的
内
容

を
再
帰
的
に
解
明
す
る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、
学

生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
要
因
は
何
か
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
学
生
に
は
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か
、
ま
た
彼
ら
が
今
後
大

学
に
期
待
す
る
教
育
は
何
か
、
な
ど
が
そ
の
内
容
に
含
ま

れ
て
い
る
。

　

本
研
究
の
結
果
は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
大

学
教
育
の
位
置
づ
け
を
俯
瞰
的
に
解
明
し
、
あ
ら
た
な
教

学
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
可
能
性
を
示
す
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
を
通

し
て
の
学
び
を
教
養
教
育
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

と
連
動
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
、
大
学
教
育
を
よ
り
充
実
さ

せ
て
い
く
可
能
性
の
一
つ
と
な
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
は
同
時

に
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の
経
験
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
し
つ
つ
、
大
学
の
教
学
に
関

わ
っ
て
い
く
我
々
一
人
ひ
と
り
の
責
務
で
も
あ
る
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
2
0
1
6
│
2
0
1
7
年
度
尚
絅

学
院
大
学
共
同
研
究
「
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
大
学
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
る
大
学
教
育

│
教
学
体

制
の
構
築
へ
向
け
て

│
」
は
、
尚
絅
学
院
大
学
を
主

幹
と
し
て
、
東
北
学
院
大
学
お
よ
び
西
南
学
院
大
学
の
協

力
を
得
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
域
に
対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
な
っ
た
各
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
組
織
へ
の
意
識

調
査
で
あ
る
。

　

今
日
、
多
く
の
大
学
が
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
活

動
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
活
動
か
ら
大
学
の
教
学
体

制
を
再
構
築
す
る
に
は
、
ま
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

た
学
生
の
意
識
を
分
析
し
、
次
に
彼
ら
の
活
動
を
支
援
す

る
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
部
署
に
つ
い
て
あ
わ
せ
て

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
学
の
教
学
体
制
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
側
面
か
ら
考
察
し
て
い
く
た
め
に

は
、
大
学
、
学
生
双
方
の
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
学
生
の
意
識
の
分
析
に
つ

い
て
は
、
2
0
1
4
│
2
0
1
5
年
度
の
尚
絅
学
院
大

学
共
同
研
究
「
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
大
学

生
か
ら
み
る
大
学
教
育
」
に
よ
る
共
同
研
究
の
結
果
、
最

終
的
に
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
要
因
は
何

か
、
学
生
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
、
ま
た
彼
ら
が
今
後
大

学
に
期
待
す
る
教
育
等
は
何
か
な
ど
、
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
多
様
な
回
答
を
得
た
が
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、

続
い
て
行
わ
れ
た
本
共
同
研
究
は
、
大
学
教
育
の
あ
り
方

を
大
学
組
織
の
立
場
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

そ
の
内
容
は
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
学
生
を
派
遣
し
て

い
る
各
大
学
の
活
動
の
実
態
調
査
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
調
査
を
介
し
て
把
握
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

先
行
し
て
行
っ
た
共
同
研
究
と
と
も
に
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
す
る
大
学
教
育
の
位
置
づ
け
を
俯
瞰
的
に
解

明
し
新
た
な
教
学
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
可
能
性
を

示
す
も
の
と
な
る
こ
と
が
、
そ
し
て
ま
た
、
こ
こ
数
年
繰

り
返
し
生
じ
る
自
然
災
害
か
ら
、
我
々
大
学
構
成
員
の
一

人
ひ
と
り
が
何
を
学
び
、
ま
た
何
を
社
会
に
還
元
す
る
の

か
と
い
う
、
大
学
の
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
そ
の
も
の
を
考
え

直
す
機
会
を
与
え
る
こ
と
も
目
的
と
さ
れ
た
。

2
0
1
4
│
2
0
1
5
年
度
の
尚
絅
学
院
大
学
共
同

研
究

「
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
大
学
生
か
ら
み
る

大
学
教
育
」

　
1
　
調
査
の
目
的

　

東
日
本
大
震
災
後
の
被
災
地
に
赴
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
生
の
参
加
意
識
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
調
査
す
る
。

　
2
　
方
法

　
（
1
）　

 

対
象
者　

大
学
時
代
に
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
学
生
。

　
（
2
）　

 

手
続
き　
「
東
北
学
院
大
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
経
由
し
、「
大
学
間
連

携
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
参

加
し
て
い
る
大
学
間
連
携
参
加
校
1
0
4
校
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に
協
力
を
依
頼
し
て
返
答
の
あ
っ
た
大
学
、
お

よ
び
、
大
学
間
交
流
で
本
学
に
来
校
し
た
大
学

に
調
査
票
を
配
布
し
た
。
そ
の
結
果
、
6
5
3

人
か
ら
有
効
な
回
答
を
得
た
。

　
3
　
有
効
回
答
者
の
属
性

　
（
1
）　

 

性
別　

男
性
2
4
4
人
（
37
・
4
％
）、
女

性
4
0
6
人
（
62
・
2
％
）、
無
回
答
3
人

（
0
・
5
％
）

　
（
2
）　

 

年
齢　

20
・
3
歳
±
2
・
6
歳
（
18
歳
か
ら
53

歳
ま
で
）

　
　
　
　

 

東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
時
の
所
属

大
学
（
44
校
）

　
　
　
　

 

東
北
1
4
8
人
（
22
・
7
％
）、
関
東

1
5
2
人
（
23
・
3
％
）、
中
部
83
人
（
12
・

7
％
）、
近
畿
1
5
3
人
（
23
・
4
％
）、
九

州
・
中
国
1
1
6
人
（
17
・
8
％
）、
無
回
答

1
人
（
0
・
2
％
）　
﹇
宗
教
系
大
学
2
5
6

人
（
39
・
2
％
）、
非
宗
教
系
大
学
3
9
6
人

（
60
・
6
％
）、
無
回
答
1
人
（
0
・
2
％
）﹈

　
4
　
調
査
分
析

　
（
1
）　

 

東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
へ
の
大
学

関
係
の
影
響
（
非
該
当
を
除
く
）

　
「
該
当
し
な
い
」
を
除
い
た
う
え
で
、
東
日
本
大
震
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
の
大
学
関
係
の

影
響
の
有
無
を
示
し
て
い
る
。
最
も
影
響
が
大
き
か
っ
た

の
は
、「
大
学
の
教
職
員
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
」
が
87
・

6
％
で
あ
り
、「
大
学
で
所
属
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
団
体

が
参
加
し
た
こ
と
」
が
78
・
9
％
と
続
く
。
以
下
、「
大

学
の
授
業
」
50
・
4
％
、「
大
学
の
単
位
と
し
て
認
定
さ

れ
る
こ
と
」
33
・
7
％
、「
大
学
の
建
学
の
精
神
や
教
育

理
念
」
29
・
5
％
、「
大
学
の
宗
教
行
事
」
19
・
5
％
で

あ
る
。

　
（
2
）　

 

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
が
大
学
生
活
や
将
来

展
望
に
与
え
た
影
響

　

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
が
大
学
生
活
や
将
来
展
望
に

与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、「
前
よ
り
も
そ
う
思
う
よ
う
に

な
っ
た
」
割
合
が
高
い
も
の
と
し
て
、「
人
の
役
に
立
つ

職
業
に
就
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
が
77
・
3
％

「
卒
業
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
た
い
と
思
う
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よ
う
に
な
っ
た
」
が
76
・
7
％
と
な
っ
て
い
る
。「
前
よ

り
そ
う
思
わ
な
く
な
っ
た
」
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
1
〜
2
％

程
度
と
わ
ず
か
で
あ
る
。「
変
わ
ら
な
い
」
割
合
が
高
い

の
は
、「
大
学
の
宗
教
教
育
に
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
」が
85
・
9
％
と
ほ
と
ん
ど
が
変
わ
っ

て
お
ら
ず
、
以
下
、「
大
学
の
建
学
の
精
神
や
教
育
理
念

に
つ
い
て
意
味
が
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
が
68
・

6
％
、「
大
学
の
授
業
を
真
面
目
に
受
け
よ
う
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
」
が
52
・
7
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
3
）　

 

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
に
あ
た
っ
て
大
学

に
期
待
す
る
こ
と

　

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
に
あ
た
っ
て
大
学
に
期
待

す
る
こ
と
と
し
て
、「
強
く
期
待
す
る
」
割
合
が
高
い
も

の
と
し
て
、「
継
続
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
機
会
提
供
」

（
63
・
7
％
）、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
た
め
の
交
通
・

宿
泊
の
便
宜
」（
59
・
1
％
）
が
6
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
「
他
大
学
の
学
生
と
の
交
流
会
」（
43
・
8
％
）、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
振
り
返
る
機
会
」（
43
・
0
％
）

が
4
割
強
と
な
っ
て
い
る
。「
震
災
を
扱
う
授
業
」
や
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
役
立
つ
授
業
」
も
、「
強
く
期
待
す
る
」「
少

し
期
待
す
る
」
を
あ
わ
せ
る
と
7
〜
8
割
を
占
め
る
。

　

逆
に
期
待
し
て
い
な
い
も
の
と
し
て
は
、「
ま
っ
た
く

期
待
し
な
い
」「
あ
ま
り
期
待
し
な
い
」
を
あ
わ
せ
て
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
役
立
つ
宗
教
教
育
」
が
80
・
1
％
と
非
常

に
割
合
が
高
く
、
続
い
て
「
建
学
の
精
神
や
教
育
理
念
の

周
知
徹
底
」
が
52
・
5
％
と
過
半
数
を
占
め
る
。

　
5
　
ま
と
め

　

大
学
教
育
、
特
に
建
学
の
精
神
や
教
育
理
念
、
あ
る
い

は
宗
教
教
育
は
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
動

機
づ
け
と
し
て
あ
ま
り
機
能
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
に
対
す

る
期
待
も
低
か
っ
た
。
ま
た
、
被
災
地
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
実
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
を
振
り
返
り
そ
れ
を
意
味
づ
け
る
授
業
、
行
事
が

不
足
し
て
い
る
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
た
。
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卒業後もボランティア活動を継続したいと思うようになった

人の役に立つ職業に就きたいと思うようになった

大学の宗教教育に積極的に参加しようと思うようになった

大学の授業を真面目に受けようと思うようになった

大学の建学の精神や教育理念について意味があると思うようになった

前よりそう思うようになった 不明変わらない前よりそう思わなくなった

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

76.7 1.8 18.5 2.9

77.3 0.9 19.1 2.6

9.2 2.0 85.9 2.9

43.5 1.2 52.7 2.6

27.3 1.5 68.6 2.6

ボランティアに参加するための交通・宿泊の便宜

継続するボランティアの機会提供

ボランティア体験を振り返る機会

他大学の学生との交流会

ボランティアに役立つ宗教教育

ボランティアに役立つ授業

震災を扱う授業

建学の精神や教育理念の周知微底

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4.9

2.2

34.0

31.2

59.1

63.7

43.0

43.8

1.4

1.4

1.4

2.1

2.025.4

1.7

0.6

0.3

1.4

5.2 49.6

44.3

0.8

9.6

27.1

25.6

53.4

45.6

1.834.01.1 15.0 48.1

1.86.411.5 41.0 39.2

13.8 3.5

0.9

まったく期待しない あまり期待しない 少し期待する 強く期待する 不明

78.9% 21.1%

19.5% 80.5%

29.5% 70.5%

33.7% 66.3%

87.6% 12.4%

50.4% 49.6%

影響を受けた 影響はない

大学で所属しているサークル団体が参加したこと

大学での宗教行事

大学の建学の精神や教育理念

大学の単位として認定されること

大学の教職員に勧められたこと

大学の授業

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（3）　震災ボランティアを行うにあたって大学に期待すること

（1）　東日本大震災ボランティア参加への大学関係の影響（非該当を除く）

（2）　震災ボランティア体験が大学生活や将来展望に与えた影響
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2
0
1
6
│
2
0
1
7
年
度
の
尚
絅
学
院
大
学
共

同
研
究

「
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
大
学
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
み
る
大
学
教
育

│
教
学
体
制
の
構
築
へ
向
け

て

│
」

　
1
　
調
査
内
容

　

調
査
の
目
的　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
派
遣
し
た
各
大
学
の
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す

る
。

　
2
　
調
査
方
法

　
（
1
） 　

調
査
対
象　

大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
組
織
。

　
（
2
）　

 

調
査
手
続
き　

全
国
4
4
8
校
の
大
学
に
調

査
票
を
配
布
し
、
そ
の
結
果
、
1
4
4
校
か

ら
有
効
な
回
答
を
得
た
。

　
（
3
）　

 

調
査
内
容　

1
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
組
織
、
2

東
日
本
大
震
災
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応
、

3
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
対
応
の
状
況

な
ど
を
把
握
し
た
。

　
3
　
調
査
結
果

　
（
1
）　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
組
織
に
つ
い
て

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
組
織
は
1
4
4
校
の
う
ち
95
校

で
整
備
さ
れ
て
い
る
。
私
立
大
学
で
設
置
割
合
が
高
い
。

半
数
が
東
日
本
大
震
災
以
前
、
半
数
が
東
日
本
大
震
災
後

66.0%

34.0%

N=144

ある ない
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に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
組
織
設
立
理
由
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
学
生
に
と
っ
て
有
意
義
で
あ
る
と
判
断
し
た
か

ら
」（
82
・
1
％
）
が
最
も
割
合
が
高
く
、
以
下
、「
社
会

の
要
請
に
応
え
る
た
め
」（
53
・
7
％
）、「
建
学
の
理
念
・

建
学
の
精
神
に
一
致
し
て
い
た
か
ら
」（
47
・
4
％
）、「
大

き
な
災
害
が
あ
っ
た
か
ら
」（
30
・
5
％
）
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
た
と
す
る
の

は
19
校
で
あ
る
。

　

大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
組
織
が
扱
っ
た
こ
と
の
あ
る

分
野
は
、「
災
害
復
旧
・
復
興
」
が
75
・
8
％
と
最
も
割

合
が
高
く
、
ほ
か
、
7
割
を
越
え
て
い
る
の
が
「
教
育
」

（
73
・
7
％
）
と
「
ま
ち
づ
く
り
」（
72
・
6
％
）
で
あ
る
。

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
っ
て
大
学
を
分
類
す
る
と
、「
災

害
特
化
」
型
と
「
多
分
野
」
型
に
わ
け
ら
れ
、「
多
分
野
」

型
は
学
生
数
6
、0
0
0
人
以
上
の
大
規
模
校
で
多
く
、

「
災
害
特
化
」
型
は
2
、0
0
0
人
未
満
の
「
小
規
模
校
」

で
多
い
。

13.7%

30.5%

53.7%

6.3%

82.1%

47.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

6．その他

5．大きな災害があったから

4．社会の要請に応えるため

3．大学の広報・宣伝のため

2．ボランティア活動が学生にとって
　有意義であると判断したから

1．建学の理念・建学の精神に一致し
　ていたから
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7.4%
14.7%

23.2%
7.4%

75.8%
50.5%

72.6%
31.6%

56.8%
61.1%

51.6%
73.7%

5.3%
46.3%

37.9%
38.9%

51.6%
66.3%

51.6%
66.3%

60.0%
48.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

22. その他
21. 男女共同参画

20. 人権擁護・平和推進
19. 消費者保護・消費者啓発

18. 災害復旧・復興
17. 地域安全活動

16. まちづくり
15. 国際協力
14. 国際交流
13. スポーツ

12. 文化
11. 教育

10. 公害・エネルギー
9. 自然環境保全

8. 保健・医療
7. 健康づくり

6. 社会福祉一般
5. 障がい者（児）福祉

4. 児童・母子福祉
3. 高齢者福祉

2. 子どもの健全育成
1. 子育て・育児サポート

10

12

13

17

20

25

53

77

0 20 40 60 80 100

組織

ボランティア

事務

地域

連携

センター

支援

学生
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大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
組
織
は
、「
学
生
」
や
「
支
援
」

と
名
の
つ
く
部
・
課
・
係
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

教
学
的
な
役
割
と
し
て
よ
り
も
、
学
生
支
援
活
動
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
組
織
の
ス
タ
ッ
フ
は
、「
中

規
模
校
」
で
多
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
べ
人
数
は
「
大
規
模
校
」
で
多

い
。

　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
情
報
配
信
手
段
は
「
学
内
掲

示
板
」
が
90
・
5
％
と
最
も
割
合
が
高
い
。

2,000人未満

12

10

 8

 6

2,000_6,000人未満
在学者数c3

6,000人以上

Q
9
合
計
の
平
均
値

2,000人未満 2,000_6,000人未満
在学者数c3

6,000人以上

1250

1000

 750

 500

 250

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
延
べ
人
数
の
平
均
値

21.1%

47.4%

7.4%

11.6%

13.7%

38.9%

34.7%

24.2%

23.2%

60.0%

90.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

11. その他

10. 窓口での呼びかけ

9. ライン

8. ツイッター

7. フェイスブック

6. 全学的な学生向け配信機能配信

5. 学内メーリングリスト

4. ボランティア関連組織ホームページ

3. 大学のホームページ
 （大学全体のホームページ）

2. 募集チラシの配架場所

1. 学内掲示板
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（
2
）　

東
日
本
大
震
災
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

　

東
日
本
大
震
災
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
応
し

た
大
学
は
、
1
4
4
校
の
う
ち
73
校
で
あ
る
。「
大
規
模

校
」
で
対
応
し
た
と
す
る
割
合
が
高
い
。

　

活
動
地
域
は
「
宮
城
県
」（
79
・
5
％
）、「
岩
手
県
」

（
54
・
8
％
）、「
福
島
県
」（
45
・
2
％
）と
な
っ
て
い
る
。「
福

東日本大震災の学生
ボランティア活動対応

合計
対応した 対応しな

かった

大学の
規模

2000人未満
度数 23 13 36

大学の規模の％ 63.9% 36.1% 100.0%

2000-6000人 
未満

度数 22 6 28

大学の規模の％ 78.6% 21.4% 100.0%

6000人以上
度数 26 2 28

大学の規模の％ 92.9% 7.10% 100.0%

合計
度数 71 21 92

大学の規模の％ 77.2% 22.8% 100.0%

9.6%

54.8%

79.5%

45.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

4. その他

3. 岩手県

2. 宮城県

1. 福島県
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島
県
」
で
活
動
し
た
割
合
は
国
立
大
学
で
高
く
、
私
立
大

学
で
低
い
。

　

東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
は
、
2
0
1
1
年

度
が
最
も
多
く
、
近
年
ほ
ど
減
少
傾
向
に
あ
る
。
東
日
本

大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経
費
は
、
2
0
1
1
年
度

が
最
も
多
く
、
近
年
ほ
ど
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経
費（
外
部
資
金
）

は
、
2
0
1
2
年
度
に
上
昇
し
た
後
、
近
年
ほ
ど
減
少

傾
向
に
あ
る
。

　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
先
は
、「
民
間
非

営
利
団
体
（
N
P
O
組
織
等
）」（
46
・
6
％
）、「
学

校
」（
42
・
5
％
）、「
自
治
体
（
都
道
府
県
、
市
町
村
）」

（
38
・
4
％
）、「
社
会
福

祉
協
議
会
」（
35
・
6
％
）

な
ど
で
あ
る
。

　

今
後
の
東
日
本
大
震
災

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
い
て
は
、「
2
0
1
8

年
度
以
降
も
継
続
す
る
予

定
で
あ
る
」
が
53
・
4
％
、

「
未
定
」
が
16
・
4
％
、「
す

で
に
中
止
（
休
止
）
し
た
」

が
15
・
1
％
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

0

50

100

150

200

250

300

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

1000000

1200000

1400000

1600000

1800000

2000000

2200000

2400000

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

0

200000

400000

600000

800000

1000000

1200000

1400000

1600000

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度
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54.7%

1.4%

15.1%

16.4%

11.0%
1.4%

N=73

2018年度以降も継続する予定である 2018年度から中止する予定である
すでに中止（休止）した 未定
その他 無回答・不明

21.9%

17.8%

46.6%

17.8%

35.6%

23.3%

38.4%

42.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

8．その他

7．宗教団体

6．民間非営利団体（NPO組織等）

5．民間営利団体（企業）

4．社会福祉協議会

3．自治会や町内会等

2．自治体（都道府県、市町村）

1．学校
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（
3
）　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
対
応

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
外
部
組
織
と
の
連

携
に
つ
い
て
は
、「
連
携
し
て
い
る
」
が
41
・
1
％
、「
連

携
し
て
い
な
い
」
が
36
・
8
％
、「
過
去
に
連
携
し
た
こ

と
が
あ
る
」
が
9
・
5
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

連
携
開
始
時
期
は
、
2
0
1
1
年
以
降
が
7
割
程
度

で
あ
る
。
最
も
割
合
が
高
い
の
は
「
自

治
体
（
都
道
府
県
、
市
町
村
）」（
51
・

3
％
）
で
、以
下
、「
学
校
」（
48
・
7
％
）、

「
社
会
福
祉
協
議
会
」（
41
・
0
％
）
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
に
際

し
て
可
能
な
対
応
に
つ
い
て
は
、「
支

援
物
資
の
一
時
的
な
保
管
場
所
の
提

供
」（
66
・
7
％
）、「
駐
車
場
の
開
放
」

（
61
・
1
％
）、「
教
室
等
の
宿
泊
場
所

と
し
て
の
提
供
」（
46
・
5
％
）な
ど
な
っ

て
い
る
。

15.8%

9.5%

41.1%

36.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答・不明

3．過去に連携したことがある

2．連携している

1．連携していない

20.5%

12.8%

30.8%

20.5%

41.0%

10.3%

51.3%

48.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

8．その他

7．宗教団体

6．民間非営利団体（NPO組織等）

5．民間営利団体（企業）

4．社会福祉協議会

3．自治会や町内会等

2．自治体（都道府県、市町村）

1．学校
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4
　
ま
と
め

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
組
織
は
回
答
の
あ
っ
た
1
4
4

校
の
う
ち
95
校
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関

連
組
織
設
立
理
由
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
学
生
に

と
っ
て
有
意
義
で
あ
る
と
判
断
し
た
か
ら
」
が
82
・
1
％

と
最
も
割
合
が
高
く
、
学
生
に
と
っ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
有
用
性
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　

本
調
査
結
果
か
ら
は
、
自
治
体
と
の
連
携
や
大
学
間
連

携
が
進
み
つ
つ
あ
る
現
状
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
組
織

の
課
題
と
し
て
、
学
内
の
体
制
整
備
、
移
動
費
な
ど
費
用

の
工
面
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
安
全
確
保
、
被
災
地
域

と
な
っ
た
場
合
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力

の
向
上
な
ど
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。

あ
と
が
き
に
か
え
て

　

1
9
9
5
年
1
月
17
日
の
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」

は
、
人
々
に
新
た
な
動
き
を
生
み
出
す
日
と
な
っ
た
。
あ

る
意
味
で
こ
の
不
幸
な
災
厄
は
、
次
の
時
代
へ
の
エ
ポ
ッ

ク
メ
ー
キ
ン
グ
と
な
っ
た
。
多
く
の
市
民
が
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
の
年
は
、
後

に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

全
国
か
ら
「
何
か
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
被
災
地
に

6.9%

12.5%

32.6%

31.3%

10.4%

66.7%

46.5%

61.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

無回答・不明

7．その他

6．教職員による当該災害に関連する専門的知識の提供

5．被災地域のニーズの収集とボランティアのコーディネート

4．バスの運行(乗車定員数および台数)

3．支援物資の一時的な保管場所の提供

2．教室等の宿泊場所としての提供

1．駐車場の開放
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集
ま
っ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
不
器
用
な
が
ら
も
手

探
り
で
、
行
政
の
手
の
届
か
な
い
所
へ
の
支
援
を
始
め
た

年
で
も
あ
っ
た
。
奇
し
く
も
こ
の
年
か
ら
ち
ょ
う
ど
20
年

後
、
本
共
同
研
究
は
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
、
ま

だ
幼
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
高
校
生
と
な
り
大
学

生
に
な
っ
た
と
き
、彼
ら
の
多
く
が
2
0
1
1
年
の
「
東

日
本
大
震
災
」
へ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
と
し
て
参
加
し
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
未
曾
有
の
大
災
害
は
、
次
の
時
代

の
子
ど
も
た
ち
を
産
む
「
一
粒
の
麦
」
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

本
共
同
研
究
の
最
終
報
告
を
行
な
っ
た
2
0
1
9
年
、

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
か
ら
24
年
、「
東
日
本
大
震
災
」

か
ら
早
く
も
8
年
の
時
を
刻
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ

の
間
、
地
震
で
は
、
2
0
1
6
年
4
月
の
熊
本
地
震
、

2
0
1
8
年
9
月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
ま
た
最

近
と
み
に
見
ら
れ
る
豪
雨
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
2
年

7
月
の
九
州
北
部
豪
雨
﹇
平
成
24
年
7
月
九
州
北
部
豪

雨
﹈、
2
0
1
4
年
7
月
下
旬
か
ら
8
月
下
旬
へ
か
け
て
、

台
風
11
号
お
よ
び
12
号
の
影
響
で
北
陸
、
東
海
、
近
畿
、

中
国
、
四
国
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
被
害
を
も
た
ら
し

た
豪
雨
﹇
平
成
26
年
8
月
豪
雨
﹈、
2
0
1
5
年
9
月
の

関
東
・
東
北
豪
雨
﹇
平
成
27
年
9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
﹈、

2
0
1
7
年
7
月
の
九
州
北
部
豪
雨
﹇
平
成
29
年
7
月

豪
雨
﹈、
2
0
1
8
年
6
月
下
旬
か
ら
7
月
上
旬
に
か
け

て
台
風
7
号
お
よ
び
梅
雨
前
線
等
の
影
響
に
よ
っ
て
広
い

範
囲
で
記
録
さ
れ
た
集
中
豪
雨
﹇
平
成
30
年
7
月
豪
雨
﹈、

そ
し
て
未
だ
記
憶
に
新
し
い
、
2
0
2
0
年
7
月
の
熊

本
を
中
心
と
し
た
九
州
や
中
部
地
方
の
集
中
豪
雨
﹇
令
和

2
年
7
月
豪
雨
﹈
な
ど
、
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
自
然
災
害

が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
自
然
災
害
が
こ
の
よ
う
に
繰
り

返
さ
れ
る
と
は
い
え
、
被
災
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

赴
く
大
学
生
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
に
変
わ
り
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
は
、
し
っ
か
り
と
若
者
た
ち
の
心

に
芽
吹
い
て
い
る
よ
う
だ
。

　

た
し
か
に
、「
東
日
本
大
震
災
」
に
か
か
わ
る
各
大
学

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
あ
り
方
も
、
震
災
当
初
の
も
の

か
ら
は
だ
い
ぶ
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
こ
の
調
査
か

ら
伺
え
た
。
し
か
し
、
大
学
生
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

実
際
に
被
災
地
に
足
を
運
び
現
地
で
活
動
を
お
こ
な
う
こ

と
で
さ
ら
に
育
ま
れ
、
人
々
の
記
憶
か
ら
失
わ
れ
て
い
く
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大
切
な
も
の
を
護
る
一
人
ひ
と
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
で
き
た
の
も
た
し
か
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
し
て

い
る
も
の
が
大
学
教
育
に
携
わ
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
で

あ
る
と
い
う
自
覚
も
持
つ
こ
と
も
で
き
た
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関

連
組
織
が
現
在
抱
え
て
い
る
様
々
な
問
題
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属
し
て
い
る
大
学
に
今
後
期

待
す
る
声
も
拾
い
上
げ
る
こ
と
も
で
き
た
。
こ
れ
は
、
本

共
同
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
ま
た
こ

こ
で
得
ら
れ
た
成
果
は
全
国
に
あ
る
各
大
学
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
関
連
組
織
と
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

も
あ
る
。

　

二
つ
の
共
同
研
究
は
、
尚
絅
学
院
大
学
か
ら
始
ま
っ
た

も
の
で
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
一
つ
の
大
学
だ
け
で
は
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
充
実
し
た
研
究
内
容
も
、
ま
た
そ
の
結
果
報

告
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
東
北
学
院
大
学
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
を
賜
り
、
ま
た
大
学

間
連
携
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
経
由
す
る

こ
と
に
よ
り
調
査
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

我
々
が
研
究
を
進
め
る
う
え
で
心
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

本
共
同
研
究
の
調
査
の
依
頼
を
快
く
お
引
受
け
下
さ
っ

た
多
く
の
大
学
生
、
そ
し
て
大
学
の
関
係
各
部
署
の
皆
様

に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
本
共
同
研
究
が
、
今

後
の
震
災
関
連
研
究
、
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
大
学
の
教

学
に
役
立
て
れ
ば
、
共
同
研
究
者
一
同
に
と
っ
て
幸
甚
で

あ
る
。

本
共
同
研
究
に
関
す
る
発
表
・
報
告
な
ど

﹇
報
告
書
﹈

『
2
0
1
4
│
2
0
1
5
尚
絅
学
院
大
学
共
同
研
究
「
東
日
本

大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
大
学
生
か
ら
み
る
大
学
教
育
」』

尚
絅
学
院
大
学
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
考
え
る
大
学
教
学

シ
ス
テ
ム
再
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
2
0
1
7
年
2
月

『
2
0
1
6
│
2
0
1
7
尚
絅
学
院
大
学
共
同
研
究
「
東
日
本

大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
大
学
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
る
大

学
教
育

│
教
学
体
制
の
構
築
へ
向
け
て

│
」』
尚
絅
学

院
大
学
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
考
え
る
大
学
教
学
シ
ス
テ

ム
再
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
2
0
1
9
年
3
月

﹇
学
会
等
﹈

箭
内　

任
・
今
井
誠
二
・
上
村　

静
・
内
田
龍
史
・
田
島
裕
之
・
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菅
原
真
枝
・
濱
野
道
雄
・
新
田
貴
之
・
濱
崎
雅
孝
「
東
日
本

大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
大
学
生
か
ら
み
る
大
学
教
育
」

2
0
1
6
年
大
学
教
育
学
会
第
38
回
大
会
、
2
0
1
6
年

6
月
12
日

箭
内　

任
・
今
井
誠
二
・
上
村　

静
・
内
田
龍
史
・
田
島
裕
之
・

菅
原
真
枝
・
濱
野
道
雄
・
新
田
貴
之
・
濱
崎
雅
孝
「
東
日
本

震
災
後
の
「
思
想
的
言
説
」
が
大
学
生
の
「
体
験
」
形
成
に

お
よ
ぼ
し
た
影
響
に
関
す
る
基
礎
研
究
│
「
東
日
本
大
震
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
大
学
生
の
意
識
調
査
」」
2
0
1
6
年

度
尚
絅
学
院
大
学
共
同
成
果
報
告
会
、
2
0
1
7
年
2
月
23

日
箭
内　

任
・
今
井
誠
二
・
上
村　

静
・
内
田
龍
史
・
田
島
裕
之
・

菅
原
真
枝
・
濱
野
道
雄
・
新
田
貴
之
・
濱
崎
雅
孝
「
東
日
本

大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
大
学
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
る
大

学
教
育

│
教
学
体
制
の
構
築
へ
向
け
て

│
」
尚
絅
学
院

大
学
総
合
人
間
科
学
会
第
3
回
大
会
、
2
0
1
9
年
2
月
21

日
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1
、
東
日
本
大
震
災
以
前
の
災
害
研
究

2
、 

東
日
本
大
震
災
の
研
究
：
な
ぜ
、
か
く
も
多
数
の

犠
牲
者
が
出
て
し
ま
っ
た
の
か
の
原
因
探
求

3
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
過
程
の
研
究

4
、
今
後
の
災
害
研
究
に
向
け
て

1
、
東
日
本
大
震
災
以
前
の
災
害
研
究

　

こ
れ
ま
で
の
私
自
身
の
災
害
研
究
を
簡
単
に
振
り
返

り
、
東
日
本
大
震
災
の
研
究
を
ど
う
進
め
て
き
た
か
を
紹

介
し
た
い
。
な
ぜ
、
大
震
災
以
前
の
災
害
研
究
を
振
り
返

る
か
と
い
え
ば
、
私
自
身
は
「
将
来
起
き
る
で
あ
ろ
う
大

災
害
時
に
、
犠
牲
者
を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
こ
と
に
役

立
つ
た
め
に
、
災
害
研
究
を
し
て
き
た
が
、
結
果
的
に
は
、

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
犠
牲
者
が
出
て
し
ま
っ
た
」
こ

と
を
、
も
う
一
度
、
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

1
9
8
2
年
に
弘
前
大
学
に
赴
任
し
て
ち
ょ
う
ど
1

年
目
、
秋
田
沖
を
震
源
と
す
る
M
7
・
7
の
日
本
海
中

部
地
震
が
発
生
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
、
秋
田
県
北
部

に
は
10
ｍ
を
超
え
る
津
波
が
押
し
寄
せ
、
能
代
市
を
中
心

と
し
て
、
北
海
道
か
ら
秋
田
県
に
か
け
て
1
0
0
名
以

上
の
犠
牲
者
が
出
た
。
こ
の
災
害
に
対
し
て
、
弘
前
大
学

内
で
調
査
研
究
チ
ー
ム
を
た
ち
あ
げ
、
文
理
融
合
型
の
調

査
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
文
末
参
考
文
献

に
あ
げ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
た
ん
に
研
究
だ
け
で
は
な
く
、

将
来
こ
う
し
た
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
、『
先
生
！　

大
災
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

東
日
本
大
震
災
以
前
の
災
害
研
究
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
の
研
究
へ

田
中　

重
好
（
人
文
社
会
学
群
長
）
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地
震
だ
』
と
い
う
小
学
生
向
け
の
防
災
教
育
の
た
め
の
本

も
編
集
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
1
9
9
1
年
青
森
県
津

軽
地
方
を
襲
っ
た
大
型
台
風
に
つ
い
て
の
研
究
の
際
に

も
、
災
害
情
報
の
伝
達
や
そ
の
後
に
続
い
た
長
期
停
電
へ

の
対
応
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
る
と
同
時
に
、
防
災
教

育
の
た
め
に
『
リ
ン
ゴ
の
涙
』
と
い
う
本
を
編
集
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
災
害
研
究
に
従
事
す
る
者
と
し
て
、
災

害
を
研
究
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
の
犠
牲
者
を
減
ら

す
た
め
に
は
防
災
教
育
が
大
切
だ
と
い
う
観
点
か
ら
、
防

災
教
育
の
た
め
の
本
の
編
集
も
お
こ
な
っ
て
き
た
。

　

そ
の
後
、
私
自
身
は
2
0
0
1
年
に
、
設
立
さ
れ
た

と
同
時
に
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
に
異
動
し

た
。
こ
の
研
究
科
は
地
震
学
、
建
築
土
木
な
ど
の
研
究
者

と
か
ら
な
る
文
理
融
合
型
の
大
学
院
で
あ
る
。
こ
の
大
学

院
が
設
立
さ
れ
て
間
も
な
い
2
0
0
4
年
末
に
、
観
測

史
上
二
番
目
に
巨
大
な
M
9
・
2
と
い
う
大
地
震
が
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
合
で
発
生
し
、
大
津
波
に

よ
り
全
世
界
で
20
数
万
人
の
人
が
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
地

震
津
波
に
対
し
て
、
研
究
科
で
調
査
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

翌
年
早
々
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
地
調
査
に
は
い
っ
た
。
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そ
の
調
査
研
究
の
報
告
書
、
研
究
書
は
巻
末
に
掲
げ
た
。

こ
の
日
本
か
ら
1
0
0
0
㎞
以
上
離
れ
た
場
所
で
起
き

た
災
害
に
長
期
間
、
現
地
調
査
を
行
っ
て
き
た
の
は
、
こ

う
し
た
巨
大
な
津
波
災
害
か
ら
日
本
人
が
学
ぶ
こ
と
は
多

く
、
こ
の
こ
と
を
教
訓
に
し
て
、
将
来
の
、
過
去
三
陸
地

方
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
大
津
波
の
災
害
の
よ
う
な
犠
牲

者
を
だ
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思

い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
日
本
人
向
け
に
、『
巨
大
津
波
が
や
っ
て

き
た
』
と
い
う
ス
マ
ト
ラ
地
震
津
波
全
体
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
す
る
本
を
出
版
し
、
さ
ら
に
、
最
大
の
被
災
地
で

あ
る
ス
マ
ト
ラ
島
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
の
生
存
者
の
避
難
行
動

と
生
活
再
建
の
記
録
を
、
日
本
語
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

出
版
し
た
。
と
く
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の“

O
RAN

G
 

O
RAN

G
 YAN

G
 BERTAH

AN
 D

ARI TSU
N

AM
I,”

は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
び
と
の
防
災
教
育
の
た
め
に
編
集
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
災
害
研
究
を
進
め
な
が
ら
、
い
つ
も
、

災
害
の
犠
牲
者
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
過
去
の
災
害
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
と
く
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

の
巨
大
地
震
災
害
の
よ
う
な
被
害
は
、
日
本
で
は
決
し
て

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
、
そ
う
し
た
想
い
か
ら
、
毎
年
の

よ
う
に
、
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
ま
で
現
地
調
査
に
通
っ
て
い
た

の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。

　

と
こ
ろ
が
、
日
本
で
も
、
東
日
本
大
災
害
が
起
き
て
、

多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
寺
田
寅
彦
も
言
う

よ
う
に
、
地
震
そ
の
も
の
は
人
間
の
手
に
よ
っ
て
は
防
ぎ

よ
う
が
な
い
が
、
地
震
の
被
害
は
我
々
の
努
力
や
対
応
に

よ
っ
て
、
そ
の
被
害
は
防
げ
る
、
少
な
く
と
も
減
少
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
自
分
自
身
の
災
害
研
究
を
振
り
か
え
っ
て

み
て
、
東
日
本
大
震
災
の
甚
大
な
被
害
、
犠
牲
者
を
前
に
、

「
な
ぜ
、
か
く
も
巨
大
な
犠
牲
者
が
で
て
し
ま
っ
た
の
か
、

世
界
で
も
っ
と
も
防
災
対
策
が
進
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て

き
た
日
本
で
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
防
災
対
策
の
何
が
間

違
っ
て
い
た
の
か
」
と
い
う
、
重
た
い
問
い
か
ら
、
自
分

の
東
日
本
大
震
災
の
研
究
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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2
、 

東
日
本
大
震
災
の
研
究
：
な
ぜ
、
か
く
も
多

数
の
犠
牲
者
が
出
て
し
ま
っ
た
の
か
の
原
因

探
求

　

以
下
、
研
究
発
表
の
順
番
で
は
な
く
、
こ
の
問
い
に
、

私
自
身
が
ど
う
い
っ
た
解
答
を
引
き
出
し
た
の
か
を
、
簡

単
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
何
が
日
本
の
防
災
対
策
に
足
り
な
か
っ
た
の
か

を
検
討
す
る
た
め
に
、
第
一
に
行
っ
た
の
は
、
日
本
の
防

災
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
、防
災
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
名
付
け
、

次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

　
「
戦
後
の
防
災
の
基
本
的
な
考
え
方
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の

一
つ
の
柱
は
、
災
害
対
策
基
本
法
が
定
め
た
『
防
災
対
策

は
行
政
を
中
心
に
進
め
る
』
と
い
う
原
則
で
あ
る
。
そ
し

て
、
中
央
集
権
的
な
日
本
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
下
で
は
、

こ
の
原
則
は
『
中
央
集
権
的
に
防
災
対
策
を
進
め
る
』
こ

と
を
同
時
に
意
味
し
て
い
た
。

　

第
二
の
柱
は
、
災
害
対
策
基
本
法
で
定
め
た
災
害
対
策

の
計
画
性
を
基
礎
に
し
な
が
ら
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別

措
置
法
で
具
体
化
し
た
災
害
対
策
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
想

定
地
震
』
を
設
定
し
て
、
そ
れ
に
よ
る
被
害
想
定
を
割

出
、
そ
れ
を
基
礎
に
防
災
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
前
提

に
、防
災
対
策
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
」（
田
中
、

2019a
:

22

）

　

こ
こ
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
防
災
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
第
一

に
中
央
集
権
的
に
防
災
対
策
を
進
め
る
こ
と
、
第
二
に
科

学
主
義
に
も
と
づ
い
て
防
災
対
策
を
計
画
的
に
進
め
る
こ

と
で
あ
る
。

　

こ
の
防
災
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
確
認
し
て
う
え
で
、実
際
に
、

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
原
因
を

具
体
的
に
探
る
。

　

ま
ず
、
地
震
発
生
か
ら
津
波
来
襲
ま
で
の
人
々
の
行
動

に
焦
点
を
あ
て
て
、
な
ぜ
か
く
も
大
量
の
人
々
が
津
波
の

犠
牲
に
な
っ
た
の
か
を
探
っ
た
。
次
い
で
、
戦
後
の
災
害

対
策
基
本
法
以
来
の
津
波
防
災
対
策
が
進
め
ら
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
、
日
本
の
な
か
で
「
も
っ
と
も
先
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進
的
か
つ
防
災
意
識
が
も
っ
と
も
高
い
」
と
考
え
ら
れ
て

き
た
三
陸
地
域
で
、
な
ぜ
か
く
も
大
量
の
人
々
が
津
波
の

犠
牲
に
な
っ
た
の
か
を
探
っ
た
。
続
く
考
察
で
は
、近
代
、

少
な
く
と
も
明
治
三
陸
津
波
、
昭
和
三
陸
津
波
、
チ
リ
津

波
と
百
数
十
年
間
に
過
去
三
回
も
大
き
な
津
波
災
害
を
経

験
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
か
く

も
大
量
の
人
々
と
広
範
囲
な
地
域
が
津
波
被
害
を
受
け
た

の
か
を
検
討
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
は
、「
な
ぜ
逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た

の
か
」
と
い
う
方
面
と
、「
な
ぜ
逃
げ
ら
れ
た
の
か
」
と

い
う
反
対
の
方
面
と
、
二
つ
の
観
点
か
ら
、
岩
手
県
と
宮

城
県
沿
岸
地
域
に
お
け
る
津
波
か
ら
の
避
難
行
動
を
具
体

的
に
検
討
し
た
。
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
に
つ
い

て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

亡
く
な
っ
た
人
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、「
第
一
に
本

人
た
ち
が
避
難
所
と
思
っ
て
避
難
し
た
場
所
で
亡
く
な
っ

た
人
が
多
い
。
第
二
に
避
難
途
中
で
津
波
に
巻
き
込
ま
れ

て
亡
く
な
っ
た
人
が
多
い
。
第
三
に
避
難
し
な
い
ま
ま
に

亡
く
な
っ
た
人
、
特
に
自
宅
で
の
死
亡
者
が
多
い
。
第

四
に
老
人
施
設
や
病
院
な
ど
災
害
弱
者
が
集
中
し
て
い

る
施
設
で
の
死
亡
者
が
多
い
。
…
第
五
に
住
民
に
避
難

を
呼
び
か
け
た
り
、
災
害
弱
者
の
避
難
を
支
援
し
た
り

す
る
立
場
に
い
た
人
び
と
の
死
亡
例
が
多
い
。」（
田
中
、

2019a
:

36

）

　

他
方
、
無
事
に
「
逃
げ
ら
れ
た
人
」
を
み
る
と
、
逃
げ

ら
れ
た
と
は
い
え
、
ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
し

た
（
切
迫
避
難
）
が
多
い
こ
と
と
、
ほ
ぼ
全
体
的
傾
向
と

し
て
、
組
織
あ
る
い
は
既
知
の
人
び
と
の
「
輪
」
の
な
か

に
い
た
人
々
は
安
全
に
逃
げ
ら
れ
た
傾
向
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。

　

こ
う
し
た
経
験
的
な
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
、
避

難
行
動
を
規
定
す
る
諸
要
因
を
整
理
し
、
避
難
行
動
モ
デ

ル
を
作
成
し
た
。
大
き
な
揺
れ
を
経
験
し
た
ひ
と
人
は
、

現
在
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
「
曖
昧
な
状

況
定
義
」
し
か
で
き
な
い
た
め
に
、「
正
し
い
判
断
と
行

動
」
を
選
択
で
き
な
い
、
少
な
く
と
も
、
短
時
間
の
う
ち

に
そ
う
し
た
判
断
・
選
択
に
辿
り
つ
か
な
い
。
で
は
、
そ
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の
「
正
し
い
」
状
況
定
義
を
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か

と
い
え
ば
、
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
物
理
的
環
境
、
情
報

環
境
、
社
会
的
環
境
に
つ
い
て
、
正
し
い
認
識
を
持
つ
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
実
際
の
津
波
浸
水
域
に
い
て
、
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
々
は
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
環
境
的

条
件
が
す
べ
て
安
全
で
あ
る
条
件
に
は
な
か
っ
た
。
た
と

え
ば
、海
の
近
く
の
津
波
の
危
険
個
所
に
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
危
険
性
を
正
し
く
判
断
し
、
そ
の
危
険
性
を
克
服
す

る
た
め
に
、
い
ち
早
く
情
報
を
入
手
す
る
努
力
を
し
、
さ

ら
に
、
周
囲
の
人
々
に
声
を
か
け
て
直
ち
に
避
難
行
動
に

移
る
と
い
っ
た
よ
う
に
行
動
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー

ス
で
は
、
物
理
的
環
境
か
ら
く
る
危
険
性
を
、
情
報
的
環

境
と
社
会
的
環
境
と
で
補
っ
て
、
安
全
性
を
確
保
し
た
の

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
避
難
行
動
モ
デ
ル
か
ら
す
れ
ば
、
現
在
で
も

津
波
対
策
の
前
提
に
あ
る
考
え
方
、
す
な
わ
ち
「
津
波
警

報
を
発
令
し
、そ
の
警
報
を
迅
速
に
住
民
に
伝
達
す
れ
ば
、

人
々
は
安
全
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
単
純

な
情
報
伝
達
モ
デ
ル
に
基
づ
く
津
波
対
策
が
間
違
え
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
避
難
行
動
の
検
討
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
、

情
報
伝
達
モ
デ
ル
に
立
脚
す
る
行
政
中
心
の
避
難
対
策
は

欠
陥
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
な
に
よ
り
も
、
住
民
主
体
の

津
波
避
難
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。具
体
的
に
は
、

住
民
が
、発
災
時
点
で
の
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
場
所
の
、

先
に
あ
げ
た
三
つ
の
環
境
的
条
件
を
自
己
判
断
し
、
避
難

行
動
を
主
体
的
に
選
択
す
る
能
力
を
普
段
か
ら
養
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
こ
れ
ま
で
の
防
災

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
欠
陥
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

第
二
の
論
点
は
「
想
定
外
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
東
日

本
大
震
災
の
後
、
地
震
の
発
生
規
模
、
津
波
の
高
さ
、
原

発
事
故
す
べ
て
が
「
想
定
外
で
あ
っ
た
」
と
い
う
発
言
が

相
次
い
だ
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
対
策
は
、
ハ

ザ
ー
ド
の
発
生
規
模
な
ど
を
想
定
し
、
そ
の
ハ
ザ
ー
ド
の

力
が
及
ぼ
す
社
会
へ
の
被
害
状
況
を
想
定
し
、
そ
の
被
害

を
抑
制
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
何
が
必
要
か
を
想
定
す

る
と
い
う
一
連
の
「
想
定
に
想
定
を
重
ね
る
作
業
」（「
想

定
の
連
鎖
」）
に
基
づ
い
て
、
防
災
計
画
を
策
定
し
、
具

体
的
な
防
災
事
業
を
進
め
る
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
て
き
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た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
最
初
の
「
初
期
値

と
し
て
与
え
ら
れ
た
」
地
震
規
模
そ
の
も
の
が
「
想
定
外
」

で
あ
り
、
そ
の
後
に
発
生
し
た
津
波
高
も
「
想
定
外
」
で

あ
り
、
そ
の
た
め
、
や
す
や
す
と
防
潮
堤
を
乗
り
越
え
て

街
と
住
民
に
被
害
を
発
生
さ
せ
た
の
も「
想
定
外
」で
あ
っ

た
と
い
う
よ
う
に
、「
想
定
外
」
の
事
態
が
連
鎖
的
に
発

生
し
、
最
終
的
に
、
原
子
力
発
電
所
の
中
核
部
の
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
を
引
き
越
し
た
。
い
わ
ば
、「
想
定
」
を
重
ね
て

防
災
対
策
を
計
画
し
実
施
し
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
の
防
災

対
策
全
体
が
「
想
定
外
の
連
鎖
」
現
象
を
前
に
崩
れ
去
っ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
大
震
災
を
整
理
す
る
と
、従
来
ま
で
の「
科

学
主
義
に
基
づ
い
て
防
災
計
画
を
策
定
し
て
き
た
」
や
り

方
そ
の
も
の
が
、
今
回
の
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
の
一

つ
で
あ
り
、
今
後
、
こ
の
点
を
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
。

　

第
三
の
論
点
は
、
明
治
三
陸
津
波
以
来
、
昭
和
津
波
、

チ
リ
津
波
と
幾
た
び
も
、
津
波
の
被
害
を
被
っ
て
き
た
三

陸
地
域
が
、
な
ぜ
、
今
回
、
こ
の
よ
う
な
甚
大
な
被
害
を

回
避
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

一
般
に
、
人
間
一
人
ひ
と
り
を
と
っ
て
も
、
地
域
社
会

と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
で
見
て
も
、同
じ
災
害
に
襲
わ
れ
る
と
、

そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
、
将
来
の
災
害
に
対

す
る
備
え
を
強
化
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、

世
界
的
に
も
有
数
な
津
波
常
習
地
域
で
あ
る
三
陸
沿
岸
の

地
域
で
は
、
過
去
の
災
害
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び

備
え
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し

た
事
態
に
な
っ
た
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
、
何
を
学
ん
で
き

た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
浮
か
ん
で
く
る
。

　

こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
過
去
三
回
の
津
波
災
害

を
検
討
し
た
。
す
る
と
、
繰
り
返
し
津
波
が
来
襲
す
る
と

い
っ
て
も
、
そ
の
津
波
そ
の
も
の
が
毎
回
、
異
な
っ
た
様

相
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
明
治
津
波
は

揺
れ
の
少
な
い
津
波
地
震
で
あ
り
、
住
民
に
は
警
戒
心
を

そ
れ
ほ
ど
与
え
ず
、
し
か
し
、
来
襲
し
た
津
波
高
は
、
三

回
の
津
波
の
な
か
で
最
高
波
高
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
較

し
て
、
昭
和
津
波
を
引
き
起
こ
し
た
地
震
は
強
振
を
も
た

ら
し
、
住
民
は
深
夜
二
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
避
難
し
た
た
め
に
、
明
治
津
波
に
比
べ
て
家
屋
被
害
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は
ほ
ぼ
同
程
度
に
大
き
か
っ
た
が
、
家
屋
被
害
に
比
し
て

人
的
被
害
は
少
な
か
っ
た
。
戦
後
、
1
9
6
1
年
の
チ

リ
津
波
は
典
型
的
な
遠
地
津
波
で
、
震
源
地
は
太
平
洋
を

挟
ん
だ
チ
リ
沖
で
あ
り
、
二
十
数
時
間
か
け
て
日
本
沿
岸

に
や
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
揺
れ
が
な
い
の
に
津
波
が

来
た
と
い
う
「
信
じ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
声
が
数
多
く
聞

か
れ
た
が
、
避
難
の
時
間
的
余
裕
も
あ
り
、
人
的
被
害
は

過
去
二
回
の
津
波
よ
り
も
小
さ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

繰
り
返
し
津
波
が
来
る
と
い
っ
て
も
、
あ
る
特
定
の
集
落

を
起
点
に
み
る
と
、
そ
の
津
波
の
特
徴
や
高
さ
は
必
ず
し

も
一
定
で
は
な
い
。

　

こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
で
は
、
三
陸
沿
岸
地
域

は
、
明
治
以
降
、
約
百
十
数
年
間
の
長
期
の
歴
史
的
時
間

の
な
か
で
、
津
波
被
災
経
験
を
「
地
域
に
ど
う
刻
み
こ
ん

で
き
た
の
か
で
あ
ろ
う
か
」。

　

こ
の
被
災
経
験
の
地
域
へ
の
「
埋
め
込
み
」
を
、
地
域

空
間
の
変
容
（
津
波
が
浸
入
す
る
低
地
か
ら
の
高
所
移
転

な
ど
）、
防
災
対
策
（
と
く
に
、
防
潮
堤
整
備
）、
災
害
文

化
の
形
成
（
と
く
に
、
津
波
警
報
の
発
令
と
避
難
行
動
、

避
難
訓
練
、
防
災
教
育
）
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
検
討

を
加
え
た
。

　

津
波
対
策
の
重
要
な
柱
は
、
津
波
来
襲
の
低
地
に
住
ま

な
い
こ
と
で
あ
る
。
明
治
津
波
の
後
、
住
民
は
「
津
波
が

怖
く
て
漁
師
な
ど
や
っ
て
ゆ
け
な
い
」
と
い
う
老
人
の
言

葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
津
波
か
ら
時
間
が
経
つ
に
し

た
が
っ
て
低
地
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
り
、そ
の
こ
と
で
、

昭
和
津
波
で
の
甚
大
な
家
屋
被
害
と
人
的
避
難
を
発
生
さ

せ
た
。
こ
う
し
た
反
省
か
ら
、
岩
手
、
宮
城
両
県
の
政
策

的
誘
導
の
下
に
、
昭
和
津
波
後
に
は
、
高
所
移
転
が
集
落

ご
と
に
取
り
組
ま
れ
た
。
す
べ
て
の
集
落
が
高
所
移
転
し

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
両
県
で
約
3
千
戸
が
高
所
移
転
し

た
。
チ
リ
津
波
後
、
防
潮
堤
の
整
備
や
、
埋
め
立
て
を
と

も
な
う
港
湾
整
備
事
業
の
進
展
、
さ
ら
に
、
都
市
的
発
展

に
よ
っ
て
、
三
陸
沿
岸
地
域
で
は
海
岸
近
く
の
地
域
開
発

が
進
ん
だ
。
こ
う
し
た
公
共
事
業
や
都
市
化
に
よ
っ
て
、

東
日
本
大
震
災
発
生
時
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
街
が
海

寄
り
に
立
地
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

1
9
5
9
年
の
伊
勢
湾
台
風
、
1
9
6
1
年
の
チ
リ

津
波
以
降
、
日
本
全
体
の
海
岸
に
強
固
な
堤
防
が
築
か
れ

た
。
三
陸
沿
岸
地
域
で
と
く
に
有
名
な
の
は
、
明
治
、
昭
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和
と
二
度
の
津
波
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
旧

田
老
町
（
現
宮
古
市
田
老
地
区
）
の
10
ｍ
を
超
え
る
「
万

里
の
長
城
」と
称
さ
れ
る
巨
大
な
陸
上
の
防
潮
堤
で
あ
る
。

こ
う
し
た
防
潮
堤
の
整
備
に
よ
り
、
中
規
模
の
津
波
は
市

街
地
は
浸
水
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
回

の
大
震
災
で
は
、
整
備
さ
れ
た
防
潮
堤
よ
り
も
高
い
津
波

が
来
襲
し
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
堤
防
は
何
の
役
に
も
立
た

な
か
っ
た
。む
し
ろ
、「
あ
の
防
潮
堤
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」

と
い
う
安
心
感
が
人
々
の
避
難
を
遅
ら
せ
た
と
い
う
、
逆

効
果
を
果
た
し
た
地
域
す
ら
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
戦
後
の
津
波
防
災
対
策
は
、
防
潮
堤
建
設
と
い

う
ハ
ー
ド
な
防
災
施
設
建
設
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
い
っ
た
ん
、
こ
の
堤
防
を
越
え
た
津
波
は
、「
堤
防

を
越
え
て
津
波
が
市
街
地
、
住
宅
地
に
入
っ
て
く
る
こ
と

は
も
は
や
な
い
」
こ
と
を
前
提
に
造
ら
れ
て
い
た
街
を
一

瞬
に
し
て
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

1
9
6
1
年
の
災
害
対
策
基
本
法
成
立
以
前
は
、
ハ
ー

ド
な
防
災
施
設
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
津

波
に
備
え
る
に
は
も
っ
ぱ
ら
、
災
害
文
化
を
維
持
し
、
津

波
か
ら
避
難
す
る
こ
と
し
か
な
か
っ
た
。
明
治
津
波
と
比

較
し
て
、
深
夜
2
時
過
ぎ
の
地
震
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
昭
和
津
波
の
犠
牲
者
が
少
な
か
っ
た
の
も
、
明
治

の
教
訓
が
地
域
住
民
の
な
か
に
共
有
さ
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
の
な
か
で
育
ま
れ
て
き
た
「
野
の

（
民
間
の
）
災
害
文
化
」
は
、
戦
後
に
お
い
て
は
、
行
政

を
中
心
と
し
た
防
災
訓
練
や
防
災
の
啓
発
活
動
な
ど
に
置

き
代
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
れ
以
前
の
よ
う
な

集
落
の
社
会
的
凝
集
性
が
低
下
し
て
き
た
た
め
で
も
あ
っ

た
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
大
震
災
の
発
災
時
点
で
は
、
①
戦

後
は
防
潮
堤
を
整
備
を
中
心
と
す
る
ハ
ー
ド
中
心
の
防
災

対
策
が
進
み
、
②
沿
岸
部
へ
の
町
の
拡
大
に
よ
る
津
波
災

害
の
脆
弱
性
が
潜
在
的
に
は
増
加
し
て
お
り
、
③
住
民
の

意
識
面
で
も
「
行
政
へ
の
依
存
」（
行
政
が
や
っ
て
く
れ

て
い
る
か
ら
、そ
れ
に
従
え
ば
い
い
）
が
高
ま
っ
て
い
た
。

こ
の
防
災
対
策
、
空
間
整
備
、
災
害
文
化
に
共
通
し
て
い

る
の
は
、「
想
定
さ
れ
た
」
以
上
の
津
波
に
対
す
る
警
戒

心
の
欠
如
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
ど
ん
な
に
堤
防
を

高
く
し
て
も
、
そ
れ
を
超
え
る
津
波
が
来
襲
す
る
危
険
は

残
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
そ
の
防
災
対
策
の
不
足
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面
を
、
空
間
の
整
備
や
災
害
文
化
の
育
成
で
補
う
べ
き
で

あ
っ
た
（
た
と
え
ば
、
沿
岸
部
か
ら
居
住
機
能
を
高
所
に

誘
導
す
る
都
市
計
画
の
策
定
、
常
に
想
定
外
の
事
態
を
考

え
て
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
）。
本
来
、
空
間
整
備
、

防
災
対
策
、
災
害
文
化
は
相
互
に
補
う
あ
う
関
係
に
あ
る

べ
き
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
う
し
た
配
慮
は
な
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。

　

以
上
の
避
難
行
動
と
い
う
ご
く
短
時
間
の
住
民
の
対

応
、
災
害
対
策
基
本
法
以
降
約
50
年
間
の
防
災
対
策
の
進

め
方
に
潜
む
「
想
定
外
」
と
い
う
問
題
、
さ
ら
に
、
明
治

津
波
以
来
の
百
十
数
年
の
被
災
経
験
が
「
地
域
に
ど
う
埋

め
込
ま
れ
て
き
た
の
か
」
と
い
う
三
つ
の
面
か
ら
、
犠
牲

者
の
発
生
の
原
因
を
検
討
し
た
。
こ
う
し
た
検
討
を
通
し

て
、
最
後
に
、
戦
後
日
本
の
防
災
対
策
の
基
本
的
な
考
え

方
、
防
災
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
の
必
要
性
を
提
案
し
た
。

そ
れ
は
、
従
来
の
よ
う
な
、
中
央
集
権
的
か
つ
行
政
中
心

の
防
災
対
策
か
ら
、
地
方
分
権
的
か
つ
社
会
と
の
協
働
を

組
み
入
れ
た
防
災
対
策
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら

に
、「
科
学
主
義
」（
端
的
に
説
明
す
れ
ば
、
科
学
に
よ
っ

て
地
震
予
知
が
可
能
で
、
そ
の
結
果
、
災
害
を
克
服
で
き

る
と
い
う
考
え
方
）
の
基
づ
い
て
立
案
さ
れ
る
防
災
計
画

か
ら
、「
科
学
主
義
」
の
限
界
を
理
解
し
た
上
で
、
多
元

的
な
想
定
に
基
づ
く
防
災
計
画
へ
の
転
換
が
必
要
だ
と
、

結
論
付
け
た
。

3
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
過
程
の
研
究

　

社
会
学
と
い
う
分
野
に
限
定
し
て
い
え
ば
、
災
害
社
会

学
は
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
位
置
に
あ
り
、
研
究
の
蓄
積
も
少
な

い
。
文
理
全
体
の
災
害
研
究
に
お
い
て
も
、
災
害
復
興
の

研
究
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
復
興
過
程
の
研
究
は
き
わ

め
て
遅
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
の
中
で
、
私
自
身
は
、
一
つ
は
、
防
災

パ
ラ
ダ
イ
ム
に
対
応
し
て
、
日
本
の
災
害
復
興
の
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
災
害
復
興
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
抽
出
す
る
こ

と
を
試
み
た
。
も
う
一
つ
は
、
研
究
の
理
論
的
な
整
理
が

で
き
て
い
な
い
復
興
の
社
会
的
過
程
を
、
ど
う
い
っ
た
分

析
枠
組
み
で
研
究
し
た
ら
い
い
の
か
を
議
論
し
た
。

　

第
一
の
復
興
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
戦
後
日
本
の
復
興
政
策
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の
基
本
的
な
考
え
方
を
整
理
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
復

興
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
、①
中
央
集
権
的
な
行
政
主
導
の
復
興
、

②
行
政
の
立
場
か
ら
の
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
の
支
援
、
③
公

共
資
本
整
備
を
中
心
と
す
る
復
興
事
業
、
④
社
会
秩
序
を

維
持
す
る
た
め
に
復
興
事
業
を
行
う
と
い
う
考
え
方
、
⑤

災
害
規
模
別
の
復
興
対
策
と
い
う
発
想
の
欠
如
、
⑥
緊
急

期
の
発
想
を
復
興
へ
の
引
き
延
ば
す
発
想
法
、
⑦
被
災
地

の
持
つ
社
会
的
特
性
に
合
わ
せ
た
復
興
事
業
を
考
え
る
と

い
う
発
想
の
欠
如
と
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

第
二
の
、
復
興
過
程
の
分
析
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
最
初

に
、「
社
会
現
象
と
し
て
の
復
興
」
を
「
理
念
と
し
て
の

復
興
」か
ら
切
り
離
し
た（「
復
興
」と
称
さ
れ
る
も
の
が
、

往
々
、
そ
の
人
の
復
興
の
理
念
を
語
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
た
め
に
）
上
で
、
復
興
を
次
の
よ
う
に
議
論
す
べ
き
で

あ
る
と
述
べ
た
。

　
「
復
興
の
社
会
現
象
」
は
さ
ら
に
、
次
の
三
つ
の
側
面

に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
、
復
興
は
社
会
過

程
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
第
二
に
、
復
興
に
関
連

し
た
政
策
や
制
度
が
、
復
興
を
ど
う
推
し
進
め
て
き
た
か

（
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
政
策
や
制
度
が
、
復
興
を
ど
う

妨
げ
て
き
た
か
、
非
効
率
な
も
の
に
し
て
き
た
か
）
に
つ

い
て
も
、
し
ば
し
ば
、
議
論
さ
れ
て
き
た
。
以
上
の
二
つ

の
復
興
論
に
比
べ
て
、
第
三
の
復
興
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研

究
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
。
復
興
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

は
、
ど
う
い
っ
た
社
会
的
な
諸
主
体
が
相
互
に
関
連
を
も

ち
な
が
ら
、
ど
う
い
っ
た
社
会
的
仕
組
み
で
復
興
を
進
め

て
き
た
か
、
そ
こ
で
の
問
題
点
は
何
か
と
い
う
議
論
で
あ

る
。

　

以
上
、
三
つ
の
側
面
か
ら
な
る
「
復
興
の
社
会
現
象
」

論
を
ま
と
め
れ
ば
、「
復
興
の
社
会
現
象
論
」
は
「
ど
う

い
っ
た
復
興
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
、
被
災
地
に
ど
う
働
き
か

け
、
ど
う
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
へ
て
復
興
を
遂
げ
た
の
か

（
復
興
を
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
）」
を
問
う
こ
と
と
な

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
課
題
は
そ
れ
ぞ
れ
復
興

メ
カ
ニ
ズ
ム
論
、
復
興
政
策
論
、
復
興
過
程
論
と
し
て
議

論
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
図
と
し
て
示
す
と
、
下
図
の
よ
う

に
な
る
（
田
中
、
2
0
1
9
：
11
）

　

以
上
の
復
興
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
復
興
の
分
析
概
念
を
踏
ま
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え
て
、
実
際
の
東
日
本
大
震
災
の
復
興
過
程
の
問
題
点
を

指
摘
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
、
仙
台
市
と
そ
の
隣
接
地

区
を
除
く
と
、
人
口
減
少
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
復
興
政
策
は
、
人
口
減
少
と
い
う
地
域
社
会

の
条
件
を
前
提
と
せ
ず
、
従
来
の
復
興
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
下

に
進
め
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
震
災
前
の
社
会
イ
ン
フ

ラ
を
復
旧
さ
せ
、
さ
ら
に
、
三
陸
自
動
車
道
な
ど
の
高
速

道
路
の
新
設
が
進
め
ら
れ
た
。
沿
岸
部
に
は
、
既
存
の
港

湾
施
設
、
漁
港
の
復
旧
は
も
ち
ろ
ん
、
L
1
の
津
波
に

対
応
す
る
従
来
よ
り
も
大
規
模
な
防
潮
堤
が
整
備
さ
れ

た
。
ま
た
、
住
宅
地
に
は
、
高
所
移
転
、
嵩
上
げ
と
区
画

整
理
、
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
が
図
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
災
害
復
興
の
た
め
に
、
最
初
の
五
年
間
を
集
中

復
興
期
間
と
位
置
づ
け
、
25
・
5
兆
円
、
さ
ら
に
後
半
5

年
間
を
復
興
・
創
生
期
間
と
し
て
6
・
5
兆
円
、
10
年
間

に
約
32
兆
円
規
模
の
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
巨
額
の
復
興
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
被
災
地
は
仙
台
市
と
そ
の
周
辺
市
町
村

を
除
い
て
、
す
べ
て
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。
特
に
人

図　復興研究の全体像
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口
減
少
が
激
し
い
岩
手
県
大
槌
町
で
は
、
2
0
1
0
年

か
ら
2
0
1
9
年
に
27
・
7
％
減
少
し
て
い
る
。
宮
城

県
女
川
町
で
は
、
36
・
2
％
減
少
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

巨
額
な
費
用
を
投
下
し
て
嵩
上
げ
工
事
を
し
た
後
、
区
画

整
理
を
し
た
土
地
は
、
岩
手
県
全
体
で
39
・
1
％
、
宮
城

県
で
25
・
5
％
が
用
途
未
定
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
（
共

同
通
信
調
査
、
東
奥
日
報
2
0
2
1
年
3
月
2
日
）。
ま

た
、災
害
公
営
住
宅
も
現
在
で
も
7
％
弱
空
室
が
あ
る
が
、

高
齢
者
を
中
心
に
入
居
し
て
い
る
た
め
、
10
年
後
に
は
、

空
室
率
は
18
％
に
上
昇
し
、
そ
の
結
果
、
半
数
以
上
の
市

町
村
で
は
維
持
管
理
の
負
担
が
市
町
村
に
重
く
の
し
か
か

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（
朝
日
新
聞
調
査
、
朝
日
新

聞
2
0
2
1
年
3
月
4
日
）。

　

な
ぜ
こ
う
し
た
事
態
が
生
じ
た
の
か
。

　

第
一
の
原
因
は
、
被
災
地
の
地
域
社
会
の
特
質
を
考
慮

せ
ず
に
復
興
計
画
が
立
案
さ
れ
、
事
業
が
進
め
ら
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
人
口
や
地
域
経
済
が
右
肩
上
が
り
に
上
昇
す

る
地
域
で
は
、被
災
前
の
社
会
的
基
盤
整
備
を
進
め
れ
ば
、

あ
と
は
、
民
間
活
力
で
人
口
も
経
済
も
発
展
す
る
。
し
か

し
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
そ
う
し
た
基
盤
整

備
を
行
っ
て
も
、
発
展
に
つ
な
が
ら
な
い
ば
か
り
か
、
む

し
ろ
、過
剰
投
資
や
「
遊
休
資
産
」
に
よ
る
負
担
増
に
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
う
し
た
基
盤
整
備
に
莫

大
な
費
用
を
支
出
す
る
こ
と
よ
り
も
、
別
の
災
害
復
興
の

方
途
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

第
二
の
原
因
と
し
て
指
摘
す
べ
き
は
、
従
来
ど
お
り
の

復
興
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
従
っ
て
復
興
事
業
を
展
開
し
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
問
題
点
を
端
的
に
指
摘
す
れ
ば
、
被
災
者

や
被
災
地
の
実
情
か
ら
復
興
支
援
事
業
を
す
る
（「
デ
ィ

マ
ン
ド
サ
イ
ド
か
ら
」）
こ
と
を
せ
ず
、
従
来
の
よ
う
に
、

中
央
政
府
か
ら
の
「
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
」
の
復
興
支
援
事

業
を
展
開
し
た
。
さ
ら
に
、
復
興
事
業
費
の
大
半
は
、
防

潮
堤
、
集
団
移
転
地
の
造
成
や
嵩
上
げ
工
事
な
ど
の
ハ
ー

ド
な
公
共
事
業
に
投
下
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
被
災
者
の

生
活
や
被
災
地
の
復
興
に
は
直
結
し
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。4

、
今
後
の
災
害
研
究
に
向
け
て

　

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
東
日
本
大
震
災
で
の
経
験
が
十
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分
総
括
さ
れ
、
次
の
災
害
の
、
こ
の
負
の
経
験
を
活
か
す

よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
私
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
防

災
パ
ラ
ダ
イ
ム
も
復
興
パ
ラ
ダ
イ
ム
も
、
そ
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
て
、
ど
の
点
を
修
正
す
れ
ば
い

い
の
か
の
議
論
は
、
行
政
部
内
か
ら
も
、
研
究
者
の
側
か

ら
も
、
提
起
さ
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
災
害
を
乗
り
越
え
て
社
会
が
存
続
、
発
展
し

て
ゆ
く
た
め
に
は
、
過
去
の
「
あ
り
が
た
く
な
い
」
被
災

経
験
の
な
か
か
ら
、
将
来
に
向
け
て
の
、
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
研
究
者
と
大

学
（
と
く
に
、
被
災
地
に
あ
る
大
学
）
の
役
割
は
大
き
い

と
信
ず
る
。

東
日
本
大
震
災
関
連

著
書田

中
重
好
・
舩
橋
晴
俊
・
正
村
俊
之
編
著
、
2
0
1
3
『
東
日

本 

大
震
災
と
社
会
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

田
中
重
好
、
2
0
1
3
「
東
日
本
大
震
災
：
社
会
学
か
ら
何
を

問
う
か
」
弘
前
大
学
震
災
研
究
交
流
会
『
東
日
本
大
震
災　

弘
前
大
学
か
ら
の
展
望
』
弘
前
大
学
出
版
会

田
中
重
好
、2
0
1
7
「
災
害
対
策
と
公
共
性
」
金
子
勇
編
『
計

画
化
と
公
共
性
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

田
中
重
好
・
黒
田
由
彦
・
横
田
尚
俊
・
大
屋
根
淳
編
著
、

2
0
1
9
a
『
防
災
と
支
援
』
有
斐
閣

論
文田

中
重
好
、
2
0
1
3
「
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
防
災
パ

ラ
ダ
イ
ム
転
換
」
日
本
社
会
学
会
『
社
会
学
評
論
』
64
│

3
、
有
斐
閣

田
中
重
好
、
2
0
1
3
「
解
説
：「
生
と
死
の
境
」
か
ら
」

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
『
巨
大
津
波
』
岩
波
書
店

田
中
重
好
、
2
0
1
6
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
復
興
：
ス
マ
ト
ラ

地
震
と
東
日
本
大
震
災
の
比
較
か
ら
考
え
る
」
社
会
病
理
学

会
『
現
代
の
社
会
病
理
』
№
31

田
中
重
好
、
2
0
1
6
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
か
ら
見
る
津
波
避
難
行
動
」『
名
古
屋
大
学
社
会
学

論
集
』
36
号

田
中
重
好
・
黒
田
由
彦
・
高
橋
誠
・
室
井
研
二
、
2
0
1
8
「
災

害
・
防
災
」『
東
海
社
会
学
会　

年
報
』
10
号

田
中
重
好
、
2
0
1
9
「
災
害
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
全
国
市
長

会
『
第
81
回
全
国
都
市
問
題
会
議　

防
災
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』

田
中
重
好
、
2
0
2
0
「
災
害
社
会
学
の
体
系
化
に
向
け
て
の

デ
ザ
イ
ン
」『
西
日
本
社
会
学
会
年
報
』
№
18

田
中
重
好
、
2
0
2
0
「
災
害
時
、
子
ど
も
の
い
の
ち
を
ど
う
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守
る
か
」
田
中
重
好
編
『
災
害
か
ら
子
ど
も
の
命
を
守
る
』

尚
絅
学
院
大
学
出
版
会

田
中
重
好
、
2
0
2
0
「
東
日
本
大
災
害
か
ら
、
何
を
学
ぶ
か
、

学
べ
た
か
」『
書
斎
の
窓
』
有
斐
閣

T
an

an
k

a S
h

igeyosh
i 

（In
vited talk

） D
isaster an

d 

Society
:

C
hallenge for the social theory of disaster, in 

International C
onference for the D

ecade M
em

ory of 

the W
enchuan E

arthquake w
ith T

he 4th International 

C
onference on C

ontinental E
arthquake 

（T
he 4th 

IC
C

E

） and the 12th G
eneral A

ssem
bly of the A

sian 

S
eism

ological C
om

m
ission

 

（A
S

C

）, at C
h

en
gdu

, 

Sichuan, C
hina, M

ay 14, 2018

Shigeyoshi Tanaka, 2020, H
ow

 to conduct research on 

recovery from
 a sociological perspective?

、
尚
絅
学
院
大

学
大
学
院
『
人
間
学
論
究
』
第
2
号

S
h

ig
e

y
o

sh
i T

an
ak

a, 2
0

2
1

, D
e

sig
n

 to
w

ard
 th

e 

System
atization of D

isaster Sociology

、
尚
絅
学
院
大
学

大
学
院
『
人
間
学
論
究
』
第
3
号

日
本
海
中
部
地
震
・
台
風
9
1
1
9
号
関
連

弘
前
大
学
日
本
海
中
部
地
震
研
究
会
、
1
9
8
4
『「
1
9
8
3

年
日
本
海
中
部
地
震
」
総
合
調
査
報
告
書
』

田
中
二
郎
・
田
中
重
好
・
林
春
男
1
9
8
6
『
災
害
と
人
間
行
動
』

東
海
大
学
出
版
会

田
中
二
郎
・
田
中
重
好
・
林
春
男
、1
9
8
5『
先
生
！　

地
震
だ
』

ど
う
ぶ
つ
社

弘
前
台
風
災
害
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
、
1
9
9
2
『
台

風
9
1
1
9
号
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
災
害
と
リ
ン
ゴ
被

害
』

田
中
重
好
編
、
1
9
9
2
『
リ
ン
ゴ
の
涙
』
弘
前
大
学
社
会
学

研
究
室

ス
マ
ト
ラ
地
震
関
連

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
、
2
0
0
5
〜
2
0
1
1

『
2
0
0
4
年
北
部
ス
マ
ト
ラ
地
震
調
査
報
告
』
Ⅰ
〜
Ⅴ
、

別
冊

木
股
文
彦
・
田
中
重
好
・
木
村
玲
欧
編
、
2
0
0
6
『
超
巨
大

地
震
が
や
っ
て
き
た
』
時
事
通
信
社

田
中
重
好
、
2
0
1
0
「
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
の
緊
急
対
応
、

復
興
過
程
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
」
林
勲
男
編
著
『
自
然

災
害
と
復
興
支
援
』
明
石
書
店

田
中
重
好
・
高
橋
誠
・
イ
リ
フ
ァ
ン
・
ジ
ッ
ク
リ
、
2
0
1
2
『
大

津
波
を
生
き
抜
く
』
明
石
書
店

高
橋
誠
・
田
中
重
好
・
木
股
文
昭
編
著
、
2
0
1
4
『
ス
マ
ト
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ラ
地
震
に
よ
る
津
波
災
害
と
復
興
』
古
今
書
院

Tanaka Shigeyoshi, Takahashi M
akoto, Irfan Zikri, 2011, 

O
RAN

G
 O

RAN
G

 YAN
G

 BERTAH
AN

 D
ARI TSU

N
AM

I, 
JIC

A
-JST, N

agoya U
niversity

S
higeyoshi T

anaka, 2012, C
om

m
unity A

pproach and 

C
om

m
unity P

reparedness to D
isaster, D

jati  M
ardiatno 

and M
akoto Takahashi ed.2012, C

om
m

unuty Approach to 
D

isaster, G
adjah M

ada U
niv. P

ress
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は
じ
め
に

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
よ
っ
て
生
じ
た
大
津
波
は
、
太
平
洋
に
面
す
る
東
日
本

各
地
の
沿
岸
部
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
尚
絅
学

院
大
学
が
所
在
す
る
宮
城
県
名
取
市
に
お
い
て
も
、
沿
岸

部
の
閖
上
地
区
・
下
増
田
地
区
で
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
。

　

筆
者
は
、
2
0
1
1
年
度
、
名
取
市
の
地
域
活
性
を

主
た
る
目
的
と
す
る
社
会
調
査
実
習
の
担
当
と
し
て
尚
絅

学
院
大
学
に
赴
任
し
た
こ
と
も
あ
り
、
名
取
市
の
被
災
状

況
と
復
興
過
程
に
関
す
る
地
域
調
査
を
、
社
会
調
査
実
習

を
受
講
す
る
学
生
と
と
も
に
、
2
0
1
1
年
6
月
以
降

実
施
し
て
き
た
。
そ
の
初
期
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
文

献
一
覧
②
・
⑥
に
ま
と
め
て
い
る
。
以
降
、
科
研
費
「
東

日
本
大
震
災
と
日
本
社
会
の
再
建
│
│
地
震
、
津
波
、
原

発
震
災
の
被
害
と
そ
の
克
服
の
道
」（
基
盤
研
究
（
A
）、

課
題
番
号
6
0
2
6
1
5
5
9
、
加
藤
眞
義
研
究
代
表

者
・
研
究
分
担
者
、
2
0
1
2
│
2
0
1
5
年
度
）、「
震

災
復
興
に
お
け
る
新
し
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
合
意
形

成
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
関
す
る
研
究
」（
基
盤
研

究
（
B
）、
課
題
番
号
2
5
2
8
5
1
5
5
、
吉
野
英
岐

研
究
代
表
者
・
研
究
分
担
者
、
2
0
1
3
│
2
0
1
6

年
度
）、「
復
興
の
新
た
な
段
階
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
活
用
と
保
全
に
関
す
る
比
較
研
究
」（
基

盤
研
究
（
B
）、
課
題
番
号
1
7
H
0
2
5
9
4
、
吉

野
英
岐
研
究
代
表
者
・
研
究
分
担
者
、
2
0
1
7
│

2
0
2
0
年
度
）
の
分
担
者
と
し
て
も
東
日
本
大
震
災

名
取
市
を
中
心
と
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

被
災
と
復
興
過
程
に
関
す
る
研
究

内
田　

龍
史
（
関
西
大
学
社
会
学
部　

教
授
）
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か
ら
の
復
興
過
程
に
つ
い
て
の
研
究
を
続
け
て
き
た
。
以

下
で
は
取
り
組
ん
で
き
た
項
目
ご
と
に
、
そ
の
概
要
を
示

す
。

　

な
お
、
成
果
物
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
社
会
調
査
実

習
報
告
書
に
関
し
て
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
、
他
の
刊
行

物
は
丸
囲
み
番
号
を
割
り
当
て
、
こ
れ
ら
の
記
号
を
用
い

て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
適
宜
、
末
尾
の
全
体
の
研
究

成
果
一
覧
（
文
献
一
覧
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

名
取
市
の
被
災
実
態

　

ま
ず
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
名
取
市
全
体
の
被
災
実
態

を
調
べ
る
こ
と
で
あ
り
、
2
0
1
1
年
度
の
調
査
の
概

要
は
①
、
成
果
は
A
に
ま
と
め
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
も
と
に
、
エ
リ
ア
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
る
名
取
市
民

を
対
象
と
し
た
質
問
紙
調
査
か
ら
③
を
執
筆
し
た
。
そ
の

要
旨
を
以
下
に
引
用
す
る
。

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
よ
っ
て
生
じ
た
大
津
波
は
、
太
平
洋
に
面
す
る
東
日

本
各
地
の
沿
岸
部
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
し

か
し
、
震
災
の
影
響
は
津
波
の
被
害
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
多
く
が
津
波
に
よ
る
直
接
的
な

被
害
を
受
け
て
い
な
い
名
取
市
地
域
住
民
を
対
象
と

し
、
東
日
本
大
震
災
が
住
民
に
も
た
ら
し
た
影
響
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
質
問
紙
調
査
を
2
0
1
1
年
12

月
に
実
施
し
た
。
結
果
、
震
災
時
の
住
ま
い
に
つ
い
て

は
3
分
の
2
が
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
て
い
た
こ
と
、

震
災
当
初
に
通
信
の
困
難
・
ガ
ソ
リ
ン
不
足
・
余
震
へ

の
不
安
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
、
震
災
後
に
収
入
が

減
少
し
た
世
帯
が
3
割
に
の
ぼ
る
な
ど
、
津
波
被
災
地

以
外
で
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
の
一
端
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
他
方
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
回
復
・
復
旧

を
実
感
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
6
割
以
上

が
回
復
・
復
旧
を
実
感
し
て
い
た
。
ま
た
、
自
由
記
述

に
は
復
興
の
遅
れ
や
被
災
認
定
に
関
す
る
行
政
へ
の
要

望
や
不
満
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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名
取
市
・
岩
沼
市
の
復
興
過
程

　

2
0
1
2
年
度
は
、
被
害
を
受
け
た
人
々
が
ど
の
よ

う
な
状
況
に
置
か
れ
、
そ
の
後
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
な

展
望
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
社
会
調
査
実
習
な
ら
び
に
尚
絅
学
院
大
学
総
合

人
間
科
学
研
究
所
の
研
究
と
兼
ね
て
、
名
取
市
・
岩
沼
市

の
仮
設
住
宅
住
民
に
対
す
る
質
問
紙
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
は
B
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
も

と
に
④
を
執
筆
し
た
。
そ
の
要
旨
を
以
下
に
引
用
す
る
。

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
っ
て
生
じ
た
大
津
波
は
、
太
平
洋
に
面
す
る
東

日
本
各
地
の
沿
岸
部
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

そ
の
た
め
、
津
波
に
よ
っ
て
家
を
失
っ
た
多
く
の
人
々

が
、
仮
設
住
宅
等
で
の
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
本
稿
は
、
宮
城
県
名
取
市
・
岩
沼
市
の
仮
設
住
宅

住
民
の
暮
ら
し
の
現
状
と
今
後
の
展
望
を
把
握
す
る
た

め
に
、
2
0
1
2
年
度
に
実
施
し
た
質
問
紙
調
査
結

果
の
検
討
を
行
う
。

　

結
果
、
第
一
に
、
住
宅
再
建
等
復
興
へ
の
展
望
が
見

え
る
こ
と
の
重
要
性
を
確
認
し
た
。
今
後
の
展
望
の
見

え
る
岩
沼
市
の
仮
設
住
民
の
方
が
、
見
え
な
い
名
取
市

の
仮
設
住
民
よ
り
も
、
国
や
自
治
体
の
復
興
へ
の
動
き

を
評
価
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
第
二
に
、
近
所
づ
き

あ
い
や
、
集
会
所
の
設
置
に
と
も
な
う
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
っ
て
、
新
た
な
人
間
関
係
の
構
築
が

な
さ
れ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
た
。
し
か
し
、
以
前

の
地
域
と
比
較
し
て
仮
設
住
宅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
評

価
は
低
く
な
っ
て
お
り
、
住
居
等
の
ハ
ー
ド
面
の
み
な

ら
ず
、
人
間
関
係
と
い
う
社
会
的
側
面
に
お
い
て
も
、

失
わ
れ
た
も
の
が
大
き
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

2
0
1
3
年
度
の
C
ま
で
は
ほ
ぼ
同
様
の
調
査
票
で

エ
リ
ア
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
る
名
取
市
民
の
被
害
実
態
と

復
興
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
2
0
1
4
年
度

以
降
は
ラ
ン
ダ
ム
サ
ン
プ
リ
ン
グ
よ
る
復
興
感
に
着
目
し

た
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
た
。
2
0
1
4
年
度
の
結
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果
は
E
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
も
と
に
⑦

を
執
筆
し
た
。
そ
の
要
旨
を
以
下
に
引
用
す
る
。

　

本
論
文
は
、
名
取
市
民
を
対
象
と
し
た
質
問
紙
調
査

を
も
と
に
、
名
取
市
民
に
対
す
る
震
災
が
与
え
た
影
響

と
と
も
に
、
震
災
後
3
年
半
が
経
過
し
た
段
階
で
市
民

が
感
じ
て
い
る
自
身
の
生
活
の
回
復
・
復
旧
感
な
ら
び

に
名
取
市
全
体
の
復
興
感
と
、
そ
の
規
定
要
因
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

結
果
、
震
災
が
も
た
ら
し
た
名
取
市
民
へ
の
影
響
と

し
て
、
住
環
境
・
人
的
・
経
済
的
被
害
が
大
き
か
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
自
身
の
生
活
の
回
復
・

復
旧
感
な
ら
び
に
名
取
市
全
体
の
復
興
感
と
そ
の
規
定

要
因
の
分
析
か
ら
、
人
命
を
失
う
被
災
体
験
が
復
興
感

を
妨
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
被
災
体
験
が

被
災
者
の
生
活
の
回
復
感
・
復
興
感
に
爪
痕
を
残
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
改
め
て
人
命
を
失
わ
な
い

こ
と
を
前
提
と
し
た
防
災
・
減
災
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
自
身
の
生
活
の
回
復
・
復
旧

を
も
っ
て
名
取
市
全
体
の
復
興
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と

認
識
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
復
興

を
市
民
が
い
か
に
他
人
事
と
し
な
い
か
が
課
題
と
な
る

だ
ろ
う
。

　

2
0
1
5
年
度
、
2
0
1
7
年
度
に
お
い
て
も
、
引

き
続
き
同
様
の
復
興
感
に
着
目
し
た
市
民
意
識
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
は
G
・
H
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
も
と
に
、「
東
日
本
大
震
災
後
の
宮
城
県
名
取

市
民
の
復
旧
・
復
興
感
の
変
化

│
宮
城
県
名
取
市
民
に

対
す
る
質
問
紙
調
査
か
ら
」（
第
91
回
日
本
社
会
学
会
大

会
、
甲
南
大
学
、
2
0
1
8
年
9
月
）
と
題
す
る
学
会

報
告
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
知
見
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

名
取
市
民
の
自
身
の
生
活
の
回
復
・
復
旧
感
は
緩

や
か
に
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
さ
ら
に
は
名
取
市
全
体

の
復
興
感
に
つ
い
て
は
、
復
興
が
進
ん
で
い
る
と
の

評
価
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
行
政
の
震
災
復
興
へ
の

取
り
組
み
に
対
す
る
評
価
や
、
行
政
に
対
す
る
信
頼
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も
高
ま
っ
て
い
た
。
と
く
に
住
環
境
復
興
が
遅
れ
て

い
た
2
0
1
4
年
の
段
階
で
は
、
名
取
市
の
復
興
の

取
り
組
み
に
対
す
る
評
価
は
国
と
同
程
度
だ
っ
た
が
、

2
0
1
7
年
段
階
に
お
い
て
は
国
よ
り
も
高
く
な
っ

て
お
り
、
住
環
境
復
興
な
ど
目
に
見
え
る
か
た
ち
で
の

復
興
の
進
捗
が
、
行
政
評
価
や
信
頼
度
の
向
上
に
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

他
方
で
、
素
早
い
復
興
を
重
視
す
る
の
か
、
時
間
は

か
か
っ
て
も
被
災
住
民
の
合
意
形
成
を
重
視
す
る
の
か

に
つ
い
て
は
、
大
規
模
な
震
災
と
そ
れ
か
ら
の
復
興
過

程
を
経
験
し
た
住
民
で
あ
っ
て
も
意
見
が
二
分
す
る
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
収
斂
で
き
る
よ

う
な
課
題
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ

と
の
重
要
性
を
指
摘
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
2
0
1
7
年
に
は
下
増
田
地
区
の
防
災
集

団
移
転
後
に
形
成
さ
れ
た
新
し
い
ま
ち
で
の
生
活
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
世
帯
主
を
対
象
と
す
る
悉
皆
で
の

質
問
紙
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
は
⑯
に
ま
と
め
て

い
る
の
で
、
以
下
に
そ
の
知
見
を
引
用
す
る
。

　

M
地
区
で
は
立
地
条
件
の
良
さ
な
ど
も
あ
っ
て
、

生
活
環
境
に
関
す
る
評
価
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る

意
識
、
総
合
的
な
満
足
度
な
ど
は
お
お
む
ね
高
い
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
震
災
の
影
響
に
よ
っ
て
仕

事
を
や
め
た
人
が
目
立
ち
、
震
災
後
に
は
生
活
面
で
は

仕
事
の
量
が
減
り
、
家
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な
っ
て

い
る
こ
と
、
将
来
の
明
る
い
展
望
や
活
動
的
な
生
活
が

減
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。さ
ら
に
、

精
神
面
に
お
い
て
も
、
こ
の
一
ヶ
月
間
の
こ
と
に
つ
い

て
、「
寝
つ
け
な
か
っ
た
り
、
途
中
で
目
が
覚
め
た
り

す
る
こ
と
が
多
い
」「
い
つ
も
疲
れ
や
す
く
、
身
体
が

だ
る
い
」「
さ
さ
い
な
音
や
揺
れ
に
、
過
敏
に
反
応
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
、
震
災
の
影
響
と
も
考

え
ら
れ
る
症
状
を
持
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い
。

　

近
所
づ
き
あ
い
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
ま
ち
で
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
困
り
ご
と
が
生
じ
た
と
き
の
相
談

相
手
、
一
緒
に
い
て
ほ
っ
と
す
る
相
手
と
し
て
「
M
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地
区
の
住
民
」
を
あ
げ
る
割
合
は
二
割
前
後
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
特
に
、「
公
営
住
宅（
集
合
）」居
住
者
は
、

お
な
じ
「
公
営
住
宅
（
集
合
）」
居
住
者
と
も
「
交
流

は
な
い
」
と
す
る
割
合
が
四
七
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、

孤
立
し
て
い
る
住
民
の
割
合
が
突
出
し
て
高
い
。
都
市

的
生
活
様
式
を
前
提
と
す
る
集
合
住
宅
に
は
、
そ
も
そ

も
経
済
的
に
厳
し
い
層
が
居
住
し
て
い
る
と
い
う
前
提

を
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
住
民
間
の
交
流
を

促
進
す
る
機
能
を
そ
も
そ
も
持
っ
て
お
ら
ず
、
従
前
と

比
較
し
て
断
ち
切
る
傾
向
さ
え
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。

　

以
降
も
名
取
市
・
岩
沼
市
の
復
興
過
程
を
描
く
研
究
を

続
け
、
そ
の
成
果
を
⑧
⑩
⑬
⑮
⑱
な
ど
で
発
表
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
⑬
の
知
見
を
以
下
に
引
用
す
る
。

　

岩
沼
市
、
名
取
市
下
増
田
地
区
に
お
い
て
、「
住
民

合
意
」
形
成
と
す
ば
や
い
住
環
境
復
興
を
も
た
ら
し
た

要
因
に
つ
い
て
は
、
①
被
災
前
の
地
区
が
小
規
模
で
ま

と
ま
り
が
あ
っ
た
こ
と
、
②
被
災
規
模
が
小
さ
く
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
少
な
い
こ
と
、
③
被
害
後
の
仮
設

住
宅
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
維
持
で
き
た
こ
と
な
ど
3
つ

の
側
面
か
ら
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
中
略
）

　

本
事
例
か
ら
導
か
れ
る
教
訓
と
し
て
、
住
民
不
合
意

の
状
況
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
の
「
事
前
復
興
」
の
た

め
に
、
①
事
前
の
き
め
細
や
か
な
住
民
組
織
の
整
備
、

②
減
災
と
い
う
視
点
の
重
要
性
、
③
被
災
後
の
連
帯
を

可
能
と
す
る
避
難
生
活
へ
の
備
え
の
三
つ
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

　

①
事
前
の
き
め
細
や
か
な
住
民
組
織
な
ら
び
に
②
減

災
と
い
う
視
点
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
い
う
ま
で
も
な

い
だ
ろ
う
。
日
常
的
に
緊
密
な
関
係
に
あ
る
少
世
帯
・

少
人
数
単
位
の
自
治
組
織
の
あ
り
方
は
、
被
災
後
の
復

興
過
程
に
お
け
る
住
民
合
意
を
容
易
に
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
論
と
し
て
、
減
災
と
い
う
視

点
か
ら
被
災
規
模
を
可
能
な
限
り
小
さ
く
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
れ
ば
、
復
興
へ
の
合
意
形
成
へ
の
ハ
ー
ド
ル

は
低
く
な
る
。
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③
被
災
後
の
連
帯
を
可
能
と
す
る
避
難
生
活
の
備
え

は
、
岩
沼
市
の
仮
設
住
宅
が
１
カ
所
に
集
約
さ
れ
た
こ

と
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
教
訓
で
あ
る
。
孤
独
死
を
防
ぐ

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
の
仮
設
住
宅
入
居
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
強
調
さ
れ
た
教
訓
で
あ
り
、

こ
う
し
た
入
居
の
あ
り
よ
う
は
、
程
度
の
差
は
あ
れ
名

取
市
で
も
岩
沼
市
で
も
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
公
共
施
設
に
近
い
場
所
に
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
を

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
そ
う
し
た
立
地
条
件

の
も
と
、
行
政
・
支
援
者
・
仮
設
住
宅
住
民
間
の
連
携

を
可
能
と
す
る
場
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
岩
沼
市
の

復
興
過
程
に
お
い
て
、
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
仮
設
住
宅
の
整
備
・

集
団
移
転
な
ど
に
と
も
な
っ
て
、
土
地
の
確
保
の
難
し

さ
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
あ
る
意
味
で
岩
沼
市
は
幸
運

で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
以
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維

持
で
き
る
だ
け
の
災
害
時
に
お
け
る
公
共
の
土
地
を
確

保
は
、
改
め
て
重
要
な
視
点
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

名
取
市
に
お
け
る
最
新
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、
名
取

市
閖
上
地
区
の
住
宅
再
建
後
の
居
住
者
の
意
識
と
生
活
課

題
を
明
ら
か
に
し
た
⑰
が
あ
る
。
そ
の
要
旨
を
以
下
に
引

用
す
る
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
9
年
以
上
の
年
月
が
経
過
し
、

津
波
被
災
地
の
ハ
ー
ド
整
備
は
ほ
ぼ
終
わ
り
つ
つ
あ

る
。
本
論
文
の
目
的
は
名
取
市
閖
上
地
区
居
住
者
を
対

象
と
し
た
質
問
紙
調
査
の
結
果
か
ら
、
大
規
模
被
災
後

に
お
い
て
住
宅
入
居
が
始
ま
っ
た
地
域
の
居
住
者
の
意

識
な
ら
び
に
生
活
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。

　

調
査
の
結
果
、
居
住
者
は
一
定
の
人
間
関
係
を
形
成

し
つ
つ
も
単
身
高
齢
者
を
中
心
に
孤
立
傾
向
が
見
ら
れ

る
こ
と
、
新
た
に
他
地
区
か
ら
流
入
し
た
人
に
お
い
て

人
間
関
係
が
築
け
て
い
な
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
6
割
弱
の
被
災
者
が
生
活
の
回

復
（
主
観
的
復
興
感
）
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
が
、
災
害
公
営
住
宅
入
居
者
な
ら
び
に
孤
立
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傾
向
の
あ
る
人
々
に
お
い
て
主
観
的
復
興
感
が
低
い
傾

向
が
確
認
さ
れ
た
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
大
規
模
災
害
な
ら
び
に
復
興
後

の
孤
独
死
な
ど
の
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
多
様
な
立

場
の
人
を
巻
き
込
む
さ
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。名

取
市
閖
上
地
区
の
復
興
支
援

　

2
0
1
2
年
度
以
降
の
社
会
調
査
実
習
で
は
、
明
治

大
学
木
村
乃
特
任
准
教
授
（
当
時
、
現
関
東
学
院
大
学
教

授
）
と
明
治
大
学
生
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

「
名
取
・
旅
お
こ
し
講
」
と
い
う
団
体
を
立
ち
上
げ
、
ア

ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
を
実
施
し
た
。
木
村
教
授
の
造
語

で
あ
る
「
旅
お
こ
し
」
と
は
、「
当
地
の
地
域
文
化
の
魅

力
を
発
掘
、
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
地
へ
の
「
旅
」

を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
集
客
を
果
た
し
、
他
地
域
と
当
地

住
民
と
の
交
流
機
会
を
増
幅
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
活

動
を
も
っ
て
当
地
に
お
け
る
経
済
活
動
を
活
性
化
す
る
ま

ち
お
こ
し
の
こ
と
で
あ
る
。」
名
取
・
旅
お
こ
し
講
に
お

け
る
当
地
と
は
、
名
取
・
閖
上
の
こ
と
を
指
す
。
震
災
か

ら
の
復
興
は
、
住
宅
や
施
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
み
な
ら

ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
愛
着
や
関
心
の
維
持
、
喪
失
体

験
と
の
向
き
合
い
方
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
、
さ

ら
に
は
地
元
で
の
生
活
や
経
済
活
動
が
震
災
前
と
同
等
以

上
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
が
整
う
必
要
が
あ
る
。「
名

取
・
旅
お
こ
し
講
」
は
、
微
力
な
が
ら
名
取
・
閖
上
の
地

域
活
性
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
閖
上
の
魅
力
を
発
掘
・

収
集
す
る
た
め
の
調
査
に
加
え
、
旅
お
こ
し
活
動
の
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
・
運
営
を
学
生
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
B

・

C

・

E

・

G

・

H
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
物
と
し
て
D

・

F

の
『
新
閖
上
風
土
記
』
が
あ
る
。
本
書
は
、
1
9
7
7

年
に
発
刊
さ
れ
て
い
た
『
閖
上
風
土
記
』（
岡
崎
一
郎
編
、

小
野
晋
平
）
に
学
び
つ
つ
、
閖
上
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り

に
よ
っ
て
閖
上
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
た
文
化
を
収
集

し
、
冊
子
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
は
、
本
冊
子

の
な
か
か
ら
抜
粋
し
た
文
章
で
あ
る
。
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「
新
・
閖
上
風
土
記
」
と
は
？

　
「
名
取
・
旅
お
こ
し
講
」
の
活
動
は
2
0
1
2
年
度

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
私
た
ち
は
、
閖
上

の
魅
力
を
発
掘
す
る
た
め
、
機
会
あ
る
ご
と
に
地
元
住

民
の
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
、こ
の
「
新　

閖
上
風
土
記
」

で
す
。「
新
」
と
つ
く
の
は
、「
閖
上
風
土
記
」
が
す
で

に
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
「
新　

閖
上
風
土

記
」
は
、
学
生
の
視
点
か
ら
新
た
に
作
成
し
た
も
の
と

な
り
ま
す
。

　
「
新　

閖
上
風
土
記
」
で
は
、
閖
上
に
昔
か
ら
伝
わ

る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
震
災
以
降
に
作
ら
れ
た
も
の

や
、
地
域
の
お
祭
り
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
た

遊
び
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
閖
上
の
方
々
に
も
、

閖
上
以
外
に
住
ん
で
い
る
方
々
に
も
、
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
伝
承

　

社
会
調
査
実
習
を
通
じ
て
学
生
が
被
災
地
域
と
向
き
合

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
学
び
を
得
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
た
筆
者
は
、
震
災
か
ら
2
年
以
上
が
経
っ
た
当
時
に

お
い
て
、「
日
本
社
会
」
全
体
に
お
い
て
は
経
験
が
風
化

し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
学

び
の
成
果
や
学
生
自
身
の
被
災
体
験
を
未
体
験
者
に
伝

承
・
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
か
つ

て
の
勤
務
先
で
あ
っ
た
一
般
社
団
法
人
部
落
解
放
・
人
権

研
究
所
に
お
願
い
し
、
研
究
所
が
発
行
し
て
い
る
月
刊
雑

誌
『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
』
に
社
会
調
査
実
習
で
指
導
し

た
学
生
の
エ
ッ
セ
イ
を
「
東
日
本
大
震
災

│
被
災
地
域

で
の
学
び
か
ら
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
連
載
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
初
回
は
2
0
1
3
年
12
月
号
に
筆
者
が
そ
の

意
図
を
示
し
（
⑤
）、
以
降
2
0
1
8
年
1
月
号
で
筆
者

が
総
括
の
文
章
を
掲
載
す
る
ま
で
（
⑪
）
お
お
む
ね
4
年

間
、
全
44
回
（
う
ち
、
42
回
を
学
生
が
担
当
）
に
わ
た
っ

て
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
連
載
の
最
後
と

な
っ
た
⑪
に
記
し
た
文
章
を
引
用
す
る
。
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東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
方
を
中
心
と
す
る
各
地

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
関
係
者
の
死
を
伴
う

大
震
災
の
体
験
は
、
そ
の
体
験
が
苛
烈
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
願
い
と
と
も
に
教

訓
と
し
て
「
伝
承
」
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
未
体
験
者
に
と
っ
て
は
他
人
事

で
あ
る
が
た
め
に
、
そ
の
体
験
、
あ
る
い
は
出
来
事
そ

の
も
の
が
忘
れ
去
ら
れ
る
風
化
は
早
い
。

　

ま
た
、
戦
争
体
験
や
原
爆
体
験
、
水
俣
病
な
ど
の
公

害
体
験
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
よ
う
に
、
実
際
の
体

験
者
が
亡
く
な
っ
て
い
く
現
状
に
お
い
て
、
次
世
代
の

未
経
験
者
に
そ
の
体
験
を
「
伝
承
」「
継
承
」
す
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
課
題
は
、
部
落
差
別

問
題
に
お
い
て
も
同
様
に
直
面
す
る
も
の
で
あ
り
、
被

差
別
体
験
や
そ
れ
に
と
も
な
う
社
会
問
題
な
ど
、
負
の

体
験
か
ら
何
を
学
び
、
ど
の
よ
う
に
「
継
承
」
し
て
い

く
か
は
、
災
害
と
同
様
に
共
通
す
る
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

負
の
体
験
を
「
伝
承
」
し
て
い
く
た
め
に
は
、
語
り

に
く
い
こ
と
を
語
れ
る
社
会
、
辛
い
体
験
を
皆
で
受
け

止
め
、
反
省
し
、
そ
こ
で
の
学
び
を
踏
ま
え
て
望
ま
し

い
社
会
を
創
り
あ
げ
て
い
こ
う
と
す
る
「
継
承
」
の
営

み
が
不
可
欠
で
あ
る
。
負
の
体
験
を
「
継
承
」
す
る
こ

と
を
放
棄
し
、
歴
史
を
忘
却
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま

い
つ
つ
あ
る
、
我
々
の
社
会
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

災
害
公
営
住
宅
の
比
較
研
究

　

科
研
費
「
復
興
の
新
た
な
段
階
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
活
用
と
保
全
に
関
す
る
比
較
研
究
」

（
基
盤
研
究
（
B
）、
課
題
番
号
1
7
H
0
2
5
9
4
、

吉
野
英
岐
研
究
代
表
者
・
研
究
分
担
者
、
2
0
1
7
│

2
0
2
0
年
度
）
で
は
、
特
に
震
災
復
興
過
程
に
お
い

て
整
備
さ
れ
た
災
害
公
営
住
宅
に
着
目
し
、
岩
手
県
・
宮

城
県
・
福
島
県
に
お
け
る
そ
の
整
備
の
過
程
と
、
大
規
模

災
害
公
営
住
宅
居
住
者
に
対
す
る
質
問
紙
調
査
を
実
施

し
、住
民
の
生
活
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

そ
の
う
ち
筆
者
は
主
に
宮
城
県
内
の
災
害
公
営
住
宅
（
仙
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台
市
・
石
巻
市
・
気
仙
沼
市
）
の
分
析
を
担
当
し
た
。
そ

の
成
果
は
⑲
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
以
下
に
そ
の
知

見
を
引
用
す
る
。

　

災
害
公
営
住
宅
住
民
の
年
齢
は
高
く
、
単
身
世
帯
割

合
も
高
い
。
さ
ら
に
、
4
分
の
1
の
住
民
が
、
自
身
・

家
族
に
通
院
・
介
護
・
介
助
・
支
援
の
必
要
が
あ
る
と

回
答
し
て
い
た
。
災
害
公
営
住
宅
は
自
ら
住
宅
を
確
保

す
る
こ
と
が
困
難
な
人
々
に
対
し
て
供
給
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
当
初
か
ら
予
測
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
は
あ
る

が
、
特
に
単
身
高
齢
世
帯
、
さ
ら
に
は
支
援
の
必
要
が

あ
る
住
民
の
暮
ら
し
を
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
く
の
か

は
大
き
な
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

　

住
民
間
の
社
会
関
係
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
支
援
も

あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
自
治
会
が
形
成
さ
れ
て

お
り
、
自
治
会
加
入
率
が
7
割
を
越
え
、「
た
ま
に
立

ち
話
を
す
る
程
度
」
以
上
の
関
係
が
3
分
の
2
の
住
民

に
み
ら
れ
る
な
ど
、
一
定
の
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
た

が
、
団
地
内
行
事
へ
の
参
加
率
は
高
い
と
は
言
え
ず
、

団
地
内
の
人
間
関
係
が
よ
く
な
い
と
す
る
割
合
が
3
割

弱
、
団
地
内
住
民
が
頼
り
に
な
ら
な
い
と
す
る
割
合
は

7
割
弱
と
、「
共
助
」
を
形
成
す
る
に
は
至
っ
て
い
な

い
と
い
う
課
題
も
見
ら
れ
る
。

　

困
り
ご
と
に
つ
い
て
は
、
交
通
の
便
や
住
宅
内
の
使

い
勝
手
が
悪
い
、
集
合
住
宅
に
馴
染
め
な
い
と
す
る
層

が
3
〜
4
割
程
度
見
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
総
合
的
な

団
地
生
活
満
足
度
は
7
割
以
上
が
満
足
し
て
い
る
と
評

価
、
復
興
感
も
7
割
以
上
が
回
復
し
て
い
る
と
回
答
し

て
お
り
、
一
定
の
復
興
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
逆
に
言
え
ば
、
災
後
9
年
が
経
過
し
て
い
て

も
3
割
が
生
活
が
回
復
し
て
い
な
い
と
回
答
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
大
き
な
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

そ
の
他

　

ほ
か
、
2
0
1
4
〜
2
0
1
5
年
度
、
2
0
1
6
〜

2
0
1
7
年
度
の
尚
絅
学
院
大
学
共
同
研
究
と
し
て
、
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東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
⑫
⑭
の
研
究
成

果
を
発
表
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

⑥
等
で
既
に
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
2
0
1
1
年
4
月

採
用
で
あ
っ
た
筆
者
は
、
同
年
3
月
10
日
に
当
時
居
住
し

て
い
た
大
阪
か
ら
宮
城
に
入
り
、
各
種
手
続
き
を
し
て
仙

台
空
港
経
由
で
大
阪
に
戻
っ
た
の
は
震
災
当
日
の
午
前
中

の
便
だ
っ
た
。
年
度
末
の
慌
た
だ
し
さ
も
あ
り
、
今
後
は

居
住
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
と
、
馴
染
み
の
な
い
土
地
を

観
光
す
る
こ
と
な
く
午
前
の
便
を
選
択
し
た
判
断
が
私
の

命
を
救
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
経
験
と
、
偶
然
で

あ
る
と
は
い
え
こ
の
時
に
尚
絅
学
院
大
学
に
遣
わ
さ
れ
、

名
取
市
の
た
め
の
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
に
何
ら
か
の
運

命
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

災
害
研
究
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
な
か
っ
た
筆
者
が
、

名
取
市
な
ら
び
に
宮
城
県
で
研
究
を
は
じ
め
て
か
ら
10
年

以
上
が
経
過
し
た
。
そ
の
う
ち
8
年
間
を
尚
絅
学
院
大
学

で
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。
大
学
の
関
係
者
の
方
々
を
は

じ
め
、
授
業
を
通
じ
て
出
会
っ
た
多
く
の
学
生
た
ち
、
地

元
住
民
の
方
々
の
多
大
な
る
ご
協
力
も
あ
り
、
慌
た
だ

し
く
も
充
実
し
た
日
々
だ
っ
た
が
、
家
庭
の
事
情
も
あ

り
、
2
0
1
8
年
度
を
も
っ
て
尚
絅
学
院
大
学
を
離
れ
、

2
0
1
9
年
度
か
ら
は
ふ
る
さ
と
の
大
阪
で
教
員
生
活

を
続
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
他
の
災
害
復
興
研
究
が
示
唆

す
る
よ
う
に
、
復
興
と
い
う
営
み
は
長
期
に
わ
た
る
も
の

で
あ
り
、
⑰
や
⑲
で
示
し
た
と
お
り
、
現
在
も
課
題
は
山

積
し
て
い
る
。
一
昨
年
度
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
頻

繁
に
行
き
来
す
る
こ
と
が
か
な
わ
な
い
状
況
で
は
あ
る

が
、
人
生
で
二
番
目
に
長
く
居
住
し
た
第
二
の
ふ
る
さ
と

と
し
て
、
今
後
も
宮
城
県
や
名
取
市
の
復
興
過
程
に
関
す

る
研
究
を
何
ら
か
の
形
で
続
け
て
い
き
た
い
。

　

今
回
は
災
後
10
年
に
あ
た
り
、
研
究
成
果
を
ま
と
め
る

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
場
を
借
り
て
大
学
関
係
者
の
方
々
、
各
種
研

究
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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全
体
の
研
究
成
果
一
覧
（
文
献
一
覧
）

A　

尚
絅
学
院
大
学
総
合
人
間
科
学
部
現
代
社
会
学
科
、

2
0
1
2
『
社
会
調
査
報
告
書　

第
4
号
│
名
取
市
の
震
災

復
興
と
地
域
活
性
』。

B　

尚
絅
学
院
大
学
総
合
人
間
科
学
部
現
代
社
会
学
科
、

2
0
1
3
『
社
会
調
査
報
告
書　

第
5
号
│
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
地
域
社
会
の
復
興
過
程
と
地
域
活
性
』。

C　

尚
絅
学
院
大
学
総
合
人
間
科
学
部
現
代
社
会
学
科
、

2
0
1
4
『
社
会
調
査
報
告
書　

第
6
号
│
名
取
・
旅
お
こ

し
講
の
取
り
組
み
と
名
取
市
の
復
興
・
地
域
活
性
』。

D　

名
取
・
旅
お
こ
し
講
、
2
0
1
5
『
新
閖
上
風
土
記
』。

E　

尚
絅
学
院
大
学
総
合
人
間
科
学
部
現
代
社
会
学
科
、

2
0
1
5
『
社
会
調
査
報
告
書　

第
7
号
│
名
取
市
の
復
興

過
程
と
地
域
活
性
（
名
取
・
旅
お
こ
し
講
の
取
り
組
み
）』。

F　

名
取
・
旅
お
こ
し
講
・
尚
絅
学
院
大
学
総
合
人
間
科
学
部

現
代
社
会
学
科
、
2
0
1
6
『
新
閖
上
風
土
記　

2
0
1
5

年
度
改
訂
版
』。

G　

尚
絅
学
院
大
学
総
合
人
間
科
学
部
現
代
社
会
学
科
、

2
0
1
6
『
社
会
調
査
報
告
書　

第
8
号
│
名
取
市
の
地
域

活
性（
名
取
・
旅
お
こ
し
講
の
取
り
組
み
）と
防
災
・
復
興
感
』。

H　

尚
絅
学
院
大
学
総
合
人
間
科
学
部
現
代
社
会
学
科
、

2
0
1
8
『
社
会
調
査
報
告
書　

第
9
号
│
名
取
市
の
地
域

活
性
と
復
興
感
』。

①
内
田
龍
史
ほ
か　

2
0
1
2
年
「
名
取
市
の
現
況
と
調
査
の

概
要
」尚
絅
学
院
大
学
総
合
人
間
科
学
部
現
代
社
会
学
科『
社

会
調
査
報
告
書　

第
4
号
「
名
取
市
の
震
災
復
興
と
地
域
活

性
」』
1
│
18
頁
。

②
内
田
龍
史　

2
0
1
2
年
「
社
会
調
査
実
習
と
名
取
市
へ
の

地
域
貢
献
」『
尚
絅
学
院
大
学
紀
要
』
63
号
（
1
）│（
3
）。

③
内
田
龍
史　

2
0
1
3
年
「
津
波
被
災
地
周
辺
地
域
の
住
民

の
経
験
│
宮
城
県
名
取
市
住
民
へ
の
質
問
紙
調
査
か
ら
」『
尚

絅
学
院
大
学
紀
要
』
65
号
43
│
58
頁
。

④
内
田
龍
史　

2
0
1
3
年
「
仮
設
住
宅
住
民
の
現
状
と
今
後

の
展
望
│
名
取
市
・
岩
沼
市
を
事
例
と
し
て
」『
尚
絅
学
院

大
学
紀
要
』
66
号
1
0
5
│
1
1
8
頁
。

⑤
内
田
龍
史　

2
0
1
3
年
「
連
載
に
あ
た
っ
て
│
被
災
地
域

と
向
き
合
う
社
会
調
査
」『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
』（
部
落
解

放
・
人
権
研
究
所
）
3
0
9
号
28
│
29
頁
。

⑥
内
田
龍
史　

2
0
1
4
年
「
被
災
地
域
と
向
き
あ
う
社
会
調

査
実
習
東
日
本
大
震
災
後
3
年
を
経
過
し
て
」『
尚
絅
学
院

大
学
紀
要
』
67
号
（
10
）│（
14
）。

⑦
内
田
龍
史
、
2
0
1
5
年
「
名
取
市
民
の
復
興
感
の
規
定
要

因
│
名
取
市
民
へ
の
質
問
紙
調
査
か
ら
」『
尚
絅
学
院
大
学

紀
要
』
70
号
35
│
50
頁
。

⑧R
yushi U

C
H

ID
A

, 2016, N
ew

 R
esearch in Post-D

isaster 

R
econstruction on B

uilding Stakeholder C
onsensus 

and C
om

m
unity R

evitalization̶
T

he E
volution of 
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R

econstruction P
lans in the C

ities of N
atori and 

Iw
anum

a in M
iyagi P

refecture

、
高
橋　

誠
・
室
井
研
二
・

田
中
重
好
編
著
『
巨
大
災
害
の
国
際
比
較
研
究
報
告
書
│

1
』
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
11
│
27
頁
。

⑨
内
田
龍
史　

2
0
1
6
年
「
特
集
解
題
災
害
研
究
と
都
市
社

会
学
」『
日
本
都
市
社
会
学
会
年
報
』
第
34
号
1
│
6
頁
。

⑩
内
田
龍
史　

2
0
1
7
年
「
宮
城
県
名
取
市
・
岩
沼
市
の

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
過
程
に
関
す
る
研
究
」「
宮

城
県
で
の
調
査
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
と
課
題
」『
科

学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
B
）
一
般　

課
題
番
号

2
5
2
8
5
1
5
5
「
震
災
復
興
に
お
け
る
新
し
い
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
合
意
形
成
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
関
す

る
研
究
」（
平
成
25
年
度
〜
平
成
28
年
度
）
報
告
書　

研
究

代
表
者　

吉
野
英
岐
』
岩
手
県
立
大
学
総
合
政
策
学
部
吉
野

英
岐
研
究
室
23
│
33
、
54
頁
。

⑪
内
田
龍
史　

2
0
1
8
年
「
被
災
体
験
の
「
伝
承
」
と
「
継

承
」」『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
』（
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
）

3
5
8
号
56
│
57
頁
。

⑫
内
田
龍
史　

2
0
1
9
年
「「
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
組

織
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
の
分
析
」
尚
絅
学
院
大
学
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

考
え
る
教
学
シ
ス
テ
ム
再
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
東
日
本

大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
大
学
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
る
大

学
教
育
〜
教
学
体
制
の
構
築
へ
向
け
て
〜
』
2
│
31
頁
。

⑬
内
田
龍
史　

2
0
1
9
年
「
宮
城
県
名
取
市
・
岩
沼
市
に
お

け
る
住
環
境
の
復
興
過
程
│
名
取
市
閖
上
地
区
・
下
増
田
地

区
・
岩
沼
市
沿
岸
部
を
事
例
と
し
て
」
吉
野
英
岐 

・
加
藤
眞

義
編
『
震
災
復
興
と
展
望
│
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
め
ざ

し
て
』
有
斐
閣
1
5
7
│
1
7
8
頁
。

⑭
箭
内　

任
・
今
井
誠
二
・
上
村　

静
・
田
島
裕
之
・
内
田

龍
史
・
菅
原
真
枝
・
濱
野
道
雄
・
新
田
貴
之
・
濱
崎
雅
孝　

2
0
2
0
年
「
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
大
学
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
る
大
学
教
育
│
教
学
体
制
の
構
築
に
向
け

て
」『
尚
絅
総
研
論
集
』
2
号
11
│
28
頁
。

⑮
内
田
龍
史　

2
0
2
0
年
「
宮
城
県
名
取
市
の
被
災
と
復

興
過
程
」『
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
の
地
域
的
最
適
解
に

関
す
る
総
合
的
研
究　

2
0
1
9
年
度　

研
究
成
果
報
告
』

（
2
0
1
9
〜
2
0
2
3
年
度　

科
学
研
究
費
基
盤
A
（
課

題
番
号
1
9
H
0
0
6
1
3
）
研
究
代
表
者
：
浦
野
正
樹
）

（
2
0
2
0
年
6
月
刊
）

⑯
内
田
龍
史　

2
0
2
0
年
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
防
災

集
団
移
転
後
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
│
宮
城
県
名
取
市

M
地
区
を
事
例
と
し
て
」
谷
富
夫
・
稲
月
正
・
高
畑
幸
編
『
社

会
再
構
築
の
挑
戦
│
地
域
・
多
様
性
・
未
来
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
37
│
55
頁
。

⑰
高
木
竜
輔
・
内
田
龍
史　

2
0
2
0
年
「
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
住
宅
再
建
後
の
居
住
者
の
意
識
と
生
活
課
題
│
名
取

市
閖
上
地
区
を
事
例
と
し
て
」『
尚
絅
学
院
大
学
紀
要
』
80
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号
1
│
16
頁
。

⑱R
yushi U

C
H

ID
A　

2020

「D
am

age and R
econstruction 

in the C
ity of N

atori, M
iyagi P

refecture

」『G
rant-in-A

id 

for Scientific R
esearch （A

） 19H
00613 “

C
om

prehensive 

R
esearch on L

ocal C
ontexts of D

isaster R
ecovery” 

A
nnual R

eport 2019

）』（D
ec 2020

）.

⑲
内
田
龍
史　

2
0
2
1
年
「
宮
城
県
に
お
け
る
災
害
公
営
住

宅
の
供
給
過
程
」「
災
害
公
営
住
宅
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
と
復
興
感
」（
高
木
竜
輔
・
内
田
龍
史
に
よ
る
共
著
）

「
災
害
公
営
住
宅
入
居
者
の
生
活
課
題
」（
内
田
龍
史
・
高
木

竜
輔
に
よ
る
共
著
）「
宮
城
県
に
お
け
る
大
規
模
災
害
公
営

住
宅
の
現
状
と
課
題
」
吉
野
英
岐
編
著
『
災
害
公
営
住
宅
の

社
会
学
』
東
信
堂
58
│
75
、
1
0
6
│
1
2
8
、
1
2
9
│

1
5
0
、
1
7
6
│
1
9
4
頁
。

※
本
稿
は
、J
S
P
S
科
研
費JP60261559, JP25285155, 

JP
17H

02594

の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
を
紹

介
し
て
い
る
。
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は
じ
め
に

　

私
は
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
の
時
、
福
島
県

い
わ
き
市
に
あ
る
い
わ
き
明
星
大
学
（
現
・
医
療
創
生
大

学
）
に
所
属
し
て
い
た
。
そ
こ
で
被
災
し
、
そ
の
後
、
原

発
避
難
者
・
原
発
被
災
地
に
関
す
る
研
究
を
行
う
よ
う
に

な
る
。

　

こ
こ
で
は
、
私
が
原
発
避
難
者
・
原
発
被
災
地
に
関
す

る
調
査
研
究
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
説
明
す
る
。

そ
の
上
で
、
そ
の
後
の
研
究
と
そ
の
背
景
、
そ
の
元
で
実

施
し
た
調
査
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

震
災
当
時
の
経
験

　

最
初
に
、
震
災
当
時
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
て
お
き

た
い
。
さ
き
ほ
ど
も
述
べ
た
と
お
り
私
は
東
日
本
大
震
災

の
時
、
い
わ
き
市
に
あ
る
い
わ
き
明
星
大
学
に
所
属
し
て

い
た
。
震
災
当
日
も
大
学
に
お
り
、
ち
ょ
う
ど
遅
い
昼
食

を
と
る
た
め
に
近
く
の
ス
ー
パ
ー
へ
と
出
か
け
て
い
た
。

そ
の
時
に
被
災
し
た
。店
内
の
商
品
は
軒
並
み
崩
れ
た
が
、

お
惣
菜
コ
ー
ナ
ー
に
い
た
た
め
に
商
品
が
崩
れ
て
落
ち
て

く
る
と
い
う
不
安
は
あ
ま
り
感
じ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

あ
ま
り
に
も
揺
れ
て
い
る
時
間
が
長
か
っ
た
こ
と
が
印
象

に
残
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
大
学
に
戻
る
と
す
べ
て
の
教
職
員
、
学
生
が

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
合
し
て
い
た
。
ま
さ
に
避
難
訓
練
通
り

の
対
応
だ
っ
た
。
教
職
員
で
校
舎
内
の
安
全
確
認
を
し
た

の
ち
、
個
々
の
学
生
へ
帰
宅
手
段
を
確
認
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
同
僚
の
一
人
が
、
ワ
ン
セ
グ
で
津
波
が
沿
岸
部
を

襲
っ
て
い
る
様
子
を
伝
え
て
く
れ
た
。
そ
の
た
め
、
沿
岸

原
発
避
難
者
・
原
発
被
災
地
に
関
す
る
調
査
研
究高

木　

竜
輔
（
人
文
社
会
学
群　

准
教
授
）
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部
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
学
生
に
対
し
て
は
、
少
し
様
子

を
見
て
帰
る
よ
う
に
指
示
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
そ

の
後
、
私
は
自
宅
に
帰
る
が
、
そ
れ
か
ら
カ
メ
ラ
を
持
ち
、

暗
く
な
る
ま
で
い
わ
き
駅
周
辺
の
被
災
状
況
を
写
真
で
撮

影
し
て
回
っ
て
い
た
。
そ
の
日
は
深
夜
2
時
ま
で
ず
っ
と

テ
レ
ビ
で
被
災
状
況
を
見
て
い
た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
の
自
宅
に
帰
っ
て
い
る
教
職
員
と
電
話
や

メ
ー
ル
で
い
わ
き
の
状
況
を
や
り
と
り
し
て
い
た
。

　

翌
日
9
時
に
大
学
に
行
き
、
そ
こ
で
教
職
員
と
改
め
て

細
か
く
被
災
状
況
を
確
認
し
て
い
た
。
私
の
研
究
室
の
様

子
は
そ
の
日
に
確
認
し
た
が
、
や
は
り
多
く
の
本
が
下
に

落
ち
て
い
た
。
と
は
い
え
、
落
下
し
た
本
で
ド
ア
が
開
か

な
い
と
い
っ
た
こ
と
は
無
く
、
そ
の
日
の
う
ち
に
本
を
か

た
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

片
付
け
が
終
わ
っ
た
午
後
に
は
、
大
学
事
務
局
が
慌
た

だ
し
く
な
っ
た
。
楢
葉
町
役
場
か
ら
の
要
請
で
、
楢
葉
町

民
を
大
学
体
育
館
で
受
け
入
れ
て
欲
し
い
、
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
1
時
間
後
く
ら
い
に
数
名
の
楢
葉
町

民
が
や
っ
て
き
た
。
し
か
し
大
学
体
育
館
に
は
暖
房
施
設

が
な
く
、
ま
た
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
数
で
は
な
か
っ
た
た

め
、
近
く
の
小
学
校
に
移
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
し
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
私
の
ゼ
ミ
生
か
ら
メ
ー
ル

が
あ
り
、
原
発
が
爆
発
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
避
難
し

た
い
が
、
ど
こ
に
避
難
し
た
ら
い
い
か
、
と
い
う
相
談
が

あ
っ
た
。
そ
の
ゼ
ミ
生
は
い
わ
き
市
の
実
家
か
ら
通
っ
て

い
た
が
、
い
わ
き
市
内
で
も
不
安
に
感
じ
て
避
難
す
る
動

き
が
出
て
い
た
こ
と
を
そ
の
と
き
感
じ
た
。
そ
の
ゼ
ミ
生

は
家
族
と
避
難
し
て
い
た
が
、
同
じ
く
近
く
の
小
学
校
に

案
内
し
た
。

　

大
学
か
ら
帰
る
途
中
で
、
多
方
面
か
ら
原
発
が
爆
発
し

た
こ
と
を
知
ら
せ
る
メ
ー
ル
が
来
た
。
な
か
に
は
す
ぐ
に

避
難
し
た
方
が
い
い
と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

そ
の
日
の
夜
は
一
日
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
た
。
避
難
す

る
な
ら
東
京
だ
が
、そ
こ
ま
で
ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
か
、

避
難
す
る
と
し
た
ら
車
し
か
な
い
が
、
ど
う
い
う
ル
ー
ト

を
通
っ
て
避
難
す
る
か
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
た
。
そ
の

う
ち
、
茨
城
県
内
に
住
む
知
り
合
い
の
研
究
者
と
メ
ー
ル

で
や
り
と
り
し
、
と
り
あ
え
ず
茨
城
ま
で
避
難
す
る
こ
と

に
し
た
。

　

翌
日
13
日
に
車
で
移
動
し
た
。
6
号
線
を
通
っ
て
避
難
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す
る
こ
と
に
し
た
が
、
津
波
の
被
害
が
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
通
行
止
め
に
遭

遇
し
た
り
、
引
き
返
す
こ
と
も
想
定
し
て
い
た
。
そ
の
時

点
で
ガ
ソ
リ
ン
も
半
分
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
も

不
安
だ
っ
た
。
し
か
し
走
り
出
す
と
、
い
わ
き
市
内
の
一

部
区
間
を
除
い
て
ほ
ぼ
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
た
。途
中
、

道
路
が
津
波
を
か
ぶ
っ
て
お
り
、
路
肩
に
車
が
ひ
っ
く
り

返
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
自
宅
を
9
時
に
出
発

し
、
13
時
に
は
水
戸
市
内
に
到
着
し
た
。
水
戸
で
知
り
合

い
の
研
究
者
と
会
い
、
そ
の
研
究
者
の
知
り
合
い
の
家
に

そ
の
日
は
泊
め
て
も
ら
っ
た
。

　

翌
日
は
い
わ
き
明
星
大
学
の
同
僚
の
自
宅
が
あ
る
東
京

へ
向
け
て
移
動
す
る
こ
と
に
し
た
。
立
て
続
け
に
原
発
が

爆
発
し
た
こ
と
で
、
茨
城
に
い
る
先
生
方
も
避
難
す
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
昼
前
に
出
発
し
、
途
中
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
で
10
リ
ッ
ト
ル
ほ
ど
給
油
し
（
そ
の
た
め
に
1
時

間
並
ん
だ
）、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
研
究
学
園
駅
ま

で
来
た
。
そ
の
駅
の
近
く
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
（
一

日
3
0
0
円
）
に
車
を
止
め
、
そ
こ
か
ら
東
京
方
面
の

電
車
に
乗
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
運
悪
く
、
ち
ょ
う
ど
計

画
停
電
の
た
め
に
20
時
ま
で
運
休
に
入
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
っ
た
。
仕
方
な
く
車
の
な
か
で
4
時
間
も
待
っ
た
。
再

開
し
た
電
車
に
乗
り
、
同
僚
の
先
生
が
住
む
東
京
の
自
宅

に
着
い
た
の
は
21
時
く
ら
い
だ
っ
た
。
そ
の
先
生
の
と
こ

ろ
に
は
2
日
ほ
ど
宿
泊
し
た
。

　

東
京
へ
避
難
し
て
い
る
な
か
で
も
原
発
事
故
が
収
束
す

る
兆
し
は
見
え
ず
、
実
家
の
島
根
県
へ
と
避
難
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
島
根
県
に
戻
る
と
、
そ
こ
に
は
震
災
や
原
発

事
故
と
は
全
く
関
係
な
い
生
活
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
6
日

ほ
ど
滞
在
し
、
あ
る
程
度
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と
か
ら
い

わ
き
に
戻
る
こ
と
に
し
た
。
東
京
駅
か
ら
は
い
わ
き
駅
行

き
の
高
速
バ
ス
で
移
動
し
た
。
い
わ
き
に
戻
る
と
、
ま
だ

ま
ち
な
か
を
自
動
車
が
走
っ
て
お
ら
ず
、
近
く
の
コ
ン
ビ

ニ
や
ス
ー
パ
ー
も
開
い
て
い
な
か
っ
た
。
近
く
の
競
輪
場

が
物
資
の
集
積
場
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
荷
下
ろ
し
や

整
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
一
週
間
ほ
ど
行
っ
た
。

　

大
学
機
能
は
東
京
都
日
野
市
に
あ
る
明
星
大
学
に
移
転

し
て
い
た
。
そ
こ
で
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
大
学
の
一
部
施
設
に
被
害
が
生

じ
て
い
た
こ
と
、
5
月
上
旬
に
再
開
す
る
こ
と
、
在
学
生
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の
安
否
確
認
を
行
う
こ
と
、
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。
ま
た

4
月
前
半
に
教
職
員
を
集
め
て
の
集
会
が
い
わ
き
の
大
学

で
実
施
さ
れ
た
。
大
学
の
5
月
再
開
方
針
が
早
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
声
も
上
が
っ
た
が
、
予
定
通
り
の
再
開
方

針
と
な
っ
た
。

　

4
月
に
入
っ
て
か
ら
大
学
の
教
職
員
と
と
も
に
市
内
各

地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
か
け
た
。
海
沿
い
の
宿
泊
施
設

の
片
付
け
、
社
協
に
設
置
さ
れ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
通
じ
て
の
活
動
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
な
か

で
、
楢
葉
町
役
場
が
大
学
施
設
の
一
部
を
使
用
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
湯
本
高
校
が
大
学
の
教
室
の

一
部
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
2
0
1
1
年
8
月

ま
で
）。
そ
の
後
も
2
0
1
2
年
か
ら
は
大
学
施
設
が
双

葉
高
校
・
双
葉
翔
陽
高
校
・
富
岡
高
校
の
サ
テ
ラ
イ
ト
校

舎
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
た
り
、
大
学
駐
車
場
に
隣
接
す
る

場
所
が
楢
葉
町
の
小
学
校
、
中
学
校
の
校
舎
と
し
て
造
成

さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
大
学
は
施
設
貸
出
と
い
う
点
で
活

躍
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、
い
わ
き
市
内
の
津
波
被
災
も
気
に

な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
上
に
原
発
事
故
に
よ
り
避
難
を

強
い
ら
れ
た
人
々
や
地
域
に
対
す
る
調
査
研
究
を
行
う
必

要
が
あ
る
、
と
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
目
の
前

に
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
大
き

か
っ
た
と
思
う
。
特
に
楢
葉
町
役
場
の
担
当
者
と
の
話
し

合
い
、
い
く
つ
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
た
り
す
る
な

か
で
、
楢
葉
町
を
対
象
と
し
た
調
査
研
究
を
始
め
た
。

い
わ
き
明
星
大
学
に
お
け
る
調
査
研
究

　

以
上
が
、
私
個
人
の
被
災
・
避
難
経
験
と
震
災
に
関
す

る
調
査
研
究
を
始
め
る
経
緯
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ

ま
で
私
が
関
わ
っ
て
き
た
調
査
研
究
に
つ
い
て
紹
介
し
て

み
た
い
。

　

原
発
避
難
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
、
正
直

言
う
と
ど
こ
か
ら
手
を
付
け
て
い
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
原
発
事
故
後
、
災
害
社
会
学
に
関
す

る
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
読
ん
で
き
た
が
、
そ
れ
で
も
何
か

ら
始
め
た
ら
い
い
の
か
皆
目
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
行
政
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

中
心
に
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
楢
葉
町
役
場
が
大
学
施
設
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で
再
開
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
忙
し
い
な
か
、
時
間

を
割
い
て
お
話
を
し
て
下
さ
っ
た
。
ま
た
楢
葉
町
役
場
か

ら
は
、
役
場
が
実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
借
り
し

て
二
次
分
析
を
実
施
す
る
な
ど
し
た
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た

こ
と
を
ま
と
め
た
の
が
高
木
（
2
0
1
2
）
菅
野
・
高
木

（
2
0
1
2
）
や
大
橋
・
高
木
（
2
0
1
2
）
な
ど
の
研

究
成
果
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
楢
葉
町
役
場
か
ら
本
格
的
に
協
力
を
得
て
各

種
調
査
を
実
施
し
た
。
2
0
1
2
年
1
月
に
は
、
高
校

生
世
代
へ
の
質
問
紙
調
査
、
そ
し
て
20
歳
か
ら
79
歳
ま
で

の
世
代
を
対
象
と
し
た
質
問
紙
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
。原
発
事
故
に
よ
っ
て
避
難
し
て
い
る
地
域
で
は
、

住
民
が
広
域
に
避
難
し
て
い
る
た
め
、
質
問
紙
調
査
は
難

し
い
。
避
難
者
名
簿
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
全
面
的
な
協

力
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
は
な
い
。

そ
の
点
で
、
そ
の
後
に
2
0
1
5
年
に
楢
葉
町
の
16
歳

か
ら
49
歳
ま
で
の
世
代
を
対
象
と
し
た
調
査
を
含
め
、
楢

葉
町
役
場
に
は
か
な
り
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
調

査
結
果
は
、
高
木
・
大
橋
（
2
0
1
3
）、
高
木
・
石
丸

（
2
0
1
4
）、高
木
（
2
0
1
5
）
に
て
ま
と
め
て
い
る
。

　

他
方
、楢
葉
町
役
場
に
は
授
業
で
も
お
世
話
に
な
っ
た
。

社
会
調
査
実
習
と
い
う
授
業
の
一
環
と
し
て
、
2
0
1
3

年
に
は
楢
葉
町
役
場
の
行
政
職
員
へ
の
聞
き
取
り
調
査
、

2
0
1
4
年
に
は
楢
葉
町
の
町
民
に
対
す
る
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
は
聞
き
書
き
と
し
て
報
告
書

に
ま
と
め
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
大
学
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
を
き
っ
か
け
と

し
た
調
査
と
し
て
は
、
双
葉
高
校
・
双
葉
翔
陽
高
校
・
富

岡
高
校
の
サ
テ
ラ
イ
ト
校
に
通
学
す
る
高
校
生
を
対
象
と

し
た
質
問
紙
調
査
も
行
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
高
木
・

森
・
窪
田
（
2
0
1
4
）、
窪
田
・
森
・
高
木
（
2
0
1
4
）

に
ま
と
め
て
い
る
。

社
会
学
者
に
よ
る
共
同
調
査

　

他
方
で
学
外
の
研
究
者
と
の
研
究
会
・
調
査
研
究
へ
も

参
加
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
重
要
な
の
が
、
富
岡
町
を

対
象
と
し
た
調
査
研
究
で
あ
っ
た
。

　

震
災
直
後
、
首
都
大
学
東
京
の
山
下
祐
介
さ
ん
が
大
学

院
生
と
と
も
に
福
島
県
内
最
大
の
避
難
所
で
あ
る
ビ
ッ
グ
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パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
に
入
っ
て
聞
き
取
り
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
後
何
人
か
の
社
会
学
者
と
と
も
に
富
岡
町
か
ら

の
避
難
者
へ
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
て
い
た
。
聞
き
取

り
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
富
岡
町
か
ら
避
難
し
て
い
た

市
村
高
志
さ
ん
な
ど
避
難
さ
れ
た
方
々
と
共
に
勉
強
会
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
他
方
で
10
名
程
度
の
社
会
学
者

で
研
究
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
市
村
さ
ん
な
ど
避
難
さ
れ
て
い
る
富
岡
町

民
に
よ
っ
て
「
と
み
お
か
子
ど
も
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
現
在
は
N
P
O
法
人
）
と
い
う
当
事
者
団
体
が
発
足
し

た
。
こ
の
団
体
は
、
設
立
趣
意
書
に
あ
る
「「
新
た
な
富

岡
町
の
か
た
ち
」
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え〝

次
世

代
〞
に
つ
な
い
で
い
き
ま
す
」
と
い
う
文
言
を
具
体
的
に

ど
う
実
践
し
て
い
く
か
を
研
究
者
と
模
索
す
る
な
か
で
、

今
は
ば
ら
ば
ら
に
避
難
し
て
い
る
町
民
同
士
に
よ
る
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
開
催
に
よ
っ
て
町
民
同
士
が
率
直
に
話
し
合

え
る
場
所
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
で
の
声
を
政
府

や
役
場
に
伝
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
2
0
1
2
年
7
月
か
ら
こ

れ
ま
で
20
回
実
施
さ
れ
て
い
る
。
福
島
県
内
に
と
ど
ま
ら

ず
、
関
東
圏
や
愛
知
、
大
阪
な
ど
多
く
の
地
域
で
開
催
さ

れ
て
き
た
。
参
加
者
に
は
同
じ
町
民
と
し
て
避
難
生
活
で

の
悩
み
や
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
う
。
そ
こ

で
の
研
究
者
の
役
割
は
基
本
的
に
支
援
に
徹
し
、
語
ら
れ

た
内
容
を
付
箋
紙
に
メ
モ
し
て
模
造
紙
に
貼
り
付
け
て
整

理
し
て
い
く
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
避
難
者
の
声
を
ま
と
め

た
の
が
山
本
・
高
木
・
佐
藤
・
山
下
（
2
0
1
5
）
で
あ
る
。

長
期
避
難
の
な
か
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

　

原
発
避
難
が
長
期
化
す
る
な
か
で
、
避
難
者
の
避
難
先

で
の
生
活
再
建
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
も
大
き
な
課
題
と

な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
福
島
県
内
に
建
設
さ
れ
た

災
害
公
営
住
宅
の
入
居
者
へ
の
質
問
紙
調
査
を
企
画
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
の
災
害
で
も
公
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
入
居

者
の
生
活
再
建
や
人
間
関
係
に
関
す
る
調
査
が
行
わ
れ
て

い
た
。
し
か
し
原
発
事
故
に
お
い
て
は
、
避
難
先
に
災
害

公
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。
震
災
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前
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
場
所
を
離
れ
、
仮
設
住
宅
な
ど

で
の
生
活
を
経
て
災
害
公
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
る
方
々

が
団
地
内
で
共
同
生
活
が
で
き
る
の
か
が
大
き
な
社
会

的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
福
島
県
で
は
県
内

の
N
P
O
に
事
業
委
託
し
て
団
地
内
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
流
を
促
し
て
い
る
。

　

福
島
県
内
の
原
発
避
難
者
向
け
の
災
害
公
営
住
宅
を
対

象
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
3
回
の
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。

2
0
1
7
年
1
月
に
県
内
の
初
期
段
階
に
建
設
さ
れ
た

団
地
に
お
け
る
調
査
、
2
0
1
7
年
11
月
に
実
施
し
た

南
相
馬
市
の
災
害
公
営
住
宅
入
居
者
に
対
す
る
調
査
、
そ

し
て
2
0
1
9
年
に
岩
手
県
立
大
学
の
吉
野
先
生
の
調

査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
く
三
県
比
較
調
査
、
の
三
つ
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
第
一
の
調
査
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た

い
。
調
査
は
災
害
公
営
住
宅
6
7
4
戸
の
世
帯
主
に
対

し
て
調
査
票
を
配
布
し
、
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。

　

団
地
内
の
入
居
者
と
の
つ
き
合
い
に
つ
い
て
「
交
流
は

な
い
」
か
ら
「
一
緒
に
外
出
す
る
程
度
」
ま
で
5
段
階
で

尋
ね
た
が
、
調
査
の
結
果
、
約
6
割
が
「
た
ま
に
立
ち
話

を
す
る
程
度
」
以
上
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
団
地
内
行
事
へ
の
参
加
も
6
割
強
の
方
が
「
積
極

的
に
参
加
」「
あ
る
程
度
参
加
」
と
回
答
し
て
い
た
。
入

居
か
ら
ほ
ぼ
1
年
程
度
し
か
経
過
し
て
お
ら
ず
、
も
と
も

と
は
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
避
難
し
て
き
た
人
た
ち
が
入
居

し
て
い
る
団
地
に
お
い
て
、
団
地
内
の
人
間
関
係
は
あ
る

程
度
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

他
方
で
、
団
地
生
活
に
お
け
る
困
り
ご
と
を
尋
ね
た
結

果
、
4
割
の
人
が
団
地
内
に
相
談
相
手
が
い
な
い
と
答
え

て
い
た
。
災
害
公
営
住
宅
に
お
い
て
は
、
人
間
関
係
は
形

成
さ
れ
て
い
て
も
、
共
助
の
関
係
、
す
な
わ
ち
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
ま
だ
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
は
長
期
の
時
間
が
か
か
る
し
、

加
え
て
入
居
者
の
年
齢
の
問
題
も
あ
る
。
調
査
で
は
、
災

害
公
営
住
宅
入
居
者
の
平
均
年
齢
が
67
歳
、
約
半
数
が
70

代
以
上
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
災
害
公
営
住
宅
が
抱

え
る
課
題
を
入
居
者
か
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
け
で
処

理
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。

　

震
災
復
興
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
多
大
な
期
待
が



215─ ─

第 1章　東日本大震災の研究への取組み

掛
け
ら
れ
て
い
る
が
、
と
は
い
え
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
一
朝

一
夕
で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
長
期
に
わ
た
る
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
、高
木（
2
0
1
8
）、

高
木
（
2
0
2
0
a
）
高
木
（
2
0
2
1
b
）、
高
木

（
2
0
2
1
c
）、
高
木
（
2
0
2
1
d
）、
高
木
・
内
田

（
2
0
2
1
）、
内
田
・
高
木
（
2
0
2
1
）
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

原
発
被
災
地
の
研
究

　

他
方
、
原
発
被
災
地
に
関
す
る
調
査
研
究
に
つ
い
て

も
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
2
0
1
2
年
か
ら
警
戒
区
域

に
指
定
さ
れ
て
い
た
地
域
の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
、

2
0
1
7
年
3
月
に
は
帰
還
困
難
区
域
を
除
い
て
ほ
ぼ

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
地
域

で
は
ま
だ
ま
だ
住
民
が
戻
っ
て
い
な
い
。
復
興
庁
な
ど
が

実
施
す
る
意
向
調
査
を
見
る
と
、
原
発
事
故
が
収
束
し
て

い
な
い
な
ど
の
理
由
も
あ
る
が
、
他
方
で
ま
だ
生
活
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
も
大
き
な
理
由
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

警
戒
区
域
な
ら
び
に
計
画
的
避
難
区
域
の
区
域
再
編
が

避
難
指
示
解
除
を
最
終
的
な
目
標
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
考
え
た
時
に
、
避
難
指
示
解
除
に
伴
う
地
域
再

生
が
将
来
的
に
地
域
社
会
学
に
お
け
る
大
き
な
課
題
に
な

り
得
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
原
発
被

災
地
に
関
す
る
研
究
を
開
始
し
た
。
こ
こ
で
は
商
工
事
業

者
に
対
す
る
調
査
研
究
を
紹
介
し
た
い
。

　

避
難
者
は
戻
る
た
め
の
条
件
と
し
て
生
活
イ
ン
フ
ラ
な

ど
の
整
備
を
求
め
て
い
る
が
、
他
方
で
商
工
事
業
者
か
ら

す
れ
ば
、
避
難
者
が
戻
ら
な
け
れ
ば
元
の
場
所
で
事
業
を

再
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
商
工
事
業
者
か
ら
見
た
と

き
に
、
ど
う
す
れ
ば
事
業
が
再
開
で
き
る
の
か
。
そ
し
て

再
開
し
た
事
業
者
が
ど
の
よ
う
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る

の
か
。
私
は
福
島
県
商
工
会
連
合
会
の
調
査
に
協
力
し
、

二
度
ほ
ど
調
査
の
企
画
、
分
析
を
お
手
伝
い
し
た
。

　

調
査
は
原
発
被
災
12
商
工
会
の
会
員
す
べ
て
を
対
象
に

質
問
紙
を
配
布
し
、
回
答
し
て
も
ら
っ
た
（
2
0
1
6

年
10
月
、
2
0
1
8
年
10
月
実
施
）。
こ
こ
で
は

2
0
1
6
年
に
実
施
し
た
第
一
次
調
査
の
結
果
を
紹
介
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し
た
い
。
調
査
の
結
果
、
震
災
か
ら
5
年
半
が
経
過
し
た

段
階
で
も
5
割
の
商
工
事
業
者
が
休
業
し
て
お
り
、
再
開

し
て
い
て
も
そ
の
う
ち
避
難
元
で
再
開
し
て
い
る
の
は
4

割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に

第
一
原
発
の
周
辺
4
町
の
休
業
率
が
5
〜
7
割
と
高
く
、

業
種
で
い
う
と
小
売
業
（
63
・
7
％
）、
飲
食
業
（
60
・

0
％
）、
卸
売
業
（
60
・
0
％
）
な
ど
に
お
い
て
休
業
率

が
高
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
業
種
は
地
元
住
民
向
け
に
商
売

を
行
う
も
の
で
あ
り
、
住
民
の
避
難
に
よ
る
商
圏
の
喪
失

が
再
開
で
き
な
い
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

再
開
し
た
事
業
者
で
あ
っ
て
も
、
商
売
環
境
が
と
て
も

苦
し
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
震
災
前
と
比
べ
て
利

益
が
上
が
っ
た
事
業
者
も
3
割
程
度
あ
る
が
、
他
方
で
4

割
弱
の
事
業
者
に
お
い
て
売
り
上
げ
が
5
割
以
上
減
少
し

て
い
る
と
回
答
し
て
い
た
。
こ
こ
に
は
業
種
に
よ
る
格
差

が
存
在
し
て
い
る
。
復
興
事
業
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
事

業
と
そ
う
で
な
い
事
業
と
の
格
差
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

復
興
事
業
の
恩
恵
を
比
較
的
受
け
ら
れ
て
い
る
業
種
で

あ
っ
て
も
、
将
来
的
な
経
済
的
展
望
に
つ
い
て
は
暗
い
と

回
答
し
て
い
る
方
が
多
い
。

　

避
難
区
域
の
復
興
に
つ
い
て
避
難
者
か
ら
考
え
た
場

合
、
避
難
先
で
再
開
し
た
商
工
事
業
者
が
避
難
元
に
帰
っ

て
く
る
か
ど
う
か
が
大
き
な
論
点
に
な
る
。
避
難
先
で
再

開
し
て
い
る
事
業
者
の
う
ち
、
避
難
元
で
事
業
再
開
を
計

画
し
て
い
る
の
は
4
割
弱
に
と
ど
ま
っ
た
。
他
方
で
2
割

強
が
当
面
は
避
難
先
で
事
業
継
続
す
る
と
回
答
し
、
3
割

強
が
避
難
元
で
の
事
業
再
開
を
諦
め
、
避
難
先
で
継
続
す

る
と
回
答
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
避
難
先
で
再
開
し
た

事
業
者
の
半
数
以
上
が
、当
面
は
避
難
元
で
再
開
し
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
業
種
別
に
み
る
と
、
製
造
業
や
小
売
業
な
ど
に

お
い
て
戻
ら
な
い
と
回
答
し
て
い
る
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
る
。
対
人
サ
ー
ビ
ス
や
飲
食
業
な
ど
で
も
5
割
が
戻
ら

な
い
と
回
答
し
て
い
る
。
小
売
業
や
対
人
サ
ー
ビ
ス
な
ど

は
地
域
住
民
向
け
の
事
業
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
業
種
が

戻
ら
な
い
こ
と
は
原
発
被
災
者
が
戻
れ
な
い
理
由
と
な
っ

て
し
ま
う
。
避
難
先
で
再
開
し
売
り
上
げ
が
回
復
し
て
い

な
い
な
か
で
、
そ
れ
を
閉
じ
て
ま
で
さ
ら
に
売
り
上
げ
が

見
込
め
な
い
避
難
元
に
戻
る
と
い
う
判
断
に
至
ら
な
い
こ

と
が
、
こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
に
表
れ
て
い
る
。
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原
発
事
故
に
よ
る
避
難
区
域
内
の
復
興
に
つ
い
て
、
筆

者
は
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
に
な
ぞ
ら
え
て
説
明
し
た
こ
と
が

あ
る
（
高
木
2
0
1
5
d
）。
地
域
社
会
に
求
め
る
条
件

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
条
件
が
合
致
し
、
戻
れ
る
人
か

ら
戻
っ
て
い
く
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
あ
る
人
や
企
業
が

戻
る
こ
と
が
、
次
の
人
の
帰
還
の
条
件
に
な
る
。
そ
の
た

め
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
を
一
つ
ず
つ
組
み
合
わ

せ
て
い
く
よ
う
に
、
避
難
区
域
の
地
域
社
会
の
復
興
に
は

長
期
の
時
間
が
か
か
る
。
役
場
も
含
め
た
全
域
避
難
、
5

年
以
上
に
わ
た
る
長
期
避
難
の
場
合
に
は
さ
ら
に
忍
耐
強

く
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

商
業
事
業
者
に
対
す
る
調
査
研
究
は
、
高
木
・
除
本

（
2
0
1
8
a
）、
高
木
・
除
本
（
2
0
1
8
b
）、
高
木
・

除
本
（
2
0
1
7
）
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
避

難
指
示
区
域
の
役
場
の
行
政
職
員
に
対
す
る
調
査
も
実

施
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
高
木
（
2
0
1
8
b
）、
高
木

（
2
0
2
0
）
に
ま
と
め
て
い
る
。

原
発
避
難
者
受
け
入
れ
の
研
究

　

最
後
に
紹
介
す
る
の
が
、
原
発
避
難
者
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。
震
災
直
後
か
ら
避
難
者
の
生
活

再
建
な
ら
び
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
へ
の
関
心
か
ら
調
査

を
続
け
て
き
た
が
、
他
方
で
震
災
直
後
か
ら
原
発
避
難
者

に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
シ
ン
グ
が
発
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
特
に
い
わ
き
市
は
全
国
の
市
町
村
で
も
最
大

の
原
発
避
難
者
受
け
入
れ
自
治
体
で
あ
り
（
約
2
万
4
千

人
）、
い
わ
き
市
の
公
共
施
設
に
「
被
災
者
帰
れ
」
と
落

書
き
が
書
か
れ
た
2
0
1
2
年
12
月
は
、
避
難
者
と
受

け
入
れ
住
民
と
の
間
の
緊
張
関
係
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
時

期
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
避
難
区
域
の
線
引
き
に

伴
う
賠
償
金
格
差
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
出
来
事
を
契
機
と
し
て
、
い
わ
き
市
内
の
各
地
で

避
難
者
と
受
け
入
れ
住
民
と
の
交
流
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
原
発
事
故
に
伴
う
長
期
避
難
の
な
か
で
避
難
者
と

受
け
入
れ
住
民
と
の
間
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て

い
く
か
を
（
制
度
設
計
を
含
め
て
）
重
要
な
課
題
と
し
て

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
の
前
提
と
し
て
、
そ
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も
そ
も
避
難
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
い
わ
き
市
民
が
避
難

者
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
を
調
査
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
す
べ
き
と
考
え
、
2
0
1
4
年
1
月
と
2
0
1
7

年
7
月
に
質
問
紙
調
査
を
実
施
し
た
。

　

調
査
の
結
果
か
ら
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
第
一
に
、
震
災
に
よ
り
暮
ら
し
向
き
が
悪
化
し

た
人
ほ
ど
賠
償
の
不
公
平
感
を
感
じ
て
い
る
こ
と
。
第
二

に
、
賠
償
の
不
公
平
感
に
起
因
す
る
避
難
者
へ
の
否
定
的

感
情
を
抱
く
回
答
は
確
か
に
多
い
が
、
他
方
で
避
難
者
の

置
か
れ
た
立
場
に
つ
い
て
も
理
解
す
べ
き
と
い
う
回
答
も

同
程
度
に
高
い
こ
と
。
第
三
に
、
避
難
者
の
将
来
選
択
に

つ
い
て
も
半
数
弱
の
人
が
避
難
者
の
選
択
を
尊
重
す
る
と

回
答
し
た
こ
と
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
避
難
者
に
対
す
る

受
け
入
れ
住
民
の
ま
な
ざ
し
は
、
同
じ
被
災
地
域
で
生
活

す
る
者
と
し
て
の
理
解
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
被
災
地
域

が
被
災
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
利
用
し
て
い
わ
き
市
民
に
発
信
し
て
い
る
と
同
時

に
、
関
係
す
る
機
関
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
含
め
て
、
長

期
避
難
に
対
応
す
る
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
の
研
究
と

し
て
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
、
い
わ
き
市

民
が
原
告
と
な
っ
た
い
わ
き
市
民
訴
訟
に
お
い
て
、
私
は

こ
の
調
査
研
究
を
踏
ま
え
た
意
見
書
を
執
筆
し
、
い
わ
き

地
裁
で
専
門
家
証
人
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
原
発
避
難
者
受
け
入
れ
に
関
す
る
調
査
に
つ
い

て
は
、
高
木
（
2
0
1
9
）、
高
木
・
川
副
（
2
0
1
6
）、

高
木
（
2
0
1
5
b
）、
菊
池
・
高
木
（
2
0
1
5
）
に

ま
と
め
て
い
る
。

教
育
に
お
け
る
原
発
避
難
研
究
の
困
難

　

こ
れ
ま
で
私
個
人
の
原
発
避
難
者
な
ら
び
に
原
発
被
災

地
に
関
す
る
研
究
を
振
り
返
っ
て
み
た
。
こ
れ
ら
の
研
究

は
、
前
任
校
で
あ
る
い
わ
き
明
星
大
学
で
の
「
た
ま
た
ま

の
」
出
会
い
の
お
か
げ
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
人
の
協
力

に
よ
り
調
査
研
究
が
可
能
と
な
っ
た
。
2
0
1
9
年
か

ら
は
尚
絅
学
院
大
学
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後

は
宮
城
・
名
取
で
で
き
る
こ
と
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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最
後
に
、
大
学
教
育
と
し
て
災
害
研
究
、
原
発
避
難
の

研
究
を
行
う
こ
と
の
難
し
さ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
こ

れ
は
現
在
所
属
し
て
い
る
大
学
に
お
い
て
も
重
要
だ
と
思

わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　

す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
筆
者
が
所
属
し
て
い

た
い
わ
き
明
星
大
学
で
は
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、

2
0
1
1
年
度
よ
り
社
会
調
査
実
習
に
お
い
て
震
災
復

興
を
テ
ー
マ
に
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
具
体
的
な
内
容
は

明
か
せ
な
い
が
、
あ
る
年
の
実
習
で
一
人
の
学
生
が
発
し

た
言
葉
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
被
災
地
で
の
実
習
活
動
の

難
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
年
の
社
会
調
査
実
習
は
概
ね
30
名
近
く
の
学
生
が

履
修
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
調
査
活
動
を

行
っ
て
い
た
。
本
学
の
学
生
は
い
わ
き
市
や
隣
接
県
か
ら

も
来
て
お
り
、
当
然
原
発
避
難
地
域
で
あ
る
双
葉
郡
か
ら

も
進
学
し
て
い
る
学
生
も
い
た
。
そ
ん
な
な
か
で
、
原
発

事
故
後
の
住
民
生
活
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
デ
ー
タ

を
調
べ
さ
せ
て
い
る
と
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
学
生
が
「
避

難
者
は
ど
れ
く
ら
い
賠
償
金
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う

ね
」と
話
し
て
い
る
の
を
耳
に
し
た
。そ
の
瞬
間
、「
し
ま
っ

た
」
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

い
わ
き
市
民
と
避
難
者
と
の
間
の
軋
轢
に
つ
い
て
は
既

述
の
と
お
り
で
あ
る
。
社
会
調
査
実
習
を
履
修
す
る
学
生

に
は
、
い
わ
き
市
出
身
の
学
生
も
い
れ
ば
、
双
葉
郡
出
身

の
学
生
も
い
た
。
先
ほ
ど
の
発
言
を
双
葉
郡
出
身
の
学
生

は
ど
の
よ
う
に
聞
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
当
該
学
生
に
は
悪
意
は
無
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

単
な
る
興
味
本
位
で
発
言
し
た
だ
け
だ
と
信
じ
た
い
。
と

は
い
え
、
調
査
実
習
が
行
わ
れ
る
教
室
も
ま
た
い
わ
き
市

で
あ
る
こ
と
を
考
え
た
時
に
、
震
災
を
テ
ー
マ
と
し
た
調

査
実
習
教
育
の
難
し
さ
を
痛
感
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
研
究
一
覧

高
木
竜
輔
、
2
0
1
2
、「
原
発
災
害
を
め
ぐ
る
避
難
と
受
け
入

れ
の
交
錯
―
―
『
オ
ー
ル
浜
通
り
』
を
目
指
し
て
」
山
下
祐

介
・
開
沼
博
編
『「
原
発
避
難
」
論
』
明
石
書
店
：
3
0
3

│
3
3
1
。

菅
野
昌
史
・
高
木
竜
輔
、
2
0
1
2
、「
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
楢
葉
町
の
災
害
対
応
（
1
）―
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

に
向
け
て
」『
い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
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要
』
10
：
36
│
51
。

大
橋
保
明
・
高
木
竜
輔
、
2
0
1
2
、「
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
楢
葉
町
の
災
害
対
応
（
3
）―
―
教
育
機
能
の
維
持
・
再

編
」『
い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要
』
10
：

63
│
74
。

高
木
竜
輔
、
2
0
1
3
、「
長
期
避
難
に
お
け
る
原
発
避
難
者
の

生
活
構
造
」『
環
境
と
公
害
』
42（
4
）：
23
│
30
。

高
木
竜
輔
・
大
橋
保
明
、
2
0
1
3
、「
原
発
事
故
後
に
お
け
る

高
校
生
の
避
難
生
活
と
意
識
」『
い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院

人
文
学
研
究
科
紀
要
』
11
：
31
│
44
。

高
木
竜
輔
・
山
下
祐
介
、
2
0
1
3
、「
福
島
第
一
原
発
事

故
か
ら
の
避
難
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
」『
建
築
雑
誌
』

1
2
8
（
1
6
4
0
）：
19
│
20
。

高
木
竜
輔
、
2
0
1
4
、「
福
島
第
一
原
発
事
故
・
原
発
避
難
に

お
け
る
地
域
社
会
学
の
課
題
」『
地
域
社
会
学
会
年
報
』
26
：

29
│
44
。

高
木
竜
輔
・
石
丸
純
一
、
2
0
1
4
、「
原
発
避
難
に
伴
う
楢
葉

町
民
の
避
難
生
活
（
1
）
―
―
1
年
後
の
生
活
再
建
の
実
相
」

『
い
わ
き
明
星
大
学
人
文
学
部
研
究
紀
要
』
27
：
22
│
39
。

高
木
竜
輔
・
森　

丈
弓
・
窪
田
文
子
、
2
0
1
4
、「
高
校
生
の

ス
ト
レ
ス
反
応
に
及
ぼ
す
原
発
避
難
の
影
響
（
1
）―
―
調

査
結
果
の
概
要
」『
い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究

科
紀
要
』
12
：
79
│
88
。

窪
田
文
子
・
森　

丈
弓
・
高
木
竜
輔
、
2
0
1
4
、「
高
校
生
の

ス
ト
レ
ス
反
応
に
及
ぼ
す
原
発
避
難
の
影
響
（
2
）―
―
避

難
生
活
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
反
応
」『
い
わ
き
明
星
大
学
大

学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要
』
12
：
89
│
99
。

高
木
竜
輔
、
2
0
1
5
a
、「
避
難
生
活
の
長
期
化
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
」『
生
活
共
同
組
合
研
究
』
4
7
0
：
49
│
52
。

高
木
竜
輔
、
2
0
1
5
b
、「
原
発
事
故
に
対
す
る
い
わ
き
市
民

の
意
識
構
造
（
1
）―
―
調
査
結
果
の
概
要
」『
い
わ
き
明
星

大
学
人
文
学
部
研
究
紀
要
』
28
：
65
│
80
。

高
木
竜
輔
、
2
0
1
5
c
、「
福
島
第
一
原
発
事
故
に
関
わ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
み
る
被
害
の
実
態
」
淡
路
剛
久
・
吉
村

良
一
・
除
本
理
史
編
『
福
島
原
発
事
故
賠
償
の
研
究
』
日
本

評
論
社
：
2
8
6
│
2
9
6
。

高
木
竜
輔
、
2
0
1
5
d
、「
復
興
政
策
と
地
域
社
会
」
除
本
理

史
・
渡
辺
淑
彦
編
『
原
発
災
害
は
な
ぜ
不
均
等
な
復
興
を
も

た
ら
す
の
か
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
：
1
4
5
│
1
6
5
。

菊
池
真
弓
・
高
木
竜
輔
、
2
0
1
5
、「
原
発
事
故
に
対
す
る

い
わ
き
市
民
の
意
識
構
造
（
2
）―
―
原
発
避
難
者
と
の
軋

轢
の
構
造
」『
い
わ
き
明
星
大
学
人
文
学
部
研
究
紀
要
』
28
：

81
│
96
。

山
本
薫
子
・
高
木
竜
輔
・
佐
藤
彰
彦
・
山
下
祐
介
、
2
0
1
5
、

『
原
発
避
難
者
の
声
を
聞
く
―
―
復
興
政
策
の
何
が
問
題
か
』

岩
波
書
店
。

高
木
竜
輔
、
2
0
1
6
a
、「
福
島
県
内
の
原
発
避
難
者
に
対

す
る
社
会
調
査
の
実
践
と
そ
の
課
題
」『
社
会
と
調
査
』
16
：
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38
│
45
。

高
木
竜
輔
、
2
0
1
6
b
、「
長
期
避
難
下
に
お
け
る
富
岡
町
民

の
避
難
生
活
と
将
来
選
択
―
―
2
0
1
4
年
復
興
庁
富
岡
町

二
次
デ
ー
タ
分
析
」『
災
後
の
社
会
学
』
4
：
50
│
62
。

高
木
竜
輔
、
2
0
1
6
c
、「
被
害
者
シ
ナ
リ
オ
―
追
及
の
物
語
」

金
井
利
之
・
今
井
照
編
『
原
発
被
災
地
の
復
興
シ
ナ
リ
オ
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
』
公
人
の
友
社
：
46
│
60
。

高
木
竜
輔
・
川
副
早
央
里
、
2
0
1
6
、「
福
島
第
一
原
発
事
故

に
よ
る
長
期
避
難
の
実
態
と
原
発
被
災
者
受
け
入
れ
を
め
ぐ

る
課
題
」『
難
民
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
6
：
23
│
41
。

高
木
竜
輔
、
2
0
1
7
、「
避
難
指
示
区
域
か
ら
原
発
被
災
者
に

お
け
る
生
活
課
題
と
そ
の
課
題
」
長
谷
川
公
一
・
山
本
薫
子

編
『
原
発
震
災
と
避
難
』
有
斐
閣
：
92
│
1
3
0
。

高
木
竜
輔
・
除
本
理
史
、
2
0
1
7
、「
原
発
事
故
被
害
の
継
続

性
―
福
島
県
内
商
工
業
者
へ
の
質
問
紙
調
査
か
ら
」『
科
学
』

87（
9
）：
8
0
1
│
8
0
3
。

高
木
竜
輔
・
菊
池
真
弓
・
菅
野
昌
史
、
2
0
1
7
、「
福
島
第
一

原
発
事
故
に
お
け
る
避
難
指
示
解
除
後
の
原
発
事
故
被
災
者

の
意
識
と
行
動
」『
い
わ
き
明
星
大
学
研
究
紀
要　

人
文
学
・

社
会
科
学
・
情
報
学
篇
』
2
：
10
│
28
。

高
木
竜
輔
、
2
0
1
8
a
、「
双
葉
郡
の
い
ま
―
―
原
発
事
故
か

ら
七
年
目
の
被
災
地
の
「
姿
」」『
月
刊
自
治
研
』
7
0
2
：

56
│
61
。

高
木
竜
輔
、
2
0
1
8
b
、「
原
発
被
災
自
治
体
職
員
の
実
態
調

査
」『
自
治
総
研
』
4
7
5
：
48
│
91
。

高
木
竜
輔
、
2
0
1
8
c
、「
福
島
県
内
の
原
発
避
難
者
向
け
復

興
公
営
住
宅
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
そ
の
課
題
」

『
社
会
学
年
報
』
46
：
11
│
24
。

高
木
竜
輔
、
2
0
1
8
d
、「
環
境
社
会
学
は
い
か
に
原
発
事

故
に
向
き
合
う
か
」『
環
境
社
会
学
研
究
24
：
2
2
7
│

2
3
0
。

高
木
竜
輔
・
除
本
理
史
、
2
0
1
8
a
、「
原
発
事
故
に
よ
る
福

島
県
内
商
工
事
業
者
の
被
害
と
賠
償
の
課
題
」『
環
境
と
公

害
』
47（
4
）：
64
│
70
。

高
木
竜
輔
・
除
本
理
史
、
2
0
1
8
b
、「
原
発
事
故
に
よ
る
商

工
業
被
害
の
継
続
性
、
広
範
性
」
吉
村
良
一
・
下
山
憲
治
・

大
坂
恵
理
・
除
本
理
史
編
『
原
発
事
故
被
害
回
復
の
法
と
政

策
』
日
本
評
論
社
：
1
0
8
│
1
1
9
。

高
木
竜
輔
、
2
0
1
9
、「
原
発
事
故
に
よ
る
い
わ
き
市
民
の
被

害
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
断
」『
環
境
と
公
害
』
49
（
1
）：
54

│
59
。

高
木
竜
輔
、
2
0
2
0
a
、「
住
ま
い
の
復
興
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
2
2
7
：
23
│
25
。

高
木
竜
輔
、
2
0
2
0
b
、「
原
発
被
災
自
治
体
に
お
け
る

職
員
の
避
難
と
生
活
再
建
に
お
け
る
論
理
」『
自
治
総
研
』

5
0
2
：
1
│
18
。

高
木
竜
輔
・
内
田
龍
史
、
2
0
2
0
、「
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
住
宅
再
建
後
の
居
住
者
の
意
識
と
生
活
課
題
」『
尚
絅
学
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院
大
学
紀
要
』
80
：
1
│
16
。

川
副
早
央
里
・
西
野
淑
美
・
高
木
竜
輔
、
2
0
2
0
、「「
ふ
る

さ
と
喪
失
」
に
よ
る
精
神
的
苦
痛
の
当
事
者
に
お
け
る
認
識

構
造
―
―
福
島
県
浪
江
町
民
「
精
神
的
損
害
実
態
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
二
次
分
析
よ
り
」『
東
洋
大
学
社
会
学
部
紀
要
』

57（
2
）：
59
│
73
。

高
木
竜
輔
、
2
0
2
1
a
、「
20
人
の
「
心
の
軌
跡
」
を
読
み
解

く
」今
井　

照
・
朝
日
新
聞
福
島
総
局
編
著『
原
発
避
難
者「
心

の
軌
跡
」』
公
人
の
友
社
：
1
0
5
│
1
5
3
。

高
木
竜
輔
、2
0
2
1
b
、「
原
発
避
難
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」『
都

市
問
題
』
1
1
2
（
3
）：
91
│
97
。

高
木
竜
輔
、
2
0
2
1
c
、「
福
島
県
に
お
け
る
災
害
公
営
住
宅

の
供
給
過
程
」
吉
野
英
岐
編
『
災
害
公
営
住
宅
の
社
会
学
』

東
信
堂
：
76
│
89
。

高
木
竜
輔
、
2
0
2
1
d
、「
福
島
県
内
に
お
け
る
復
興
公
営

住
宅
入
居
者
の
居
住
地
選
択
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
」
吉
野

英
岐
編
『
災
害
公
営
住
宅
の
社
会
学
』
東
信
堂
：
1
9
5
│

2
1
7
。

高
木
竜
輔
、
2
0
2
1
e
、「
原
発
事
故
被
災
地
・
富
岡
町
の
10

年
」『
環
境
と
公
害
』
50（
4
）：
30
│
35
。

高
木
竜
輔
・
内
田
龍
史
、
2
0
2
1
、「
災
害
公
営
住
宅
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
復
興
感
」
吉
野
英
岐
編
『
災
害
公

営
住
宅
の
社
会
学
』
東
信
堂
：
1
0
6
│
1
2
8
。

内
田
龍
史
・
高
木
竜
輔
、
2
0
2
1
、「
災
害
公
営
住
宅
入
居
者

の
生
活
課
題
」
吉
野
英
岐
編
『
災
害
公
営
住
宅
の
社
会
学
』

東
信
堂
：
1
2
9
│
1
5
0
。
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第
1
部
　 

3
・
11
石
高
ト
レ
室
避
難
所
の
記
録
づ

く
り
の
経
緯

は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
で
も
発
災
か
ら
の
10
年
間
に
多
く
の
記

録
が
作
ら
れ
て
き
た
。阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
は
な
か
っ

た
S
N
S
やyou-tube

な
ど
で
も
動
画
な
ど
の
様
々
な

媒
体
に
よ
る
膨
大
な
記
録
が
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、
被
災
状
況
の
記
録
は
も
と
よ
り
、
仮
設
住
宅

の
記
録
や
様
々
な
施
設
の
復
興
事
業
の
記
録
な
ど
、
後
世

の
役
に
立
つ
記
録
ば
か
り
で
あ
る
。
例
え
ば
避
難
所
や
仮

設
住
居
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
重
視
や
衛
生
面
で
の
注
意
な

ど
も
役
に
立
っ
た
情
報
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
様
々
な
記
録

を
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
こ
と
が
次
の
災
害
へ
の
対
応
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
約
2
、5
0
0
か
所
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る

避
難
所
で
は
あ
る
も
の
の
、
ど
こ
の
避
難
所
も
初
め
て
の

被
災
で
あ
り
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
な
い
中
で
手
探
り
で

の
対
応
が
続
き
、
被
災
者
と
行
政
と
の
軋
轢
や
被
災
者
同

士
の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
実
は
、
具

体
的
な
記
録
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
い
や
、
記
録

す
る
余
力
も
な
い
の
が
避
難
所
で
あ
り
、
記
録
が
で
き
よ

う
に
な
る
前
に
仮
設
住
宅
等
へ
移
転
し
、避
難
所
が
解
散
・

石
巻
避
難
所
の
ま
と
め

ま
よ
わ
な
い
よ
う
に
1

　
　
　
　
　

石
巻
高
校
避
難
所
の
記
録 

│
囲
わ
な
い
避
難
所
の
記
録

│

阿
留
多
伎
眞
人
（
理
工
・
自
然
部
門　

教
授
）
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閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
記
録
デ
ー
タ
も
ま
と
め
役
も

存
在
せ
ず
、
予
算
も
補
助
金
も
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
震
災
前
か
ら
の
知
人
で
あ
る
高
橋
信
行
さ

ん
と
太
田
美
智
子
さ
ん
が
石
巻
高
校
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の

3
代
目
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ま
る
で
疑
似
家
族
の
よ
う
に

避
難
所
を
運
営
し
、
ち
密
な
記
録
を
残
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。
避
難
所
運
営
の
記
録
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
優
先
の
避
難
所
運
営
と
は
異
な

る
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
石
巻
高
校
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

で
の
避
難
所
運
営
の
方
法
を
残
し
、
伝
え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
、
こ
の
記
録
集
を
制
作
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

出
会
い
か
ら
発
災
ま
で

　

宮
城
県
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
委
員
の
高
橋
信
行
さ

ん
、
太
田
美
智
子
さ
ん
と
私
と
の
出
会
い
は
2
0
0
9

年
10
月
に
さ
か
の
ぼ
る
。
宮
城
県
主
催
の
「
エ
コ
で
ス
マ

イ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出
品
し
た
本
学
ピ
カ
ボ
ー
ド
愛
好

会
の
作
品
に
興
味
を
示
し
て
頂
き
、
さ
ら
に
「
宮
城
県
地

球
温
暖
化
防
止
推
進
委
員
会
賞
」
ま
で
頂
く
こ
と
が
で
き

た
。
以
来
、
石
巻
の
川
開
き
に
ピ
カ
ボ
ー
ド
を
出
展
さ
せ

て
頂
い
た
り
し
て
き
た
。

　

3
・
11
の
東
日
本
大
震
災
で
気
仙
沼
在
住
の
高
橋
さ
ん

と
石
巻
市
在
住
の
太
田
さ
ん
の
安
否
が
気
に
な
っ
て
仕
方

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
連
絡
が
取
れ
た
と
し
て
も
、
学
生

の
安
否
確
認
に
さ
え
手
間
取
っ
て
い
る
私
に
は
何
も
で
き

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
3
・
15
に
高
橋
氏
か
ら

「
お
は
よ
う
燦
燦
」
で
始
ま
る
メ
ー
ル
を
頂
き
、
お
二
人

の
無
事
と
避
難
所
に
居
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
4
月
に

は
避
難
所
を
回
っ
て
い
た
水
田
先
生
が
た
ま
た
ま
石
高
ト

レ
室
を
訪
れ
、
お
二
人
が
阿
留
多
伎
の
知
り
合
い
だ
っ
た

こ
と
を
知
り
、
翌
日
私
に
「
よ
ろ
し
く
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
を
教
え
て
頂
い
た
。

記
録
集
発
行
ま
で
の
経
緯

　

あ
る
日
、
高
橋
さ
ん
と
太
田
さ
ん
か
ら
石
巻
寺
子
屋
へ

2
0
1
5
年
7
月
26
日
に
集
合
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　

水
田
先
生
、
塚
本
純
久
先
生
、
石
井
希
代
子
さ
ん
、
湯

野
貴
子
さ
ん
、
石
高
ト
レ
室
の
子
供
た
ち
を
支
え
続
け
ら
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れ
た
方
々
が
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

　

趣
旨
は
、
石
高
ト
レ
室
か
ら
現
在
ま
で
の
出
来
事
を
振

り
返
り
た
い
と
の
こ
と
。

　

研
究
対
象
と
す
る
な
ら
ば
ど
の
よ
う
な
研
究
が
で
き
る

か
、
記
録
集
な
ら
ば
ど
ん
な
記
録
集
が
作
れ
る
か
、
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
れ
な
い
か
、
避
難
所
運
営
研
修

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
テ
キ
ス
ト
を
作
れ
な
い
か
な
ど
、
様
々

な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
提
案
さ
れ
た
。

　

石
高
ト
レ
室
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
囲
い
が
な
い
、
子

供
た
ち
や
高
齢
者
を
守
っ
た
、
清
潔
だ
っ
た
、
自
治
的
で

和
気
あ
い
あ
い
だ
っ
た
、
復
興
事
業
の
雇
用
に
も
取
り
組

ん
だ
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

避
難
所
で
の
様
々
な
思
い
出
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
今

後
の
進
め
方
を
検
討
し
た
。

　

と
り
あ
え
ず
、
ポ
イ
ン
ト
だ
け
を
記
し
た
議
事
録
を
作

成
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
も
の
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
に
も
資
料
が

必
要
で
あ
る
。

　

ど
ん
な
資
料
が
あ
る
の
か
、
資
料
の
確
認
が
必
要
だ
。

　

幸
い
、
す
べ
て
の
資
料
を
残
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

年
表
は
信
行
さ
ん
担
当
。
子
ど
も
た
ち
の
描
い
た
絵
は

太
田
さ
ん
担
当
。
子
ど
も
た
ち
の
描
い
た
絵
を
写
真
に
収

め
る
こ
と
、
年
表
を
ワ
ー
ド
に
入
れ
る
こ
と
、
デ
ジ
カ
メ

や
携
帯
で
撮
影
し
た
写
真
を
集
め
る
こ
と
、
主
要
な
方
々

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
っ

た
。

　

毎
月
対
面
で
、
あ
る
い
はskype

で
参
加
し
、
議
論
を

重
ね
た
。
週
末
は
石
巻
に
通
っ
て
資
料
の
写
真
撮
影
を
し

た
。

　

保
存
さ
れ
て
い
る
資
料
を
見
る
た
び
に
、
石
高
ト
レ
室

で
の
避
難
所
運
営
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
、
我
が
国

で
は
稀
有
の
避
難
所
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
っ
た
。

　

石
高
の
避
難
所
も
他
の
避
難
所
と
同
様
に
、
特
段
の
避

難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
な
く
、
リ
ー
ダ
ー
や
被
災
者
が

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
て
き
た
災
害
は
も
と
よ
り
子
育
て
、

P
T
A
、
会
社
員
な
ど
の
経
験
を
フ
ル
に
生
か
し
て
、
運

営
が
行
わ
れ
て
い
た
。
特
に
高
橋
さ
ん
の
阪
神
淡
路
大
震

災
で
の
経
験
が
大
い
に
生
か
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　

子
ど
も
を
守
り
、
高
齢
者
を
守
り
、
ひ
と
手
間
か
け
る
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こ
と
で
、
折
れ
そ
う
な
心
に
ほ
の
か
な
温
も
り
が
生
ま
れ

た
。

　

集
ま
っ
た
資
料
か
ら
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
一
つ
ず

つ
実
現
す
る
こ
と
と
し
た
。
一
つ
目
は
記
録
集
だ
ろ
う
。

　

ど
ん
な
形
な
ら
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う

か
。

　

物
語
風
に
思
い
出
を
書
い
た
も
の
、
年
表
形
式
、
客
観

的
な
記
録
集
、
研
究
と
し
て
は
避
難
所
の
運
営
、
食
の
問

題
、
子
供
の
扱
い
、
高
齢
者
の
扱
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、

子
ど
も
た
ち
の
心
の
記
録
も
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
。
避
難

所
で
の
課
題
と
対
応
集
も
い
い
。
実
際
の
被
災
者
の
感
想

も
集
め
た
い
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
必
要
だ
ろ
う
。

　

と
り
あ
え
ず
、
記
録
集
を
作
り
、
記
録
集
を
見
な
が
ら

様
々
な
テ
ー
マ
の
研
究
や
思
い
出
な
ど
を
ま
と
め
て
い
け

れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
な
っ
た
。

　

読
ん
で
も
ら
え
る
記
録
集
を
作
る
に
は
、
文
章
だ
け
で

は
固
す
ぎ
る
だ
ろ
う
。
主
観
的
な
記
述
で
は
知
人
に
し
か

読
ん
で
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

い
ろ
い
ろ
な
人
が
手
に
取
る
編
集
形
態
が
み
つ
か
ら
な

い
。
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
を
作
り
な
が
ら
検
討
を
重
ね
た

が
、
決
め
手
が
な
か
っ
た
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
太
田
さ
ん
が
「
コ
ミ
ッ
ク

風
の
編
集
だ
と
年
齢
に
関
係
な
く
読
み
や
す
い
形
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
披
露
し
た
。

　

W
O
R
D
の
表
組
の
中
に
出
来
事
と
画
像
を
貼
っ
て

み
た
。

　

い
け
る
、
そ
う
思
っ
た
。

　

し
か
し
実
際
は
、
当
方
の
段
取
り
の
悪
さ
と
誤
字
脱
字

の
多
さ
か
ら
記
録
す
る
会
が
だ
ん
だ
ん
編
集
会
議
に
な
っ

て
し
ま
い
、
記
録
集
の
編
集
以
外
の
部
分
の
議
論
が
お
ろ

そ
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
否
め
な
い
。

　

2
0
1
6
年
3
月
に
や
っ
と
発
行
に
漕
ぎ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

出
版
費
用
に
つ
い
て
は
尚
絅
学
院
大
学
総
合
人
間
科
学

研
究
所
出
版
会
の
ご
支
援
を
頂
い
た
。

　

第
二
部
で
は
作
成
し
た
記
録
か
ら
、
石
高
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
避
難
所
の
主
要
な
ポ
イ
ン
ト
や
特
徴
的
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
抜
き
書
き
し
た
。

　

い
ず
れ
続
編
を
作
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
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第
2
部
　 

ま
よ
わ
な
い
よ
う
に
　

3
・
11
石
高
ト

レ
室
避
難
所
物
語
よ
り

【
被
災
前
か
ら
発
災
ま
で
、
被
災
前
の
大
切
さ
】

・
門
脇
小
学
校
も
門
脇
保
育
所
も
犠
牲
者
が
で
て
い
な

か
っ
た
。
門
脇
小
学
校
の
鈴
木
校
長
か
ら
直
に
お
話
を

伺
っ
た
。
被
災
前
か
ら
の
綿
密
な
避
難
訓
練
と
時
間
を
か

け
た
親
御
さ
ん
た
ち
と
の
信
頼
関
係
づ
く
り
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
だ
っ
た
。
正
確
な
情
報
を
残
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
の
切
り
取
り
方
の
問
題
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

【
門
脇
小
学
校
】
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【
門
脇
保
育
所
】

門
脇
保
育
所
も
同
様
に
千
葉
所
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

【
発
災
3
／
11
】

　

避
難
所
生
活
の
原
点
で
あ
る
。
高
橋
さ
ん
と
太
田
さ
ん

は
体
育
館
に
避
難
し
た
。

【
3
／
12　

移
動
】

高
橋
さ
ん
と
太
田
さ
ん
は
石
高
に
移
動
し
た
。
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【
3
／
12　

夕
方 

最
初
の
食
べ
物
】

【
3
／
13 

ま
ず
片
付
け
】

　

誰
か
が
片
づ
け
る
で
は
な
く
、
気
が
付
い
た
人
が
や
れ

ば
い
い
。
靴
を
脱
ぐ
避
難
所
は
こ
こ
だ
け
だ
っ
た
か
も
と

い
う
証
言
も
あ
る
。
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【
3
／
14　

ひ
と
手
間
を
か
け
る
】

　

支
援
物
資
に
ひ
と
手
間
か
け
る
。
ひ
と
手
間
が
伝
搬
す

る
。

【
3
／
14
〜
17 

役
割
分
担
】

　

被
災
者
の
方
々
は
家
に
帰
れ
な
い
だ
け
で
力
も
時
間
も

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
被
災
者
は
避
難
所
の

お
客
様
で
は
な
く
、
避
難
所
を
利
用
す
る
仲
間
で
あ
る
。
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【
3
／
17
区
画
整
理
に
よ
る
清
潔
感
と
住
み
や
す
さ
】

　

ば
ら
ば
ら
に
集
ま
っ
て
来
る
被
災
者
が
自
由
に
場
所
取

り
を
し
た
結
果
、通
路
は
狭
く
て
曲
が
り
く
ね
っ
て
く
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
場
所
も
な
い
状
態
が
発
生
す

る
。

　

石
高
で
は
3
／
17
に
区
画
整
理
を
し
て
、
ま
っ
す
ぐ
な

通
路
や
子
供
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
。

【
3
／
17 

決
め
方
が
重
要
】

　

避
難
所
と
し
て
の
決
め
事
が
次
々
と
出
て
く
る
が
、
挙

手
に
よ
る
決
定
を
避
け
、
基
本
的
に
拍
手
で
決
め
た
。
反

対
者
が
露
出
し
な
い
た
め
の
配
慮
で
あ
っ
た
。
一
方
、
反

対
意
見
は
あ
ら
か
じ
め
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
で
聞
い
て
お
い

て
、
決
定
案
に
反
映
し
て
お
く
。
ま
さ
に
本
音
と
建
て
前
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の
両
方
を
重
視
し

た
避
難
所
運
営
で

あ
っ
た
。

【
3
／
17　

目
標

を
掲
示
す
る
】

　

避
難
所
の
目
標

を
掲
げ
る
こ
と
で

避
難
者
全
員
が
一

つ
の
方
向
を
向
く

こ
と
が
で
き
た
。

石
高
ト
レ
室
避
難

所
で
班
編
成
後
に

「
み
ん
な
で
元
気

に
蛙
ろ
う
ネ
」
を

目
標
と
し
て
掲
示
し
た
。

【
3
／
18　

子
供
た
ち
の
描
い
た
絵
】

　

子
供
た
ち
を
守
る
た
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
た
ち
の

心
の
状
態
の
把
握
が
必
須
で
あ
る
。
そ
こ
で
子
供
た
ち
の

た
め
に
何
度
も
お
絵
描
き
タ
イ
ム
を
つ
く
り
、
子
ど
も
た

ち
の
心
の
状
態
を
描
か
れ
た
絵
か
ら
読
み
取
っ
て
い
っ

た
。
子
供
た
ち
の
心
の
変
遷
が
子
供
た
ち
の
描
い
た
絵
に

如
実
に
現
れ
て
い
る
。
3
／
20
に
た
ま
た
ま
ネ
ッ
ト
繋
が

り
で
来
訪
し
た
ウ
ニ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
さ
ん
（
医
師
・
災

害
緊
急
支
援
専
門
家
）
か
ら
「
こ
の
方
法
で
よ
い
」
と
い

う
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
子
供
た
ち
の
お
絵
描
き
タ
イ
ム

は
避
難
所
の
重
要
な
時
間
と
な
っ
た
。

　

こ
の
写
真
は
4
／
1
の
お
絵
描
き
タ
イ
ム
の
様
子
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【
3
／
19　

物
資
の
配
分
方
法
に
子
供
た
ち
の
手
を
借
り

る
】

　

例
え
ば
、「
ど
っ
ち
の
手
に
あ
る
」
ゲ
ー
ム
や
「
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
」
に
子
供
た
ち
の
手
を
借
り
る
と
大
人
が
配

る
よ
り
も
大
き
な
笑
顔
が
お
年
寄
り
の
被
災
者
の
顔
に
現

れ
た
。
ま
さ
に
破
顔
。

【
3
／
20 

ウ
ニ
さ
ん
来
訪
】

　

こ
の
後
、子
ど
も
た
ち
の
絵
は
大
き
く
変
化
し
て
い
く
。
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【
3
／
21
〜
31
の
ま
と
め
】

【
3
／
31
、
5
／
20　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
は
更
衣
室
で

解
決
で
き
る
】

　

避
難
所
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
は
、
筒
抜
け
の
仕
切
り

で
世
帯
ご
と
に
仕
切
る
の
で
は
な
く
、
更
衣
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
こ
と
で
乗
り
切
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・
音
が
筒
抜
け
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
囲
っ
て
も
、
実
は

囲
っ
た
気
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問

題
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
仕
切
り
に
よ
っ
て
で
き
る
見

え
な
い
場
所
は
盗
難
や
弱
者
へ
の
い
じ
め
が
起
こ
り
や
す

い
場
所
と
な
る
。
か
と
い
っ
て
禁
止
を
す
れ
ば
不
満
の
原

因
に
な
る
の
で
、
囲
い
た
い
人
は
囲
っ
て
い
い
で
す
よ
と

い
う
選
択
の
自
由
も
保
証
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
高
橋
さ

ん
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
経
験
で
あ
る
。
む
し
ろ
高
齢

者
は
元
気
に
走
り
回
る
子
供
達
に
癒
さ
れ
て
い
た
。
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【
4
月
頃
か
ら
の
支
援
者
と
の
関
係
】

　

全
国
か
ら
訪
れ
る
支
援
者
に
は
今
後
も
継
続
的
に
支
援

し
て
頂
け
る
か
を
確
認
し
、
単
発
の
支
援
は
お
断
り
を
し

て
い
た
。
継
続
支
援
を
約
束
し
た
芸
能
人
や
山
梨
県
教
員

組
合
な
ど
の
支
援
者
は
仮
設
住
宅
に
移
転
し
た
後
も
定
期

的
に
石
巻
を
訪
れ
て
被
災
者
支
援
を
続
け
て
お
り
、
深
い

交
流
が
続
い
て
い
る
。
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【
10
／
10　

解
散
式
】

　

7
か
月
の
避
難
所
生
活
が
終
わ
り
、
仮
設
住
宅
や
新
し

い
住
ま
い
へ
と
移
っ
て
行
き
ま
し
た
。

【
4
／
3
・
8
／
12　

尚
絅
と
の
か
か
わ
り
】
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【
石
巻
寺
子
屋
の
開
設
】

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
は
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
な
ど
に

移
っ
た
。
し
か
し
仮
住
ま
い
に
移
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
分
断
さ
れ
て
し
ま
い
、
子
供
達
は
避

難
所
に
い
る
と
き
よ
り
も
強
い
不
安
の
中
に
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
高
橋
さ
ん
と
太
田
さ
ん
は
子
供
達
の
居
場
所
を
作

り
、
そ
こ
で
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
継
続

的
に
子
供
た
ち
を
見
守
る
こ
と
と
し
た
。

　

取
り
組
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
は
、
音
楽
や
森
、
俳
句
と
ス
ペ

イ
ン
と
の
交
流
、
早
稲
田
大
学
で
の
発
表
、
復
興
ま
ち
づ

く
り
提
案
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
支
援
者
に
は
震
災
直
後
の

模
型
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
り
し
た
。

　

子
供
達
が
取
り
組
ん
だ
南
浜
・
門
脇
子
ど
も
未
来
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
石
巻
市
長
に
直
接
提
言

す
る
機
会
を
頂
い
た
。
石
巻
市
長
は
予
定
の
時
間
を
は
る

か
に
オ
ー
バ
ー
し
て
子
供
達
の
提
案
に
耳
を
傾
け
て
く
れ

た
。

　

ま
た
、
2
0
1
5
年
3
月
に
第
3
回
国
連
防
災
世
界

会
議
で
ケ
ア
宮
城
と
公
益
財
団
法
人
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

が
主
催
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
被
災
者
の
心

を
支
え
る
た
め
に
」
で
基
調
講
演
を
し
た
ウ
ニ
さ
ん
か
ら

「
記
録
を
し
な
さ
い
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。

こ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
記
録
の
発
行
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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【
2
0
1
6
／
4
／
3　

三
本
木
こ
ど
も
王
国
オ
ー
プ

ン
】

　

石
巻
寺
子
屋
を
縮
小
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
三
本

木
の
居
久
根
の
あ
る
古
民
家
を
買
い
取
っ
て
子
供
達
の
見

守
り
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
た
。
一
方
、
子
供
達
は
確
実

に
成
長
し
て
お
り
、
次
第
に
巣
立
っ

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
2
0
1
7

／
9
／
30
で
石
巻
寺
子
屋
は
閉
鎖
さ

れ
た
。

【
避
難
所
セ
ッ
ト
の
考
案
】

　

避
難
所
に
は
、
大
き
な
字
の
掲
示
物
と
し
て
「
避
難
所

名
」、「
合
言
葉
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
」、「
基
本
的
な
（
常
識
的

な
）
ル
ー
ル
等
」
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
記
録
の
ま
と
め
の
代
わ
り
に
避
難
所
運
営
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の
条
件
を
運
営
、
リ
ー
ダ
ー
、
被
支
援
の
面
か
ら
記
述
し

た
。

　

多
く
の
避
難
所
で
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
尚
絅
学
院
大
学
の
役
割
】

　

石
高
ト
レ
室
避
難
所
で
は
本
学
の
ピ
カ
ボ
ー
ド
愛
好
会

が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ピ
カ
ボ
ー
ド
を
作
成
し
た
程
度

で
あ
っ
た
が
、
避
難
所
閉
鎖
後
は
、
い
し
の
ま
き
寺
子
屋

で
の
活
動
の
一
環
と
し
て
子
供
た
ち
が
取
組
ん
だ
「
南

浜
・
門
脇
子
ど
も
未
来
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
ま
ち
づ
く
り
の
勉
強
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
、模
型
作
り
の
準
備
な
ど
を
担
っ
た
。
さ
ら
に
、

石
高
ト
レ
室
避
難
所
を
記
録
す
る
会
・
元
気
か
え
る
プ
ロ

ジ
ェ
ッ
ク
ト
に
教
員
が
参
加
し
、
こ
の
記
録
集
の
編
集
作

業
等
を
行
う
と
と
も
に
、
水
田
副
学
長
（
当
時
）
の
ご
尽

力
に
よ
り
総
合
人
間
科
学
研
究
所
出
版
会
か
ら
の
発
行
と

し
て
頂
く
な
ど
大
学
な
ら
で
は
の
役
割
を
果
た
せ
た
と
感

じ
て
い
る
。
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﹃
脱
原
子
力
社
会
の
選
択･
増
補
版
﹄
と
﹃
脱
原
子

力
社
会
へ
﹄
の
刊
行

　

東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
て
私
が
ま
ず
力
点
を
置
い
た

の
は
、
日
本
の
原
子
力
政
策
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
震

災
リ
ス
ク
の
大
き
な
日
本
が
な
ぜ
原
発
推
進
一
辺
倒
の
政

策
を
続
け
て
き
た
の
か
。
原
発
依
存
的
な
政
策
か
ら
の
転

換
は
可
能
な
の
か
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
災
も
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た

が
、
1
9
8
0
年
代
か
ら
原
発
問
題
を
、
日
本
の
電
力

政
策
を
批
判
的
に
研
究
し
て
き
た
者
と
し
て
、
東
京
電
力

福
島
原
発
事
故
の
衝
撃
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
。

　

福
島
原
発
事
故
以
前
か
ら
、
過
酷
事
故
の
可
能
性
に
言

及
し
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
数
少
な
い
社
会
科
学
系
の

研
究
者
で
あ
る
こ
と
は
誇
り
だ
が
、
自
分
は
何
を
し
て
き

た
の
だ
ろ
う
、
自
分
の
研
究
に
は
ど
れ
だ
け
の
意
義
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
愕
然
と
し
た
。

　

自
分
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、と
思
い
悩
ん
だ
末
に
、

4
月
20
日
、
1
9
9
6
年
に
刊
行
し
た
『
脱
原
子
力
社
会

の
選
択
』
の
増
補
版
の
刊
行
を
思
い
立
っ
た
。
福
島
原
発

事
故
を
契
機
に
同
書
を
読
み
直
し
た
と
い
う
読
者
か
ら
の

メ
イ
ル
が
出
版
社
に
も
私
に
も
届
い
て
い
た
。
1
9
9
6

年
時
点
で
、
先
見
的
に｢

脱
原
子
力｣

の
可
能
性
を
提
起

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
自
体
に
意
義
が
あ
る
。
1
9
9
6

年
版
は
い
じ
ら
ず
に
、
福
島
原
発
事
故
ま
で
の
15
年
の
間

に
、
拙
著
で
述
べ
た
記
述
の
う
ち
、
J
C
O
事
故
な
ど

日
本
社
会
は
な
ぜ
変
わ
ら
な
い
の
か

│
福
島
原
発
事
故･

東
日
本
大
震
災
を
と
お
し
て
考
え
る

長
谷
川
公
一
（
大
学
院
総
合
人
間
科
学
研
究
科　

特
任
教
授
）
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を
踏
ま
え

て
、
何
が
変

わ
り
、
何
は

変
わ
ら
な

か
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
補

章｢

フ
ク
シ

マ
以
後
の｢

選
択｣

の
た
め
に｣
を
加
え
、
増
補
版
用
の

ま
え
が
き
と
あ
と
が
き
を
加
え
た
。
増
補
版
の
刊
行
を
思

い
立
っ
て
約
1
ヶ
月
後
の
5
月
26
日
に
、
計
80
頁
の
補
章

･

ま
え
が
き･

あ
と
が
き
を
脱
稿
し
、
7
月
10
日
に
刊
行

し
た
（
長
谷
川
2
0
1
1
a
）。

　

4
月
7
日
に
旧
知
の
岩
波
新
書
の
編
集
者
か
ら
、
6

月
刊
行
予
定
の
内
橋
克
人
編
『
大
震
災
の
な
か
で　

私

た
ち
は
何
を
す
べ
き
か
』
に
、
仙
台
在
住
の
社
会
学
者

と
し
て
4
0
0
0
字
の
寄
稿
を
求
め
ら
れ
た
（
長
谷
川

2
0
1
1
b
）。
依
頼
の
小
文
に
つ
い
て
や
り
と
り
す
る

中
で
、
こ
の
編
集
者
か
ら
10
年
前
に
約
束
し
て
止
ま
っ
た

ま
ま
の
原
発
問
題
に
関
す
る
岩
波
新
書
の
長
谷
川
の
企
画

が
あ
る
。
こ
の
機
会
に
、
目
次
を
再
構
成
し
て
是
非
執
筆

す
べ
き
だ
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。
6
月
末
ま
で
に
脱
稿

で
き
れ
ば
、
9
月
に
刊
行
で
き
る
と
い
う
。

　
『
脱
原
子
力
社
会
の
選
択　

増
補
版
』
で
は
早
期
刊
行

を
重
視
し
た
の
で
、
福
島
原
発
事
故
の
詳
細
に
つ
い
て
は

触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。事
故
の
概
略
を
含
め
て
、

1
冊
で
日
本
の
原
子
力
政
策
の
問
題
点
、
海
外
の
最
新
動

向
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
地
方
で
の
最
近
の

動
き
、
脱
原
子
力
が
具
体
的
に
い
つ
頃
ど
の
よ
う
に
し
て

可
能
か
と
い
う
点
ま
で
踏
み
込
ん
で
、
読
者
に
希
望
を

与
え
る
よ
う
な
新
書
を
書
き
下
ろ
そ
う
と
思
い
立
っ
た
。

2
0
0
0
年
に
岩
波
側
に
提
案
し
た
目
次
は
欲
張
り
過

ぎ
て
い
た
。
早
期
刊
行
が
決
定
的
に
大
事
だ
か
ら
、
今
度

は
4
章
構
成
に
し
て
論
点
を
絞
り
込
も
う
と
決
意
し
た
。

　

仙
台
在
住
の
原
発
問
題
を
長
年
研
究
し
て
き
た
社
会
学

者
と
し
て
、
今
こ
そ
発
信
す
べ
き
時
だ
と
思
っ
た
。
当
時

息
子
は
小
学
校
6
年
生
。
連
れ
合
い
や
子
ど
も
の
同
級
生

の
母
親
ら
は
、
福
島
原
発
事
故
に
関
す
る
、
東
電
や
政
府

の
対
応
に
失
望
し
、
不
安
感
も
強
く
、
怒
っ
て
い
た
。
彼

女
た
ち
の
思
い
を
執
筆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。
今
し
か
な
い
と
い
う
思
い
で
、
必
死
で
原
稿

を
書
い
た
。
何
と
か
7
月
20
日
に
脱
稿
し
た
。

　

岩
波
新
書
の
発
行
日
は
毎
月
21
日
と
決
ま
っ
て
い
る
。

4
冊
同
時
刊
行
だ
。
1
冊
だ
け
遅
れ
て
は
い
け
な
い
。

2
4
0
頁
厳
守
の
制
約
も
厳
し
い
。
脱
稿
も
つ
か
の
間
、

7
月
29
日
か
ら
早
い
章
の
初
校
ゲ
ラ
が
出
始
め
た
。
海
外

出
張
も
あ
り
、
成
田
空
港
ま
で
の
間
に
校
正
を
終
え
、
空

港
で
投
函
。
帰
国
し
て
の
帰
り
の
成
田
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と

東
北
新
幹
線
の
中
で
、
再
校
ゲ
ラ
を
読
む
な
ど
、
と
て
も

ハ
ー
ド
だ
っ
た
。
専
門
の
校
正
者
の
校
正
も
と
て
も
熱
心

で
、
細
か
い
疑
問
を
遠
慮
な
く
突
き
つ
け
て
く
る
。
正
確

さ
が
増
す
の
で
あ
り
が
た
か
っ
た
が
、
校
正
者
を
納
得
さ

せ
る
よ
う
返
信
す
る
に
も
時
間
が
か
か
る
。
8
月
12
日
か

ら
19
日
の
間
に
再
校
を
終
え
た
が
、
15
日
か
ら
17
日
は
、

当
初
か
ら
の
予
定
で
実
家
の
山
形
市
に
家
族
で
帰
省
し
て

い
た
。
息
子
と
連
れ
合
い
が
母
と
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
談

笑
し
て
い
る
間
、隣
の
部
屋
で
必
死
に
再
校
を
し
た
の
も
、

ほ
ろ
苦
く
懐
か
し
い
。

　

9
月
5
日
に
よ
う
や
く
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
完
了
。
間
に

合
っ
た
。
こ
う
し
て
9
月
21
日
『
脱
原
子
力
社
会
へ

│
電
力
を
グ
リ
ー
ン
化
す
る
』（
長
谷
川
2
0
1
1
b
）
を

刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
福
島
事
故
か
ら
半
年
で
、
こ

の
新
書
を
刊
行
し
た
こ
と
は
驚
か
れ
た
。
使
命
感
と
気
合

い
、
担
当
編
集
者
と
校
正
者
の
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
で
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

｢

今
ま
で
見
な
い
ふ
り
を
し
て
き
た
が
、
真
実
を
知
り

た
い
、
原
子
力
発
電
の
こ
と
を
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で

考
え
た
い
、
ど
う
す
れ
ば
原
子
力
発
電
を
止
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
考
え
た
い
、
と
い
う
人
び
と
に
と
っ
て
、
本

書
が
ひ
と
つ
の
導
き
の
糸
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る｣

（
長
谷
川
2
0
1
1
b
：
2
4
0
）。
同
書
の
あ
と
が
き

に
記
し
た
一
節
だ
。

　

こ
の
本
は
私
に
と
っ
て
は
単
著
と
し
て
は
最
初
の
新
書

版
だ
っ
た

が
、
誰
に
向

か
っ
て
発
信

す
る
の
か
、

と
い
う
こ
と

を
考
え
さ
せ

て
く
れ
た
。
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学
術
論
文
の
読
者
は
残
念
な
が
ら
限
ら
れ
て
い
る
。
岩
波

新
書
は
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
に
な
り
う
る
。
市
民
に
向
か
っ
て

発
信
す
る
こ
と
は
、
市
民
社
会
と
の
対
話
を
重
視
す
る
公

共
社
会
学
の
実
践
で
も
あ
る
。
子
を
持
つ
母
親
が
、
企
業

人
が
、
地
方
自
治
体
の
職
員
が
、
福
島
原
発
事
故
の
構
造

的
な
背
景
を
知
り
た
い
、
日
本
は
今
後
ど
う
す
べ
き
か
を

考
え
る
際
に
、
手
が
か
り
と
な
る
よ
う
な
本
を
出
版
し
た

い
と
切
に
願
っ
た
。

　

幸
い
こ
の
本
は
反
響
が
大
き
く
、
2
0
1
1
年
の
ベ

ス
ト
3
に
挙
げ
て
く
だ
さ
る
書
評
者
も
複
数
い
ら
し
た
。

中
で
も
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
松
岡
正
剛
さ
ん
の｢

千
夜

千
冊｣

1
4
5
7
夜
（
2
0
1
2
年
2
月
27
日
）
で
、

取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
る
。｢
こ
の
人
の
見

方
に
は
身
の
丈
や
体
温
が
あ
る
。
ぼ
く
自
身
は
以
前
か
ら

｢

グ
リ
ー
ン
化｣

（greening

）
と
い
う
用
語
を
口
に
す
る

の
は
自
分
の
身
の
丈
に
合
わ
な
い
の
で
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン

グ
し
づ
ら
い
の
だ
が
、
こ
の
人
に
は
よ
く
合
っ
て
い
る｣

と
い
う
書
き
出
し
で
始
っ
て
い
る
（
松
岡
2
0
1
2
：

2
9
0
）。
読
み
巧
者
の
松
岡
さ
ん
の
言
葉
だ
け
に
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
。

　

日
本
学
術
振
興
会
の
刊
行
助
成
金
を
得
て
最
新
の
状
況

に
関
し
て
1
章
増
や
す
形
で
、
2
0
1
5
年
に
は
英
語

版
を
（H

asegaw
a 2015

）、
2
0
1
6
年
に
は
韓
国
語

版
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

コ
ン
セ
ン
ト
の
向
こ
う
側
に
青
森
県
六
ヶ
所
村
が

あ
る

　

福
島
原
発
事
故
に
関
連
し
て
、
も
っ
と
も
反
響
を
呼
ん

だ
ス
ピ
ー
チ
は
、東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
（
以
下
、

福
島
原
発
事
故
）
の
被
災
者
の
リ
ー
ダ
ー
、
武
藤
類
子
さ

ん
が
2
0
1
1
年
9
月
の
集
会
の
折
に
語
っ
た
「
私
た

ち
は
、
な
に
げ
な
く
差
し
込
む
コ
ン
セ
ン
ト
の
む
こ
う
側

の
世
界
を
想
像
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
便
利
さ
や
発

展
が
、
差
別
と
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
思

い
を
は
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
原
発
は
そ
の
む
こ
う

に
あ
る
の
で
す
。」
と
い
う
も
の
だ
（
武
藤
2
0
1
2
： 

26
）。
福
島
原
発
事
故
前
は
、
福
島
県
の
10
基
、
新
潟
県

の
7
基
、
計
17
基
の
原
発
が
東
京
電
力
の
主
要
な
電
力
供

給
源
だ
っ
た
。
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コ
ン
セ
ン
ト
の
も
う
1
つ
の
向
こ
う
側
は
青
森
県
六
ヶ

所
村
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
だ
。
舩
橋
晴
俊
さ
ん
や
飯

島
伸
子
さ
ん
と
私
は
、
1
9
9
0
年
か
ら
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
施
設
問
題
の
共
同
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
共
同

研
究
の
成
果
は
、
舩
橋
ほ
か
編
（
1
9
9
8
）
と
し
て
刊

行
し
た
が
、
科
学
研
究
費
の
刊
行
助
成
金
を
得
た
出
版

だ
っ
た
た
め
に
少
部
数
の
刊
行
で
、
定
価
が
高
く
、
す
ぐ

に
絶
版
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

原
子
力
問
題
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
折
、
福
島
原

発
事
故
を
受
け
て
懸
案
に
な
っ
て
い
た
舩
橋
ほ
か
編

（
1
9
9
8
）
の
増
補
改
訂
版
を
刊
行
し
た
（
舩
橋
ほ
か 

2
0
1
2
）。
と
く
に
長
谷
川
（
2
0
1
2
a
）
で
は
、

再
処
理
工
場

の
本
格
稼
働

に
政
府
は
な

ぜ
固
執
す
る

の
か
を
、
福

島
原
発
事
故

を
踏
ま
え
て

分
析
し
た
。

福
島
原
発
事
故
は
、
使
用
済
み
核
燃
料
を
再
処
理
す
る
政

策
を
転
換
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
再
処
理
路

線
は
、
原
発
増
設
路
線
を
維
持
す
る
た
め
に
こ
そ
意
義
が

あ
る
。
原
発
が
増
え
れ
ば
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
行
き
場

が
な
く
な
る
危
険
性
が
あ
る
。
再
処
理
路
線
を
放
棄
す
れ

ば
、
原
発
反
対
派
を
勢
い
づ
か
せ
、
原
発
増
設
が
困
難
に

な
る
危
険
性
が
あ
る
。
し
か
し
福
島
原
発
事
故
に
よ
っ

て
、
世
論
の
反
対
や
建
設
コ
ス
ト
の
大
幅
な
上
昇
な
ど
に

よ
っ
て
原
発
増
設
は
事
実
上
困
難
と
な
っ
た
。
福
島
原
発

事
故
に
よ
っ
て
再
処
理
の
意
義
は
大
き
く
低
下
し
た
の
で

あ
る
。

　

残
る
大
き
な
理
由
は
、
将
来
的
に
日
本
が
核
武
装
し
う

る
能
力
を
担
保
す
る
た
め
の
再
処
理
と
い
う
位
置
付
け
で

あ
る
。

海
外
へ
の
発
信

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
現
代
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原

発
事
故
に
関
し
て
は
、
国
際
的
な
関
心
も
高
い
。
と
く
に

福
島
原
発
事
故
に
関
し
て
、
英
語
で
発
信
で
き
る
社
会
学
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者
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
福
島
原
発
事
故
前
か
ら
私
は
、

海
外
で
の
学
会
発
表
を
重
視
し
て
き
た
。
2
0
1
4
年

7
月
に
日
本
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
世
界
社
会
学
会
議
横

浜
大
会
の
開
催
国
側
の
責
任
者
、
組
織
委
員
会
の
委
員
長

で
も
あ
っ
た
。

　

た
ま
た
ま
発
災
10
日
後
3
月
21
日
か
ら
メ
キ
シ
コ
シ

テ
ィ
で
開
催
さ
れ
る
国
際
社
会
学
会
の
理
事
会
に
、
組
織

委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
実
家
の
山
形
市
か
ら
車
で
庄
内
空
港
に
行
き
、
そ
こ

に
車
を
置
い
て
羽
田
空
港
に
飛
び
、
成
田
空
港
か
ら
メ
キ

シ
コ
シ
テ
ィ
に
向
か
っ
た
。
成
田
空
港
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
空
港
経
由
で
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
の
空
港
ま
で
に
要

し
た
時
間
よ
り
も
、
山
形
市
か
ら
庄
内
空
港･
羽
田
空
港

経
由
で
、
成
田
空
港
ま
で
の
時
間
の
方
が
長
か
っ
た
。
仙

台
空
港
は
被
災
し
て
使
用
不
能
で
あ
り
、
山
形
│
羽
田
便

は
満
席
で
切
符
が
取
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

3
月
25
日
の
理
事
会
で
の
ス
ピ
ー
チ
を
も
と
に
、
震

災
と
原
発
事
故
に
も
か
か
わ
ら
ず
横
浜
大
会
に
参
加

す
る
よ
う
英
語
で
呼
び
か
け
た
。
次
は
3
月
31
日
付
で

国
際
社
会
学
会
の
英
文
ニ
ュ
ー
ス
に
寄
稿
し
た
レ
タ
ー 

（H
asegaw

a 2011

）
の
日
本
語
訳
の
一
節
だ
。

も
う
1
回
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
な

い
と
、
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
転
換
で
き
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か

　
（
前
略
）
環
境
社
会
学
者
で
あ
り
、
社
会
運
動
の

研
究
者
で
あ
る
私
は
、
原
発
一
辺
倒
の
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
全
面
的
に
批
判
し
て
き
ま
し
た
。

1
9
9
6
年
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
批
判
す
る
『
脱

原
子
力
社
会
の
選
択
』
と
い
う
本
を
出
版
し
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
日
本
政
府
に
、
原
子
力
推
進
政
策
の
転
換

を
求
め
た
も
の
で
す
。
講
演
を
求
め
ら
れ
る
と
、
私
は

よ
く
次
の
よ
う
な
問
い
を
投
げ
か
け
て
き
ま
し
た
。「
も

う
1
回
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
な
い

と
、
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
転
換
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
」。
15
年
前
か
ら
の
こ
の
警
告
は
、
と
う
と

う
現
実
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
中
略
）

横
浜
を
「
希
望
の
港
」
に

　
（
前
略
）
み
な
さ
ん
は
、「
安
楽
椅
子
の
社
会
学
者
」
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で
は
な
い
は
ず
で
す
。
果
敢
に
社
会
の
現
実
を
直
視
す

る
、
勇
気
あ
る
社
会
学
者
の
は
ず
で
す
。
3
年
後
の

2
0
1
4
年
に
横
浜
に
行
こ
う
、と
研
究
仲
間
、友
人
、

大
学
院
生
に
つ
よ
く
勧
め
て
く
だ
さ
い
。
た
く
ま
し
く

再
建
し
た
日
本
社
会
の
姿
を
凝
視
し
、
体
験
し
て
く
だ

さ
い
。
日
本
を
訪
れ
、横
浜
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
、

日
本
の
社
会
と
日
本
の
社
会
学
に
対
す
る
何
よ
り
の
応

援
で
す
。
是
非
、
自
分
の
目
で
、
日
本
の
人
び
と
と
文

化
を
直
視
し
て
く
だ
さ
い
。
2
0
1
4
年
、
復
興
し

た
日
本
の
姿
を
五
感
で
味
わ
い
、
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

横
浜
を
、
再
び
「
希
望
の
港
」
に
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
不
平
等
な
世
界
と
果
敢
に
対
峙
し
、
オ
ー

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
持
続
可
能
な
未
来
を
求
め
て
や
ま
な

い
社
会
学
者
が
集
う
場
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
横
浜
大
会
は
、
あ
な
た
が
主
役
で
す
。

　

幸
い
横
浜
大
会
は
無
事
開
催
さ
れ
、
世
界
1
0
0
ヶ

国
か
ら
6
0
0
0
人
以
上
が
参
加
し
た
。

　

2
0
1
1
年
6
月
の
韓
国
社
会
学
会
大
会
で
の
招
待

講
演
を
皮
切
り
に
、
2
0
1
1
年
だ
け
で
韓
国
に
計
3

回
、中
国･

台
湾
各
1
回
出
張
し
た
。2
0
1
2
年
は
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
、
メ
キ
シ
コ
の
プ
エ
ブ
ラ
国
立
自
治
大
学
で
招
待

講
演
を
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
た
第
2
回
世

界
社
会
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
、ア
メ
リ
カ
社
会
学
会
大
会
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
学
会
大
会
で
研
究
報
告
を
行
っ
た
。
そ

の
ほ
か
の
出
張
も
含
め
、
2
0
1
2
年
1
年
だ
け
で
、

9
ヶ
国
に
、
計
10
回
海
外
出
張
し
た
。
福
島
原
発
事
故
の

教
訓
、
原
子
力
発
電
の
リ
ス
ク
認
知
に
関
す
る
事
故
前
と

事
故
後
の
比
較
、
反
原
発
運
動
の
事
故
前
と
事
故
後
の
比

較
、日
本
の
市
民
社
会
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

海
外
で
の
招
待
講
演
や
研
究
報
告
は
、
2
0
1
3
年
以

降
も
、
コ
ロ
ナ
禍
が
勃
発
す
る
前
年
の
2
0
1
9
年
ま

で
続
い
た
。

　

海
外
か
ら
の
関
心
は
高
く
、
1
つ
の
招
待
講
演
や
研
究

報
告
が
、
次
の
招
待
講
演
や
研
究
報
告
の
呼
び
水
と
な
っ

た
。『
脱
原
子
力
社
会
へ
』
の
反
響
と
し
て
、
国
内
か
ら

求
め
ら
れ
る
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
で
き
る
だ
け
対

応
し
た
。

　

台
湾
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
旧
知
の
研
究
者
が
来
日
し
、
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被
災
地
を
見
学
し
た
い
と
い
う
折
に
は
、
福
島
県
相
馬
市

や
南
三
陸
町
を
案
内
し
た
。

ニ
ッ
セ
イ
財
団
の
助
成
研
究

　

私
は
1
9
9
8
年
か
ら
、
宮
本
憲
一
先
生
や
淡
路
剛

久
先
生
、
寺
西
俊
一
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
、
学
際
的
な

環
境
問
題
の
研
究
者
が
集
う
季
刊
の
『
環
境
と
公
害
』
の

編
集
同
人
を
務
め
て
き
た
。『
環
境
と
公
害
』
も
発
災
直

後
か
ら
、
福
島
原
発
事
故
や
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
継

続
的
に
扱
っ
て
い
る
。
30
人
以
上
い
る
編
集
同
人
の
中

で
、
私
は
被
災
地
に
も
っ
と
も
近
い
仙
台
市
に
在
住
し
て

い
る
。

　

2
0
1
1
年
5
月
、
淡
路
先
生
や
寺
西
先
生
ら
を
南

三
陸
町
に
案
内
し
た
が
、
私
が
研
究
代
表
者
に
な
っ
て
、

学
際
的
な
研
究
チ
ー
ム
を
組
織
化
し
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
過
程
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
取
り
組
む
べ
き
だ

と
強
く
促
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、｢

被
災
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
復
興
と
再
生

│
自
治
体･

N
G
O
と
の
協
働

に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
政
策
提
言｣

を
企
画
し
た
と
こ

ろ
、
2
0
1
2
年
10
月
か
ら
2
年
間
、
ニ
ッ
セ
イ
財
団

の
助
成
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
に
詳
し
い
保
母
武
彦
先
生
ら
の
協

力
を
得
て
、
環
境
社
会
学
者
だ
け
で
な
く
、
保
健
社
会
学
、

国
際
社
会
学
、
行
財
政
学
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
論
、
水

産
資
源
学
、
農
業
経
済
学
、
林
学
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
と

い
う
文
系
・
理
系
双
方
の
計
13
名
の
研
究
者
か
ら
な
る
共

同
研
究
を
行
っ
た
。

　

主
な
対
象
地
と
し
て
、
津
波
被
害
が
も
っ
と
も
深
刻

だ
っ
た
地
域
の
一
つ
宮
城
県
南
三
陸
町
を
取
り
上
げ
た
。

　

原
発
問
題
に
関
し
て
依
頼
さ
れ
る
海
外
出
張
は
じ
め
、

2
0
1
4
年
7
月
に
迫
る
世
界
社
会
学
会
議
横
浜
大
会

の
準
備
に
追
わ
れ
て
多
忙
を
極
め
な
か
な
か
大
変
だ
っ
た

が
、
何
と
か
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
長
谷
川･

保

母･

尾
崎
編
（
2
0
1
6
）
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
本
の
狙
い
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
出
版
会
刊
行
の

『
U
P
』
に
、長
谷
川
（
2
0
1
6
b
）
と
し
て
発
表
し
た
。

　
『
岐
路
に
立
つ
震
災
復
興

│
地
域
の
再
生
か
消
滅
か
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
、
こ
の
共
同
研
究

の
問
題
意
識
を
象
徴
し
て
い
る
。
私
が
総
論
を
担
当
し
た
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が
、
そ
も
そ
も
交
通
が
不
便
で
人
口
減
と
高
齢
化
に
悩
ん

で
来
た
地
域
が
集
中
的
に
被
災
し
た
。
も
っ
と
も
遅
れ
て

い
る
と
さ
れ
て
き
た
地
域
が
、
高
齢
化
と
人
口
減
、
地
域

の
消
滅
か
再
生
か
と
い
う
日
本
社
会
全
体
が
直
面
す
る
社

会
問
題
の
最
前
線
に
、
震
災
に
よ
っ
て
、
突
如
、
押
し
出

さ
れ
た
の
だ
。
そ
し
て
小
中
学
校
や
医
療
機
関
の
統
合
を

は
じ
め
、
ネ
オ･
リ
ベ
ラ
ル
的
な｢

選
択
と
集
中｣

路
線

の
実
験
場
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
希
望
的
な
材
料
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
。
何
と
か
し
な
け
れ
ば
、

と
い
う
危
機
感
。
地
域
を
守
り
た
い
と
い
う
情
熱
。
震
災

を
機
に
深
ま
っ
た
外
部
と
の
交
流
。
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
は
じ
め
と
す
る
外
か
ら
の
人
材
の
流
入
。
メ
デ
ィ
ア
や

研
究
者
の
注
目

等
々
。
震
災
は
閉

鎖
性
の
高
か
っ
た

地
域
に
、
交
流
人

口
を
増
や
す
契
機

と
な
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

　

津
波
被
災
地
の
将
来
を
考
え
る
う
え
で
と
く
に
興
味
深

か
っ
た
の
は
、
2
0
1
4
年
8
月
に
隠
岐
諸
島
の
島
根

県
海
士
町
を
、
9
月
に
北
海
道
の
奥
尻
島
を
訪
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
奥
尻
島
は
、
1
9
9
3
年
7
月
に
起
き
た
北

海
道
南
西
沖
地
震
の
被
災
地
で
あ
り
、
こ
の
と
き
の
津
波

に
よ
っ
て
2
0
0
人
あ
ま
り
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
津

波
対
策
と
し
て
の
高
台
移
転
と
防
潮
堤
建
設
の
先
行
事
例

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
。

　

海
士
町
は
過
疎
地
の
地
域
起
こ
し
、
と
く
に
離
島
の
地

域
起
こ
し
の
代
表
的
な
成
功
例
と
し
て
、
そ
の
後
よ
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
口
約
2
4
0
0
人
の
小
さ

な
島
だ
が
、
私
た
ち
が
訪
れ
た
2
ヶ
月
後
、
安
倍
晋
三
首

相
が
2
0
1
4
年
10
月
の
所
信
表
明
演
説
で
、
地
方
創

生
の
先
進
モ
デ
ル
と
し
て
言
及
し
た
ほ
ど
だ
。

　

海
士
町
で
は
、
20
歳
代
・
30
歳
代
前
半
の
優
秀
な
I

タ
ー
ン
の
若
者
が
活
き
活
き
と
活
躍
し
て
い
た
。
新
規
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
案･

実
行
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て

い
た
。
外
か
ら
の
優
秀
な
人
材
の
流
入
が
カ
ギ
だ
と
実
感

し
た
。

　

こ
の
本
を
読
ん
だ
遠
州
尋
美
氏
（
元
大
阪
経
済
大
学
教
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授
）か
ら
、新
し
く
発
足
す
る
み
や
ぎ
震
災
研
究
セ
ン
タ
ー

へ
の
参
加
を
求
め
ら
れ
、
み
や
ぎ
震
災
研
究
セ
ン
タ
ー
編

（
2
0
1
9
）
の
企
画･

編
集･

執
筆
に
か
か
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

有
斐
閣
の｢
シ
リ
ー
ズ
　
被
災
地
か
ら
未
来
を
考

え
る｣

の
監
修･
編
集

　

日
本
社
会
学
会
は
、
発
災
直
後
か
ら
学
会
と
し
て
も

こ
の
震
災
に
対
す
る
組
織
的
対
応
を
開
始
し
、
研
究
活

動
委
員
会
の
委
員
長
だ
っ
た
舩
橋
晴
俊
氏
と
担
当
理
事

だ
っ
た
田
中
重
好
先
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
2
0
1
1

年
9
月
の
学
会
大
会
で
の
テ
ー
マ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
企

画
、
そ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
も
と
に
田
中･

舩
橋･
正
村

編
（
2
0
1
3
）
を
刊
行
し
た
。
筆
者
も
、
長
谷
川

（
2
0
1
3
b
）
を
寄
稿
し
た
。

　

田
中
先
生
と
舩
橋
氏
は
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
が
提

起
し
た
様
々
の
問
題
に
対
し
て
、
社
会
学
に
立
脚
し
て
総

括
的
な
解
答
を
与
え
る
べ
き
だ
と
し
て
、
4
巻
本
の
出
版

を
社
会
学
者
に
呼
び
か
け
た
。
出
版
元
の
有
斐
閣
と
の
協

議
で
3
巻
本

と
な
っ
た
が
、

2
0
1
3

年

6
月
か
ら
編
集

に
関
す
る
打
合

せ
を
開
始
し

た
。

　

舩
橋
晴
俊
氏

の
病
い
に
よ
る
急
逝
（
2
0
1
4
年
8
月
）
と
い
う
思

い
が
け
な
い
事
態
を
経
て
、
こ
の
3
巻
本
全
体
は
、
舩
橋

氏
の
遺
志
を
受
け
継
い
で
、
田
中
先
生
と
私
が
監
修
者
と

な
り
、
第
1
巻
の
『
原
発
震
災
と
避
難
』（
長
谷
川･

山

本
編
2
0
1
7
）
を
刊
行
し
た
。
福
島
原
発
震
災
が
な

ぜ
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
、
避
難
者
と
避
難
自
治
体
が
直
面

し
て
き
た
課
題
は
何
か
、
原
子
力
政
策
の
転
換
を
拒
ん
で

い
る
構
造
的
要
因
は
何
か
を
、
分
析
し
て
い
る
。
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大
震
災･

原
発
事
故
か
ら
10
年

│
日
本
社
会
は

な
ぜ
変
わ
ら
な
い
の
か

　

前
述
の
『
環
境
と
公
害
』
は
発
災
直
後
か
ら
、
東
日
本

大
震
災
と
原
発
事
故
の
シ
リ
ー
ズ
を
開
始
し
、
既
に
44
回

を
数
え
て
い
る
。
2
0
2
1
年
4
月
25
日
発
行
号
で
は
、

震
災
か
ら
10
年
を
ふ
ま
え
、｢

大
震
災･

原
発
事
故
か
ら

10
年｣

の
特
集
を
編
む
こ
と
に
な
り
、
私
が
担
当
者
に
指

名
さ
れ
た
。
私
は
総
論
的
に｢
日
本
社
会
は
な
ぜ
変
わ
ら

な
い
の
か｣

（
長
谷
川
2
0
2
1
b
）
を
記
し
、
高
木
竜

輔
先
生
ら
長
年
福
島
原
発
事
故
の
被
災
者
調
査
を
な
さ
っ

て
き
た
方
と
津
波
被
災
地
の
研
究
を
な
さ
っ
て
き
た
方
計

7
名
に
執
筆
い
た
だ
い
た
。
10
年
後
の
両
被
災
地
の
現
状

と
課
題
を
社
会

学
的
視
点
か
ら

浮
き
彫
り
に
で

き
た
と
思
っ
て

い
る
。

　

結
局
私
自
身

は
、
こ
の
10
年

間
、
や
や
俯
瞰
的
な
視
点
か
ら
、
福
島
原
発
事
故･

東
日

本
大
震
災
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
日
本
社
会
は
変
わ
ら

な
い
の
か
、
変
わ
れ
な
い
の
か
を
考
え
て
き
た
。
つ
ま

る
と
こ
ろ
市
民
社
会
の
脆
弱
性
が
カ
ギ
で
あ
る
と
思
え

て
な
ら
な
い
。
活
力
あ
る
市
民
社
会
を
作
り
あ
げ
て
い

く
た
め
に
も
市
民
社
会
と
の
対
話
を
重
視
し
、
市
民
社

会
の
課
題
と
向
き
合
う｢

公
共
社
会
学｣

の
意
義
は
き

わ
め
て
大
き
い
と
あ
ら
た
め
て
考
え
て
い
る
（
長
谷
川

2
0
2
1
a
）。

全
体
の
研
究
成
果
一
覧
　︵
文
献
一
覧
︶

H
asegaw

a K
oichi, 2021, “

Japan ’s E
nergy P

olicy and 

C
om

m
unity Pow

er M
ovem

ent A
fter the Fukushim

a 

N
uclear A

ccident,” P. M
idford and E

. M
oe eds., N

ew
 

C
hallenges and Solutions for R

enew
able E

nergy: Japan, 

E
ast A

sia and N
orthern E

urope, O
xford: R

outledge, 23
-

50.
長
谷
川
公
一
、
2
0
2
1
a
、『
環
境
社
会
学
入
門

―
持
続
可

能
な
未
来
を
つ
く
る
』
ち
く
ま
書
房
（
新
書
）

長
谷
川
公
一
、
2
0
2
1
b
、｢

日
本
社
会
は
な
ぜ
変
わ
れ
な
い
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の
か｣

『
環
境
と
公
害
』
50
│
4
、
2
│
5
。 

長
谷
川
公
一
、
2
0
2
1
c
、｢

環
境
社
会
学
と
女
性
視
点｣

浅

野
富
美
枝･

天
童
睦
子
編
『
災
害
女
性
学
を
つ
く
る
』
生
活

思
想
社
：
1
4
1
│
1
5
3
。 

H
asegaw

a K
oichi, 2020, B

ook R
eview

 on B
lack W

ave: H
ow

 

N
etw

orks and G
overnance Shaped Japan ’s 3/11 D

isasters.　

B
y D

aniel P. A
ldrich.　

C
hicago; T

he U
niversity of 

C
hicago P

ress, 2019.　
Pacific A

ffairs, 94
-1. 

長
谷
川
公
一
、
2
0
2
0
、「
脱
原
子
力
・
脱
炭
素
社
会
へ
の
転

換

―
電
力
会
社
の
軛
を
超
え
、地
域
か
ら
変
革
を
」『
世
界
』

9
3
1
、
1
1
5
│
1
2
5
。

み
や
ぎ
震
災
復
興
研
究
セ
ン
タ
ー
ほ
か
と
の
共
編
、
2
0
1
9
、

『
東
日
本
大
震
災
1
0
0
の
教
訓　

地
震
・
津
波
編
』
ク
リ

エ
イ
ツ
か
も
が
わ
。

H
asegaw

a K
oichi, 2018a, “

C
ontinuities and D

iscontinuities 

of Japan ’s P
olitical A

ctivism
 before and after the 

Fukushim
a D

isaster,” D
. C

hiavacci and J. O
binger eds., 

Social M
ovem

ents and Political A
ctivism

 in C
ontem

porary 

Japan: R
e
-em

erging from
 Invisibility, O

xford: R
outledge, 

115
-135. 

H
A

SE
G

A
W

A
 K

oichi, 2018b, “
R

isk C
ulture, R

isk Fram
ing 

and N
uclear E

nergy D
ispute in Japan before and after 

the Fukushim
a N

uclear A
ccident,” K

-
T. C

hou ed., 

E
nergy Transition in E

ast A
sia, O

xford: R
outledge, 

9
-27, 2017.11. 

長
谷
川
公
一
、
2
0
1
8
、「
3
・
11
を
心
に
刻
ん
で
」
岩
波
書

店
編
集
部
編
『
3
・
11
を
心
に
刻
ん
で
2
0
1
8
』
岩
波
書

店
、
11
│
13
。

長
谷
川
公
一
・
山
本
薫
子
編
、
2
0
1
7
、『
原
発
震
災
と
避
難

―
原
子
力
政
策
の
転
換
は
可
能
か
』
有
斐
閣
。

長
谷
川
公
一
、
2
0
1
7
a
、「
福
島
原
発
震
災
か
ら
何
を
学

ぶ
の
か
」
長
谷
川
公
一
・
山
本
薫
子
編
『
原
発
震
災
と
避
難

―
原
子
力
政
策
の
転
換
は
可
能
か
』
有
斐
閣
、
2
5
4
│

2
7
4
。

長
谷
川
公
一
、
2
0
1
7
b
、「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
「
六
ヶ
所

村
」」
津
田
大
介
・
小
嶋
裕
一
編
『
決
定
版
・
原
発
の
教
科
書
』

新
曜
社
、
2
1
3
│
2
2
6
。

長
谷
川
公
一
・
保
母
武
彦
・
尾
崎
寛
直
編
、
2
0
1
6
、『
岐
路

に
立
つ
震
災
復
興

―
地
域
の
再
生
か
消
滅
か
』
東
京
大
学

出
版
会
。

長
谷
川
公
一
、
2
0
1
6
a
、「
岐
路
に
立
つ
震
災
復
興
」
長

谷
川
公
一
・
保
母
武
彦
・
尾
崎
寛
直
編
『
岐
路
に
立
つ
震
災

復
興
―
地
域
の
再
生
か
消
滅
か
』
東
京
大
学
出
版
会
、
1
│

23
。

長
谷
川
公
一
、
2
0
1
6
b
、「
震
災
復
興
過
程
と
向
き
合
っ
て
」

『
U
P
』（
東
大
出
版
会
）
5
2
9
、
20
│
24
。

H
asegaw

a K
oichi, 2015, B

eyond F
ukushim

a: Tow
ard a 

Post -N
uclear Society, M

elbourne: Trans Pacific P
ress.
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長
谷
川
公
一
、
2
0
1
5
、「
被
災
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復

興
と
再
生
を
ど
う
考
え
る
の
か
」『
環
境
と
公
害
』
44
│
3
、

30
│
33
。

H
asegaw

a K
oichi, 2014a, “

R
ethinking C

ivil S
ociety 

in Japan: B
efore and A

fter the Fukushim
a N

uclear 

D
isaster,” M

. M
ariotti, T. M

iyake and A
. R

evelant eds., 

R
ethinking N

ature in C
ontem
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All-Cause Mortality After the Great East Japan 
Earthquake in Fukushima Prefecture: 

Trends From 2009 to 2016 and 
Variation by Displacement

Satoshi Tsuboi, PhD; Tomosa Mine, PhD; 
Satoshi Kanke, PhD; Tetsuya Ohira, PhD

峰　　友紗（教育部門　准教授）

　2011年 3月 11日、日本の東海岸でマグニチュード 9の地震（東日
本大震災）が発生した。福島第一原子力発電所の事故後、2016年現在、
福島県の 6地区（富岡、大熊、双葉、浪江、葛尾、飯館）は避難区域
となっており、人はすめない状況である。本研究では、福島県におけ
る全死亡率に対する転居の長期的影響を評価することを目的とした。
福島県の 2009年から 2016年までの人口と死亡者数に関するデータを
政府統計から入手し、福島県内の浜通り、中通り、会津、避難区域の
4つの地域での年齢調整後の全死亡率を比較した。2009年から 2011

年にかけては、浜通り地区と避難区域の年齢調整後の全死亡率が他の
2地域よりも高く、2012年から 2016年にかけては、変位地区の全死
因死亡率が最も低く、会津地区の死亡率が最も高かった。結論として
は 予想に反して、震災後、避難区域の全死亡率は福島県の他の地区よ
りも低い状態が続いた。災害発生後、地域の医療ニーズに応えるため
には、長期的なモニタリングが必要である。

ABSTRACT

Objectives: On March 11, 2011, a magnitude 9 earthquake (the Great 

East Japan Earthquake) occurred off the east oast of Japan.　After the 



─ ─

第 1章　東日本大震災の研究への取組み （2）

283

Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant accidents, as of 2016, people 

were not allowed to live in the 6 districts (Tomioka, Okuma, Futaba, 

Namie, Katsurao, Iidate) in Fukushima Prefecture.　In the present study, 

we aimed to evaluate the long-term effects of displacement on all-cause 

mortality in Fukushima Prefecture.

Methods: Data regarding population and deaths from 2009 to 2016 in 

Fukushima Prefecture were obtained from the governmental statistics.　
The age-adjusted all-cause mortality were compared among the 4 areas in 

Fukushima Prefecture; the Eastern, Middle, Western, and Displacement 

areas.

Results: The age-adjusted all-cause mortality rates in the Eastern and 

Displacement areas were higher than in the other 2 areas from 2009 

to 2011.　During the period from 2012 to 2016, all-cause mortality 

in the Displacement area decreased to the lowest, while the morality 

in the Eastern area remained the highest.　Conclusions: Against all 

expectations, after the earthquake, all-cause mortality in the Displacement 

area was continuously lower than in the rest of the Fukushima Prefecture.　
Following disasters, long-term monitoring should be organized to meet 

local health-care needs.

Key Words: all-cause mortality, disaster, displacement, evacuation, Great 

East Japan Earthquake

　　On March 11, 2011, a magnitude 9 earthquake (the Great East Japan 

Earthquake) occurred off the east coast of Japan, followed by a massive 

tsunami and the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant accidents.1　Due 

to the accidents, residents living within a 20 km radius of the plant were 

ordered to evacuate, and those living within a 20- to 30-km radius of the 

plant were advised to evacuate voluntarily by the Japanese government.1　
As of 2016, people were not allowed to live in the 6 districts (Tomioka, 
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Okuma, Futaba, Namie, Katsurao, Iidate) because of residual radiation in 

the environment.　Displaced people in Fukushima Prefecture have not 

only experienced mental health problems,2,3 but have had difficulties in 

reconstructing social relationships because of both self-stigma or stigma 

from others.1

　　To estimate the impact of disasters, all-cause mortality is thought to 

be a useful measure of public health monitoring.4,5 In addition, although 

most previous studies have focused on the immediate health effects 

of disasters, the long-term effects are being increasingly reported.6,7 

According to the systematic review and meta-analysis conducted by Ripoll 

Gallardo et al., at the 12-month follow-up point, all-cause mortality rates 

were 2% higher for study participants who were exposed to earthquakes 

than for those not similarly exposed.7 Following these research trends, the 

impor- tance of long-term monitoring after disasters is emphasized in the 

Sendai Framework for Disaster Risk Reduction, which was adopted at the 

third United Nations World Conference in 2015.8　However, despite the 

huge impact of the Great East Japan Earthquake on the world, reports on 

displacement that assessed all-cause mortality are limited, especially in 

Fukushima Prefecture.

　　The primary objective of the current study was to evaluate the long-

term effects of displacement on all-cause mortality after the Great East 

Japan Earthquake, focusing on the differences in trends between the 

displacement area and the other areas in Fukushima Prefecture.　Taking 

into account that the displacement has lasted for longer than 5 years for 

some people, it is hypothesized that the all-cause mortality of people who 

lived in the 6 districts (mentioned above) before the earthquake, and were 

subsequently displaced, is continuously higher than that of the residents 

of other areas in Fukushima Prefecture.　Our hope is that the current 
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study can provide new insights to foster the efficiency of future planning 

for recovery and preparedness.

METHODS

　　Several governmental statistics were used to calculate all-cause 

mortality from 2009 to 2016.　The number of  deaths due to all causes 

was obtained from vital statistics published by the Ministry of Health, 

Labour, and Welfare.　The population data were obtained from reports 

of the Ministry of Internal Affairs and Communications, referring to the 

Basic Resident Registration Network System.　The Ministry of Health, 

Labour, and Welfare reports the vital statistics with reference to the 

registered address in the Basic Resident Registration Network System.　
It is worth noting that the registered addresses in that system are self-

reported by citizens.　Therefore, if people move but do not change their 

registered addresses by themselves, the government continues to report 

the population or vital statistics using the registered addresses that 

remain unchanged.　Therefore, although no one actually lives in some 

areas following the forced evacuation, the government continues to report 

the population or vital statistics of those areas because some registered 

addresses remain unchanged.　This feature of the system allows us 

to conduct an epidemiological study including the displacement area in 

Fukushima Prefecture after the Great East Japan Earthquake.

　　Fukushima Prefecture is composed of 59 districts, and as shown in 

Figure 1, it is divided into 3 areas by mountains or highlands; the Eastern 

area, the Middle area, and the Western area.　After the Great East Japan 

Earthquake on March 2011, the Japanese government was forced to 

order the residents in the areas surrounding the nuclear power plants 

to evacuate from their living place as mentioned above.　Although the 
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evacuation orders have been gradually lifted, the 6 districts (Tomioka, 

Okuma, Futaba, Namie, Katsurao, Iidate) remained evacuation areas 

as of 2016.　In the current study, these 6 districts were defined as the 

Displacement area.　Although the Displacement area is a part of the 

Eastern area, we separated it from the Eastern area to compare the 

Displacement area with other areas.

　　Data pertaining to population and numbers of all-cause deaths were 

used to examine and compare the 4 areas of Fukushima Prefecture from 

2009 to 2016.　Age-adjusted all-cause mortality were used to analyze the 

differences in the risk of all-cause deaths between the Displacement area 

and the other areas.　The 1985 model population of Japan was used as a 

standard population when calculating the age-adjusted all-cause mortality 

from 2009 to 2016.　All statistical analyses were conducted using STATA 

(version 13.1 for Mac; Stata Corp, College Station, TX).

FIGURE 1.　The Geographical Outline of Fukushima Prefecture.

Fukushima Prefecture is divided into three areas; the Eastern area (which includes 
the Displacement area), the Middle area, and the Western area. In the current study, 
the Displacement area was analyzed as an area separate from the Eastern area
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RESULTS

　　The population in Fukushima Prefecture decreased year by year, 

from 2,063,769 in 2009 to 1,953,699 in 2016.　The population of the 

Middle area was the largest, followed by the Eastern and Western areas 

throughout this period.　The population of the Displacement area was 

64,279 in 2009, and 57,382 in 2016.　The changes in population were 

most significant in the Displacement area, with a decline of 11% from 

2009 to 2016, compared with the overall decline in Fukushima Prefecture 

of 5% in the same period.

FIGURE 2.　 The Trends of National Age-adjusted All-cause Mortality Rates, as Well 
as by area in Fukushima Prefecture, From 2009 to 2016.

Before the Great East Japan Earthquake occurred, the age-adjusted all-cause 
mortality rates in the Eastern and Displacement areas were relatively higher than 
those of the other areas, as well as the national rate.　Although the mortality of 
both the Eastern and Displacement areas were highest in 2011, the mortality trends 
of these two areas were totally different; the mortality rate in the Eastern area 
remained the highest, whereas that in the Displacement area was the lowest from 
2012 to 2014, and again in 2016
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　　The trends of the national age-adjusted all-cause mortality, and those 

of the 4 areas in Fukushima Prefecture from 2009 to 2016, are shown 

in Figure 2.　The age-adjusted all-cause mortality rates in all 4 areas 

in Fukushima Prefecture were higher than the national rates in 2009 

and 2010.　The Eastern and Displacement areas had a relatively higher 

age-adjusted all- cause mortality than the other 2 areas from 2009 to 

2011.　From 2012 to 2016, the age-adjusted all-cause mortality in the 

Displacement area changed to the lowest in Fukushima Prefecture, and 

was lower than the national rate from 2012 to 2014, and again in 2016.　In 

contrast, the mortality in the Eastern area was highest from 2013 to 2016.

DISCUSSION

　　The current study is the first to report that the all-cause mortality 

in the Displacement area in Fukushima Prefecture was continuously 

lower than those of the rest of Fukushima Prefecture after the Great 

East Japan Earthquake in 2011.　However, the all-cause mortality in the 

Eastern area, where the mortality was equally high in the Displacement 

area in 2011, remained consistently high after the earthquake.　Against 

all expectations, the area which seems to need more health-care support 

to reduce all-cause mortality has been the Eastern area, rather than 

the Displacement area, after the earthquake in Fukushima Prefecture.　
These findings strengthen the importance of long-term monitoring 

in decision-making regarding public health interventions following 

disasters.7 Policy-makers should organize a long-term monitoring of 

residents to allocate limited health-care resources to meet their needs for 

health care efficiently after disasters.

　　Further study is necessary to determine the reasons why the all-

cause mortality in the Displacement area was lower than the rest of 
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Fukushima Prefecture.　The health-care resources in Fukushima 

Prefecture are known to have been relatively poor since before 

the earthquake occurred.9　It is possible that mortality decreased 

immediately after displacement if: said displacement was from poor 

health-care areas to richer areas; and accessibility to health-care services 

was improved.　This explanation is not contradictory to the finding that 

all-cause mortality in the Displacement area decreased immediately 

after the earthquake.　In addition, the positive effects of enhanced 

health check-ups and health advocacy after displacement should not be 

dismissed.　Unfortunately, the current study lacks both data on the use of 

health-care services and accessibility to them.　More studies are needed 

to shed light on the potential causes of this fortunate result that the all-

cause mortality was suppressed.

　　On the other hand, further study of the Eastern area is also required; 

research into which specific causes of death led to the increase of all-

cause mortality and what drove such an increase.　Because age-adjusted 

mortality is affected more by the death of a young person than the death 

of an old person, an age-based analysis should be conducted.　The extent 

to which mortality is directly associated with the earthquake and the 

aftermath (ie, self-stigma and stigma from others) remains unclear.　The 

temporal lag of the association between mortality and the earthquake and 

the aftermath should be considered as well.　In addition, the evacuation 

order in the Displacement area has been partially lifted since mid 2016.　
Thus, the health effects associated with the recovery process in the 

Displacement area should be continuously monitored in future.

　　There are several limitations to the current study.　First, information 

bias should not be omitted: especially in the Displacement area, 11% 

of the population decreased from 2009 to 2016, and the health status of 
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that 11% remains unknown.　This uncertainty might have affected the 

results of the current study.　Lack of information, including health- care 

resources, accessibility to health care, or actual living addresses of the 

displaced people, is another limitation of our study.

CONCLUSIONS

　　Against all expectations, after the Great East Japan Earthquake in 

2011, the all-cause mortality in the Displacement area in Fukushima 

Prefecture was continuously lower than that in the rest of the prefecture.　
In contrast, the all-cause mortality in the Eastern area, where the 

mortality was equal to that in the Displacement area in 2011, was 

continuously higher after the earthquake.　With regard to Fukushima 

Prefecture after the earthquake, the area that seems to need more health-

care support to reduce all-cause mortality has been the Eastern area, 

rather than the Displacement area.　It is necessary to prepare a long-

term monitoring system to follow the victims of a disaster.
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峰　　友紗（教育部門　准教授）

　2011年 3月 11日に発生した東日本大震災の前後で、福島県におけ
る急性心筋梗塞による死亡の長期的な傾向と地理的な分布を調査し
た。2008年から2016年までの政府統計を用いて、記述的研究を行った。
急性心筋梗塞による死亡の傾向を観察するために、都道府県レベルで
は年齢調整死亡率を、地区レベルでは地理的な分布を示す標準化死亡
率（SMR）を用いた。福島県では、急性心筋梗塞の年齢調整死亡率
は 2010年から 2012年にかけて上昇し、その後 2016年まで下降する
傾向にあった。急性心筋梗塞の SMRは、2009年から 2010年にかけ
て、福島県浜通り地区で 2.0、中通り地区で 1.7、会津地区で 1.3であっ
た。同様に、2013年から 2014年にかけては、浜通り地区で 2.2、中
通り地区で 2.2、会津地区で 1.9となっています。さらに避難区域では、
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AMIの SMRは 2009年から 2010年までは 1.9、2011年から 2012年
までは 1.4、2013年から 2014年までは 1.3だった。その結果、避難
区域での AMIによる死亡は 2011年から 2014年にかけて減少しまし
たが、同時期の 3地域では全体的に増加していることがわかりました。
災害後の AMIに対する健康管理の対象領域をより広くする必要があ
り、今後、自治体の効果的な意思決定をサポートするために、自然災
害の発生直後から長期的な疫学的モニタリングを行うべきである。

ABSTRACT
　　We investigated the long-term trends and geographical distribution of 

deaths due to acute myocardial infarction (AMI) in Fukushima Prefecture 

before and after the Great East Japan Earthquake, which took place on 

March 11, 2011.　A descriptive study was conducted using governmental 

statistics from 2008 to 2016.　Age-adjusted mortality rate was used to 

observe trends of death due to AMI at the prefectural level, as well as 

standardized mortality ratio (SMR) for a geographical distribution at the 

district level.　In Fukushima Prefecture, the trend of the age-adjusted 

mortality rates of AMI was upward from 2010 to 2012, and downward 

thereafter until 2016.　The SMR of AMI was 2.0 in the eastern area of 

Fukushima Prefecture, 1.7 in the middle area, and 1.3 in the western area 

during the period from 2009 to 2010.　Similarly, from 2013 to 2014, it was 

2.2 in the eastern area, 2.2 in the middle area, and 1.9 in the western area.　
In the evacuation area, on the contrary, the SMR of AMI was 1.9 from 2009 

to 2010, 1.4 from 2011 to 2012, and 1.3 from 2013 to 2014.　We found 

that, although the deaths due to AMI in the evacuation area decreased 

from 2011 to 2014, they increased overall in the three areas during the 

same period.　The target area of health-care for AMI following a disaster 

should be wider reaching.　To support the local government’s effective 

decision-making in the future, long-term epidemiologic monitoring should 

be conducted shortly after the occurrence of a natural disaster.
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1.　Introduction

　　On March 11, 2011, the Great East Japan Earthquake (magnitude 

9.0) struck the northeastern part of Japan; mainly in the prefectures of 

Iwate, Miyagi, and Fukushima.　Based on an observation of these three 

prefectures as a whole, Takegami et al. reported that the mortality of acute 

myocardial infarction (AMI) increased sharply in the first month after the 

earthquake, then decreased quickly thereafter [1].　In a comparison of the 

three prefectures, however, Fukuma et al. showed that only Fukushima 

Prefecture had increased mortality of AMI for years after the earthquake 

[2].　Although this finding suggests the necessity for further research 

into the long-term (yearly) trends of AMI mortality and its geographical 

distribution within Fukushima Prefecture, to date, investigations into AMI 

in Fukushima Prefecture following the earthquake have been limited [3].

　　The increase in the mortality of AMI that is coeval with an 

earthquake has been suggested multiple times in various locations 

globally since the 1980s [4–7]: three-to-five-day increases in mortality 

from cardiac causes after the earthquakes that hit the city of Thessaloniki 

(Greece) on 19 and 20 June 1978 [4,5]; a one-day increase in death due to 

coronary artery disease after the Northridge Earthquake (United States 

of America) on 17 January 1994 [6]; and an approximate 8-week increase 

in mortality from AMI after the Great Hanshin-Awaji Earthquake (Japan) 

on 17 January 1995 [7].　In addition, as potential risk factors, seismic 

scale [8], housing damage [9], loss or damage of hospital function [7,10], 

disorder of the patient transfer system or lack of medical devices due to 

the failed distribution system [10], and psychological stress, including 
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tension, frustration, sadness or depressed mood [11–14], are all suspected 

to contribute to the short-term increase of AMI in devastated areas.

　　On the other hand, long-term increases (mostly years) in the 

mortality of AMI that is a sequela or delayed consequence of an 

earthquake have mainly been reported from Japan [2,15,16], a country 

that frequently suffers from devastating earthquakes.　Nakagawa et al. 

reported a long-term increase in AMI mortality which continued for three 

years following the Niigata-Chuetsu earthquake in 2004 [15].　In addition, 

over four years following up those who survived the 1988 earthquake in 

Armenia, Armenian et al. showed that loss of material possessions and 

family members had a significant influence on the risk of heart disease 

[17].　In addition, there are other known potential risk factors, such as 

ethnical discrimination, seismic scale, life in evacuation shelters, anxiety, 

or posttraumatic stress disorder due to an earthquake [16,18–21].　These 

findings suggest that clonic psychological stress plays an important role in 

the long-term increase in AMI mortality.

　　It is the responsibility of the local government to allocate its limited 

health-care resources to its districts.　In a previous study, Fukuma et 

al. discussed that health system factors, such as poor quality of care 

and inadequate supply of resources might have magnified the adverse 

effects of the disaster on Fukushima Prefecture residents [2].　However, 

the situation in Fukushima was so complex that the local government 

had difficulties in the decision-making regarding health-care service 

allocation, because many citizens were forced to evacuate from the areas 

contaminated with radioactive elements released into the atmosphere 

due to the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant accident caused by 

the earthquake.　In general, policies and practices for disaster risk 

management need to take into account the environment for effective 
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decision-making.

　　To achieve a substantial reduction of disaster risk, the Sendai 

Framework for Disaster Risk Reduction 2015–2030 was adopted at the 

Third United Nations World Conference on Disaster Risk Reduction in 

2015 [22].　According to the framework, facilitating a science-policy 

interface for effective decision-making is one of the expected roles of 

academia [22].　To clarify the situation regarding AMI in Fukushima 

Prefecture at the time of disaster is meaningful, especially for the 

localgovernment’s decision-making process in the future.　In the 

presentstudy, we aimed at investigating long-term trends and geographical 

distribution of deaths due to AMI in Fukushima Prefecture before and 

after the Great East Japan Earthquake.

2.　Materials & methods

　　This was a descriptive study which observed the trends and 

geographical distribution of deaths due to AMI in Fukushima Prefecture, 

and was conducted using governmental statistics taken between 2008 and 

2016.　Further details are included in the following subsections.

2.1.　Data source
　　Vital statistics [23] are reported by the Japanese Ministry of 

Health, Labour and Welfare every year to the public.　The statistics 

include information of birth, death, marriage and divorce.　A certificate 

of death, which is referred to by the statistics, is issued by physicians 

and subsequently reported to local governments.　The International 

Statistical Classification of Diseases and Related Health Problems Tenth 

Revision (ICD-10) [24] is used to classify the causes of death [25].　The 

number of deaths for each cause is reported by age group on a prefectural 



─ ─

第 2部　東日本大震災での大学の取組み（17）

268

level, but only the total numbers are reported on a district level.　Living 

addresses, which are registered in the Basic Resident Registration 

Network System [26], are used when reporting district-level information.　
Therefore, for people who had not registered their new address after 

evacuating, when/if they died, their deaths were/would be categorized as 

the death of a resident of their former address.

　　The Basic Resident Registration Network System [26] is organized 

by the Ministry of Internal Affairs and Communications in Japan.　This 

system is a base for government paperwork, and public services are 

provided to the citizens by referring to the information registered in 

this system.　The ministry reports population, which is obtained by 

this system, on a national-, a prefectural-, and a district-level.　The 

information in this system is registered and changed by citizen self-

reports.　Therefore, in a district where people have been forced to 

evacuate from their homes, the population reported after the evacuation 

remain unchanged unless the evacuees change their registered address by 

themselves.

2.2.　Outcome varia le
　　The numbers of deaths due to AMI in all 47 Japanese prefectures 

between 2008 and 2016, as well as those in all 59 districts in Fukushima 

Prefecture between 2009 and 2014, were outcome variables.　Data were 

obtained from the vital statistics, in which codes I21 and I22 indicate AMI 

and subsequent myocardial infarction, respectively, according to the ICD-

10 [24,25].　According to this classification, the numbers of deaths due 

to AMI in all 47 Japanese prefectures between 2008 and 2016, as well as 

those in all 59 districts in Fukushima Prefecture between 2009 and 2014, 

were used.
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2.3.　Analysis
　　Age-adjusted mortality rate was used to observe trends in deaths due 

to AMI at the prefectural level.　Standardized mortality ratio (SMR) was 

also used for an analysis of geographical distribution at the district level.

　　The age-adjusted mortality rates of AMI in prefectures of Iwate, 

Miyagi, and Fukushima, and the sum of the other prefectures (except 

for prefectures of Iwate, Miyagi, and Fukushima) were calculated from 

2008 to 2016.　The three named prefectures were separated from the 

other prefectures because the Great East Japan Earthquake in 2011 

caused more damage in those prefectures.　The vital statistics from 2008 

to 2016, and the population data from the Basic Resident Registration 

Network System from 2008 to 2016 were used.　To adjust the differences 

of age distributions among the prefectures, the Japanese model population 

in 1985 was used as a standard population.

　　The SMRs in the eastern area, the middle area, the western area, 

and evacuation area of Fukushima Prefecture from 2009 to 2014 were 

calculated.　Mountains and highlands divide the eastern, middle and 

western areas of Fukushima Prefecture.　These three areas have 

different climates and cultures, and even local weather reports use this 

regional classification.　The evacuation area was composed of Tomioka, 

Okuma, Futaba, Namie, Katsurao, and Iidate, those were cities and 

villages that have been continuously forced to evacuate by the Japanese 

government in 2016.　The vital statistics from 2009 to 2014 and the 

population of the Basic Resident Registration Network System from 2009 

to 2014 were used.　The number of death due to AMI for every two years 

were combined to calculate SMR and the 95% confidence interval (CI) in 

each area.　The national mortality rate of AMI was used as a standard to 
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estimate the number of deaths due to AMI in each area.　The Poisson 

distribution was used to calculate the 95% CI of SMR.　All statistical 

analyses were conducted using STATA (version 13.1 for Mac; Stata Corp, 

College Station, Texas, USA).

3.　Results

　　Fig. 1 shows the geographical outline of Fukushima Prefecture.　The 

prefectures of Iwate, Miyagi, and Fukushima were the most damaged by 

The Great East Japan Earthquake.　Fukushima Prefecture is divided into 

three areas; the eastern area, the middle area, and the western area.　An 

important note is that the eastern area contains both Fukushima Daiichi 

Fig. 1.　 A geographical outline of Iwate, Miyagi, and Fukushima.　The prefectures 
of Iwate, Miyagi, and Fukushima were the ones mostly affected by The 
Great East Japan Earthquake in 2011.　Fukushima Prefecture is divided 
into three areas; the eastern area, the middle area, and the western area.　
Although the evacuation area is located in the eastern area, it was analyzed 
separately from the eastern area.　The circle in the evacuation area 
indicates the Fukushima Daiichi.
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Nuclear Power Plant and the evacuation area.

　　The trends of age-adjusted mortality rates of AMI (per hundred 

thousand) from 2008 to 2016 in Fukushima, Miyagi, Iwate, and the sum of 

the other prefectures, are shown in Fig. 2.　In 2008, the mortality rates 

were 16.2 in Iwate Prefecture, 15.0 in Miyagi Prefecture, and 15.6 in the 

sum of the other prefectures.　In 2011, after the Great East Earthquake 

hit, the mortality rates were 13.3 in Iwate Prefecture, 12.2 in Miyagi 

Prefecture, and 14.3 in the sum of the other prefectures.　In 2016, the 

rates were 11.0 in Iwate Prefecture, 8.5 in Miyagi Prefecture, and 10.7 

inthe sum of the other prefectures.　These findings show that the trends 

of age-adjusted mortality rates of AMI in all prefectures except Fukushima 

Fig. 2.　 The trends of age-adjusted mortality rates of Acute Myocardial Infarction 
(AMI) (per hundred thousand people) from 2008 to 2016 in prefectures 
of Iwate, Miyagi, and Fukushima, and the sum of the other prefectures 
(except for prefectures of Iwate, Miyagi, and Fukushima).　The Great East 
Japan Earthquake occurred in 2011.　Although the AMI mortality rate in 
Fukushima was originally higher than those in the other prefectures, it 
increased in 2011 and 2012, contrary to the trends of the other prefectures.　
In 2015, it decreased to a level below that of 2010, before the Earthquake.
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Prefecture were on continuous downward trajectories from 2008 to 2016.　
In Fukushima Prefecture, however, these mortality rates were 25.7 in 

2008, 28.8 in 2011, and 22.0 in 2016.　The average of them in Fukushima 

Prefecture from 2008 to 2010 was 26.1, and the change from the average 

was 10.1% in 2011, 17.5% in 2012, 8.2% in 2013, 3.8% in 2014, -2.7% 

in 2015, and -15.7% in 2016.　The age-adjusted mortality rate of AMI 

in Fukushima Prefecture was originally higher than those of the other 

prefectures.　Furthermore, after the Great East Japan Earthquake, the 

AMI mortality trend was upward until 2012, then downward from 2012 

to 2016.　It took five years (from 2010 to 2015) for the AMI mortality 

rate to return to the level it had been before the earthquake.　Trends in 

population from 2010 to 2014 in Fukushima Prefecture are shown in Table 

1.　The population continuously decreased from 2010 to 2014.　In 2010, 

the total population was 2,051,626 people: 484,086 in the eastern area; 

1,205,108 in the middle area; 298,244 in the western area; and 64,188 

in the evacuation area.　In 2014, the total population was 1,976,096 

people (3.7% of the 2010 population): 460,115 (5.0%) in the eastern area; 

1,169,349 (3.0%) in the middle area; 287,630 (3.6%) in the western area; 

and 59,002 (8.1%) in the evacuation area.

　　The SMR of AMI and 95% CI in Fukushima Prefecture from 2009 

to 2014 are shown in Table 2.　The SMR trend in total was upward from 

2009 to 2014, and the SMRs after the earthquake (during the period from 

2011 to 2012, and from 2013 to 2014) were significantly higher than the 

SMR before the earthquake (from 2009 to 2010).　Although the SMR 

trends in the eastern, middle, and western areas also increased from 2009 

to 2014, the SMR trend in the evacuation area during the same period 

was a downward one.　Before the earthquake, there was no significant 

difference in the SMRs between the evacuation area and the eastern 
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area.　The SMR in the eastern area was significantly higher than those 

in the middle and western areas, and the SMR in the middle area was 

significantly higher than that in the western area.　After the earthquake, 

the SMR in the evacuation area decreased from 1.9 (2009–2010) to 

1.4 (from 2011 to 2012), then to 1.3 (from 2013 to 2014), which was 

significantly lower than the SMRs of the eastern and middle areas.　In 

the eastern area, although the SMR increased from 2.0 to 2.2, there were 

not significant differences between the eastern area and the middle area.　
Furthermore, the SMR in the middle area was significantly higher than 

those in the evacuation and western areas.

4.　Discussion

　　To our knowledge, the present study is the first to report the long-

term trends and geographical distribution of deaths due to AMI in 

Fukushima Prefecture after the Great East Japan Earthquake in 2011.　
Deaths due to AMI had increased for two years in only Fukushima 

Prefecture after the Earthquake, and it took three more years to return 

to the previous level.　While the SMR of AMI in the evacuation area 

decreased from 2011 to 2014, it increased overall in the three areas during 

the same period.　These findings suggest that all areas of Fukushima 

Prefecture other than the evacuation area saw an increase in AMI 

mortality after the earthquake.　Therefore, the target area of health-

care for AMI following a disaster should be wider reaching.　To support 

the local government’s effective decision-making in the future, long-

term epidemiologic monitoring should be conducted shortly after the 

occurrence of a natural disaster.

　　The complexity of Fukushima Prefecture’s situation should be 

considered.　Previous studies have revealed the associations between 



─ ─

第 1章　東日本大震災の研究への取組み （24）

261

AMI mortality and seismic scale [8,16], housing damage [9,17], and 

psychological stress from life in evacuation shelters [18–21].　These 

previous findings could support the idea that the target for post-disaster 

healthcare for AMI may be limited to evacuees specifically.　However, 

the Great East Japan Earthquake resulted in complex damage to 

Fukushima Prefecture, such as the resulting tsunami and nuclear power 

plant disaster, which in turn caused significant anxiety among Fukushima 

residents across the prefecture regarding radiation.　Although the 

previous studies are limited, anxiety regarding radiation exposure could 

not be limited to a specific area [27,28].　In addition, social discrimination 

regarding Fukushima Prefecture as a whole has been reported [29,30].　
Psychological stress, including anxiety due to chronic exposure to 

radiation, and social discrimination might have a fundamental role in 

Fukushima Prefecture’s situation with regard to the overall increase in 

the mortality of AMI following the earthquake.

　　The interpretation of the decrease in AMI mortality in the evacuation 

area is counterintuitive, and thus further studies are needed to explain 

the causes.　However, we believe that one of the possible reasons 

behind the decreases in AMI mortality is increased access to health-care 

services for many of the evacuees.　Itoh et al. reported that disorder in 

hospitals, including lack of medical devices, non-functional facilities due to 

power failure, or dysfunction of the patient transportation system might 

have impacted AMI mortality in four specific medical centers in Iwate 

Prefecture [10], one of the three majorly devasted prefectures after the 

Great East Japan Earthquake.　On the other hand, in Miyagi Prefecture, 

another of the three devastated prefectures, the medical system itself 

(including patient transportation) functioned as well as it does in ordinary 

circumstances, and an increase in AMI mortality was not found [31].　In 
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Fukushima Prefecture, an increase in AMI mortality as a whole after the 

earthquake was observed and, according to Fukuma et al. this increase 

might have been caused by a shortage of physicians and an inadequate 

transportation system, which was poorer than the other two prefectures 

even before the earthquake [2].　Although further studies are needed, 

the improvement of access to the health-care services along with their 

evacuation might play a role in the decrease in AMI mortality.　In 

addition, multifaceted support (from the government as well as non-profit 

or other kinds of organizations) for the evacuees might have decreased 

their psychological stress.　However, a study by Robert et al. focusing 

on the Northridge Earthquake in Los Angeles County, California, in 

the United States, reported an increase in death due to coronary artery 

disease, followed by a decrease that overcompensated for the excess 

of death [6].　In the present study, since an increase in AMI mortality 

was not observed in the evacuation area, the overcompensation does not 

explain the decrease in AMI mortality in the evacuation area.

　　The present study has made several contributions to the field of 

disaster risk management.　Firstly, the usefulness of a descriptive study 

using governmental statistics was demonstrated.　It is likely that a local 

government would not be able to afford to conduct a new investigation 

after a disaster occurs.　In such a situation, epidemiologic monitoring 

making the most of existing resources would be valuable [32].　In 

addition, the present study newly showed a possibility that the number of 

people who require healthcare would extend beyond those living in areas 

directly affected by a disaster.　Lastly, a new way of following evacuees 

was suggested.　Most governmental statistics are collected referring to a 

subject’s officially registered living address even after forced evacuation.　
Although some evacuees changed their registered address immediately 
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after evacuation, many did not in Fukushima Prefecture.　According 

to the 2014 statistics, the population of the evacuation area was as high 

as 91% of the population of the same area in 2010.　This adventitious 

phenomenon may warrant the development of a new monitoring system 

of health issues after evacuation.

　　The present study has several limitations.　First, the exact number 

of evacuees who changed their registered address after evacuating could 

not be calculated.　Such evacuees would be reported in governmental 

statistics simply as residents of other districts in Fukushima or any 

other prefecture.　In addition, individual-level information, such as 

socioeconomic status of each citizen, could not be analyzed because 

the datasource of the present study was governmental reports that 

only provide the aggregated statistics.　Therefore, we were unable to 

analyze those with health-care needs regarding AMI have evacuated and 

changed their registered address from the evacuation area to elsewhere.　
Explanatory factors of a trend and geographical differences in AMI 

mortality were also not included in this descriptive study.

Conclusions

　　The present study is the first to report the long-term trends and 

geographical distribution of deaths due to AMI in Fukushima Prefecture 

following the Great East Japan Earthquake in 2011.　We found that AMI 

deaths had increased all over Fukushima Prefecture from 2011 to 2014, 

though it decreased in the evacuation area during the same period.　The 

target area of health-care for AMI following a disaster should be wider 

reaching.　To support the local government’s decision-making in the 

future, long-term epidemiologic monitoring should be conducted shortly 

after the occurrence of a natural disaster.　Further studies exploring the 
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explanatory factors of the trends and geographical distribution of deaths 

due to AMI (i.e. a providing system of medical services) are warranted.
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尚
絅
学
院
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
震
災
後
の
支
援
活
動

　

M
9
・
0
の
大
地
震
と
津
波
に
よ
り
、
東
北
地
方
は
未

曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
名
取
市
に
お
い
て
も
閖
上

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
、多
く
の
命
が
奪
わ
れ
た
。

こ
の
悲
し
み
に
包
ま
れ
た
中
、
い
ち
早
く
復
興
に
向
け
て

活
動
を
開
始
し
た
の
は
、
本
学
学
生
で
あ
っ
た
。
震
災
直

後
か
ら
、
10
年
間
の
活
動
の
様
子
を
、
以
下
に
紹
介
す
る
。

 （
1
）　

 

学
生
と
本
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
市

民
に
よ
る
「
名
取
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」
を
中
心
と
し
た
活
動

　

恐
怖
と
混
乱
の
中
、
い
ち
早
く
支
援
の
行
動
を
起
こ
し

た
の
は
学
生
た
ち
、
即
ち
名
取
市
内
に
住
む
本
学
学
生
や

そ
の
友
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
名
取
市
館
腰
地
区
は
地
震
発

生
と
同
時
に
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
が
使
用
不
能
と
な
り
、

古
く
か
ら
の
家
並
の
何
軒
か
は
地
震
に
よ
り
倒
壊
な
ど
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
た
。
避
難
先
で
あ
る
小
学
校
体
育

館
に
は
3
0
0
名
を
超
え
る
人
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
た
。

絶
え
間
な
く
続
く
余
震
と
厳
し
い
寒
さ
に
不
安
は
増
す
ば

か
り
で
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
。
次
々
と
避
難
し
て

く
る
地
域
住
民
を
、
混
乱
な
く
学
内
に
誘
導
し
落
ち
着

く
よ
う
促
す
館
腰
小
学
校
教
職
員
の
姿
に
接
し
た
と
き
、

や
っ
と
自
身
を
取
り
戻
し
教
職
員
の
手
伝
い
を
申
し
出

た
。
暗
く
な
る
と
地
域
の
住
民
と
と
も
に
、
沿
岸
部
か
ら

避
難
者
が
次
々
と
到
着
し
て
き
た
。
教
室
内
の
椅
子
や
机

を
片
付
け
、
避
難
者
が
休
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
作

業
を
無
我
夢
中
で
行
っ
た
。
近
隣
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
か
ら
パ
ン
や
お
に
ぎ
り
な
ど
が
数
多
く
搬
入
さ
れ
た
。

尚
絅
学
院
大
学
の
地
元
・
名
取
市
で
の
復
興
支
援
活
動

佐
々
木
真
理
・
佐
々
木
未
央
（
前
連
携
交
流
課
）
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学
生
や
若
者
た

ち
が
手
伝
い
を

申
し
出
て
、
教

職
員
の
指
示
に

従
い
パ
ン
な
ど

を
配
る
流
れ
が

自
然
に
出
来
上

が
っ
た
。
我
先

に
取
る
者
も
な

く
逆
に
譲
り
合

う
光
景
が
其
処

こ
こ
で
見
ら
れ

た
と
云
う
。
学

生
た
ち
は
ト
イ

レ
の
清
掃
な
ど
に
常
に
気
を
配
り
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

決
め
清
潔
を
保
っ
た
。

　

徐
々
に
連
絡
手
段
が
改
善
さ
れ
る
と
、
学
生
た
ち
は
互

い
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
情
報
を
共
有
し
被
災
者
支
援

の
活
動
を
拡
大
し
始
め
た
。
館
腰
小
学
校
は
一
時
最
大 

2
、0
0
0
名
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
被
災
者

救
援
活
動
は
行
政
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
学
生

を
は
じ
め
若
い
人
た
ち
、
動
け
る
一
般
市
民
を
中
心
に
、

自
ら
の
意
思
で
目
の
前
の
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
伸

べ
る
行
動
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。

　

凄
ま
じ
い
大
津
波
の
被
害
に
遭
っ
た
の
は
名
取
市
で
も

沿
岸
部
に
位
置
す
る
閖
上
地
区
及
び
北
釜
地
区
で
あ
る
。

そ
の
町
並
み
や
海
辺
の
景
色
が
こ
の
大
地
震
で
全
て
が
消

滅
し
て
し
ま
い
、
一
瞬
の
う
ち
に
こ
の
地
に
暮
ら
す
人
々

の
日
常
が
奪
わ
れ
た
。
こ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
地
元

の
学
生
た
ち
は
素
早
く
行
動
を
開
始
し
た
。
幼
い
頃
か
ら

の
思
い
出
と
多
く
の
知
人
友
人
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

目
の
前
の
多
く
の
困
難
と
課
題
に
向
き
合
っ
た
。
名
取
市

役
所
や
知
人
か
ら
「
3
月
18
日 

名
取
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
開
設
」
の
情
報
を
知
る
や
否
や
、
す
ぐ
さ
ま

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
行
い
、
活
動
を
開
始
し
た
。
こ
の

時
期
被
災
地
に
お
い
て
は
、
ガ
ソ
リ
ン
の
給
油
に
は
半
日

並
ん
で
も
給
油
出
来
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市

民
同
様
学
生
の
大
半
も
移
動
手
段
に
自
転
車
を
利
用
し
て

い
た
。

全国から続々とボランティアが集まる
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（
2
）　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容

　

名
取
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
は
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
の
受
付
業
務

と
送
り
出
し
準
備
が
主
で
あ
っ
た
。
自
衛
隊
・
警
察
・
及

び
消
防
署
員
に
よ
る
被
災
者
の
救
助
活
動
等
が
終
了
し
た

地
域
の
瓦
礫
撤
去
の
手
伝
い
が
主
で
あ
り
、
家
々
の
泥
出

し
な
ど
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
開
設
当
初
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
窓
口
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
来
て
頂
い
た
が
、
準
備
の
不
備
等
も
あ
り
、
セ
ン
タ
ー

を
運
営
す
る
名
取
市
社
会
福
祉
協
議
会
メ
ン
バ
ー
だ
け
で

の
受
付
や
窓
口
対
応
は
厳
し
か
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
開
設
初
日
18
日
の
登
録
人
数
は
93
名
、
19
日
は

2
4
7
名
、
20
日
2
8
3
名
、
21
日

2
8
9
名
と
日
増
し
に
活
動
希
望
者

は
増
え
て
い
っ
た
。
こ
の
状
況
を
救
っ

た
の
は
、
瓦
礫
処
理
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
本
学
学

生
た
ち
で
あ
っ
た
。
同
級
生
や
友
人
に

声
が
け
し
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
始
め

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
大
学
側

も
学
生
が
十
分
に
名
取
市
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で

き
る
よ
う
に
体
制
を
整
え
た
。
こ
の
結

果
、
本
学
学
生
・
教
職
員
を
中
心
に
全

国
か
ら
支
援
の
活
動
を
希
望
す
る
方
の

注意事項等、説明を受けるボランティアの方々
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受
付
、
案
内
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
手
続
き
な
ど
の

業
務
の
全
て
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
業
務
以

外
に
も
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
手
伝
い
や
被
災
現
地
の
瓦
礫
撤

去
作
業
で
使
用
す
る
ス
コ
ッ
プ
や
バ
ケ
ツ
な
ど
の
道
具
類

の
運
搬
や
移
動
、
使
用
後
の
作
業
道
具
類
や
鉄
板
入
り
長

靴
の
洗
浄
、
後
片
付
け
、
ま
た
、
火
の
気
の
な
い
体
育
館

で
車
座
に
な
り
懸
命
に
雑
巾
を
手
縫
い
す
る
等
の
活
動
を

行
っ
た
。
学
生
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
体
制
は
、
授
業
が
始
ま
る
5
月
5
日
ま
で
休
む
こ
と
な

く
続
け
ら
れ
た
。
連
休
明
け
に
授
業
が
始
ま
る
と
活
動
参

加
の
学
生
は
減
少
し
始
め
た
が
、
土
曜
日
や
日
曜
日
に
は

多
く
の
学
生
が
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
戻
り
、
全
国

か
ら
駆
け
付
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
え
る
活
動
を
行
っ

た
。
平
日
の
活
動
を
希
望
す
る
学
生
に
は
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
た
「
足
の
確
保
」
な
ど
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
続
け
た
。

　
（
3
）　

市
民
と
一
体
化
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

そ
の
後
、強
力
な
助
っ
人
が
出
現
し
た
。
本
学
教
職
員
・

学
生
に
加
え
て
一
般
市
民
の
方
々
が
次
々
に
名
乗
り
を
挙

げ
て
き
た
の
で
あ
る
。
大
惨
事
の
中
で
の
希
望
の
光
で
あ

る
。
本
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
名
取
市
増
田

地
区
に
設
置
し
て
い
た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
※
現
在
は

「
地
域
連
携
交
流
プ
ラ
ザ
」
と
し
て
イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
取

内
に
移
転
）
の
受
講
生
に
対
し
て
、
本
学
か
ら
協
力
の
呼

び
か
け
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
多
く
の
受
講
生
か

ら
協
力
を
得
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
受

講
生
は
当
セ
ン
タ
ー

が
主
催
す
る
「
市
民

大
学
講
座
」や「
オ
ー

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
に

通
う
一
般
市
民
の

人
々
で
あ
る
。
イ
タ

リ
ア
語
な
ど
を
学
ぶ

外
国
語
講
座
、
名
取

の
自
然
や
歴
史
に
つ

い
て
の
学
習
会
、
宮

沢
賢
治
の
作
品
を
味

わ
う
講
座
、
健
康
な
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暮
ら
し
講
座
な
ど
に
参
加
し
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
通

う
方
々
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
オ
カ
リ
ナ
、
合
唱
な
ど
の

講
座
で
腕
を
上
げ
て
き
た
方
々
、
こ
れ
ら
の
楽
器
演
奏
や

合
唱
で
自
主
的
に
サ
ー
ク
ル
活
動
を
始
め
て
い
た
方
々
、

絵
本
読
み
聞
か
せ
講
座
を
修
了
し
て
、
市
内
の
保
育
所
な

ど
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど
を
行
っ
て
い
る

サ
ー
ク
ル
「
ね
む
の
木
」
の
方
々
で

あ
る
。
こ
の
震
災
被
害
に
胸
を
痛
め

「
何
か
手
助
け
が
し
た
い
」「
自
分
に

で
き
る
こ
と
は
」
と
き
っ
か
け
を
探

し
て
い
た
と
云
う
。
そ
ん
な
矢
先
に

尚
絅
学
院
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
か
ら
声
が
か
か
り
、
迷
う

こ
と
な
く
参
加
を
決
め
、
名
取
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
々
の
働

き
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
は
毎
朝
8
時

30
分
に
受
付
開
始
が
で
き
、
作
業
終

了
の
16
時
過
ぎ
ま
で
一
日
も
休
む
こ

と
な
く
精
力
的
な
活
動
を
継
続
で
き
た
の
で
あ
る
。
名
取

市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
受
付
窓
口
は
、
ブ

ル
ー
の
尚
絅
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
身
に
ま
と
っ
た
尚
絅
学
院
大

学
の
学
生
・
教
職
員
・
同
窓
生
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

学
ぶ
受
講
生
が
担
う
と
い
う
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
ス
タ

イ
ル
で
、
2
0
1
1
年
8
月
6
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

学生と市民が協働で雑巾を手縫いする様子

災害ボランティアセンター受付の様子
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ン
タ
ー
が
閉
所
さ
れ
る
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　

活
動
の
参
加
協
力
の
呼
び
か
け
、
活
動
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
組
み
立
て
、移
動
手
段
で
あ
る
タ
ク
シ
ー
の
依
頼
や
、

学
生
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
得
な
ど
の
研
修
を
、

増
田
地
域
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
行
っ
て
い
た

が
、
5
月
も
末
に
な
る
と
市
民
生
活
が
落
ち
着
き
を
取
り

戻
す
と
同
時
に
、
口
コ
ミ
で
尚
絅
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
知
っ
た
市
民
も
参
加
を
希
望
し
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
す
る
な
ど
、
復
興
支
援
の
活
動
が
市
民
レ
ベ
ル
で

浸
透
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
名
取
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
日
数
は
1
3
4
日
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
学
生
86
名
、
同
登
録
受
講
生
の
30
名
、
延
べ
1
、

5
0
0
名
が
支
援
活
動
を
行
っ
た
。

2
　 

尚
絅
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム

T
A
S
K
I
（
た
す
き
）
の
活
動

　

前
項
の
と
お
り
、
2
0
1
1
年
に
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
、
名
取
市
閖
上
（
ゆ
り
あ
げ
）
は
津
波
に
よ
り
大

き
な
被
害
を
受
け
、
本
学
の
学
生
も
個
々
に
名
取
市
の
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
補
助
や
復
旧
活
動
な

ど
被
災
地
で
の
活
動
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
2
0
1
2

年
に
学
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ

れ
、
学
生
有
志
が
立
ち
上
げ
た
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム

T
A
S
K
I
（
た
す
き
）』（
以
下
、
T
A
S
K
I
）
が
発
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足
し
た
。「
T
A
S
K
I
」
と
い
う
チ
ー
ム
名
に
は
、
駅

伝
で
人
と
人
を
つ
な
ぐ
「
襷
」
と
、「
T
」
共
に
・「
A
」

歩
む
・「
S

・

K
」
尚
絅
・「
I
」
愛
（
自
ら
）
の
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

震
災
を
境
に
環
境
が
一
変
し
た
閖
上
の
住
民
の
方
々 

（
支
援
者
・
被
支
援
者
と
い
う
「
す
る
」「
さ
れ
る
」
の

関
係
で
は
な
く
、
と
も
に
支
え
合
う
関
係
と
し
て
親
し

み
を
込
め
て
住
民
さ
ん
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
以

下
〝
住
民
さ
ん
〞
と
表
記
す
る
） 
の
暮
ら
し
は
、
こ
の
震

災
か
ら
10
年
と
い
う
時
間
の
中
で
、
避
難
所
か
ら
仮
設
住

宅
へ
、
そ
し
て
仮
設
住
宅
か
ら
復
興
公
営
住
宅
や
再
建
し

た
新
し
い
住
宅
へ
と
変
化
し
て
き
た
。
尚
絅
学
院
大
学
と

T
A
S
K
I
は
、
被
災
地
や
閖
上
の
住
民
さ
ん
が
置
か

れ
る
状
況
の
変
化
に
寄
り
添
い
、
住
民
さ
ん
の
自
立
を
妨

げ
な
い
支
援
を
目
指
し
、「
つ
な
げ
る
・
つ
た
え
る
・
つ

づ
け
る
」
と
い
う
3
つ
の
「
つ
」
を
合
言
葉
に
継
続
し
て

き
た
。
そ
の
時
々
で
被
災
地
の
課
題
と
向
き
合
い
、
寄
り

添
い
続
け
て
き
た
T
A
S
K
I
に
つ
い
て
、
活
動
の
拠

点
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
10
年
間
の
活

動
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
（
1
）　

 

尚
絅
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
と
役
割

　

2
0
1
1
年
8
月
か
ら
半
年
に
わ
た
る
仮
設
住
宅
で

の
支
援
活
動
を
通
し
て
、
被
災
者
の
日
常
の
取
り
戻
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
は
継
続
し
た
支
援
活
動
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
活
動
に
関
わ
る
こ
と
で
学
生
は
多
く
を
学

ぶ
こ
と
が
出
来
る
と
判
断
し
、
震
災
か
ら
約
1
年
後
の

2
0
1
2
年
6
月
、
大
学
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
広
が
り
と

情
報
の
共
有
、
外
部
の
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
の
た
め

に
、
臨
時
職
員
を
1
名
常
駐
し
、
活
動
を
希
望
す
る
学
生

の
登
録
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
手
続
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
震
災
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供
、
支
援
活
動

計
画
の
立
案
や
準
備
・
実
施
な
ど
、
参
加
学
生
と
意
見
交

換
を
重
ね
、
ま
た
、
関
係
す
る
他
支
援
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
学
生
組
織
（
後
の
T
A
S
K
I
）
を
作
り
上
げ
て

き
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
学
生
た
ち

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
え
る
場
所
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
縦
横
の
繋
が
り
や
居
場
所
を
求
め
て
い
る
学
生
た
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ち
の
道
標
と
な
る
役
割
も
担
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
被
災

直
後
の
活
動
を
牽
引
し
て
き
た
学
生
た
ち
の
卒
業
や
リ
ー

ダ
ー
不
在
の
時
期
な
ど
、
全
て
が
順
調
で
あ
っ
た
と
は
い

え
な
い
が
、
そ
の
た
び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
（
教
職
員
）
が
協
力
、
連
携
し
、
あ

く
ま
で
も
学
生
た
ち
の
目
線
に
立
ち
、
そ
っ
と
背
中
を
押

し
て
き
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
被
災
地

の
課
題
に
向
き
合
い
、
悩
み
、
考
え
る
学
生
た
ち
に
と
っ

て
の
拠
り
所
と
な
り
、「
寄
り
添
う
」
と
い
う
姿
勢
を
受

け
継
ぐ
場
所
と
な
っ
た
。

　
（
2
）　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
T
A
S
K
I
（
た
す

き
）
の
活
動
の
移
り
変
わ
り

■
2
0
1
1
年
3
月
11
日
東
日
本
大
震
災
発
生

　「
と
に
か
く
で
き
る
こ
と
を
」

　

学
生
自
ら
被
災
地
に
赴
き
「
名
取
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
を
開
始
し
、
閉

所
さ
れ
る
2
0
1
1
年
8
月
ま
で
支
援
活
動
を
行
な
う
。

　

そ
の
後
、
名
取
市
愛
島
東
部
仮
設
住
宅
及
び
植
松
入
生

仮
設
住
宅
に
お
い
て
、
被
災
さ
れ
た
方
の
「
日
常
の
取
り

戻
し
」
の
た
め
の

支
援
活
動
を
継
続

し
て
行
っ
て
き

た
。
運
動
や
体
操

教
室
、
歌
う
会
、

映
画
鑑
賞
会
、
ア

ロ
マ
教
室
、
表
札

作
り
な
ど
の
小
物

作
り
教
室
な
ど
の

活
動
が
主
で
、
一

方
的
に
提
供
し
て

楽
し
ん
で
も
ら
う

ス
タ
イ
ル
の
活
動
が
多
か
っ
た
。

■
2
0
1
2
年

　「
な
ん
と
か
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
！
」

　

学
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
、

個
々
に
活
動
し
て
い
た
学
生
が
集
ま
り
、「
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
チ
ー
ム
T
A
S
K
I
（
た
す
き
）」
が
誕
生
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
日
常
的
に
学
生
が

災害直後の名取市閖上の様子
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集
ま
る
こ
と
が
で

き
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
定
期
的
に
実

施
し
、
活
動
計
画

や
準
備
を
行
い
な

が
ら
、
週
末
に
名

取
市
内
の
仮
設
住

宅
で
、
学
生
主
体

の
イ
ベ
ン
ト
活
動

（
ク
リ
ス
マ
ス
、

ひ
な
ま
つ
り
等
）

の
交
流
を
行
な
っ

た
。
震
災
か
ら
1

年
を
経
過
し
た
こ
の
頃
は
、
学
生
が
集
会
場
で
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
こ
と
を
楽
し
み
に
出
て
き
て
く
だ
さ
る
住
民
さ
ん

も
増
え
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
な
か
な
か
集
会
所
に
来
て

い
た
だ
け
な
い
方
々
も
多
く
、「
参
加
者
を
増
や
す
こ
と
」

が
学
生
た
ち
の
活
動
に
お
け
る
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ

た
。

■
2
0
1
3
年

　「
一
人
に
な
ら
な
い
で
！
」

　

引
き
続
き
、
仮
設
住
宅
で
の
支
援
を
行
う
が
、
普
段
は

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
い
方
も
一
人
で
部
屋
に
閉
じ
こ
も

ら
ず
、
外
に
出
て
き
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
季
節
の
行
事
に
加
え
、
新
し
い
企
画

と
し
て
、
お
し
る
こ
づ
く
り
、
書
初
め
、
焼
き
芋
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
が
苦
手
と
い
う

方
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
畑
仕
事
や
花
壇
作
り
、
ま

た
、
特
別
な
企
画
以
外
に
も
、
少
数
の
学
生
が
夕
方
に
仮

設
住
宅
を
訪
れ
、
短
時
間
で
あ
っ
て
も
住
民
さ
ん
と
会
っ

て
話
を
す
る
回
数
を
重
ね
な
が
ら
、
交
流
を
続
け
た
。
住

民
さ
ん
た
ち
の
イ
ベ
ン
ト
疲
れ
へ
の
配
慮
や
参
加
者
の
幅

を
広
げ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
一
方

で
、
最
初
に
被
災
地
に
走
っ
た
学
生
た
ち
が
牽
引
し
て
き

た
T
A
S
K
I
の
活
動
も
、
震
災
当
時
を
知
ら
な
い
後

輩
た
ち
に
引
き
継
が
れ
る
時
期
と
な
り
、
学
生
間
で
活
動

を
つ
な
げ
る
こ
と
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

お茶会による交流支援（名取市愛島東部仮設団地）
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■
2
0
1
4
年

　「
笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
！
」

　

震
災
か
ら
3
年
が
経
過
し
、
仮
設
住
宅
の
集
会
所
で
は

サ
ー
ク
ル
が
で
き
た
り
、
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
が
で
き
た
り

と
、
住
民
さ
ん
た
ち
自
身
が
ダ
ン
ス
や
歌
を
楽
し
む
な
ど

主
体
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
増
え
、
学
生
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
活
動
だ
け
で
は
な
く
、仮
設
自
治
会
の
祭
り
支
援
な
ど
、

よ
り
〝
支
え
る
〞
を
意
識
し
た
活
動
を
実
施
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

学
生
が
全
て
企

画
、
準
備
し
、
主

導
で
行
う
イ
ベ
ン

ト
活
動
の
実
施
か

ら
、
住
民
の
皆
さ

ん
自
身
の
活
動

を
「
お
手
伝
い
す

る
」、「
支
え
る
」

と
い
う
役
割
へ
と

徐
々
に
変
化
し
て

き
た
。

■
2
0
1
5
年

　「
夢
を
力
に
！
」

　

2
0
1
3
年
当
初
、
演
奏
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

に
始
ま
っ
た
「
復
興
音
楽
祭
」
は
、
住
民
さ
ん
た
ち
が
自

ら
歌
や
踊
り
を
発
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
と
発
展
し
、
や

り
が
い
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
仮
設
間
交
流
の
場
に
な

り
、
そ
の
た
め
の
練
習
は
住
民
間
の
交
流
の
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
。
ま
た
、
住
民
さ
ん
と
の
会
話
の
中
に
復
興
公

営
住
宅
や
自
己
再

建
等
の
話
題
が
増

え
、
仮
設
住
宅
を

出
た
後
に
「
新
し

い
ふ
る
さ
と
」
と

な
る
復
興
公
営
住

宅
等
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
を
支

援
す
る
活
動
へ
と

移
行
す
る
時
期
で

も
あ
っ
た
。
同
時

に
学
生
た
ち
は
、

自治会主催の祭支援（名取市愛島東部仮設団地）

お茶会による交流支援
（名取市美田園第一仮設団地）
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同
じ
現
場
に
関
わ
る
他
支
援
団
体
と
の
情
報
交
換
を
行
う

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
住
民
さ
ん
自
身
の
自
立
を
妨
げ

な
い
支
援
と
は
何
か
」
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
集

会
所
で
の
お
茶
会
等
の
活
動
に
支
援
者
が
持
ち
込
む
お
茶

や
お
菓
子
は
必
要
か
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
関
わ
り
方
か

ら
、「
大
学
生
が
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
果
た
し
て
支

援
な
の
か
」
と
い
う
大
き
な
課
題
に
も
直
面
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

■
2
0
1
6
年

　「
新
し
い
ふ
る
さ
と
へ
…
」

　

仮
設
住
宅
か
ら
復
興
公
営
住
宅
等
へ
と
住
民
の
住
環
境

の
変
化
に
伴
い
、
引
き
続
き
、「
住
民
さ
ん
自
身
の
自
立

を
妨
げ
な
い
支
援
」
の
在
り
方
を
模
索
し
な
が
ら
の
活
動

と
な
っ
た
。
日
常
に
戻
り
、
穏
や
か
な
生
活
を
送
る
は
ず

の
住
民
さ
ん
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
声
は
、
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
の
難
し
さ
、
震
災
直
後
か
ら
こ
れ
ま
で
共
に

乗
り
越
え
て
き
た
仲
間
と
の
別
れ
へ
の
不
安
や
寂
し
さ
を

訴
え
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
学
生
た
ち
は
、
仮
設
住
宅
が

な
く
な
る
こ
と
が
支
援
の
終
了
で
は
な
い
と
感
じ
、
引
き

続
き
、
仮
設
間
交

流
会
と
し
て
、
各

仮
設
か
ら
大
学
に

住
民
さ
ん
た
ち
を

招
き
、
学
内
の
多

目
的
ホ
ー
ル
に

て
「
カ
ラ
オ
ケ
・

演
芸
大
会
」
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
た
。
震
災
か

ら
5
年
後
に
こ
こ

で
初
め
て
知
人
と

再
会
し
て
涙
す
る

方
、
仮
設
住
宅
を

出
た
後
に
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
て
歓
喜
す
る
姿
な

ど
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
各
仮
設
の
垣
根
を
越
え
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
、
仮
設
同
窓
会
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
な
っ
た
。
改
め
て
〝
復
興
と
は
何
か
〞
を
考
え
、
こ
れ

か
ら
の
地
元
大
学
生
に
よ
る
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
支
援

に
つ
い
て
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

カラオケ演芸大会による仮設間交流支援
（大学・多目的ホール）
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■
2
0
1
7
年

　「
や
っ
ぱ
り 

〜 

つ
な
げ
る
・
つ
た
え
る
・
つ
づ
け
る
」

　

住
民
さ
ん
た
ち
の
〝
自
ら
の
復
興
〞
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
引
き
続
き
、
仮
設
間
交
流
の
た
め
の
カ
ラ
オ

ケ
・
演
芸
大
会
や
復
興
文
化
祭
の
開
催
な
ど
を
行
っ
た
。

活
動
を
継
続
す
る
中
で
、
仮
設
住
宅
の
自
治
会
や
他
の
支

援
団
体
と
の
協
働
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
、
現
場
で

の
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、「
自
立
を
妨
げ
な
い
」
支
援

を
考
え
た
。
ま
た
、
大
学
生
に
よ
る
今
後
の
復
興
文
化
祭

開
催
の
継
続
は
難
し
い
と
判
断
し
、
他
支
援
団
体
へ
実
施

の
引
継
ぎ
を
行
う
な
ど
、
さ
ら
に
支
援
の
在
り
方
を
見
直

し
て
い
っ
た
。

　

一
方
で
、
震
災
当
時
に
小
学
生
だ
っ
た
学
生
や
、
他
県

出
身
で
震
災
を
体
験
し
て
い
な
い
学
生
が
増
え
た
こ
と
に

よ
り
、
閖
上
で
の
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
震
災
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
住

民
さ
ん
と
の
関
わ
り
や
、
活
動
を
通
し
て
得
た
教
訓
を
、

他
の
地
域
や
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
学
び
直
し
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
、
学
内
だ
け
で
な
く
、
他
大
学
の
学

生
と
閖
上
バ
ス
ツ
ア
ー
や
意
見
交
換
な
ど
の
学
習
会
を
行

い
、
共
に
「
復
興
と
は
何
か
」
を
考
え
た
。

■
2
0
1
8
年

　「
復
興
っ
て
な
ん
だ
べ
？
」

　

閖
上
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
、
復
興

公
営
住
宅
団
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

活
動
を
行
な
っ

た
。
あ
く
ま
で

も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の

主
体
は
住
民
さ

ん
で
あ
る
と
考

え
、
町
内
会
が

実
施
す
る
住
民

交
流
会
や
お
祭

り
な
ど
に
学
生

が
参
加
し
、
お

手
伝
い
す
る
と

い
う
活
動
を

行
っ
た
。
学
生

兵庫の学生と町内会主催の住民交流会を支援
（名取市閖上中央団地）
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の
祭
へ
の
関
わ
り
は
住
民
さ
ん
が
「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
祭

に
参
加
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
、
さ
さ
や
か
な
き
っ
か
け

作
り
に
す
ぎ
な
い
が
、
震
災
直
後
か
ら
7
年
間
、
途
切
れ

ず
に
仮
設
住
宅
支
援
に
関
わ
っ
て
き
た
尚
絅
の
学
生
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
重
要
な
役
割
で
も
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
験
を
次
世
代
や
他
の
地

域
に
繋
い
で
い
く
活
動
も
継
続
し
て

行
っ
た
。
2
0
1
1
年
か
ら
連
携

し
て
活
動
を
行
っ
て
き
た
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神
戸
の
協
力

に
よ
り
、
神
戸
を
訪
問
し
て
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ど
、

他
県
の
災
害
や
経
験
、
教
訓
、
課
題

に
も
目
を
向
け
、
自
分
た
ち
の
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
考
え
た
。

■
2
0
1
9
年

　「
今
の
閖
上
見
て
け
さ
い
ん
！
」

　

復
興
公
営
住
宅
団
地
で
は
町
内
会

が
発
足
し
、
新
た
な
生
活
を
始
め
た

住
民
さ
ん
同
士
が
お
互
い
の
顔
や
名
前
を
覚
え
は
じ
め
、

子
育
て
世
代
や
閖
上
以
外
の
土
地
か
ら
移
り
住
ん
で
来
た

方
も
徐
々
に
増
え
、
定
期
的
に
町
内
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
か
、
引
き
続
き
、
住
民
交
流

会
や
祭
の
支
援
を
行
っ
た
。
5
月
に
は
地
域
と
行
政
・
企

業
・
学
校
な
ど
が
連
携
し
た
〝
閖
上
地
区
ま
ち
び
ら
き
〞

兵庫の学生とお茶会による交流支援
（名取市閖上中央団地）

町内会主催の祭支援（名取市閖上中央団地）
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が
開
催
さ
れ
、
住
民
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
集
会
所
で
の

イ
ベ
ン
ト
運
営
に
参
加
し
た
。

　

つ
な
が
り
の
輪
が
生
ま
れ
、
新
し
い
町
づ
く
り
が
進
み

始
め
た
閖
上
で
、
住
民
さ
ん
と
共
に
活
動
す
る
こ
と
で
、

改
め
て
〝
寄
り
添
い
支
援
〞
を
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を

実
感
す
る
と
共
に
、
被
災
地
の
今
の
姿
を
知
り
、
伝
え
て

い
く
活
動
も
継
続
し
た
。

■
2
0
2
0
年
度

　「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
つ
な
げ
る
・
つ
た
え
る
・
つ
づ
け
る
」

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
困
難
な
状
況
の
中
で
も
、「
つ
な
げ

る
・
つ
た
え
る
・
つ
づ
け
る
」
3
つ
の
「
つ
」
に
立
ち
返

り
、
住
民
と
の
交
流
や
、
他
大
学
と
の
学
び
と
連
携
を
止

め
ず
に
、
共
に
力
を
合
わ
せ
、
こ
れ
か
ら
に
つ
な
が
る
活

動
を
行
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
様
々
な
影

響
に
よ
り
、
住
民
の
「
集
い
」
や
「
交
流
」
は
中
止
が
相

次
ぎ
、
大
学
生
の
直
接
的
な
支
援
、
交
流
は
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
「
寄
り
添
い
」

を
続
け
る

4

4

4

に
は
、
震
災
や
支
援
活
動
の
教
訓
・
経
験
を
伝4

え
る

4

4

に
は
、
ま
た
、
直
接
交
流
で
き
な
い
状
況
で
こ
れ
か

ら
も
つ
な
が
っ
て
い
く

4

4

4

4

4

4

4

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

を
考
え
、
次
の
3
つ
の
新
た
な
試
み
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
。

　

①　

 「
お
手
紙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
住
民
さ
ん
と
の 

交
流
を
『
つ
づ
け
る
』

　

閖
上
の
住
民
さ
ん
と
の
交
流
を
継
続
さ
せ
る
た
め
、
4

月
よ
り
学
生
が
企
画
を
相
談
し
合
い
、「
お
手
紙
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
。
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
こ
だ
わ

り
、
リ
モ
ー
ト
で
相
談
し
な
が
ら
作
成
し
た
〝
お
手
紙
〞

を
閖
上
中
央
町
内
会
長
に
郵
送
し
、
会
長
の
協
力
を
受
け

て
約
2
5
0
世
帯
に
配
布
し
た
。
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
は
、
連
携
団
体
で
あ
る
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

ひ
ょ
う
ご
神
戸
」
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
に
参
加
す
る
学
生
と
合
同
で
作
成
し
、
町
内
会
と
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
計
4
0
0
部
配
布
し
た
。
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②　

 「
バ
ー
チ
ャ
ル
閖
上
バ
ス
ツ
ア
ー
動
画
」
で 

 

『
つ
た
え
る
』

　

毎
年
5
月
に
実
施
し
て
い
る
被
災
地
現
地
踏
査
（
閖
上

バ
ス
ツ
ア
ー
）
が
実
施
で
き
な
い
代
わ
り
と
し
て
、
ま

た
震
災
当
時
と
震
災
後
の
変
化
や
、「
被
災
地
の
今
」
を

学
内
外
の
大
学
生
に
伝
え
る
た
め
に
、「
バ
ー
チ
ャ
ル
閖

上
バ
ス
ツ
ア
ー
」
と
い
う
動
画
を
作
成
。
学
生
の
外
出

は
難
し
い
状
況
下
で

あ
っ
た
た
め
撮
影
と

編
集
は
職
員
が
担
い
、

T
A
S
K
I
の
学
生

が
リ
モ
ー
ト
で
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
録
音
し
、
新

入
生
や
他
大
学
の
学
生

に
と
っ
て
も
わ
か
り
や

す
い
内
容
か
ど
う
か
と

い
う
学
生
目
線
で
の
動

画
監
修
を
担
い
、
遠
隔

で
の
協
働
に
よ
り
完
成

し
た
。
本
動
画
は
3
本

構
成
で
、
授
業
や
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会

や
大
学
祭
出
展
な
ど
を
通
じ
て
、
学
内
外
の
多
く
の
学
生

が
被
災
地
に
つ
い
て
知
る
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

現
地
踏
査
が
再
開
さ
れ
た
際
に
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
の
予

習
・
復
習
動
画
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

③　

 

兵
庫
県
の
大
学
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で 

 

『
つ
な
が
る
・
つ
な
げ
る
』

　

本
学
は
こ
れ
ま
で
、
被
災
地
を
訪
れ
る
県
外
の
多
く
の

大
学
生
と
と
も
に
大
学
間
連
携
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
学

習
会
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
継
続
的
に
、
か
つ

双
方
向
の
訪
問
や
学
び
合
い
を
深
め
て
き
た
の
が
「
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神
戸 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」（
以
下
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
で

あ
る
。
2
0
2
0
年
3
月
ま
で
は
宮
城
県
内
や
閖
上
で

の
合
同
活
動
に
向
け
て
、
教
職
員
間
で
の
打
ち
合
わ
せ
や

現
地
視
察
な
ど
を
継
続
し
て
い
た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
の

状
況
を
受
け
、
5
月
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
合
同
学
習
会

の
共
催
実
施
に
向
け
て
舵
を
切
っ
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
や
学
生
間
で
の
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
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テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
、「
東
日
本
大
震
災
や
阪
神
淡
路
大

震
災
な
ど
過
去
の
災
害
に
つ
い
て
学
び
直
し
、
最
近
の
災

害
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
あ
り

方
に
つ
い
て
知
る
こ
と
」を
目
的
と
し
た
学
習
会
を
企
画
。

8
月
に
2
日
間
行
わ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
宮
城
県
と
兵

庫
県
の
学
生
延
べ
31
名
が
参
加
し
、
講
話
や
学
生
間
意
見

交
換
を
通
し
て
、「
今
、
わ
た
し
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
」、

「
こ
れ
か
ら
の
災
害
に
ど
の
よ
う
に
備
え
る
か
」、「
東
日

本
大
震
災
よ
り
10
年
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
目
前
に
迫
る

中
、
復
興
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
」
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
自
分
が
住
む
地
域
の
課
題
や
次
に
起
こ
る
災
害
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

11
月
か
ら
は
新
た
に
T
A
S
K
I
に
加
入
し
た
一
年
生

や
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
に
応
募
し
た
学
生
な
ど
新

し
い
メ
ン
バ
ー
も
加
え
た
体
制
で
、
定
期
的
な
オ
ン
ラ
イ

ン
研
修
や
お
手
紙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
合
同
実
施
な
ど
、
具

体
的
な
活
動
に
向
け
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
て
行
っ

た
。
手
探
り
で
試
行
錯
誤
で
あ
っ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
た
か
ら
こ
そ
例
年
よ
り
も
〝
密
に
〞
連
携
し
た
活
動
を

実
施
し
、
こ
の
よ
う
な
目
の
前
の
困
難
な
状
況
や
課
題
を
解

決
す
る
取
り
組
み
が
、
今
後
の
災
害
時
等
に
活
躍
で
き
る

人
材
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
と
い
う
期
待
と
、

現
地
活
動
が
再
開
し
た
際
に
途
切
れ
の
な
い
活
動
が
で
き

る
よ
う
な
橋
渡
し
に
な
る
と
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
（
3
）　

他
大
学
と
の
連
携
・
交
流

　

①　

概
要

　

東
日
本
大
震
災

以
降
、
尚
絅
学
院

大
学
の
学
生
は
地

元
名
取
市
を
中
心

に
、
被
災
地
で
支

援
活
動
を
継
続
し

た
。
ま
た
全
国
各

地
か
ら
多
数
の
大

学
生
・
高
校
生
と

共
に
、
支
援
活
動

や
学
習
会
等
を
行

い
、
交
流
を
重

ね
、
2
0
1
1
〜

閖上バスツアー（被災地学習会で当時の話を聞く）
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2
0
2
0
年
の
間
に
約
8
、5
0
0
人
の
学
生
・
教
職
員

が
活
動
に
参
加
し
た
。

・
交
流
・
合
同
活
動
行
っ
た
全
国
の
主
な
大
学
・
高
校

〈
東
北
地
区
〉

　

東
北
大
学
、
東
北
学
院
大
学
、
仙
台
大
学
、
尚
絅
学
院

高
等
学
校
、
桜
の
聖
母
学
院
高
等
学
校
、　

学
都
仙
台
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
加
盟
21
校
）
な
ど

〈
関
東
地
区
〉

　

敬
愛
大
学
、
法
政
大
学
、
聖
学
院
大
学
、
多
摩
大
学
、

敬
愛
高
校　

な
ど

〈
関
西
地
区
〉

　

大
阪
体
育
大
学
、
神
戸
学
院
大
学
、
同
志
社
大
学
、
流

通
科
学
大
学
、
神
戸
大
学
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ

う
ご
神
戸
（
全
40
校
な
ど
）

〈
九
州
地
区
〉

　

西
南
学
院
大
学
、
熊
本
学
園
大
学
、
尚
絅
大
学
・
尚
絅

大
学
短
期
大
学
部　

な
ど

　

②　

大
学
間
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

本
学
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
県
内
外
の
様
々
な
大
学
と
大

学
間
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
も

2
0
1
1
年
か
ら
継
続
し
て
実
施
し
て
き
た
「
大
学
コ

活動に関わった学生・教職員の推移（2011～ 2020年度）
単位 :人

本学 他大学 合計

2011年 2,216 117 2,333

2012年 1,015 65 1,080

2013年 1,155 70 1,225

2014年   381 69   450

2015年   478 80   558

2016年   430 88   518

2017年   441 168   609

2018年   428 248   676

2019年   248 418   666

2020年   205 190   395

計（延べ人数） 6,997 1,513 8,510
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ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神
戸
（
兵
庫
県
）」
と
「
敬
愛

大
学
（
千
葉
県
）」
の
合
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
。

『
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神
戸
』

　

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神
戸
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た

2
0
1
1
年
か
ら
毎
年
夏
に
神
戸
の
学
生
が
名
取
市
を
訪

れ
、
T
A
S
K
I
と
合
同
で
仮
設
住
宅
で
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
や
清
掃
活
動
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ほ
か
、
学
生
間

の
意
見
交
換
会
や
学
習
会
を
行
っ
て
き
た
。
2
0
1
9

年
の
夏
は
新
し
い
閖
上
中
央
集
会
所
で
、
住
民
た
ち
と
の

交
流
会
や
学
生
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
ま

た
2
0
1
7
年

か
ら
は
現
地
で

の
活
動
だ
け
で

な
く
、
事
前
研

修
や
報
告
会
を

合
同
開
催
し
、

2
0
1
8
年
、

2
0
1
9
年
に

は
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
だ

け
で
な
く
、
他

の
地
域
の
震
災

に
つ
い
て
も
学

び
を
深
め
る
た

大学コンソーシアムひょうご神戸の学生との学習会
（大学・多目的ホール）

神戸訪問プログラム（神戸市長田区）
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め
に
「
神
戸
訪

問
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
実
施

し
た
。
こ
れ

は
、
1
9
9
5

年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
か
ら

25
年
が
経
過
し

た
兵
庫
県
神
戸

市
を
訪
問
し
、

フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
（
※
）

や
語
り
部
の
話

を
通
じ
て
震
災

や
そ
の
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
知
る
と
と
も
に
、
そ
の
後

の
復
興
の
歩
み
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、
地
元
名
取
市
で

の
活
動
や
今
後
の
災
害
・
防
災
に
に
つ
い
て
考
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
1
・
17
」
の
集
い

等
で
神
戸
を
訪
問
す
る
な
ど
、
1
年
を
通
じ
て
交
流
を
深

め
、
充
実
し
た
活
動
と
学
び
に
繋
げ
て
い
る
。

（
※
）
主
な
訪
問
先
…
人
と
未
来
防
災
セ
ン
タ
ー
、
神
戸

港
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
、
H
A
T
神
戸
（
災
害
復

興
公
営
住
宅
）、
岩
田
地
区
、
東
遊
園
地
、
長
田
地
区

『
敬
愛
大
学
（
千
葉
県
）』

　

千
葉
県
・
敬
愛
大
学
の
学
生
は
、
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
た
2
0
1
1
年
か
ら
毎
年
、
名
取
市
を
訪
れ

T
A
S
K
I
と

合
同
で
仮
設
住

宅
で
の
お
茶
会

や
清
掃
活
動
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
き

た
。
敬
愛
大
学

の
学
生
が
作
っ

た
愛
島
東
部
仮

設
団
地
集
会
所

前
の
花
壇
に
は

い
つ
も
き
れ

い
な
花
が
咲

兵庫の学生と町内会主催の住民交流会を支援
（名取市美田園復興公営住宅）

敬愛大学の学生が作った花壇
（名取市愛島東部仮設団地）
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き
、
そ
の
隣
の
ベ

ン
チ
で
住
民
さ
ん

た
ち
が
毎
日
楽
し

く
お
話
を
す
る
の

が
日
課
に
な
っ
て

い
た
。
そ
の
後
も

毎
年
、
仮
設
住
宅

や
復
興
公
営
住
宅

等
で
の
交
流
の

活
動
を
続
け
た
。

2
0
1
8
年
に
は

福
岡
県
の
西
南
学

院
大
学
の
学
生
も
一
緒
に
、
3
大
学
合
同
学
習
会
を
実
施

し
、
各
大
学
の
活
動
報
告
や
熊
本
地
震
・
北
九
州
豪
雨
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
意
見
交
換
を

行
う
な
ど
、
互
い
の
学
び
を
共
有
し
た
。

引
用
一
覧

庄
司
則
雄
（
本
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
前
課
長
）

『
き
ょ
う
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
続
く
』
2
0
1
5
年
3
月
発
刊

敬愛大学（千葉）、西南学院大学（福岡）の
学生との合同学習会（大学・5D講義室）

よ
り
抜
粋
及
び
一
部
再
編

尚
絅
学
院
大
学 

交
流
推
進
部
『
つ
な
げ
る 

つ
た
え
る 

つ
づ
け

る 

〜
尚
絅
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
T
A
S
K
I 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
あ
ゆ
み
を
未
来
に
つ
な
げ
る
〜
』

2
0
2
0
年
1
月
発
刊
よ
り
抜
粋
及
び
一
部
再
編
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は
じ
め
に

　

私
は
芸
術
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
震
災
後
の
人
々
と

自
分
の
心
の
変
遷
を
あ
り
の
ま
ま
に
記
し
て
ゆ
く
。

1
、
背
景
と
動
機

　

震
災
直
後
は
す
べ
て
が
止
ま
っ
た
。
静
か
に
な
っ
た
世

界
で
、
す
べ
て
の
動
き
が
止
ま
っ
た
世
界
で
、
ぐ
っ
と
価

値
の
上
が
っ
た
も
の
が
あ
る
。
音
楽
で
あ
る
。
だ
か
ら
震

災
直
後
は
わ
ざ
と
大
音
量
で
家
の
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
。
気

が
沈
ん
で
い
る
ご
近
所
の
方
々
に
、
生
き
て
い
る
証
を
、

尊
さ
を
、
喜
び
を
伝
え
た
く
て
弾
い
た
。
音
楽
は
い
き
た

拍
感
と
息
づ
か
い
で
、
命
の
鼓
動
と
呼
吸
を
奏
で
る
。
そ

れ
が
静
ま
り
か
え
っ
た
世
界
の
中
で
、
か
つ
て
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
精
彩
を
放
っ
て
い
た
。

　

い
ま
で
き
る
こ
と
を
、
す
べ
き
こ
と
を
し
よ
う
。
そ
う

思
い
立
っ
て
始
め
た
の
が
以
下
に
紹
介
し
て
い
く
一
連
の

震
災
関
連
の
演
奏
会
で
あ
る
。
万
感
の
思
い
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
書
い
て
、
語
っ
て
、
奏
で
た
。

2
、
震
災
関
連
の
演
奏
会

　（
1
）　
単
発
の
国
内
演
奏
会
　

　

震
災
関
連
の
演
奏
会
と
い
え
ば
、
ま
ず
尚
絅
学
院
同
窓

会
主
催
の
「A

fternoon C
oncert

〜
被
災
地
復
興
支
援

コ
ン
サ
ー
ト
〜
」（
2
0
1
2
年
6
月
30
日
）
を
上
げ
る

べ
き
だ
ろ
う
。佐
々
木
公
明
学
長（
当
時
）に
お
願
い
し
て
、

仮
設
住
宅
か
ら
会
場
ま
で
往
復
バ
ス
を
用
意
し
て
い
た
だ

い
た
。
お
か
げ
で
90
名
近
く
の
被
災
者
の
方
が
演
奏
会
に

震
災
復
興
祈
念
演
奏
会
を
通
し
て
見
る
心
の
変
遷土

田　

定
克
（
尚
絅
学
院
大
学　

教
授
）
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来
て
生
の
演
奏
会
を
楽
し

む
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。

メ
イ
ン
は
バ
ラ
キ
レ
フ
の

東
洋
的
幻
想
曲
「
イ
ス
ラ

メ
イ
」。
そ
れ
を
復
興
の

「
音
の
花
火
」
と
し
て
打

ち
上
げ
た
。
本
学
で
は
大

学
祭
「
尚
志
祭
」
の
後
夜

祭
で
花
火
を
打
ち
上
げ
る

伝
統
が
あ
る
。
2
0
1
1

年
は
さ
す
が
に
無
理
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
な

ん
と
従
来
通
り
秋
の
夜
空
に
色
あ
ざ
や
か
な
花
火
が
ド
ド

ン
と
咲
い
て
く
れ
た
で
は
な
い
か
。
ま
だ
生
き
て
い
る
、

と
思
っ
て
身
が
震
え
た
。
こ
の
経
験
か
ら
「
音
の
花
火
を

上
げ
た
い
」
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
感
想
に
喜
び
の
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。「
花
火
が
上
が
っ
た
ね
！
」
と
い

う
微
笑
ま
し
い
コ
メ
ン
ト
も
あ
っ
た
。
集
ま
っ
た
義
捐
金

1
6
2
、2
4
0
円
を
、
河
北
新
報
社
を
通
し
て
被
災
地

に
寄
付
し
た
。

　

出
身
地
の
練
馬
区
立
美
術
館
で
も
震
災
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た

（
2
0
1
2
年
3
月
11
日
）。

旧
友
の
西
江
辰
郎
君
（
元
仙

台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
・
現
新
日

本
フ
ィ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
）
も
駆
け
つ
け
て
く
れ

て
、
最
後
に
コ
ラ
ボ
で
2
曲

演
奏
し
た
。
席
が
足
り
な
く

て
立
ち
見
が
出
た
。
1
周
年

な
の
で
都
民
の
関
心
も
高

か
っ
た
。
集
ま
っ
た
義
捐

金
2
0
5
、3
1
3
円
を
練

馬
区
役
所
経
由
で
日
本
赤
十

字
社
に
寄
付
し
た
。
ま
た
、

Ｃ
Ｄ
の
売
上
金
全
額 

9
7
、

5
0
0
円
を
義
捐
金
と
し

て
名
取
市
副
市
長
太
田
隆
基

氏
に
手
渡
し
た
。

　

他
に
も
「
震
災
復
興
」
等
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と
名
付
け
な
く
て
も
、
そ
れ
を
意
識
し
て
弾
い
た
演
奏
会

は
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
秦
野
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

で
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
番
を
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
協
演
し
た
と
き
（
2
0
1
4
年
4
月
20
日
）、
ア

ン
コ
ー
ル
で
「
花
は
咲
く
」
を
弾
く
前
に
マ
イ
ク
を
お
借

り
し
て
、
舞
台
か
ら
東
北
の
震
災
に
つ
い
て
聴
衆
に
語
っ

た
。
仙
台
で
は
震
災
の
春
に
桜
が
咲
か
な
か
っ
た
こ
と
を

話
し
た
ら
、
神
奈
川
県
民
は
と
て
も
驚
い
て
い
た
。

　（
2
）　
海
外
の
単
発
の
演
奏
会

　

ま
た
、
海
外
で
も
震
災
被
災
者
と
恩
師
メ
ル
ジ
ャ
ノ
フ

教
授
へ
の
追
悼
を
兼
ね
て
「
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ　

2
つ
の
ニ

短
調
」（
ソ
ナ
タ
第
1
番
と
コ
レ
ル
リ
の
主
題
に
よ
る
変

奏
曲
）と
い
う
独
奏
会
を
開
い
た
こ
と
が
あ
る（
2
0
1
4

年
12
月
20
日
＆
23
日
、
カ
リ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
及
び
モ
ス
ク

ワ
。
拙
著
『
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
を
弾
け
』
参
照
）。
カ
リ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
で
弾
き
終
え
て
部
屋
に
帰
っ
た
ら
、
文
字
通

り
涙
が
止
ま
ら
な
い
。
な
に
せ
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

の
最
も
深
い
部
分
は
わ
か
ら
な
い
。
突
然
命
を
奪
わ
れ
た

同
胞
が
近
く
に
大
勢
い
る
土
地
で
生
活
し
な
が
ら
、
ぬ
け

ぬ
け
と
ま
だ
こ
う
し
て
生
き
て
い
る
自
分
が
い
る
。

　

演
奏
と
は
命
の
証
で
あ
る
。「
う
た
の 

な
か
の 

は
た

の 

よ
う
に
」（
与
田
準
一
）
と
い
う
詩
が
あ
る
が
、
戦
場

で
旗
が
は
た
め
い
て
い
れ
ば
そ
こ
に
ま
だ
命
が
あ
る
証
。

音
楽
が
鳴
っ
て
い
れ
ば
そ
こ
に
ま
だ
命
が
あ
る
証
。
音
楽

は
命
と
と
も
に
生
ま
れ
、
そ
し
て
消
え
て
ゆ
く
。
桜
が
あ

ま
り
に
美
し
い
の
は
、
咲
い
て
ほ
ど
な
く
散
る
か
ら
だ
。

こ
こ
に
日
本
の
美
学
が
あ
る
。

　（
3
）　
C
D
録
音
へ
の
刻
印

　

そ
の
日
本
の
美
学
を
こ
め
た
復
興

祈
念
C
D
が
あ
る
（
2
0
1
6
年

3
月
）。
タ
イ
ト
ル
は
「
乗
り
越
え

て　

土
田
定
克
ピ
ア
ノ
名
曲
集
〝
花

は
咲
く
〞」。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
解
説
文

は
「（
前
略
）
未
来
を
担
う
日
本
の

子
供
た
ち
へ

│
。あ
れ
か
ら
5
年
。

震
災
を
乗
り
越
え
て
、
こ
の
C
D
は

未
来
の
子
供
達
へ
贈
る
希
望
の
ピ
ア

ノ
名
曲
集
で
す
」
と
始
ま
り
、
曲
目
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解
説
の
後
、「『
盛
岡
の
桜
は
、
石
を
割
っ
て
咲
く
』（
壬

生
義
士
伝
）。
一
人
ひ
と
り
の
心
の
花
が
、
強
く
美
し
く

咲
き
ま
す
よ
う
に
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

3
、 

震
災
復
興
祈
念
「
定
期
独
奏
会
　
土
田
定
克

ピ
ア
ノ
チ
ャ
リ
テ
ィ
リ
サ
イ
タ
ル
」
の
開
催

　

し
か
し
代
表
的
な
も
の
は
、
や
は
り
本
学
礼
拝
堂
に
て

コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
す
る
ま
で
続
け
て
き
た
「
定
期
独
奏

会　

土
田
定
克
ピ
ア
ノ
チ
ャ
リ
テ
ィ
リ
サ
イ
タ
ル
」
で
あ

ろ
う
。
毎
年
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
度
き
り
で

完
結
す
る
演
奏
会
と
は
わ
け
が
違
う
。
礼
拝
堂
完
成
直

後
の
2
0
1
2
年
12
月
か
ら
始
め
、
毎
年
同
じ
趣
旨
で

2
0
1
9
年
ま
で
8
回
弾
き
続
け
て
き
た
。
私
な
り
に

全
身
全
霊
を
こ
め
た
震
災
被
災
者
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム
（
鎮

魂
歌
）
で
あ
り
、
復
興
へ
の
祈
り
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に

同
じ
独
奏
会
を
宮
城
学
院
の
ハ
ン
セ
ン
ホ
ー
ル
で
も
開
催

し
て
き
た
。
毎
回
そ
れ
な
り
に
聴
衆
は
入
っ
た
の
で
、
こ

の
両
方
だ
け
で
も
延
べ
3
、0
0
0
人
位
は
私
の
独
奏
会

を
聴
い
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
本
学
で
は
宗

教
部
主
催
で
毎
回
ク
リ
ス
マ
ス
献
金
を
募
っ
た
。
そ
の
記

録
は
震
災
直
後
3
回
分
の
み
残
っ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら

く
合
計
20
万
円
く
ら
い
に
は
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
（
全
額
寄
付
）。
以
下
、
各
独
奏
会
の
概
要
で
あ
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は「
復
興
の　

祈
り
を
刻
み　

○
年
目
」

と
副
題
を
打
っ
た
（
第
6
回
以
降
）。
ご
く
一
部
を
除
い

て
同
じ
曲
を
2
度
弾
い
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
暗

譜
に
よ
る
演
奏
で
あ
る
。

　
【
第
1
回
】
は
、
人
生
の

始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
を
眺

望
す
る
か
の
よ
う
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
文
の
最

後
に
「
今
日
、
私
た
ち
が
集

う
こ
の
礼
拝
堂
は
、
こ
の
世

と
あ
の
世
と
の
接
点
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
接
点
に
お
け

る
こ
の
曲
の
演
奏
を
通
し

て
、
震
災
で
倒
れ
た
全
て
の
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回 開催年月日 曲　　　目

第 1回 2012/12/10
（献金額 :記録なし）

シューマン　トッカータ Op.7
シューマン　幻想曲 ハ長調 Op.17
チャイコフスキー　『四季』より「秋の歌」
ラフマニノフ　コレルリの主題による変奏曲

第 2回 2013/12/5
（献金額 :記録なし）

スカルラッティ　ソナタ ホ長調 K. 380
モーツァルト　きらきら星変奏曲 K. 265 
ハイドン　アンダンテと変奏曲 Op.83 
バッハ＝ブゾーニ　シャコンヌ ニ短調
ラフマニノフ　6つの楽興の時 Op.16

第 3回 2014/10/30
（献金額 :記録なし）

ベートーヴェン　ピアノソナタ「月光」 Op.27-2
ショパン　ノクターン ヘ長調 Op.15-1
リスト　ラ・カンパネラ
リスト　スペイン狂詩曲
ラフマニノフ　ピアノソナタ第 1番 Op.28

第 4回 2015/12/3
（献金額 32,874円）

バッハ＝ヘス　「主よ、人の望みの喜びよ」
瀧廉太郎＝石川　芳　「荒城の月」
成田為三＝土田定克　「浜辺の歌」
モーツァルト　トルコ行進曲
リスト　愛の夢
ショパン　英雄ポロネーズ
チャイコフスキー　「秋の歌」
チャイコフスキー＝プレトニョフ　『くるみ割り人形』より
　「行進曲」「金平糖の踊り」「トレパーク」
ラフマニノフ　「我が霊や、主を讃め揚げよ」
ラフマニノフ　ヴォカリーズ
ラフマニノフ　ピアノソナタ第 2番 Op.36

第 5回 2016/12/8
（献金額 16,814円）

モーツァルト　ピアノソナタ イ長調 K.331
シューベルト　即興曲 変ト長調 作品 90-3
ショパン スケルツォ　第 2番 変ロ短調 作品 31
ドビュッシー　喜びの島
ラフマニノフ　絵画的練習曲集「音の絵」 作品 39
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同
胞
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
彼
ら

の
魂
の
平
安
の
た
め
に
祈
り
奉
り
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
書
い
た
。
ま
だ
震
災

の
傷
跡
多
く
残
っ
て
い
た
時
期
で
あ

る
。
皆
し
ん
み
り
し
て
い
た
し
、
曲

目
も
鎮
魂
歌
の
よ
う
な
曲
で
終
え
た
。

華
々
し
く
終
え
る
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
大
惨
事
を
深
く
共
感
し
て
慰
め
を
得

ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
方
向
の
演
奏

会
に
し
た
か
っ
た
。

　
【
第
2
回
】
は
「
希
望
」
を
主
題
と

し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
。
子
供
で
も

楽
し
め
る
よ
う
に
「
き
ら
き
ら
星
変
奏

曲
」
を
入
れ
た
り
し
た
。
同
一
通
奏
低

音
を
64
回
も
繰
り
返
す
バ
ッ
ハ
の
シ
ャ

コ
ン
ヌ
は
、
痛
悔
を
表
し
て
い
た
。
意

外
な
こ
と
に
「
バ
ッ
ハ
が
い
ち
ば
ん
心

に
響
い
た
」と
い
う
感
想
を
耳
に
し
た
。

　
【
第
3
回
】
の
テ
ー
マ
は
「M

em
ento 

m
ori

」（
ラ
テ
ン
語
：「
死
を
記
憶
せ

第 6回 2017/12/7
（献金額 16,895円）

ハイドン　ピアノソナタ 変ロ長調 Hob. XVI/41
バッハ＝ヘス　主よ、人の望みの喜びよ
バッハ＝ブゾーニ　来たれ、異邦人の救い主よ
メンデルスゾーン　無言歌集より「紡ぎ歌」
メンデルスゾーン　無言歌集より「春の歌」
ショパン　スケルツォ第 1番 ロ短調
スクリャービン　左手のための前奏曲と夜想曲
スクリャービン　練習曲 嬰ハ短調
ラフマニノフ　ショパンの主題による変奏曲

第 7回 2018/12/6
（献金額 37,268円）

～華麗なるピアノ絶技と詩情（うたごころ）～
ショパン　練習曲 全 24曲（作品 10&25）

第 8回 2019/12/5
（献金額 51,731円）

～ロシア音楽の夕べ～
グリンカ　ノクターン「別れ」 へ短調
チャイコフスキー　「四季」より 8月「収穫」
チャイコフスキー＝プレトニョフ
　演奏会用組曲 「くるみ割り人形」
ショスタコーヴィチ　前奏曲とフーガ 変ホ短調
ラフマニノフ　ピアノソナタ第 2番 作品 36

（献金額合計 155,582円以上） （複数の曲から構成される大曲も 1曲と数えて）計 44曲
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よ
」）。
震
災
直
後
に
わ
ざ
と
大
音
量
で
弾
い
て
い
た
ソ
ナ

タ
を
最
後
に
弾
い
た
。見
る
と
、こ
の
定
期
演
奏
会
が
す
っ

か
り
気
に
入
っ
て
毎
回
必
ず
来
て
く
れ
る
方
々
が
出
て
き

た
。「
何
が
す
ご
い
か
も
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
聴
い
て
い

て
面
白
い
ん
だ
。
考
え
さ
せ
ら
れ
る
ん
だ
」
と
い
う
。

　
【
第
4
回
】
の
頃
に
な
る
と
人
々
の
心
境
も
だ
い
ぶ
変

わ
っ
て
き
た
。「
震
災
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
だ
け
で
疲
れ

る
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
た
こ
ろ
で
あ
る
。
皆
そ
れ

ぞ
れ
前
進
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ま
っ
た
く
忘
れ
去
っ
て

し
ま
う
の
は
問
題
だ
が
、
一
方
で
過
去
に
引
き
ず
ら
れ
て

し
ま
う
の
も
違
う
。
い
ま
を
、
こ

れ
か
ら
を
生
き
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
気
分
一
新
、
親
し
み

や
す
い
名
曲
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん

だ
。
ち
ょ
う
ど
定
期
演
奏
会
の
季

節
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
点
灯

し
、
礼
拝
堂
に
花
が
置
か
れ
て
美

し
い
。
そ
ん
な
雰
囲
気
も
好
き
と

い
う
声
が
あ
っ
た
の
で
、
礼
拝
堂

の
外
観
を
用
い
て
チ
ラ
シ
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
。
た
し
か
に
演
奏
会
後
、
ツ
リ
ー
の
下
で
記
念

撮
影
し
て
い
る
微
笑
ま
し
い
光
景
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

　
【
第
5
回
】
の
頃
は
折
し
も
ロ
シ
ア
革
命
1
0
0
周
年

が
近
づ
き
、
ロ
シ
ア
国
内
で
は
そ
の
話
題
で
も
ち
き
り

だ
っ
た
。
だ
か
ら
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
が
革
命
当
時
に
書
い
た

曲
を
メ
イ
ン
と
し
た
。
そ
し
て
革
命
の
惨
状
と
震
災
の
惨

状
を
重
ね
合
わ
せ
、
辛
く
て
も
希
望
を
見
失
わ
な
か
っ
た

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
作
品
を
通
し
て
聴
衆
の
皆
さ
ん
と
共
に

学
び
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

　
【
第
6
回
】
は
さ
ら
に
一
歩
踏
み
こ
ん
で
「
私
た
ち
は

ど
こ
へ
行
く
の
か
」
を
問
う
内
容
と
し
た
。
そ
し
て
メ
イ

ン
の
変
奏
曲
を
こ
う
説
明
す
る
。「『
葬
送
』
か
ら
始
ま
る

以
上
、
こ
の
曲
は
埋
葬
後
の
魂
の
行
方
を
語
る
も
の
と
解

釈
で
き
ま
す
。（
中
略
）。
最
終
変
奏
で
は
、（
中
略
）
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
の
愛
用
リ
ズ
ム
で
あ
る
聖
三
打（
タ
タ
タ
ン
）

が
、
ラ
ッ
パ
の
よ
う
に
燦
然
と
響
き
渡
り
、
天
上
の
宮
殿

を
想
わ
せ
ま
す
。
通
し
て
聴
く
と
、
心
に
穏
や
か
な
光
が

残
る
作
品
で
す
」。

　
【
第
7
回
】
の
頃
に
な
る
と
、
世
の
中
に
も
だ
い
ぶ
活

気
が
戻
っ
て
き
た
。
私
自
身
も
特
に
海
外
の
演
奏
会
が
目
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白
押
し
だ
っ
た
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
王
道
で
あ
る
シ
ョ
パ
ン

の
練
習
曲
（
作
品
10
＆
25
）
の
全
24
曲
を
通
し
て
弾
く
こ

と
に
挑
戦
。
当
時
は
人
生
の
総
決
算
を
す
る
つ
も
り
で
大

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
次
々
挑
戦
し
て
い
た
。
演
奏
後
、
宮
学
で

教
え
た
卒
業
生
が
母
親
と
会
い
に
来
て
、
し
ば
ら
く
震
え

た
ま
ま
声
を
失
っ
て
い
た
。
多
賀
城
出
身
、
実
家
が
津
波

で
全
壊
し
た
教
え
子
で
あ
る
。

　
【
第
8
回
】
は
「
ロ
シ
ア
音
楽
の
夕
べ
」
と
銘
打
っ
た
。

近
く
て
遠
い
国
、
ロ
シ
ア
。
日
本
で
は
あ
ま
り
ロ
シ
ア
の

良
い
面
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、ロ
シ
ア
音
楽
の
「
美
」

と「
力
」を
伝
え
た
か
っ
た
。「
な
の
に
ア
ン
コ
ー
ル
で『
も

の
の
け
姫
』
を
弾
い
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
の
意
味
が

ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
く
て
一
晩
中
考
え
た
ん
で
す
よ
」

と
愛
聴
者
の
一
人
が
言
う
。「
そ
し
て
分
か
っ
た
ん
で
す
。

『
く
る
み
割
り
人
形
』
は
ロ
シ
ア
の
お
と
ぎ
話
、『
も
の
の

け
姫
』
は
日
本
の
お
と
ぎ
話
。
土
田
さ
ん
は
お
と
ぎ
話
を

通
し
て
日
露
の
対
照
性
と
か
共
通
点
を
伝
え
た
か
っ
た
ん

だ
な
っ
て
」
と
。
い
や
は
や
、
脱
帽
、
そ
こ
ま
で
深
く
読

み
こ
む
と
は
！　

直
感
が
ど
う
働
い
た
か
は
別
と
し
て
正

直
そ
こ
ま
で
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
逆
に
聴
衆
か

ら
「
音
楽
の
聴
き
方
」
を
教
わ
っ
た
一
コ
マ
だ
っ
た
。
演

奏
会
後
、
ゼ
ミ
生
が
は
し
ゃ
ぐ
ほ
ど
喜
ん
で
い
た
姿
が
忘

れ
ら
れ
な
い
。

4
、
ま
と
め

　

以
上
の
活
動
が
有
益
で
あ
っ
た
か
否
か
は
、
神
の
み
ぞ

知
る
で
あ
る
。
た
だ
確
か
に
言
え
る
の
は
、
学
生
た
ち
が

独
奏
会
を
聴
い
た
後
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
別
人
の
よ
う
に
弾

い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
姿
は
1
0
0
回
レ
ッ
ス

ン
し
て
も
教
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
た
だ
1
回
の
演
奏
会

で
伝
え
ら
れ
る
事
実
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
、
常
連
の
方

は
座
席
の
位
置
に
も
こ
だ
わ
っ
た
り
、
笑
顔
が
よ
り
多
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
て
、
年
を
追
う
ご
と
に
雰

囲
気
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
い
ま
こ

こ
に
し
か
な
い
時
空
間
を
共
有
す
る
演
奏
会
は
、
私
た
ち

が
同
じ
運
命
共
同
体
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
す
場
で
も
あ

る
。
そ
の
芸
術
空
間
は
、
い
ま
コ
ロ
ナ
禍
で
打
ち
や
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
私
た
ち
は
震
災
を
乗
り
越
え
て
き
た
よ

う
に
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
も
乗
り
越
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。
感
染
対
策
を
し
て
小
学
校
で
弾
い
た
と
き
、「
も

の
す
ご
い
感
動
し
た
」
と
い
う
児
童
の
声
や
「
長
ら
く
こ

う
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
校
長
談
が
あ
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
声
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
心
の
潤
い
を
求

め
て
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
い
き
た
い
。
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第
一
部
　 

岩
沼
市
の
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
の

背
景

は
じ
め
に

　

岩
沼
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
2
0
0
9
年
の
岩
沼
駅

前
伊
広
場
整
備
検
討
委
員
会
に
続
い
て
事
業
仕
分
け
の
委

員
会
へ
の
参
加
を
さ
せ
て
頂
き
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に

は
中
心
市
街
地
活
性
化
検
討
委
員
会
の
委
員
の
任
期
中
で

あ
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
未
曾
有
の
被
害
を
受
け
た
岩
沼
市
で

は
被
災
直
後
か
ら
現
在
ま
で
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
復

旧
、
復
興
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
避
難
所
で
は
集
落
ご
と

に
被
災
者
を
再
編
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
こ
と

で
被
災
者
の
孤
立
を
防
い
だ
。
復
興
計
画
で
は
岩
沼
市
出

身
の
石
川
東
大
教
授
（
当
時
）
の
計
画
力
、
実
行
力
、
人

脈
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
、
復
興
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
言

わ
れ
た
。

　

防
災
集
団
移
転
で
は
い
ち
早
く
移
転
地
を
確
保
し
、
玉

浦
西
地
区
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
を
組
織
し
て
被
災
者

の
希
望
を
取
り
入
れ
た
時
間
の
か
か
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

手
法
で
計
画
を
立
案
し
な
が
ら
も
驚
異
的
な
工
期
短
縮
を

行
い
、
大
規
模
集
団
移
転
第
1
号
と
し
て
2
0
1
3
年

に
最
初
の
土
地
を
引
き
渡
し
た
。

　

被
害
の
大
き
さ
と
規
模
の
大
き
な
復
興
計
画
事
業
の
進

捗
状
況
を
見
守
っ
て
い
た
が
、
こ
の
玉
浦
西
地
区
の
防
災

住
民
参
加
に
よ
る
防
災
集
団
移
転
事
業
に
つ
い
て

│
岩
沼
市
玉
浦
西
地
区
の
場
合

│
阿
留
多
伎
眞
人
（
理
工
・
自
然
部
門　

教
授
）
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集
団
移
転
事
業
の
計
画
づ
く
り
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

2
0
1
2
年
6
月
に
委
員
会
に
参
加
す
る
機
会
を
頂
き
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
委
員
の
皆
様
の
希
望
を
計
画
に
反

映
す
る
役
割
を
頂
い
た
。

　

詳
細
は
第
二
部
の
岩
沼
市
玉
浦
西
地
区
の
概
要
を
ご
覧

頂
き
た
い
が
、
岩
沼
市
な
ら
で
は
特
徴
な
ど
を
あ
ら
か
じ

め
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

プ
ロ
セ
ス
の
特
徴

　

玉
浦
西
地
区
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
は
計
画
面
や
技
術
面

は
も
と
よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
被
災
と
の
協
働
な
ど
ソ
フ

ト
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
も
特
徴
が
あ
る
。
特
に
被
災
者
が

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
計
画
づ
く
り
に
参
加
し
た
住

民
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
は
特
筆
す
べ
き
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

　

防
災
集
団
移
転
を
行
う
こ
と
を
含
む
岩
沼
市
の
復
興
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
2
0
1
1
年
9
月
に
策
定
さ
れ
、
短

期
間
で
策
定
さ
れ
た
土
地
利
用
計
画
を
も
と
に
復
興
整
備

協
議
会
で
の
協
議
を
経
て
玉
浦
西
地
区
で
の
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
計
画
に
は
完
成
後
に
居
住
者
と
な
る
被
災
者
の
希
望
や

意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
仮
設
住

居
で
の
生
活
ま
で
被
災
者
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
き
た

岩
沼
市
は
終
の
棲
家
と
な
る
防
災
集
団
移
転
で
も
被
災
者

の
意
向
を
で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
集
団
移
転
を
希
望
す
る
被
災
者
を
中
心
と
す

る
、
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
を
組
織
し
て
1
か
ら
計
画

を
練
り
直
す
こ
と
と
し
た
。
委
員
と
し
て
6
つ
の
集
落
と

玉
浦
西
地
区
に
隣
接
す
る
町
内
会
か
ら
、
壮
年
、
女
性
、

若
手
の
3
名
、
計
21
名
と
専
門
家
2
名
を
委
嘱
し
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。

　

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
中
学
生
以
上
の
被
災
者
全
員
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
っ
た
。
調
査
項
目
は
防
災
集
団

移
転
促
進
事
業
へ
の
参
加
意
向
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ま

ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
元
に
委
員
の
生
の
声
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
7
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
作
ら
れ
た
。

　

次
の
段
階
と
し
て
7
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
計
画
に
具
体

化
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
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分
か
れ
て
行
い
、
発
表
を
繰
り
返
し
な
が
ら
計
画
を
煮
詰

め
て
い
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
検
討
す
る
テ
ー
マ
は

コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
か
ら
始
ま
り
、
概
略
の
土
地
利
用
計

画
、
道
路
計
画
、
公
園
計
画
、
施
設
褻
核
へ
と
具
体
化
し

て
い
っ
た
。
並
行
し
て
進
め
て
い
る
工
事
の
工
期
を
短
縮

す
る
た
め
、
委
員
会
で
の
決
定
事
項
は
直
ち
に
工
事
に
反

映
さ
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り

方
か
ら
地
区
計
画
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
な
ど
の
検

討
を
行
い
、
市
長
へ
の
提
言
と
い
う
形
で
委
員
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

円
滑
な
事
業
進
捗
の
要
因

　

委
員
会
を
終
わ
っ
て
み
る
と
、
多
く
の
被
災
者
は
満
を

持
し
た
よ
う
に
住
宅
の
建
築
工
事
に
着
手
し
、
雨
後
の
筍

の
ご
と
く
に
住
宅
が
立
ち
並
ん
で
い
っ
た
。
土
地
の
引
き

渡
し
を
最
初
に
行
っ
た
2
0
1
3
年
12
月
か
ら
19
か
月

後
の
2
0
1
5
年
7
月
に
ま
ち
び
ら
き
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
、
防
災
手
段
移
転
促
進
事
業
の
完
成
を
祝
っ
た
。
28

回
も
の
委
員
会
を
行
っ
た
に
も
か
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
被

災
地
に
先
駆
け
て
事
業
が
進
ん
だ
た
め
、
大
規
模
集
団
移

転
促
進
事
業
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
な
っ
た
。
図
ら
ず
も

玉
浦
西
地
区
を
含
む
岩
沼
市
の
震
災
復
興
事
業
が
日
本
都

市
計
画
学
会
石
川
賞
を
頂
く
な
ど
、
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。

　

玉
浦
西
地
区
で
の
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
が
滞
る
こ

と
な
く
円
滑
に
進
ん
だ
特
別
な
理
由
を
聞
か
れ
る
こ
と
が

あ
る
が
、
決
め
手
と
な
る
大
き
な
要
因
は
探
し
て
も
見
つ

か
ら
な
い
。
む
し
ろ
思
い
つ
く
理
由
の
す
べ
て
が
円
滑
な

事
業
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
濃
さ
は
頻
繁
に
行

わ
れ
て
い
た
地
区
ご
と
の
会
議
で
の
円
滑
な
意
思
決
定
の

要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
被
災
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
共
同

で
の
農
作
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
っ
て
時
間
を
か
け

て
形
づ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
根
底
に
は
幾
多
の

問
題
点
を
と
も
に
乗
り
越
え
る
こ
と
で
培
わ
れ
て
き
た
信

頼
関
係
が
あ
る
。

　

ま
た
、
行
政
と
住
民
の
関
係
も
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ

る
。
計
画
づ
く
り
を
住
民
に
委
ね
て
も
「
無
責
任
な
要
求

ば
か
り
」
の
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
ず
、「
建
設
的
な
意
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見
が
出
て
く
る
」
と
い
う
確
信
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
市

政
施
行
以
来
の
行
政
と
住
民
の
関
係
で
あ
る
と
と
も
に
、

新
長
期
総
合
計
画
の
検
討
会
で
市
民
と
職
員
が
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
経
験
し
、
駅
前
広
場
の
計
画
検
討
委
員
会
な

ど
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
績
を
積
む
こ
と
で
強
化
さ
れ

た
関
係
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
行
政
施
策
情
報
に

関
し
て
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
公
開
と
す
る
こ
と
で
、
住

民
が
正
し
い
情
報
を
も
と
に
客
観
的
な
判
断
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
1
回
目
か
ら

入
っ
た
N
H
K
の
取
材
は
自
分
た
ち
が
日
本
中
か
ら
見

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
、「
変
な
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
い
う
意
識
と
緊
張
感
と
い
い
意
味
で
の
自
覚
を
も

た
ら
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
復
興
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
関
西
の

自
治
体
の
職
員
が
期
待
以
上
に
頑
張
る
方
々
で
、
阪
神･

淡
路
大
震
災
で
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
得
ら
れ
た
こ
と
も

大
き
な
要
因
で
あ
る
。

　

行
政
が
避
難
所
で
の
配
置
替
え
を
し
て
ま
で
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
を
重
視
し
た
こ
と
も
、
功
を
奏
し
た
。
避

難
所
も
仮
設
住
宅
も
ほ
ぼ
1
か
所
で
あ
っ
た
た
め
、
地
区

ご
と
の
会
議
を
頻
繁
に
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
の
一
人
が
被
災
当
初
か
ら
「
大
丈
夫
だ
か
ら
」

と
言
っ
て
く
れ
て
い
た
こ
と
も
避
難
者
の
安
心
感
に
つ
な

が
っ
た
と
聞
い
た
が
、
後
に
リ
ー
ダ
ー
に
大
丈
夫
の
根
拠

を
聞
い
た
ら
「
根
拠
は
な
く
て
も
、
大
丈
夫
と
言
い
続
け

る
し
か
な
か
っ
た
。」
と
教
え
ら
れ
た
。

　

計
画
づ
く
り
で
は
、
上
位
計
画
で
あ
る
岩
沼
市
復
興
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
迅
速
に
策
定
さ
れ
た
こ
と
が
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
へ
契
機
で
あ
り
、
東
大
の
石
川
先
生
の
私
的
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
住
民
の
ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
知
識
の
蓄
積
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
方
々
の
的
確
な
ご
指
導
が
な
け
れ
ば
被
災
者

の
方
々
の
希
望
を
形
に
す
る
こ
と
に
多
大
な
時
間
が
か

か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
度
に
発
行

さ
れ
た
「
た
よ
り
」
に
よ
っ
て
住
民
は
計
画
づ
く
り
が
着

実
に
進
捗
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
移
転
先
の
完
成
ま
で

待
ち
続
け
る
忍
耐
力
の
源
と
な
っ
た
。
避
難
所
が
、
地
区

計
画
を
制
定
し
て
い
る
里
の
杜
地
区
に
隣
接
し
て
い
た
た

め
、
地
区
計
画
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
が
発
現
せ
ず
、
玉
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浦
西
地
区
で
も
「
地
区
計
画
」
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
商
業
施
設
に
つ
い
て
も
土
地
の
処
分
に
つ
い
て
原
則

と
は
異
な
る
扱
い
を
し
て
頂
く
こ
と
で
実
現
し
て
い
る
。

実
現
で
き
な
か
っ
た
点

　

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、
思
っ
た
通
り

に
い
か
な
か
っ
た
こ
と
も
多
い
。
例
え
ば
、「
景
観
」
を

ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
も
の
の
、
災
害
公
営

住
宅
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
委
員
の
意
見
を
伝
え
る
機

会
を
作
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
コ
モ
ン
と
い
う
共
有
空
間
や

集
会
所
の
北
面
と
西
面
に
居
久
根
と
い
う
高
木
植
栽
を
確

保
す
る
案
も
維
持
管
理
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
か
か
か
る
時

間
と
手
間
や
完
成
後
の
維
持
管
理
ト
ラ
ブ
ル
を
考
え
て
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

尚
絅
の
関
わ
り

　

そ
も
そ
も
尚
絅
は
岩
沼
市
と
の
関
わ
り
が
少
な
か
っ

た
。
2
0
0
7
年
に
岩
沼
駅
前
広
場
整
備
計
画
検
討
委

員
会
に
呼
ん
で
頂
く
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
と
あ
る
会
合

で
知
人
に
紹
介
さ
れ
た
井
口
市
長
が
父
の
教
え
子
だ
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
尚
絅
に
都
市
計
画
の
分
野

が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
、
P
R
不
足
も

痛
感
し
た
。

最
後
に

　

そ
も
そ
も
ま
ち
づ
く
り
に
は
数
学
の
よ
う
な
唯
一
の
正

解
と
い
う
も
の
は
な
い
。
ど
の
案
も
正
解
で
あ
り
、
課
題

が
含
ま
れ
て
い
る
。
課
題
を
修
正
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
で
よ
り
よ
い
計
画
を
つ
く
れ
る
と
信
じ
て

玉
浦
西
地
区
の
検
討
委
員
会
に
取
り
組
ん
だ
。
奇
し
く
も

足
掛
け
3
年
（
2
年
度
ま
た
が
り
）
の
28
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の
田
中
将
大
選
手
の
2
年

ま
た
が
り
の
28
連
勝
と
重
な
っ
た
。

　

視
察
さ
れ
た
復
興
大
臣
が
「
公
団
の
団
地
み
た
い
だ
」

と
言
っ
た
と
か
言
わ
な
い
と
か
聞
い
た
が
、
都
市
再
生
機

構
が
手
掛
け
た
東
日
本
大
震
災
の
復
興
住
宅
地
か
ら
は
か

つ
て
公
団
が
手
掛
け
た
住
宅
地
ほ
ど
の
先
進
性
や
高
質
性
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は
感
じ
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
玉
浦
西
地
区
に
公
団
の
伝
統
を

感
じ
て
し
ま
っ
た
の
は
歴
史
の
皮
肉
だ
ろ
う
か
。

第
二
部
　 

岩
沼
市
玉
浦
西
地
区
の
概
要
（
合
同
調

査
報
告
書
よ
り
）

　
①
　
は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
が
、

約
17
・
4
万
人
（
注
1
）
も
の
被
災
者
は
未
だ
に
仮
設
住

宅
（
み
な
し
仮
設
を
含
む
）
で
暮
ら
し
て
お
り
、
復
興
ど

こ
ろ
か
、
住
宅
の
確
保
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
一
方
、
被
災
地
に
よ
っ
て
は
復
興
計
画
に
基
づ
い

て
着
々
と
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
復
興
の

温
度
差
は
広
が
る
ば
か
り
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
と
し
て
平
成
27
年
7
月
に
ま
ち
開
き
の

式
典
を
行
っ
た
岩
沼
市
の
玉
浦
西
地
区
に
つ
い
て
、
経
緯

や
特
徴
を
報
告
す
る
。

　
②
　
岩
沼
市
の
被
災
状
況

　

岩
沼
市
の
太
平
洋
沿
岸
に
は
、
相
野
釜
、
藤
曽
根
、
二

野
倉
、
長
谷
釜
、
蒲
崎
、
新
浜
の
6
つ
の
地
区
が
あ
り
、
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濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
き
た
。
集
落
や
農
地

の
間
に
い
く
つ
か
の
工
場
が
立
地
し
て
い
た
が
主
要
産
業

は
農
業
で
あ
り
、
漁
港
は
な
か
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
で

は
最
大
高
さ
10
・
5
ｍ
の
大
津
波
が
こ
の
6
地
区
を
す
べ

て
押
し
流
す
と
と
も
に
市
域
の
48
％
を
浸
水
さ
せ
、
死
者

1
8
0
人
、
行
方
不
明
者
1
人
、
全
壊
住
宅
7
3
6
棟
、

半
壊
住
宅
1
、6
0
6
棟
（
平
成
24
年
12
月
1
日
現
在
、

岩
沼
市
資
料
）
な
ど
の
甚
大
な
被
害
を
岩
沼
市
に
与
え

た
。
岩
沼
市
は
、
避
難
所
に
集
ま
っ
た
避
難
者
を
地
区
ご

と
に
再
編
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
重
視
型
の
避
難
所
運
営
を

始
め
た
。
そ
の
考
え
方
は
応
急
仮
設
住
宅
へ
も
引
き
継
が

れ
、
6
地
区
ご
と
に
配
分
さ
れ
た
3
8
4
戸
の
応
急
仮

設
住
宅
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
維
持
さ
れ
る
形
で
4
月
29
日

か
ら
入
居
が
始
ま
っ
た
。
行
政
と
地
区
と
の
調
整
は
6
地

区
の
代
表
者
会
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
6
月
29

日
か
ら
移
転
先
決
定
ま
で
の
約
5
カ
月
間
に
地
区
懇
談
会

を
32
回
開
催
開
催
し
て
被
災
住
民
の
声
を
直
接
聞
く
と
と

も
に
、
地
区
住
民
同
士
が
定
常
的
に
共
助
し
や
す
い
環
境

を
整
え
て
い
っ
た
。
7
月
1
日
か
ら
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
住
民
の
不
安
の
解
消
に
も
努
め
て
い
る
。

　
③
　
復
興
計
画
の
立
案

　

震
災
直
後
に
岩
沼
市
出
身
の
東
京
大
学
大
学
院
の
石
川

幹
子
教
授
（
現
中
央
大
学
教
授
）
は
大
学
と
し
て
の
復
興

支
援
を
取
り
付
け
る
と
と
も
に
、
直
ち
に
岩
沼
市
に
駆
け

つ
け
、
そ
の
後
の
復
興
の
推
進
役
を
果
た
し
た
。
岩
沼
市

で
は
平
成
23
年
4
月
25
日
に
復
興
本
部
を
立
ち
上
げ
、
復

興
基
本
方
針
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
、
石
川
教
授
を
委
員

長
に
震
災
復
興
計
画
づ
く
り
に
取
組
み
、8
月
7
日
に「
岩

図 7.3.3.6　 岩 沼 市 位 置 図（Location of 
Iwanuma City）
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沼
市
震
災
復
興
計
画
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
〜
愛
と
希
望
の

復
興
〜
」、
9
月
27
日
に
「
震
災
復
興
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
を
決
定
し
、
7
個
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
決
定
し
た
。
そ
の
中
で
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
沿
岸

の
6
地
区
に
つ
い
て
は
集
団
移
転
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
石
川
教
授
は
復
興
計
画
を
指
導
す
る
一
方
で
、

沿
岸
6
地
区
を
ま
わ
り
、
被
災
状
況
は
も
と
よ
り
、
居
久

根
（
い
ぐ
ね
、
防
風
用
の
屋
敷
林
の
こ
と
）
の
残
存
樹
木

調
査
を
は
じ
め
、
震
災
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
調
査
や
被
災

住
民
有
志
を
集
め
て
復
興
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
作
成
に
手
弁
当
で
取
り
組
ま
れ
た
。

こ
の
時
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
研
究
資
料
が
後
に
岩
沼
市

が
組
織
し
た
玉
浦
西
地
区
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
に
生

か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
④
　
集
団
移
転
候
補
地
の
決
定

　

復
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
集
団
移
転
事
業
を
行
う
こ

と
と
し
た
も
の
の
、
移
転
先
を
決
定
す
る
ま
で
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
6
地
区
の
住
民
同
士
で
検
討
を
進
め

る
と
と
も
に
行
政
や
地
権
者
と
交
渉
を
重
ね
、
三
軒
茶
屋

西
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
と
そ
の
西
側
に
広
が
る
約
20

㏊
の
農
地
（
図7.3.3.7

）
を
約
4
0
0
戸
の
集
団
移
転

の
候
補
地
と
し
て
提
案
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
行
政
の
動

き
も
迅
速
で
、
11
月
2
日
に
こ
の
エ
リ
ア
で
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
と
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
事
業
を
行
う
こ
と

を
決
定
し
た
。

⑤
　 

岩
沼
市
玉
浦
西
地
区
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

　

Ⅰ　

ま
ち
づ
く
り
の
方
針

　

玉
浦
西
地
区
の
用
地
交
渉
は
11
月
21
日
か
ら
行
わ
れ

た
。
岩
沼
市
は
並
行
し
て
個
別
面
談
調
査
を
行
い
、
集
団

移
転
へ
の
参
加
希
望
や
災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
希
望
、

今
後
の
生
活
再
建
策
な
ど
を
丁
寧
に
把
握
し
、
復
興
事
業

図 7.3.3.7　岩沼市玉浦西地
区防災集団移転地区位置
図（Group relocation site 
of Iwanuma Tamaura West 
District）
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へ
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
。
所
要
の
調
整
や
手
続
き
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
行
う
た
め
に
設
立
さ
れ
た
復
興
整
備
協
議
会

で
平
成
24
年
3
月
23
日
に
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
計

画
が
、
そ
し
て
5
月
22
日
の
復
興
整
備
協
議
会
で
開
発
行

為
で
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
事
業
の
具
体
化
へ
と
進
ん

で
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。
5
月
23

日
か
ら
第
二
回
個

別
面
談
調
査
が
行

わ
れ
、
玉
浦
西
地

区
へ
の
移
転
等
に

つ
い
て
の
意
向
把

握
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
調
査
結
果
は

移
転
予
定
家
族
数

や
宅
地
面
積
、
災

害
公
営
住
宅
戸
数

な
ど
の
算
定
な
ど

に
使
わ
れ
た
。
そ

し
て
、
岩
沼
市
は

玉
浦
西
地
区
の
計
画
図
（
図7.3.3.8

）
を
作
成
し
、
5

月
30
日
に
開
発
行
為
の
み
な
し
許
可
を
得
る
こ
と
で
、
開

発
行
為
の
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
し
か
し
、
た
と
え
災

害
対
応
で
あ
っ
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
の
た
め
に
は

行
政
の
押
し
つ
け
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
住
民
参
加

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
だ
と
岩
沼
市
で
は
考
え
て
お

り
、
実
際
の
計
画
づ
く
り
は
ゼ
ロ
か
ら
住
民
参
加
で
行
い

た
い
と
考
え
て
い
た
。

　

Ⅱ　

ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会

　

住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
岩
沼
市

で
は
集
団
移
転
す
る
6
地
区
に
玉
浦
西
地
区
の
周
辺
住
民

を
加
え
た
7
地
区
か
ら
世
代
を
越
え
て
3
名
ず
つ
、
合
計

21
名
の
委
員
を
各
地
区
か
ら
選
出
し
て
も
ら
い
、
こ
の
21

名
の
住
民
委
員
に
建
築
系
の
東
北
工
業
大
学
の
福
屋
専
任

講
師
を
副
委
員
長
と
し
、
都
市
計
画
系
の
尚
絅
学
院
大
学

の
阿
留
多
伎
（
筆
者
）
を
加
え
た
23
名
で
ま
ち
づ
く
り
検

討
委
員
会
を
組
織
す
る
こ
と
と
し
た
。さ
ら
に
石
川
教
授
、 

東
北
大
学
の
小
野
田
教
授
、
宮
城
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

の
三
部
理
事
長
に
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
お
願
い
す
る
こ
と

と
し
た
（
図7.3.3.9

-10 

）。

図 7.3.3.8　玉浦西地区 宅地造成許可時の計画図 
　　　　（The first land use plan） 
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Ⅲ　

計
画
づ
く
り

　

平
成
24
年
6
月
11
日
か
ら
始
ま
っ
た
検
討
委
員
会
は
主

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
ま
ち
づ

く
り
カ
ー
ド
で
出
し
合
っ
た
街
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に

（
図7.3.3.11

）
理
念
を
検
討
し
た
。

　

さ
ら
に
、
6
地
区
の
全
世
帯
と
玉
浦
西
地
区
周
辺
の
世

帯
を
対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
用
い
、
移

転
の
意
向
の
み
な
ら

ず
ど
の
よ
う
な
街
に

住
み
た
い
か
な
ど
、

街
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ

い
て
の
質
問
も
行

い
、
そ
の
声
を
計
画

づ
く
り
に
も
反
映
し

て
い
っ
た
。
最
終
的

に
28
回
の
検
討
委
員

会
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
で
開
催
し
、

土
地
利
用
計
画
の
検

討
、
公
共
施
設
の
配

図 7.3.3.9　玉浦西地区まちづくり検討
委員会等の組織間の関係（Relation 
during organization）

図 7.3.3.10　まちづくり検討委員会の
委員構成

　　（Commissioner composition）

図 7.3.3.11　まちづくりカードによる検討の様
子（The state of the consideration）
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置
、
画
地
の
配
置
、
地
区
計
画
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
方
針
ま
で
検
討
し
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

Ⅳ　

ま
ち
づ
く
り
方
針
及
び
土
地
利
用
計
画

　

ま
ち
づ
く
り
方
針
（
コ
ン
セ
プ
ト
）
と
し
て
、
①
自
然

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
、
②
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
た
環
境
未
来
都
市
を
実
現
す
る
ま
ち
、
③
空
が
広
く
感

じ
ら
れ
る
美
し
い
街
並
み
の
あ
る
ま
ち
、
④
地
域
の
交
流

が
で
き
る
集
会
所
や
菜
園
の
あ
る
ま
ち
、
⑤
緑
豊
か
で
水

辺
の
あ
る
景
観
の
よ
い
ま
ち
、
⑥
ス
ー
パ
ー
と
個
人
商
店

が
複
合
し
た
楽
し
く
買
物
が
で
き
る
ま
ち
、
⑦ 

地
域
の

み
ま
も
り
に
よ
り
、
高
齢
者
福
祉
と
子
育
て
が
充
実
し
た

ま
ち
、
と
い
う
7
項
目
を
玉
浦
西
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
（
コ
ン
セ
プ
ト
）
と
し
て
決
定
し
た
。
こ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
も
と
に
土
地
利
用
や
公
共
施
設
の
配
置
を
検
討
し

て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
岩
沼
ら
し
さ
、
玉
浦
ら
し
さ
と
し
て
居
久
根
や

海
岸
沿
い
の
緑
地
の
再
生
と
6
地
区
を
結
ん
で
い
た
貞
山

堀
の
形
の
緑
道
の
整
備
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
統

一
感
の
あ
る
美
し
い
街
並
み
づ
く
り
も
あ
わ
せ
て
提
案
し

た
。
土
地
利
用
計
画
と
し
て
は
、
東
西
2
か
所
の
入
口
で

県
道
に
接
続
さ
れ
た
ル
ー
プ
状
の
幹
線
道
路
に
沿
っ
て
6

つ
の
地
区
ご
と
に
住
宅
地
を
ま
と
め
、
希
望
の
多
い
南
側

玄
関
の
住
宅
の
建
築
と
美
し
い
街
並
み
を
形
成
す
る
た
め

に
南
北
に
長
く
緩
く
カ
ー
ブ
し
た
街
区
を
配
置
し
た
。
災

害
公
営
住
宅
は
入
居
者
の
方
々
が
周
囲
の
居
住
者
と
の
つ

な
が
り
を
保
て
る
よ
う
に
4
か
所
（
移
転
す
る
公
営
住
宅

を
含
む
）
に
分
散
し
て
配
置
し
た
。
地
区
の
東
側
に
は
生

活
利
便
施
設
や
調
整
池
を
活
用
し
た
公
園
を
配
置
し
た

（
図7.3.3.12

-16

）。
な
お
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
決
定

図 7.3.3.12　ワークショップの様子
（Workshop view）

図 7.3.3.13　ワークショップでの検討
案のひとつ（One of a Consideration 
Plan）
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を
も
と
に
制

作
し
た
は
ず

の
土
地
利
用

計
画
の
た
た

き
台
に
対
し

て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で

「
イ
メ
ー
ジ

が
ま
っ
た
く

異
な
る
」
と

い
う
意
見
が

多
数
出
さ

れ
、
土
地
利

用
計
画
の
原

案
を
作
り
直

し
た
こ
と
も
、
住
民
重
視
の
進
め
方
の
結
果
だ
と
考
え
て

い
る
。

　

そ
し
て
9
月
19
日
の
第
10
回
検
討
委
員
会
で
、
被
災
さ

れ
た
方
々
の
思
い
の
詰
ま
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
方
針
及
び

土
地
利
用
計
画
」
の
報
告
書
を
市
長
に
提
出
し
た
（
図

図 7.3.3.14　ワークショップでの検討
案のひとつ（One of a Consideration 
Plan）

図 7.3.3.16　ワークショップで
の検討案のひとつ（One of a 
Consideration Plan）

図 7.3.3.17　まちづくり検討委員会報告（まちづくり方
針及び土地利用計画編）平成 24年 9月（Community 
Building Considerati on Committee Report）

図 7.3.3.15　ワークショップでの検討
案のひとつ（One of a Consideration 
Plan）



327─ ─

第 2章　地域への貢献
7

.3
.3

.1
7
-1

8

）。

ま
だ
報
告
を
行
っ

て
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
8
月

5
日
に
は
玉
浦
西

地
区
の
造
成
工
事

の
起
工
式
が
行
わ

れ
、
地
盤
改
良
な

ど
の
先
行
で
き
る

工
事
か
ら
始
め
る

こ
と
で
工
事
の
進

捗
を
図
っ
て
い
る

こ
と
も
玉
浦
西
地

区
の
特
徴
の
一
つ

で
あ
る
。

　

Ⅴ　

画
地
の
配
置
及
び
公
共
・
公
益
施
設
整
備
方
針

　

委
員
会
を
始
め
た
時
は
、
宅
地
割
は
地
区
計
画
の
決
定

後
に
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
上
下
水
の
取
り
付
け
位
置

を
決
定
し
な
い
と
埋
設
管
渠
類
の
実
施
設
計
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
宅
地
割
を
先
に
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

画
地
の
配
置
は
、
移
転
戸
数
の
少
な
い
二
野
倉
・
藤
曽
根

を
1
グ
ル
ー
プ
と
し
、
西
か
ら
時
計
回
り
で
相
野
釜
、
長

谷
釜
、
二
野
倉
・
藤
曽
根
、
蒲
崎
、
新
浜
、
の
5
地
区
を

配
置
し
た
。
ま
た
、
街
並
み
景
観
や
通
学
時
の
緑
道
へ
の

ア
ク
セ
ス
性
、
画
地
の
公
平
性
等
を
考
慮
し
て
、
街
区
は

南
北
軸
タ
イ
プ
を
中
心
と
し
た
。
住
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
も
と
に
し
た
必
要
画
地
数
と
面
積
は
分
譲
用
35
区
画

1
・
4
㏊
、
借
地
用
88
区
画
2
・
6
㏊
、
分
譲+

借
地

31
区
画
1
・
4
㏊
、
災
害
公
営
住
宅
用
地
4
・
9
㏊
（
地

区
外
者
用
を
含
む
）
で
あ
っ
た
。
各
画
地
へ
の
割
り
振
り

は
、
地
区
ご
と
に
開
い
た
集
会
に
移
転
希
望
者
が
全
員
集

ま
り
、
話
し
合
い
で
画
地
を
決
定
し
て
い
っ
た
。
結
局
、

抽
選
に
な
っ
た
画
地
は
2
画
地
の
み
で
、
あ
と
は
自
然
に

決
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
希
望
画
地
面
積
と
街
区
面
積

の
ず
れ
は
街
路
や
フ
ッ
ト
パ
ス
の
位
置
の
修
正
で
吸
収
し

た
。

　

公
共
公
益
施
設
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路

や
調
整
池
兼
用
公
園
や
街
区
公
園
、
緑
道
な
ど
に
つ
い
て

石
川
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
多
大
な
ご
協
力
の
も
と
、
各
施
設

の
基
本
計
画
と
実
施
設
計
の
た
め
の
方
針
を
検
討
し
、
決

図 7.3.3.18 土地利用模型（Land Use Model）
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定
し
た
。
土
地
利
用
の
検
討
よ
り
も
踏
み
込
ん
だ
内
容
と

な
り
、
施
設
内
容
や
規
模
、
植
栽
の
樹
種
や
位
置
、
舗
装

材
な
ど
を
順
次
決
定
し
た
。

　

Ⅴ
│
ⅰ　

道
路
と
植
栽

　

道
路
計
画
に
つ
い
て
は
、
県
道
と
接
続
す
る
交
差
点
2

箇
所
の
位
置
が
交
差
点
間
の
距
離
の
関
係
で
決
め
ら
れ
て

い
た
た
め
、
そ
の
2
点
を
結
ぶ
ル
ー
プ
状
の
地
区
内
幹
線

道
路
を
配
置
し
た
。
ま
た
、
区
画
道
路
は
南
北
軸
を
中
心

に
配
置
し
た
。
地
区
界
の
北
面
と
西
面
に
は
隣
接
す
る
農

地
と
約
2
ｍ
の
段
差
が
生
じ
る
た
め
、
区
画
道
路
の
法
面

と
し
て
こ
の
段
差
を
処
理
し
た
う
え
で
地
区
の
「
居
久
根

（
暴
風
屋
敷
林
）」
と
し
て
位
置
づ
け
、
将
来
、
住
民
ら
に

よ
る
密
植
地
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
区
画
道
路
は
地

区
中
央
を
東
西
に
貫
く
貞
山
運
河
の
形
状
の
緑
道
の
線
形

に
合
わ
せ
て
緩
い
カ
ー
ブ
を
な
し
て
お
り
、
地
区
全
体
に

や
さ
し
さ
や
懐
か
し
さ
を
演
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大

街
区
で
は
適
宜
フ
ッ
ト
パ
ス
を
配
置
し
た
。

　

Ⅴ
│
ⅱ　

緑
道

　

緑
道
に
つ
い
て
は
地
区
の
東
西
を
貫
く
緑
の
軸
を
造
る

こ
と
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
初
期
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
た

た
め
、
か
つ
て
6
つ
の
地
区
を
繋
ぎ
、
子
供
の
頃
か
ら
遊

び
、
慣
れ
親
し
ん
だ
貞
山
運
河
の
線
形
を
緑
道
の
線
形
に

生
か
す
こ
と
と
し
た
。
水
路
で
は
な
く
緑
道
に
し
た
の

は
、
水
が
津
波
の
恐
怖
を
連
想
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
で
、
逆
転
の
発
想
で
緑
の
道
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
今

で
は
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
を
植
え
た
り
、
樹
木
に
玉
浦
小
学

校
の
子
供
た
ち
が
銘
板
を
設
置
し
、
橋
の
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
は
橋
の
親
柱
を
移
設
す
る
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の

場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

　

Ⅴ
│
ⅲ　

公
園

　

地
区
に
は
調
整
池
と
一
体
と
な
っ
て
利
用
で
き
る
近
隣

公
園
1
か
所
と
3
つ
の
街
区
公
園
を
設
置
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
調
整
池
用
地
部
分
は
2
段
式
と
し
、
満
水
時
の

範
囲
を
植
栽
帯
で
仕
切
り
、
修
景
に
配
慮
し
た
。
公
園
用

地
部
分
に
は
高
さ
3
ｍ
の
築
山
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
時

に
は
斜
面
が
客
席
と
な
る
方
向
に
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
し

た
。
3
つ
の
街
区
公
園
は
西
か
ら
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
文

化
、
防
災
機
能
と
交
流
、
子
供
た
ち
の
遊
び
と
見
守
り
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
で
計
画
が
作
ら
れ
た
。
ま
た
、

芝
生
に
つ
い
て
は
、
住
民
同
士
に
よ
る
維
持
管
理
を
念
頭
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に
、
管
理
し
や
す
い
品
種
を
選
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
か

つ
て
の
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
を
設
置
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
確

保
し
て
い
る
。

　

Ⅴ
│
ⅳ　

桜
並
木

　

地
区
南
部
に
は
東
西
に
走
る
農
業
用
水
路
が
あ
る
た

め
、
管
理
用
の
用
地
を
水
路
沿
い
に
確
保
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。こ
の
管
理
用
地
を
桜
並
木
と
し
て
活
用
し
、

居
住
者
が
花
見
を
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

　

Ⅴ
│
ⅴ　

下
水
道
施
設

　

下
水
道
施
設
で
は
津
波
に
よ
っ
て
浄
化
セ
ン
タ
ー
や
ポ

ン
プ
場
が
破
壊
さ
れ
、
地
盤
沈
下
の
影
響
を
受
け
た
。
汚

水
は
平
成
25
年
3
月
22
日
に
復
旧
し
た
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ

南
接
す
る
県
道
下
の
本
管
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
雨
水
は
下
流
の
ポ
ン
プ
場
が
破
壊
さ
れ
た
た
め
、
そ

の
復
旧
と
県
道
下
へ
の
本
管
の
埋
設
ま
で
の
暫
定
対
応
と

な
っ
た
。
雨
水
に
つ
い
て
は
調
整
池
で
調
整
さ
れ
た
後
、

当
面
、
地
区
北
東
の
用
水
路
へ
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
最
終
的

に
五
間
堀
川
へ
放
流
し
た
。
幸
い
、
平
成
29
年
4
月
以
降

は
地
区
南
側
の
県
道
に
埋
設
さ
れ
る
本
管
へ
直
接
放
流
で

き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

　

画
地
の
配
置
と
公
共
・
公
益
施
設
の
整
備
方
針
は
2
月

6
日
の
第
15
回
検
討
委
員
会
で
、市
長
に
提
出
さ
れ
た（
図

7.3.3.19

、
注
3
）。

図 7.3.3.19　まちづくり検討委員会報告（画地の配置及び公共・
公益施設整備方針編）平成 25年 2月（Community Building 
Consideration Committee Report）
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Ⅵ　

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
（
地
区
計
画
）

　

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
地
区
計

画
を
参
考
に
、
新
築
さ
れ
る
住
宅
が
統
一
感
と
個
性
の
調

和
し
た
美
し
い
街
並
み
を
形
成
で
き
る
よ
う
に
、
壁
面
の

位
置
、
屋
根
の
色
、
垣
柵
の
構
造
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、

地
区
計
画
の
原
案
や
そ
の
他
の
ル
ー
ル
を
決
定
し
た
。
特

に
、
仮
設
住
宅
が
地
区
計
画
の
定
め
ら
れ
た
杜
の
里
地
区

内
に
造
ら
れ
て
い
た
た
め
、
住
民
は
地
区
計
画
に
よ
る
街

並
み
形
成
の
必
要
性
と
効
果
を
目
の
当
た
り
に
し
て
お

り
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
美
し
い
街
並
み
の

あ
る
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
に
玉
浦
西
地
区
で
も
地
区

計
画
を
導
入
す
る
こ
と
に
対
し
て
も
概
ね
好
意
的
で
あ
っ

た
。
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
（
地
区
計
画
）
に
つ
い
て
4

月
3
日
の
第
18
回
検
討
委
員
会
で
市
長
に
提
出
し
た
。
な

お
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
は
平
成
25
年
6
月
17
日

に
地
区
計
画
と
し
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　

Ⅶ　

 

新
た
な
地
域
づ
く
り
（
住
民
組
織
や
集
会
所･

公

園
の
管
理
）

　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
の
場
合
は
居
住
者
が
入
居
前

か
ら
決
定
し
て
い
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
住
民
組
織
に
つ

い
て
検
討
し
て
お
く
こ
と
で
、
将
来
的
な
ト
ラ
ブ
ル
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
岩
沼
市
で
は
住
民
組
織
へ
の

委
託
に
よ
る
集
会
所
や
公
園
の
維
持
・
管
理
が
ル
ー
ル
化

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ル
ー
ル
を
確
認
し
、
入
居
後
に
一
般

市
民
と
同
じ
ル
ー
ル
で
円
滑
に
管
理
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
町
内
会
の
単
位
や
地
域

で
行
う
イ
ベ
ン
ト
、
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
の
再
生
な
ど
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
、
ま
ち
づ
く
り
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
部
分

を
中
心
に
検
討
し
た
。
ま
た
、「
玉
浦
西
」
と
い
う
事
業

地
の
名
称
に
つ
い
て
も
っ
と
親
し
み
や
す
い
名
称
が
よ
い

と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
た
め
、
地
区
名
（
町
名
）
を
全
国

公
募
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
結
局
、
1
1
6

人
か
ら
1
5
2
個
の
名
称
案
が
集
ま
り
、
そ
れ
ら
を
検

討
委
員
会
で
5
案
に
絞
り
、
玉
浦
西
地
区
に
居
住
す
る

こ
と
と
な
る
中
学
生
以
上
の
住
民
8
8
0
人
（
回
収
率

68
・
3
％
）
の
意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
把
握
し
た
。

そ
の
結
果
を
も
と
に
検
討
委
員
会
で
「
玉
浦
西
」
を
地
区

名
称
と
し
て
最
終
決
定
し
た
。
こ
こ
で
も
、
住
民
の
意
向

を
尊
重
す
る
姿
勢
が
貫
か
れ
て
い
る
。「
新
た
な
地
域
づ

く
り
」
の
報
告
書
を
第
28
回
の
検
討
委
員
会
で
市
長
に
提
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出
し
た
（
注
4
）。

　
⑥
　
住
民
参
加
の
進
め
方

　

玉
浦
西
地
区
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
で
の
住
民
参
加

は
、
検
討
委
員
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
け
で
行
わ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
。
震
災
直
後
か
ら
被
災
者
の
声
を
聴
き
、

頻
繁
に
地
区
懇
談
会
を
開
催
し
て
、
地
域
と
行
政
の
つ
な

が
り
を
維
持
し
て
き
た
。
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
で
も

検
討
内
容
や
決
定
事
項
を
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
（
注

5
）
に
し
て
各
戸
に
配

布
し
、
検
討
会
が
住
民

か
ら
遊
離
し
て
い
か
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け

た
。
さ
ら
に
各
地
区
の

代
表
者
会
議
、
地
区
毎

に
開
か
れ
る
懇
談
会
、

行
政
主
催
の
説
明
会
、

個
別
面
談
調
査
、
仮
設

住
宅
地
に
設
置
さ
れ
た

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
重
層
的
な
手
段
を

駆
使
し
て
検
討
委
員
会
の
検
討
事
項
は
も
と
よ
り
、
日
常

生
活
の
相
談
や
生
活
再
建
策
ま
で
含
め
た
住
民
の
意
向
把

握
が
続
け
ら
れ
て
い
た
（
図7.3.3.20

）。

　
⑦
　
実
施
設
計
と
工
事

　

玉
浦
西
地
区
で
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
と
し
て
は
県

内
で
最
初
に
宅
地
の
引
き
渡
し
が
で
き
た
の
に
は
理
由
が

あ
る
。
一
般
に
宅
地
造
成
事
業
は
、
調
査
、
基
本
設
計
、

実
施
設
計
、
造
成
工
事
、
埋
管
工
事
、
路
盤
工
事
、
街
築

工
事
な
ど
の
工
事
が
順
番
に
行
わ
れ
る
た
め
、
着
工
か
ら

竣
工
ま
で
数
年
か
か
る
と
い
う
の
が
常
識
で
あ
る
。
し
か

し
、
玉
浦
西
地
区
で
は
、
検
討
委
員
会
開
催
前
に
地
盤
調

査
を
終
え
、
検
討
委
員
会
を
組
織
し
て
計
画
の
検
討
を
始

め
た
2
か
月
後
に
は
、
ま
だ
土
地
利
用
も
決
ま
っ
て
い
な

い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
地
盤
改
良
工
事
に
着
手
し
た
。
す
な

わ
ち
、
計
画
策
定
、
実
施
設
計
、
工
事
施
工
が
相
互
に
密

接
に
連
絡
し
合
い
な
が
ら
同
時
進
行
で
事
業
を
進
め
る
方

法
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。そ
の
た
め
、設
計
業
務
は
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
実
施
設
計
ま
で
す
べ
て
を
含
め
た
業
務

と
し
て
発
注
さ
れ
て
お
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
検
討
の

中
で
ほ
ぼ
決
定
し
た
部
分
を
即
座
に
実
施
設
計
に
反
映
さ

図 7.3.3.20　ワークショップの様子（Workshop 
view）
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せ
、
地
元
業
者
を
中
心
と
す
る
融
通
の
き
く
施
工
体
制
を

築
き
、
工
期
の
短
縮
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
検
討
委
員
会
で
も
工
事
の
手
戻
り
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
検
討
を
行
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　
⑧
　
災
害
公
営
住
宅

　

災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
予
定
者
に
は
多
く
の
お
年
寄

り
が
含
ま
れ
る
た
め
、
親
戚
な
ど
の
見
守
り
や
往
来
を
考

え
て
2
地
区
ご
と
の
中
央
に
配
置
し
て
い
る
。
宮
城
県

で
は
9
市
町
、
27
地
区
、
2
、2
5
8
戸
の
災
害
公
営
住

宅
の
整
備
を
県
が
市
町
村
か
ら
受
託
し
て
お
り
（
注
6
）、

岩
沼
市
で
も
2
Ｄ
Ｋ
〜
4
Ｄ
Ｋ
の
災
害
公
営
住
宅
の
建
設

を
宮
城
県
に
委
託
し
た
。
玉
浦
西
地
区
で
は
相
野
釜
と
長

谷
釜
地
区
中
央
に
44
戸
、
蒲
崎
・
新
浜
地
区
に
46
戸
、
二

野
倉
・
藤
曽
根
地
区
に
21
戸
、
6
地
区
以
外
か
ら
の
入
居

者
用
の
住
宅
99
戸
、
合
計
2
1
0
戸
の
災
害
公
営
住
宅

が
整
備
さ
れ
て
い
る
（
図7.3.3.21

）。
な
お
、
設
計
に
あ

た
っ
て
の
条
件
や
街
並
み
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
検
討
委

員
会
の
手
を
離
れ
て
し
ま
い
、
住
民
と
の
協
働
が
十
分
に

行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
若
干
で
は
あ
る
が
が
悔
や
ま
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
⑨
　
住
宅
建
設

　

宅
地
の
引
き
渡
し
は
平
成
25
年
12
月
21
日
に
35
画
地
、

平
成
26
年
3
月
29
日
に
12
画
地
、
4
月
27
日
に
94
画
地
の

3
回
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
第
1
回
の
引
き
渡
し
は
検
討

図 7.3.3.21　災害公営住宅の概要
（The Outline of an Accident Public Housing）
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会
の
最
終
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
翌
月
の
こ
と
で
、
本
来

な
ら
起
工
式
を
行
う
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
そ
し

て
土
地
の
引
き
渡
し
前
か
ら
住
宅
の
設
計
を
進
め
て
い
た

居
住
者
が
多
く
、
引
き
渡
し
直
後
か
ら
建
築
確
認
申
請
が

出
さ
れ
て
い
っ
た
。
平
成
26
年
4
月
に
最
初
の
方
が
入
居

し
、
平
成
26
年
度
末
に
は
1
2
1
戸
が
入
居
し
た
。

　
⑩
　
公
益
施
設

　

公
益
施
設
と
し
て
3
つ
の
集
会
所
、
商
業
施
設
、
福
祉

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。
集
会
所
は
街
区
公
園
と

一
体
的
な
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
公
園
と
同
じ
街
区
に
配

置
し
て
い
る
。
集
会
所
は
公
園
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
合
う
よ

う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
管
理
は
町
内
会
等
の
住

民
が
行
っ
て
い
る
。
商
業
施
設
は
土
地
の
譲
渡
が
復
興
事

業
の
条
件
だ
っ
た
が
、
採
算
性
や
集
客
力
が
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
譲
渡
先
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
借
地
方

式
に
切
り
替
え
て
交
渉
を
重
ね
、
1
社
の
立
地
が
決
定
し

た
。
今
で
は
広
い
商
圏
を
持
つ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

福
祉
施
設
と
し
て
岩
沼
市
は
保
育
所
の
整
備
を
考
え
て

お
り
、
予
算
措
置
が
で
き
次
第
、
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　
⑪
　
入
居
か
ら
街
び
ら
き

　

入
居
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
は
「
新
た
な
地
域
づ
く

り
」
で
の
検
討
を
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り

住
民
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
集
会
所
の
管
理
、
植
栽
の
維

持
、
芝
生
の
管
理
、
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
の
設
置
な
ど
多
様

な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
と
し
て
4
つ
の
公
園
の
名
称
を

玉
浦
中
学
の
生
徒
達
に
決
め
て
も
ら
っ
た
り
、
玉
浦
小
の

子
供
た
ち
に
緑
道
の
樹
木
に
銘
板
を
つ
け
た
り
と
い
っ
た

こ
と
を
し
て
い
る
。
4
つ
の
公
園
名
の
頭
文
字
を
つ
な
ぐ

と
「
た
・
ま
・
う
・
ら
」
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
玉

浦
ら
し
さ
が
出
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
⑫
　
玉
浦
西
地
区
か
ら
学
ぶ

　

玉
浦
西
地
区
の
集
団
移
転
事
業
は
非
常
に
順
調
に
進
ん

で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
住
民

参
加
を
重
視
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
行
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
が
で
き
た

の
は
、
行
政
が
市
民
を
信
頼
し
、
市
民
も
行
政
の
信
頼
に

応
え
よ
う
と
し
た
こ
と
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
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で
も
な
い
。
さ
ら
に
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
さ
が

あ
る
。
震
災
前
か
ら
続
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
地
区
ご
と

に
入
居
し
た
仮
設
住
宅
で
も
、
毎
月
、
総
会
を
行
っ
て
お

り
、（
満
足
と
我
慢
と
妥
協
の
混
合
体
で
あ
っ
て
も
）
提

案
に
対
す
る
合
意
形
成
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
移
転
先
の

地
権
者
の
協
力
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
、
コ
ン
サ
ル
の

力
量
な
ど
す
べ
て
の
要
素
が
好
循
環
を
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
幸
い
、
計
画
後
に
移
転
希
望
者
が
、
若
干
で
は

あ
る
が
増
え
た
こ
と
は
計
画
内
容
が
満
足
で
き
る
水
準
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
ち
開
き
の
式
典
で
入
居
し
た
中
学
生
が
「
…
玉
浦
西

の
ま
ち
に
は
工
夫
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
道
路

が
直
線
で
は
な
く
、わ
ざ
と
少
し
カ
ー
ブ
し
て
い
る
点
が
、

ま
る
で
昔
か
ら
あ
る
ま
ち
の
よ
う
で
、
ほ
っ
と
す
る
感
じ

が
し
ま
す
。
…
」
と
述
べ
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
、
住
民
と

行
政
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
協
働
型
の
ま
ち
づ
く
り
の

意
義
を
感
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
結
局
、
平
成
25
年
11

月
ま
で
に
28
回
も
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
を
開
催
し

た
が
、
多
少
時
間
が
か
か
っ
て
も
地
域
の
方
々
の
意
見
を

反
映
し
た
計
画
を
つ
く
る
こ
と
が
、
造
成
工
事
中
の
手
戻

り
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
急
が
ば
ま
わ
れ
を
実

感
し
て
い
る
。

　

一
方
、
住
み
始
め
た
後
か
ら
わ
か
っ
て
く
る
問
題
点
も

あ
る
。

　

例
え
ば
、
否
応
な
く
顔
を
合
わ
せ
る
仮
設
住
宅
で
は
頻

繁
な
行
き
来
が
あ
っ
た
高
齢
者
同
士
で
あ
っ
て
も
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
守
ら
れ
た
自
宅
に
入
っ
て
し
ま
う
と
、
お
互

い
に
遠
慮
が
先
立
ち
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
さ
え
も
激
減

す
る
高
齢
者
が
現
れ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
福
祉
の

問
題
が
今
後
も
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
集
会
所
の

維
持
管
理
費
は
町
内
会
等
の
負
担
と
な
る
た
め
、
施
設
が

立
派
で
あ
る
ほ
ど
居
住
者
の
負
担
が
増
す
こ
と
に
な
る
。

公
園
の
芝
生
や
花
壇
等
の
維
持
・
管
理
も
持
ち
回
り
や

サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
濃
さ
こ
そ
が
玉
浦
西
地
区
の
長
所
で
あ
っ
た
の

に
、
個
人
の
生
活
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
長
所

が
薄
れ
て
行
く
現
実
を
感
じ
て
い
る
。
都
市
化
す
る
意
識

を
認
め
つ
つ
、
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
方
法

の
模
索
が
続
い
て
い
る
。

　

な
お
、
玉
浦
西
地
区
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
で
は
平
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成
26
年
に
玉
浦
西
地
区
ま
ち
づ
く
り
住
民
協
議
会
が
「
緑

の
環
境
デ
ザ
イ
ン
賞
（
国
土
交
通
大
臣
賞
）」
を
受
賞
し
、

平
成
27
年
に
同
協
議
会
と
検
討
委
員
会
が
都
市
計
画
家
協

会
「
優
秀
ま
ち
づ
く
り
賞
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
特
別
賞
」

を
受
賞
し
た
。

　

⑬　

 

被
災
市
街
地
総
合
整
備
型
土
地
区
画
整
理
事
業
の

可
能
性

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
一
例
を
紹
介
さ
せ
て
頂
い
た
が
、

来
る
べ
き
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
等
の
大
規
模
災
害
に
も
ま

ち
づ
く
り
は
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、

都
道
府
県
を
ま
た
が
る
よ
う
な
大
災
害
の
場
合
に
は
、
家

屋
の
全
壊
が
連
な
る
区
域
で
は
実
質
的
な
生
業
（
な
り
わ

い
）
は
完
全
に
停
止
し
、
被
災
し
た
市
町
村
の
行
政
体
は

被
災
者
の
救
助
、
救
援
だ
け
で
手
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い

る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
政
府
が
主
体
と
な
っ
て
復
興
計
画

の
立
案
か
ら
整
備
ま
で
、
総
合
的
行
う
制
度
が
必
要
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
総
合
復
旧
・
復
興
事
業
と
し
て
一

元
的
に
執
行
で
き
れ
ば
、
予
算
の
査
定
な
ど
の
手
間
を
大

幅
に
削
減
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
ま
た
、
L
1
津

波
対
策
で
安
全
だ
と
思
う
住
民
も
い
れ
ば
、
L
2
津
波

対
策
で
あ
っ
て
も
危
険
だ
と
思
う
住
民
も
い
る
。
ど
ち
ら

か
が
正
し
い
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
移
転
か
残
存
か
の

判
断
権
は
住
民
に
も
あ
る
は
ず
で
、
移
転
も
残
存
も
選
択

で
き
る
制
度
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、震
災
復
興
の
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

津
波
復
興
型
（
被
災
市
街
地
総
合
整
備
型
）
土
地
区
画
整

理
事
業
と
い
う
制
度
が
欲
し
い
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
内

容
と
し
て
は
、
①
広
域
交
通
網
の
見
直
し
、
②
住
民
や
地

権
者
の
意
向
把
握
、
③
復
興
計
画
の
立
案
、
④
移
転
候
補

地
（
高
台
等
）
の
先
買
い
、
⑤
高
台
へ
の
飛
び
換
地
を
含

む
土
地
の
交
換
分
合
、⑥
防
災
施
設（
防
潮
堤
等
）の
整
備
、

⑦
市
街
地
（
公
共
施
設
と
宅
地
）
の
造
成
、
⑧
住
宅
や
事

業
所
の
建
設
、
⑨
高
台
の
優
先
譲
渡
等
、
⑩
産
業
基
盤
の

整
備
、
⑪
避
難
ビ
ル
（
再
開
発
ビ
ル
な
ど
）
の
建
設
、
⑫

都
市
計
画
の
見
直
し
（
市
街
地
の
拡
大
や
逆
線
引
き
を
含

む
）、
⑬
農
地
・
港
湾
の
再
生
な
ど
多
岐
に
亘
る
す
べ
て

の
事
業
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や
住
民
参
加
あ
る
い
は
地
元

の
産
業
（
い
わ
ゆ
る
農
業
や
地
場
産
業
等
の
生
業
）
の
再

生
を
理
念
と
し
て
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
数
十
戸
程
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度
の
小
さ
な
単
位
で
の
事
業
化
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
土
地

収
用
権
や
税
制
優
遇
措
置
、
被
災
者
へ
の
融
資
制
度
、
民

間
の
活
用
方
策
も
用
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の

建
替
え
や
市
街
地
再
開
発
制
度
な
ど
も
参
考
に
な
る
。
事

業
期
間
が
短
過
ぎ
れ
ば
資
材
の
高
騰
、
人
員
の
不
足
、
事

業
後
の
不
況
な
ど
の
問
題
が
発
生
す
る
。
ゆ
っ
く
り
復
興

す
る
項
目
が
あ
っ
て
も
よ
い
。

　

ま
た
、
平
時
に
は
技
術
者
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養

成
や
復
興
計
画
づ
く
り
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
特
に
住
民
の
合

意
形
成
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
く
必
要
あ
ろ
う
。

　
⑭
　
エ
ピ
ロ
ー
グ

　

マ
ス
コ
ミ
が
報
道
す
る
復
興
の
様
子
は
被
災
地
の
ご
く

一
部
の
姿
で
し
か
な
い
の
に
、
被
災
地
の
ど
の
場
所
も
映

像
と
同
じ
よ
う
に
復
興
が
進
ん
で
い
る
よ
う
な
誤
解
を
国

民
に
与
え
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
関
心
を
逆
に
風
化
さ
せ

つ
つ
あ
る
と
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
未
だ
に
多
く
の

被
災
者
が
仮
設
住
宅
（
み
な
し
を
含
む
）
に
住
み
、
復
興

し
た
街
や
新
し
い
街
で
暮
ら
せ
る
日
々
を
待
ち
望
ん
で
い

る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
今
後
も
復
興
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
1
）　

2
0
1
6
・
2
・
12
現
在
、
復
興
庁
（http://w

w
w.

reconstruction.go.jp/topics/m
ain-cat2/sub-cat2-1/201 60226_

hinansha.pdf

）

注
2
）　

ま
ち
づ
く
り
方
針
及
び
土
地
利
用
計
画
編
：

h
ttp://c111l8s7.secu

resites.n
et/k

aku
k

a/040700/

docum
ents/9.19-tot i-houkoku-honnpenn.pdf

注
3
）　

画
地
の
配
置
及
び
公
共
・
公
益
施
設
整
備
方
針
編
：

http://w
w

w
.city.iw

anum
a.m

iyagi.jp/kakuka/030200/

docum
ents/3 m

achidukurigaiyou.pdf

注
4
）　

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
（
地
区
計
画
）
編
：http://

w
w

w.city.iw
anum

a.m
iyagi.jp/kakuka/040700/docum

ents/4. 

3-gaiyou-bann.pdf

注
5
）　
「
玉
浦
西
地
区
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
」
は
こ
ち
ら
：

http://w
w

w
.city.iw

anum
a.m

iyagi.jp/kakuka/040700/

docum
ents/m

 ati_new
s_1.pdf 

〜 m
achi_new

s_23.pdf

注
6
）　

http://w
w

w.m
hlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002yvh8.

htm
l

（
厚
生
労
働
省
資
料
）

注
7
）　

2
0
1
6
・
2
末
現
在
、
宮
城
県
資
料
（http://w

w
w

.

pref.m
iyagi.jp/site/ej-earthquake/saigaikouei-gennba. 

htm
l

）

注
8
）　

使
用
し
た
図
版
、
写
真
は
岩
沼
市
が
作
成
・
配
布
し
た

説
明
用
資
料
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

注
9
）　

本
稿
は
区
画
整
理
士
会
報2013.9 N

o. 164

（
2
0
1
3
年
9
月
、
土
地
区
画
整
理
協
会
）
に
掲
載
さ
れ
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た
拙
稿
に
大
幅
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。





今
後
の
防
災
に
関
す
る
地
域
と
大
学

第
三
部
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尚
絅
学
院
大
学
で
は
、
宮
城
県
内
の
大
学
が
協
力
し
て

実
施
し
て
き
た
「
復
興
大
学
」
の
講
座
へ
の
出
講
な
ど
、

学
外
で
、
災
害
研
究
の
成
果
を
学
外
に
発
信
し
て
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
大
学
内
で
も
、
学
内
外
の
学
校
防
災
力
向
上

の
た
め
に
、講
演
会
を
行
い
、さ
ら
に
、そ
の
講
演
を
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
『
災
害
か
ら
子
ど
も
の
命
を
守
る　

東
日
本
大

震
災
の
経
験
か

ら
』
と
し
て
、

尚
絅
学
院
大
学

出
版
会
か
ら
出

版
し
ま
し
た
。

　

そ
の
目
次
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

は
じ
め
に

第
一
部
　
被
災
地
か
ら
未
来
を
考
え
る

　

大
川
小
学
校
事
故
に
向
き
合
う

み
ど
り
台
中
学
校
校
長　

平
塚
真
一
郎

　

避
難
所
運
営
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

亘
理
町
立
亘
理
小
学
校
校
長　

宇
津
江
俊
彦

第
二
部
　
学
校
防
災
の
理
論
の
た
め
に

　

災
害
時
、
子
ど
も
の
い
の
ち
を
ど
う
守
る
か

尚
絅
学
院
大
学　

特
任
教
授　

田
中　

重
好

　

教
育
機
関
に
お
け
る
防
災
と
B
C
P（
事
業
継
続
計
画
）

関
東
学
院
大
学　

学
長　

規
矩　

大
義

　

こ
こ
で
は
、
講
演
録
の
一
部
（
平
塚
真
一
郎
先
生
の
）

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
と
の
連
携
と
地
域
の
防
災
力
の
向
上
支
援

田
中　

重
好
（
人
文
社
会
学
群
長
）
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は
じ
め
に

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
た
だ
今
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
、
み
ど
り
台
中
学
校
で
4
月
か
ら
校
長
と
し
て
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
平
塚
真
一
郎
と
申
し
ま
す
。
本
日
は

尚
絅
学
院
大
学
の
お
か
げ
で
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
災
害
社
会
学
の
学
生
さ
ん
が

多
い
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
に
災
害
社
会
学
の
目
的
を
確

認
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
会
い
は
偶
然
で
は
な
く
、
私
達
が
選
択
し
て
き
た
結
果

の
必
然
で
あ
る

　

講
演
の
時
は
い
つ
も
は
じ
め
に
紹
介
し
て
い
る
あ
る
小

説
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　
「
出
会
い
は
偶
然
で
は
な
く
、
私
達
が
選
択
し
て
き
た

結
果
の
必
然
」「
出
会
い
は
自
分
の
意
志
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
日
も
、
こ
の
中
に
サ
ボ
り
た
い
と
思
っ
た
人
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
。で
も
君
た
ち
は
来
て
、こ
こ
に
座
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
出
会
い
で
す
よ
ね
。
私
も
教
壇
に
立
っ

て
30
年
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
き
た
け
れ
ど
も
、
選

択
し
た
結
果
と
し
て
、今
こ
こ
に
い
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の「
出

会
い
」
を
意
味
あ
る
「
出
逢
い
」
に
で
き
た
ら
い
い
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
学
生
さ
ん
は
何
か
心
に
引
っ
か

か
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
メ
モ
し
て
い
た
だ
い
て
、
後
で
感

想
等
書
い
て
も
ら
う
と
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
の
将
来
、
未
来
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
れ
ば
な
あ

　

今
日
の
話
の
柱
で
す
。
最
初
は
大
川
小
学
校
事
故
に
つ

い
て
。
震
災
か
ら
か
れ
こ
れ
8
年
半
に
な
り
ま
す
。
義
務

教
育
で
は
、
震
災
後
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
小
学
校
に

入
っ
て
い
ま
す
。
事
故
に
つ
い
て
私
な
り
に
い
ろ
い
ろ
考

被
災
地
か
ら
未
来
を
考
え
る

│
大
川
小
学
校
事
故
に
向
き
合
う

名
取
市
立
み
ど
り
台
中
学
校　

校
長　

平
塚
真
一
郎
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え
た
こ
と
を
お
話
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
事
故
の
教
訓
に
つ

い
て
。
最
後
に
未
来
の
た
め
に
と
い
う
こ
と
で
、
も
し
何

か
み
ん
な
の
将
来
、
未
来
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
れ
ば
よ

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
川
小
学
校
事
故

　

ま
ず
大
川
小
学
校
事
故
に
つ
い
て
で
す
。
わ
か
ら
な
い

人
も
い
る
よ
う
な
の
で
簡
単
に
お
さ
ら
い
し
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
の
津
波
が
お
よ
そ
50
分
後
に
新
北
上
川
を

遡
上
し
て
き
ま
し
た
。
河
口
か
ら
約
4
キ
ロ
の
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
の
が
大
川
小
学
校
で
す
。
当
時
は
全
校
生
徒

が
1
0
8
名
で
し
た
が
校
庭
に
い
た
児
童
78
名
中
74
名
、

教
員
13
名
中
校
内
に
い
た
11
名
の
う
ち
10
名
が
犠
牲
と
な

り
、
全
部
で
84
名
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
子
ど

も
が
4
名
い
ま
だ
行
方
不
明
で
す
。
学
校
の
管
理
下
に
あ

る
子
ど
も
が
犠
牲
に
な
っ
た
事
件
事
故
と
し
て
は
戦
後
最

悪
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
川
小
学
校
事
故
検
証
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
子
供
た
ち
の

尊
い
命
は
、
救
え
た
命
だ
っ
た

　

大
川
小
事
故
検
証
報
告
書
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
真
相
が
解
明
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
批
判
的
な
意
見
が
多
い
の
で
す
が
、

私
は
一
定
の
評
価
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
報
告

書
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
る
か
ら
で
す
。

　

一
つ
は
、「
子
供
た
ち
の
尊
い
命
は
、救
え
た
命
だ
っ
た
」

と
い
う
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、
あ
ま
り
に
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る

　

も
う
一
つ
は
、
こ
こ
が
大
事
で
す
。
実
は
「
あ
ま
り
に

も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ピ
ー
ス
が
あ
ま
り
に
も
足
り
な
い
の
で
す
。
唯
一
生

き
残
っ
た
先
生
が
、
公
の
場
に
出
て
き
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
出
て
き
て
発
言
し
た
と
し
て
も
、

す
べ
て
が
わ
か
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
こ
と
で
今
日
、
私
な
り
に
思
う
こ
と
を
話
し
ま
す

が
、
そ
れ
が
皆
さ
ん
の
見
聞
き
し
た
こ
と
と
は
違
う
か
も
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し
れ
な
い
し
、
果
た
し
て
真
実
か
と
言
わ
れ
る
と
そ
う
で

な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
そ
う
思
っ
て
聞
い
て
下
さ

い
。

大
川
小
学
校
事
故
の
裁
判
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
、
視
点
が
交
差
す
る

　

学
校
事
故
裁
判
の
全
般
的
な
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
女

子
大
の
坂
田
先
生
が
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

「
法
的
視
点
と
感
情
の
狭
間
で
か
み
あ
わ
ぬ
ベ
ク
ト
ル
」。

大
川
小
学
校
事
故
に
関
す
る
裁
判
に
つ
い
て
も
、
保
護
者

の
視
点
、
教
職
員
の
視
点
、
裁
判
所
の
視
点
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
り
ま
す
（
図
参
照
）。

保
護
者
の
視
点
か
ら

　

保
護
者
の
視
点
と
い
う
の

は
、
す
べ
て
「
結
果
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
我
が

子
が
命
を
落
と
し
た
と
い
う

事
実
、
こ
れ
は
何
事
に
も
代

え
ら
れ
な
い
。
そ
の
後
何
が

あ
っ
た
と
し
て
も
命
は
戻
ら
な
い
の
で
す
。
脳
科
学
者
も

言
っ
て
い
ま
す
が
、
親
が
亡
く
な
る
の
も
辛
い
け
れ
ど
、

我
が
子
を
亡
く
す
こ
と
の
方
が
も
っ
と
辛
く
感
じ
る
と
い

う
こ
と
が
、
す
ご
く
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
私
も
教
員
と
し

て
命
の
大
切
さ
を
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、い
ざ
我
が
子（
長

女
）
を
亡
く
し
て
み
る
と
、
そ
の
気
持
ち
と
い
う
の
は
言

葉
に
表
せ
な
い
し
、
た
ぶ
ん
当
事
者
に
し
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
大
川
小
学
校
の
遺
族
も
、

50
数
家
庭
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
捉
え
方
が
違
う
し
、

家
庭
の
中
で
も
母
親
と
父
親
で
も
違
う
し
、
本
当
に
大
川

小
学
校
の
事
故
を
通
し
て
保
護
者
の
い
ろ
い
ろ
な
立
場
を

知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

教
職
員
の
視
点
か
ら

　

一
方
、
教
職
員
の
視
点
で
す
。
切
迫
し
た
状
況
で
の
決

断
、
津
波
は
自
然
災
害
、
先
生
た
ち
は
一
生
懸
命
子
ど
も

た
ち
の
命
を
救
う
た
め
に
頑
張
っ
た
、
そ
ん
な
「
プ
ロ
セ

ス
」
を
見
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
教
職
員
の
立
場

で
考
え
る
と
、
確
か
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
の
時
、
実
は
石
巻
を
は
じ
め
沿
岸
部
の
ほ
と
ん
ど
の
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学
校
は
避
難
所
に
な
り
ま
し
た
。
あ
の
時
に
本
当
に
学
校

の
先
生
が
頑
張
っ
て
避
難
所
を
支
え
た
の
で
す
。
そ
う
い

う
思
い
が
あ
る
か
ら
、
な
ぜ
学
校
と
先
生
が
責
め
ら
れ
る

の
か
、
自
分
が
言
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
そ

う
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
捉
え
た
と
い
う
部
分
は
あ
り
ま

す
。
両
方
の
立
場
を
知
る
者
と
し
て
は
、
私
も
非
常
に
胸

が
苦
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

裁
判
所
の
視
点
か
ら

　

最
後
、
裁
判
所
の
視
点
で
す
。
要
す
る
に
裁
判
所
は
何

を
す
る
と
こ
ろ
か
と
い
う
と
、
法
律
に
基
づ
い
て
ど
う
か

と
判
断
す
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、結
局
の
と
こ
ろ
「
た
ら
」

「
れ
ば
」
な
わ
け
で
す
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
真
実
の
発

見
は
幻
想
で
あ
る
と
い
う
見
方
な
わ
け
で
す
。
裁
判
の
争

点
に
つ
い
て
は
、
後
で
ネ
ッ
ト
等
を
見
て
く
だ
さ
い
。

三
者
が
、
か
み
あ
わ
な
い

　

予
見
可
能
性
の
あ
る
な
し
、組
織
的
過
失
の
あ
る
な
し
、

結
果
回
避
が
で
き
た
の
か
で
き
な
か
っ
た
の
か
な
ど
、
本

当
は
遺
族
だ
っ
て
こ
こ
を
求
め
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

我
が
子
が
本
当
に
最
後
を
ど
う
迎
え
た
の
か
を
知
り
た
い

の
で
す
。
ど
う
し
た
っ
て
命
は
戻
っ
て
こ
な
い
の
で
す
。

戻
っ
て
こ
な
い
け
れ
ど
、
我
が
子
の
最
後
ど
う
だ
っ
た
の

か
と
い
う
こ
と
を
本
当
に
知
り
た
い
の
で
す
。

　

遺
族
の
立
場
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
三
者
は
か
み

合
わ
な
い
の
で
す
。

感
情
と
分
析
と
は
両
立
で
き
な
い

　

脳
科
学
的
に
言
う
と
、
他
者
へ
の
共
感
、
感
情
的
な
脳

と
、
分
析
的
な
思
考
と
い
う
の
は
両
立
で
き
な
い
の
だ
そ

う
で
す
。
だ
か
ら
こ
の
問
題
、
感
情
的
に
考
え
る
の
と
分

析
的
に
考
え
る
の
で
は
、
当
然
か
み
合
い
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
も
あ
り
ま
せ
ん
か
、
な
ぜ
自
分
は
感
情
的
に
な
っ
て
あ

の
時
あ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の
だ
ろ
う
、
冷
静
に
考
え
れ

ば
言
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
み
た
い
な
こ
と
で
す
。

　

大
川
小
学
校
事
故
に
関
し
て
は
、
た
く
さ
ん
の
犠
牲
が

あ
っ
た
し
、
立
場
の
違
い
に
よ
る
た
く
さ
ん
の
思
い
が
働

き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
見
方
も
当
然
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
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分
析
的
な
思
考
で
こ
の
問
題
を
聞
い
て
ほ
し
い

　

と
い
う
こ
と
で
、
今
日
の
お
話
、
も
ち
ろ
ん
感
情
的
に

と
ら
え
て
も
ら
う
こ
と
も
い
い
の
で
す
が
、
今
日
は
ど
ち

ら
か
と
言
う
と
皆
さ
ん
の
未
来
志
向
と
い
う
こ
と
で
、
分

析
的
な
思
考
の
方
を
出
来
れ
ば
働
か
せ
て
聞
い
て
ほ
し
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
も
そ
れ
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

東
日
本
大
震
災
、
阪
神
淡
路
大
震
災
と
違
い

　

東
日
本
大
震
災
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
ね
。
宮
城
県
沖

が
震
源
地
だ
っ
た
こ
と
か
ら
宮
城
県
の
被
害
は
特
に
ひ
ど

か
っ
た
。
河
北
新
報
の
紙
面
で
、
私
が
毎
日
見
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
が
、
実
は
一
面
の
端
に
犠
牲
者
数
が

書
い
て
あ
り
ま
す
。
1
5 

、8
9
7
名
、
行
方
不
明
者

2
、5
3
2
名
で
す
。

　

因
み
に
阪
神
淡
路
大
震
災
と
比
べ
る
と
こ
れ
ぐ
ら
い
の

違
い
が
あ
り
ま
す
。
見
て
わ
か
る
と
お
り
行
方
不
明
者
数

が
、
圧
倒
的
に
多
い
。

　

私
が
い
ま
だ
に
覚
え
て
い
る
の
は
、
震
災
後
に
神
戸
の

方
が
支
援
で
こ
ち
ら
に
来
た
時
に
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

こ
と
が
い
ま
だ
に
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。「
阪
神
淡
路
大
震

災
の
時
に
は
つ
ぶ
れ
た
家
屋
の
下
に
ご
遺
体
も
思
い
出
も

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
。
た
だ
こ
ち
ら
で
は
そ
の
建
物
も

な
い
し
、
ご
遺
体
も
思
い
出
も
全
部
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た

ん
で
す
ね
」と
い
う
言
葉
が
す
ご
い
頭
に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぐ
ら
い
大
変
な
規
模
の
災
害
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

大
震
災
直
後
の
自
分
の
認
識
と
行
動

　

こ
こ
が
大
川
小
学
校
で
す
。河
口
か
ら
4
キ
ロ
ぐ
ら
い
。

こ
こ
が
震
災
の
時
に
ち
ょ
う
ど
私
が
い
た
石
巻
中
学
校
で

す
。
震
災
か
ら
4
日
間
家
に
帰
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
で

起
き
て
い
た
こ
と
が
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
唯

一
の
手
掛
か
り
は
N
H
K
ラ
ジ
オ
で
言
っ
て
い
た
「
大

川
小
学
校
孤
立
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
娘
は
生
き
て
い
る

ん
だ
と
漠
然
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
も
し
か
し
て
家

族
は
津
波
に
や
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
思
い

を
抱
え
な
が
ら
4
日
間
い
ま
し
た
。
石
巻
中
学
校
が
あ
る

日
和
山
の
周
り
は
水
が
引
か
ず
、帰
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

こ
の
後
何
の
因
果
か
、4
月
か
ら
大
須
中
学
校
に
赴
任
し
、
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毎
日
、
大
川
小
学
校
の
傍
を
通
っ
て
通
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
後
、
こ
の
3
月
ま
で
勤
め
て
い
た
青
葉
中
学
校

に
赴
任
し
ま
す
が
、
大
川
小
学
校
を
除
く
と
石
巻
市
で
お

そ
ら
く
一
番
児
童
生
徒
が
亡
く
な
っ
て
い
る
の
は
青
葉
中

学
校
区
で
し
た
。
配
属
先
の
こ
と
を
思
う
と
、
い
ろ
い
ろ

意
味
が
あ
る
こ
と
な
の
か
な
と
、
今
考
え
る
と
思
え
る
の

で
す
。

震
災
後
の
大
川
小
学
校
の
様
子

　

こ
れ
は
震
災
前
の
大
川
小
学
校
で
す
。
こ
れ
が
震
災
後

で
す
。
手
前
に
残
っ
て
い
る
建
物
は
釜
谷
診
療
所
と
い
う

建
物
で
す
。こ
の
診
療
所
の
3
階
に
い
た
人
は
助
か
っ
て
、

2
階
に
い
た
人
は
亡
く
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
大
川
小

学
校
が
普
通
の
3
、4
階
建
て
の
建
物
で
あ
れ
ば
、助
か
っ

た
か
も
知
れ
な
い
の
で
す
が
、
実
際
は
2
階
建
て
の
建
物

で
し
た
。
屋
根
に
登
っ
た
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く
助
か
ら

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
で
こ
そ
き
れ

い
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
震
災
直
後
私
が
初
め

て
行
っ
た
時
の
写
真
で
す
。

戦
争
が
起
き
た
後
の
よ
う
な
状
況
が
残
さ
れ
て
い
た

　

次
々
と
子
供
た
ち
が
遺
体
と
し
て
発
見
さ
れ
、
実
際
こ

の
状
況
で
は
助
か
っ
て
い
る
な
ん
て
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
は
私
の
娘
も
す
ぐ
見
つ
か
る
だ
ろ

う
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
走
っ
て
い
る
の
は
自
衛
隊
の

車
だ
け
で
、
戦
争
が
起
き
た
後
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。
大
川
小
学
校
は
こ
こ
で
す
が
、
実
は
津
波
は
海

か
ら
来
る
津
波
と
川
を
遡
上
し
て
き
た
津
波
と
、
ち
ょ
う

ど
挟
み
撃
ち
に
な
る
よ
う
な
形
に
な
り
ま
す
。
子
供
た
ち

は
最
終
的
に
は
こ
の
あ
た
り
で
多
く
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。

児
童
の
避
難
行
動
を
推
測
す
る
と

　

こ
れ
は
自
衛
隊
が
残
し
て
く
れ
た
遺
体
数
の
地
図
で
す

が
、
こ
こ
が
大
川
小
学
校
の
校
舎
で
、
校
舎
の
こ
ち
ら
、

山
側
で
た
く
さ
ん
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
議
論
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
何
で
こ
の
橋
の
た
も
と
の
低
い
所
に

逃
げ
た
の
か
と
い
う
こ
と
と
、
こ
こ
に
裏
山
が
あ
っ
た
の

で
、
裏
山
に
逃
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が
あ

り
ま
す
。
私
が
考
え
て
い
る
の
は
、
そ
も
そ
も
避
難
じ
ゃ
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な
く
て
、
津
波
が
来
て
か
ら
逃
げ
て
い
る
の
で
、
避
難
し

な
い
と
い
う
決
断
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
ま

ず
か
っ
た
。
早
く
移
動
し
て
い
れ
ば
ど
こ
に
逃
げ
て
も
助

か
っ
た
し
、
裏
山
と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

犠
牲
者
の
捜
索
と
発
見

　

児
童
と
先
生
方
の
多
く
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、

学
校
周
辺
で
す
が
、
離
れ
た
場
所
で
も
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
私
の
娘
は
、
海
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
は
駄
目
な
の
で
す
が
、
捜
索
活

動
を
し
て
い
る
時
に
あ
ま
り
に
辛
く
て
、「
こ
ん
な
こ
と

な
ら
何
で
み
ん
な
同
じ
と
こ
ろ
で
死
ん
で
く
れ
な
か
っ
た

か
」
な
ど
と
思
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
結
果
的
に
は

私
の
娘
は
5
か
月
後
に
海
で
見
つ
か
り
ま
す
。
5
か
月
後

で
す
か
ら
想
像
に
お
任
せ
し
ま
す
。
我
が
子
が
、
も
う
我

が
子
の
形
を
成
し
て
い
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
戻
っ
て
来
た

時
、
一
緒
に
捜
索
し
て
い
た
人
と
涙
を
流
し
て
喜
び
ま
し

た
。「
よ
く
帰
っ
て
来
て
く
れ
た
」
と
。
想
像
が
つ
か
な

い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
あ
の
時
は
そ
う
い
う
心
理
状

態
だ
っ
た
し
、
指
の
1
本
、
骨
の
1
本
で
も
戻
っ
て
き
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
死
生
観

に
つ
い
て
は
、
外
国
人
の
記
者
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

皆
が
元
気
で
過
ご
し
て
い
た
頃

　

大
川
小
学
校
は
い
い
先
生
方
に
囲
ま
れ
、
子
供
た
ち
も

み
ん
な
仲
の
良
い
す
ば
ら
し
い
学
校
で
し
た
。
こ
れ
は
震

災
三
日
前
の
写
真
で
す
。
こ
こ
に
写
っ
て
い
る
多
く
の
子

供
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
我
が
子
で
す
。
小
晴
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
が
た

ぶ
ん
最
後
の
写
真
で
す
。
1
9
9
9
年
1
月
21
日
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
ち
ゃ
ん
と
生
ま
れ
て
く
る
の
か
な
と
か
、

生
ま
れ
た
ら
生
ま
れ
た
で
、
い
つ
立
つ
の
だ
ろ
う
と
か
、

い
つ
し
ゃ
べ
る
の
だ
ろ
う
と
か
、
親
な
ら
み
ん
な
が
思
う

よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
笑
顔
の
似
合

う
子
で
、
下
の
弟
、
今
は
中
3
で
す
が
、
生
ま
れ
た
時
は

お
姉
ち
ゃ
ん
と
し
て
よ
く
面
倒
見
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
亡
く
な
る
前
の
年
で
す
ね
。
妹
の
面
倒
も
よ
く
見
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
幸
せ
が
当
た
り
前
に
続
く
と
思
っ
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て
い
ま
し
た
。

生
き
て
い
れ
ば
今
年
二
十
歳
な
ん
で
す

　

生
き
て
い
れ
ば
今
年
二
十
歳
で
す
。
生
き
て
い
た
ら
こ

こ
の
学
校
に
お
世
話
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が

震
災
に
よ
っ
て
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
も
思
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
余
命
何
日
と
か
言

い
ま
す
よ
ね
、
ま
だ
命
の
期
限
が
わ
か
る
な
ら
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
く
ら
い
、
本
当
に

あ
る
日
突
然
に
娘
を
亡
く
し
た
と
い
う
喪
失
感
は
、
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

娘
が
残
し
た
も
の

　

享
年
12
歳
。
確
か
に
12
年
間
は
短
い
。
そ
れ
で
も
そ
の

人
生
は
無
駄
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
娘
は
12
年
間
で
多
く

の
人
に
笑
顔
を
与
え
た
だ
ろ
う
し
、
多
く
の
も
の
を
残
し

た
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

　

震
災
直
後
は
、
娘
に
会
え
る
の
で
あ
れ
ば
死
ん
で
も
い

い
と
思
っ
て
い
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
ず
っ
と
こ
う
や
っ

て
捜
索
活
動
を
続
け
て
い
た
の
で
す
。
妻
と
と
も
に
ず
っ

と
探
し
、
ず
っ
と
行
方
不
明
の
子
が
戻
る
よ
う
に
祈
り
ま

し
た
。
い
ま
だ
に
11
日
、
月
命
日
の
墓
参
り
は
欠
か
し
ま

せ
ん
。

「
あ
り
が
と
う
」

　

お
墓
に
手
を
合
わ
せ
る
と
き
に
、あ
る
時
期
ま
で
は「
安

ら
か
に
」
と
言
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
あ
る
時

期
か
ら
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
の
よ
う
な
機
会
で
も
、
こ
れ
は
娘
が
用
意
し
て
く
れ

た
機
会
な
ん
だ
と
あ
り
が
た
く
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、

だ
か
ら
今
こ
こ
に
立
て
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
よ
う
に
花
を
植
え
て
、
少
し
で
も
子
供
た
ち
の

た
め
に
と
支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
た
ち
と
活
動
も
し
ま
し

た
。
亡
く
な
っ
た
海
に
は
毎
年
8
月
末
に
花
を
手
向
け
に

行
き
ま
す
。

で
も
、
誕
生
日
に
は

　

3
・
11
も
辛
い
の
で
す
が
そ
れ
以
上
に
辛
い
の
は
、
何

と
い
っ
て
も
誕
生
日
で
す
。
あ
る
時
ま
で
は
、
娘
の
誕
生

日
ケ
ー
キ
を
用
意
し
て
、
涙
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
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で
は
娘
の
た
め
に
は
な
ら
な
い
と
、
あ
る
時
か
ら
は
娘
の

誕
生
日
1
月
21
日
で
す
が
、
そ
の
日
は
お
姉
ち
ゃ
ん
の
お

か
げ
で
美
味
し
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
日
に
変
え
て
、
我

が
家
で
は
娘
に
感
謝
す
る
日
に
し
ま
し
た
。

生
き
て
い
る
人
も
天
国
の
人
を
笑
顔
に
し
な
け
れ
ば

　

こ
れ
は
一
番
子
供
た
ち
が
多
く
見
つ
か
っ
た
場
所
に
3

年
目
あ
た
り
か
ら
植
え
た
花
で
す
。
今
年
は
も
う
や
っ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
私
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
震
災
後
は

月
並
み
に
「
亡
く
な
っ
た
人
の
分
ま
で
生
き
る
」
と
言
っ

て
い
た
時
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
る
時
期
か
ら
、「
誰
々

の
分
ま
で
生
き
る
」
と
い
う
よ
う
に
誰
か
の
人
生
を
背
負

う
こ
と
を
果
た
し
て
娘
が
喜
ぶ
の
か
と
思
い
は
じ
め
た
ん

で
す
ね
。
要
は
、
天
国
に
い
っ
た
人
を
笑
顔
に
す
る
た
め

に
は
、生
き
て
い
る
人
を
笑
顔
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

生
き
て
い
る
人
が
自
分
自
身
の
人
生
を
生
き
る
こ
と
が
大

事
で
は
な
い
か
と
。
自
分
の
人
生
を
い
か
に
自
分
ら
し
く

笑
顔
で
過
ご
せ
る
の
か
、
そ
の
こ
と
が
お
そ
ら
く
天
国
の

人
た
ち
も
笑
顔
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
そ

の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

心
的
外
傷
後
成
長
（
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
グ

ロ
ー
ス
）

　

こ
れ
は
心
理
学
的
に
は
P
T
G
と
い
う
ら
し
い
で
す
。

ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
グ
ロ
ー
ス
。
心
的
外
傷

後
成
長
と
い
う
も
の
で
す
が
、
強
い
P
T
S
D
（
心
的

外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
を
受
け
た
7
割
く
ら
い
の
人
が

そ
れ
を
超
え
て
P
T
S
D
を
受
け
る
前
よ
り
も
、
よ
り

人
に
感
謝
を
し
た
り
、
何
か
人
の
た
め
に
動
こ
う
と
思
う

よ
う
に
な
る
。
私
も
そ
う
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
の
で
、

今
こ
こ
に
い
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
私
も
そ
う
い
う
意
味
で

は
そ
う
い
う
選
択
を
し
て
、
皆
さ
ん
と
出
会
え
ま
し
た
。

事
故
に
関
し
て
私
の
経
験
か
ら
話
し
ま
し
た
。

事
故
や
災
害
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
生
か
し
て
い
く

　

こ
こ
か
ら
は
教
訓
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
が
こ
う
い
う
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
、
あ
る
大
川
小
遺
族
の
お
い
じ
い
さ
ん
の
話

で
す
。
そ
の
方
が
言
っ
た
の
は
、「
先
生
、
こ
れ
だ
け
大
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川
小
学
校
の
こ
と
が
全
国
に
注
目
さ
れ
た
の
に
、
な
ん
で

洪
水
と
か
で
人
が
死
ぬ
ん
だ
べ
ね
ぇ
」と
い
う
こ
と
で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、

災
害
で
な
ぜ
人
は
死
ぬ
の
か
。
こ
れ
が
私
の
中
で
、
な
ぜ

だ
ろ
う
と
い
う
問
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
考
え
た
時
に
、
大
川
小
学
校
で
起
き
た
こ
と
を
伝

え
る
の
で
は
な
く
、
起
き
た
こ
と
を
生
か
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
教
訓
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
何
よ
り
も
事
故
や
災
害
の

教
訓
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
た
の
で

す
。「
風
化
さ
せ
な
い
」
と
言
い
ま
す
が
、
そ
の
も
の
を

忘
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
教
訓
を
後
世
に

生
か
す
こ
と
も
「
風
化
さ
せ
な
い
」
大
事
な
こ
と
だ
と
思

う
の
で
す
。

安
全
は
日
々
つ
く
る
も
の
だ

　

こ
れ
は
た
ま
た
ま
先
週
ネ
ッ
ト
で
見
て
、「
こ
れ
だ
！
」

と
思
っ
た
記
事
で
す
が
、
J
R
九
州
が
「
安
全
に
取
り

組
む
4
か
条
」
と
い
う
の
を
あ
げ
て
い
て
、
と
て
も
秀
逸

な
表
現
な
の
で
紹
介
し
ま
す
。「
安
全
意
識
は
眠
り
や
す

い
。」
つ
ま
り
、
人
々
の
命
を
預
か
る
J
R
は
安
全
を
扱

う
プ
ロ
。
そ
の
プ
ロ
が
「
安
全
意
識
は
眠
る
」
と
言
う
わ

け
で
す
か
ら
、
何
も
起
き
な
い
と
人
間
は
忘
れ
て
し
ま
う

も
の
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
眠
っ
て
い
る
も
の
は
起

こ
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
で
は
起
こ
す
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
。
そ
れ
が
「
あ
と
ひ
と
手
間
、も
う
ひ
と
手
間
」

と
い
う
仕
組
み
な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
し
、
安
全
は
決
し
て

誰
か
が
予
め
用
意
し
て
お
く
も
の
で
は
な
く
、「
安
全
は

つ
く
る
も
の
だ
」
と
い
う
表
現
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

学
校
に
い
る
も
の
が
安
全
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

　

学
校
だ
か
ら
そ
こ
が
安
全
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。
学
校

に
い
る
者
が
安
全
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
大
川

小
学
校
事
故
検
証
委
員
会
の
中
で
盛
ん
に
言
わ
れ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

ス
イ
ス
・
チ
ー
ズ
・
モ
デ
ル
に
ヒ
ン
ト

　

そ
れ
は
「
ス
イ
ス
・
チ
ー
ズ
・
モ
デ
ル
」
と
い
う
言
葉

で
す
（
図
参
照
）。
ス
イ
ス
・
チ
ー
ズ
と
は
、「
ト
ム
と
ジ
ェ
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リ
ー
」
に
出
て
き
た
、
あ
ち

こ
ち
に
穴
の
開
い
た
チ
ー
ズ

で
す
。
事
故
発
生
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
説
明
す
る
も
の
と
し

て
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
で
、

ス
ラ
イ
ス
し
た
チ
ー
ズ
、
そ

れ
が
防
御
壁
に
な
る
の
で
す

が
、
そ
の
穴
が
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
に
す
る
。
つ
ま
り
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
は
チ
ー
ズ
の
枚
数
を
増
や
せ
ば
い
い
わ

け
で
す
。
そ
の
う
ち
の
ど
れ
か
1
枚
で
も
こ
の
穴
を
通
過

さ
せ
な
い
よ
う
に
塞
げ
ば
事
故
は
起
き
な
い
。
逆
に
言
う

と
、
ち
ょ
っ
と
で
も
穴
の
位
置
が
ズ
レ
た
た
め
に
穴
が
貫

通
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

大
川
小
学
校
の
チ
ー
ズ
の
あ
な
が
あ
っ
た

　

大
川
小
事
故
に
関
し
て
言
う
と
、
チ
ー
ズ
（
防
御
壁
）

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
穴
が
貫
通

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
例
え
と
し
て
わ
か
り
や
す
く
言

う
と
、先
日
あ
っ
た
大
津
で
園
児
二
人
が
死
亡
し
た
事
故
。

直
進
し
て
き
た
車
に
右
折
し
た
車
が
ぶ
つ
か
っ
て
、
直
進

し
た
車
が
歩
道
に
乗
り
上
げ
て
、
園
児
が
亡
く
な
っ
た
と

い
う
痛
ま
し
い
事
故
で
す
。
あ
の
時
の
新
聞
記
事
の
見
出

し
は
こ
う
で
す
。「
偶
然
が
重
な
り
」。
事
故
は
ま
さ
に
偶

然
が
重
な
っ
た
時
に
は
起
き
る
の
で
す
。「
も
し
両
者
の

ど
ち
ら
か
が
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
い
れ
ば
」、「
も
し
歩
道

に
縁
石
や
手
す
り
が
あ
っ
た
な
ら
ば
」、「
も
し
ち
ょ
っ
と

園
児
が
来
る
時
間
が
遅
れ
た
な
ら
ば
」
な
ど
、
い
ろ
ん
な

こ
と
が
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
た
ま
た
ま
穴

が
貫
通
し
て
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。

　

被
災
地
で
も
実
は
チ
ー
ズ
一
枚
で
助
か
っ
た
紙
一
重
の

こ
と
が
多
く
あ
っ
た
の
で
す
。
大
川
小
学
校
事
故
裁
判
で

は
、
事
前
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
不
備
が
あ
っ
た
こ
と
が

争
点
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の
助
か
っ
た
事
例
を
見
て

み
る
と
、不
備
な
と
こ
ろ
は
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
し
、マ
ニ
ュ

ア
ル
が
整
備
さ
れ
て
い
て
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
動
い

て
い
れ
ば
危
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
は
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
し
た
。
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大
川
小
学
校
以
外
で
も
間
一
髪
で

　

大
川
小
学
校
よ
り
南
に
あ
る
学
校
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

通
り
に
避
難
し
た
け
れ
ど
、
地
域
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
「
そ

こ
は
駄
目
だ
、
も
っ
と
高
い
と
こ
ろ
」
と
言
っ
て
助
か
り

ま
し
た
。
大
川
小
よ
り
ち
ょ
っ
と
北
の
沿
岸
部
で
は
、
先

生
が
機
転
を
利
か
せ
て
車
の
ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
み
ん
な
に

大
き
い
津
波
が
来
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
、
山
に
逃
げ
て
助

か
っ
た
と
か
、
も
っ
と
西
の
方
の
学
校
で
は
学
校
よ
り
周

囲
に
高
い
所
は
何
も
な
く
て
、
い
ざ
津
波
が
来
る
と
な
っ

て
逃
げ
ら
れ
な
い
。
消
防
の
人
が
来
て
「
先
生
、
覚
悟
を

決
め
く
だ
さ
い
。
津
波
が
来
た
ら
死
ぬ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」
と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
た
ま
た
ま
そ
こ
が
場
所
的
に

津
波
の
高
さ
が
低
く
て
助
か
っ
た
な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と

は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

災
害
に
す
る
か
し
な
い
か
は
人
の
手
に
か
か
っ
て
い
る

　

ま
さ
に
、
あ
ち
こ
ち
で
チ
ー
ズ
1
枚
が
穴
を
ふ
さ
い
だ

た
め
に
事
故
を
免
れ
た
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
今
回
は
た
ま
た
ま
津
波
が
来
る
ま
で
50
分
く
ら
い

要
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
も
し
津
波
が
早
く
来
て
い
た
な

ら
ば
被
害
は
増
え
た
だ
ろ
う
し
、
こ
れ
が
夜
だ
っ
た
ら
ど

う
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
か
、
ち
ょ
っ
と
条
件
が
違
え
ば
、
被

害
状
況
も
変
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
事
故
に
し
な
い
た

め
に
チ
ー
ズ
の
枚
数
を
ど
う
増
や
す
か
が
大
事
で
す
。
考

え
て
み
れ
ば
地
震
や
津
波
は
自
然
現
象
で
す
。
そ
れ
が
何

か
人
的
被
害
と
か
物
的
被
害
が
発
生
す
れ
ば
、
初
め
て
自

然
災
害
に
な
り
ま
す
。
災
害
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
人
の

手
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
皆
さ
ん
の
手
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

想
定
外
を
生
き
抜
く
力
を
子
供
た
ち
に
つ
け
る

　

13
日
付
で
ネ
ッ
ト
に
出
て
い
た
、
世
界
気
象
機
関

（
W
M
O
）
の
発
表
で
す
。
今
、
世
界
規
模
で
異
常
気
象

が
起
き
て
い
る
ん
で
す
ね
。
日
本
も
ど
う
も
地
震
の
活
動

期
に
入
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
考
え
た
時
に
、
い
つ
想
定
も
し
て
い
な
い
こ
と

が
起
き
て
も
不
思
議
で
な
い
状
況
な
わ
け
で
す
。
日
本
で

は
、
西
日
本
の
豪
雨
被
害
。
北
海
道
で
も
地
震
が
あ
り
ま

し
た
。「
想
定
外
を
作
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
も
大
事
な

の
で
す
が
、
条
件
が
違
え
ば
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
こ
と
は
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「
す
べ
て
想
定
外
」
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
想
定
外
に
直
面
し
て
も
、
う
ま
く
対

処
し
て
生
き
て
い
く
だ
け
の
力
を
、
子
供
た
ち
に
つ
け
な

い
と
い
け
な
い
と
、
私
は
教
育
に
携
わ
る
者
と
し
て
考
え

て
い
ま
す
。

他
人
事
で
は
な
く
自
分
事
と
し
て
考
え
る

　

ま
ず
は
そ
の
一
歩
と
し
て
、「
他
人
事
」
で
は
な
く
「
自

分
事
」と
し
て
物
事
を
捉
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

そ
の
「
意
識
」
を
変
え
な
い
と
い
け
な
い
し
、
そ
の
た
め

の
「
実
践
」
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
う
わ
け

で
す
（
図
参
照
）。

経
験
則
に
も
バ
イ
ア
ス
が
あ
る

　

こ
こ
か
ら
は
大
阪
教
育
大
学
の
豊
沢
先
生
が
言
っ
て
い

た
こ
と
を
話
し
ま
す
。「
曖
昧
な
状
況
に
お
け
る
心
の
働

き
」と
い
う
こ
と
で
、ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク（heuristic

）

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
何
か
と
い
う
と
「
人
が
複
雑

な
問
題
解
決
な
ど
の
た
め
に
、
何
ら
か
の
意
思
決
定
を
行

う
と
き
に
、
暗
黙
の
う
ち
に
用
い
て
い
る
簡
便
な
方
策
」

を
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
バ
イ
ア
ス
が
か
か
る
と
い
う
こ
と

で
、
つ
ま
り
間
違
い
も
起
こ
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
簡
単

に
言
う
と
経
験
則
。
経
験
則
に
よ
っ
て
人
間
は
い
ざ
と
い

う
時
に
ど
う
い
う
行
動
を

す
る
か
が
決
ま
る
。
た
だ

そ
こ
に
は
バ
イ
ア
ス
が
多

く
含
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
。「
利
用
可
能
性
ヒ
ュ
ー

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」、「
想
起

し
や
す
い
事
柄
や
事
項
を

優
先
し
て
評
価
し
や
す
い

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
」
で

す
（
図
参
照
）。
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危
険
や
脅
威
を
無
視
し
、
認
め
よ
う
と
し
な
い
バ
イ
ア
ス

　

大
川
小
学
校
事
故
の
時
に
、
あ
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
私

の
友
人
が
ず
っ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
1
年
前
の
チ
リ

地
震
津
波
が
だ
め
だ
っ
た
ん
だ
。」
と
。
2
0
1
0
年
に

チ
リ
地
震
津
波
が
あ
っ
た
わ
け
な
の
で
す
が
、
三
陸
沿
岸

地
方
の
出
身
の
私
た
ち
は
、
実
は
宮
城
沖
地
震
を
経
験
し

て
い
る
し
、
チ
リ
地
震
津
波
の
写
真
な
ど
を
本
で
見
て
い

る
の
で
、
地
震
や
津
波
は
大
変
だ
と
子
供
心
に
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
1
年
前
の
チ
リ
地
震
津
波
は
何
十
セ
ン

チ
と
い
う
世
界
で
、
そ
れ
を
テ
レ
ビ
で
見
て
「
津
波
は
こ

ん
な
も
の
な
の
か
」
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
そ
こ
に
と

ど
ま
っ
た
人
々
の
脳
裏
に
そ
れ
が
よ
ぎ
っ
た
だ
ろ
う
な
と

思
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
注
意
す
べ
き
心
の
動
き
と
し
て
、
正
常

化
バ
イ
ア
ス
、
集
合
的
無
知
、
視
野
狭
窄
化
、
認
知
資
源

不
足
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
、
危
険
や
脅
威
を
無
視
し
た
り
、
認
め
よ
う
と

し
な
か
っ
た
り
す
る
信
念
を
生
み
出
し
ま
す
。

「
大
丈
夫
だ
か
ら
、大
丈
夫
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た

　

あ
の
時
、
私
も
教
員
だ
か
ら
わ
か
る
の
で
す
が
、
目
の

前
に
泣
い
て
い
る
子
や
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
子
た
ち
が
い
た

ら
そ
れ
を
ど
う
な
だ
め
る
か
、
そ
っ
ち
の
方
に
教
員
の
責

任
感
が
働
い
た
た
め
に
、
津
波
が
来
る
と
い
う
情
報
は

あ
っ
た
け
れ
ど
、「
大
丈
夫
だ
か
ら
、
大
丈
夫
だ
か
ら
」

と
バ
イ
ア
ス
が
働
い
た
の
か
な
と
思
う
わ
け
で
す
。

地
域
の
人
も
こ
こ
ま
で
津
波
は
来
な
い
と
信
じ
て
い
た

　

集
合
的
無
知
。
周
り
が
平
然
と
し
て
い
る
か
ら
、
問
題

な
し
と
誤
認
す
る
こ
と
で
す
。
地
域
の
人
も
た
く
さ
ん
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
そ
こ
は
実
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上

で
は
津
波
は
来
な
い
、
大
川
小
学
校
は
避
難
所
に
な
っ
て

い
た
の
で
す
。
来
な
い
と
周
り
が
思
っ
て
い
た
か
ら
、
何

と
な
く
大
丈
夫
か
な
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

視
野
狭
窄
化
で
す
が
、
緊
急
時
に
視
野
が
狭
く
な
り
、

全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
追
い
詰
め
ら
れ
て

な
ぜ
低
い
三
角
地
帯
に
逃
げ
た
の
か
と
い
う
の
は
こ
れ
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じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
裏
山
に
逃
げ
る
と
い
う
選
択

肢
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。
津
波
は
海
か
ら
来
る

と
い
う
固
定
観
念
で
、
利
用
可
能
性
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
が
働
い
て
、
海
か
ら
出
来
る
だ
け
遠
ざ
か
ろ
う
と
い
う

意
識
が
働
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
問
題
な
く
で
き
る
こ
と
が
、
緊
急
時
に
は
難
し
く

な
る

　

認
知
資
源
不
足
は
、ふ
だ
ん
問
題
な
く
で
き
る
こ
と
が
、

緊
急
時
に
は
難
し
く
な
る
こ
と
。
わ
か
り
や
す
い
例
え
で

言
う
と
、
幅
50
セ
ン
チ
の
板
が
あ
る
と
し
ま
す
。
こ
こ
に

板
が
あ
っ
て
渡
れ
と
言
わ
れ
れ
ば
渡
れ
ま
す
が
、
も
し
崖

に
か
か
っ
て
い
た
ら
、
幅
50
セ
ン
チ
を
見
た
ら
難
し
い
と

感
じ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ふ
だ
ん
問
題
な
く
で
き
る
こ
と

が
、
緊
張
と
か
焦
り
と
か
い
ろ
ん
な
要
素
が
入
っ
て
く
る

と
そ
れ
が
で
き
な
く
な
る
。
だ
か
ら
正
し
い
判
断
が
で
き

な
い
状
況
に
陥
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

経
験
を
合
理
的
シ
ス
テ
ム
で
補
う

　

意
思
決
定
場
面
に
関
す
る
理
論
。
我
々
人
間
は
何
か
に

直
面
し
た
時
は
、
経
験
シ
ス
テ
ム
が
働
き
ま
す
。
そ
の
後

に
合
理
シ
ス
テ
ム
が
働
く
け
れ
ど
、
経
験
シ
ス
テ
ム
が
働

い
た
時
に
、
こ
う
い
う
こ
と
に
気
を
つ
け
て
正
し
い
判
断

が
で
き
れ
ば
い
い
の
だ
け
れ
ど
、
な
か
な
か
そ
れ
が
で
き

な
い
か
ら
人
は
い
ろ
ん
な
過
ち
を
犯
す
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
合
理
的
シ
ス
テ
ム
を
い
か
に
早
く
働
か
せ
る

か
。
感
情
的
な
脳
で
は
な
く
分
析
的
な
脳
を
ど
ん
な
状
況

で
あ
っ
て
も
働
か
せ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
基
準
と
な
る
の
が
「
命
を
守
る
」
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
が
最
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

合
理
的
シ
ス
テ
ム
が
作
動
す
る
に
は

　

経
験
シ
ス
テ
ム
が
起
動
し
て
も
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
目
の
前
に
あ
る
情
報
、
記
憶
か
ら
の

想
起
を
利
用
し
て
、
正
し
い
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
を
防
災
学
習
や
防

災
教
育
の
な
か
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合

理
シ
ス
テ
ム
が
働
く
よ
う
に
す
る
に
は
、
よ
り
よ
い
意
思

決
定
、
そ
し
て
経
験
シ
ス
テ
ム
を
合
理
シ
ス
テ
ム
に
移
行

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
訓
練
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の
反
復
で
身
に
付
け
、
思
考
停
止
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
命
を
守
る
こ
と
」、「
様
々

な
バ
イ
ア
ス
に
注
意
す
る
こ
と
」
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
も
重
要
だ

　

次
に
組
織
活
動
を
進
め
る
上
で
の
注
意
点
で
す
。「
心

理
的
拘
泥
」、
集
団
で
決
め
た
こ
と
が
後
に
間
違
っ
て
い

る
可
能
性
に
気
づ
い
て
も
、
そ
の
決
定
に
こ
だ
わ
り
続
け

る
こ
と
で
す
。
大
川
小
学
校
の
亡
く
な
っ
た
先
生
方
の
中

に
南
三
陸
出
身
の
方
が
い
て
、
お
そ
ら
く
そ
の
人
は
津
波

の
こ
と
は
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
集
団
の
中
に
い
て
、
こ
れ
で
い
い
の
か
と
思
い
な
が

ら
も
何
と
な
く
集
団
の
動
き
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら

「
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
情
報
の
獲
得
も
そ
う
だ
し
、
そ
れ
が
う
ま
く

伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
か
、「
権
威
者
へ
の

服
従
」
と
い
う
の
は
、
権
威
者
は
役
職
と
か
そ
う
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
声
高
に
言
う
人
、
信
頼
さ
れ
て
い
る
人
と

か
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
そ
う
い
う
人
の
意
見
に
従
う
こ
と

な
ど
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
人
だ

　

こ
れ
は
池
田
小
学
校
の
校
長
先
生
の
言
葉
で
す
。「
監

視
カ
メ
ラ
が
不
審
者
を
取
り
押
さ
え
る
わ
け
で
も
、
警
報

ブ
ザ
ー
が
子
ど
も
を
安
全
に
避
難
さ
せ
る
わ
け
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
守
ろ
う
と
す
る
強
い
意
識
が
あ
っ
て

初
め
て
、
防
犯
設
備
は
有
効
に
機
能
す
る
の
で
す
」。
学

校
と
い
う
現
場
に
お
い
て
の
話
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
皆

さ
ん
を
守
っ
て
く
れ
る
の
は
防
波
堤
で
も
あ
り
ま
せ
ん

し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も
な
い
わ
け
で
、
そ
れ
を
使
う
人
間

が
ど
う
使
う
の
か
。
今
日
こ
の
話
を
き
っ
か
け
に
防
災
の

こ
と
を
学
ん
だ
と
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
ど
う
使
う
か
、

使
う
人
が
大
事
だ
と
い
う
話
で
す
。

さ
ら
に
、
人
と
人
と
の
間
の
自
由
に
議
論
で
き
る
空
気
も

必
要

　

大
川
小
で
起
き
た
こ
と
を
ど
う
生
か
す
の
か
。「
大
川

小
学
校
事
故
検
証
報
告
書
提
言
か
ら
」を
見
て
く
だ
さ
い
。

「
教
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
」
と
い
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う
こ
と
で
一
つ
例
を
挙
げ
ま

す
。
南
三
陸
の
あ
る
小
学
校

で
は
、
震
災
前
に
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
変
え
ら
れ
そ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

時
来
た
校
長
先
生
が
、
山
に

逃
げ
る
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
校
舎
の

屋
上
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
言
っ
た
わ
け
で
す
。
低
学

年
の
子
供
は
、
山
ま
で
距
離
が
あ
っ
た
の
で
無
理
じ
ゃ
な

い
か
と
言
う
理
由
で
す
。
そ
こ
に
い
た
先
生
が
「
駄
目
で

す
、
校
長
先
生
。
こ
こ
は
津
波
が
来
た
ら
校
舎
は
駄
目
な

ん
で
す
。
だ
か
ら
山
に
逃
げ
な
い
と
駄
目
な
ん
で
す
」
と

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
変
え
な
か
っ
た
。実
は
そ
れ
で
助
か
っ
た
。

こ
の
例
を
見
る
と
、
教
職
員
の
間
で
も
こ
れ
が
正
し
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
で
き
る
職
場
の
空
気
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
図
参
照
）。

津
波
の
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る

　

津
波
を
考
え
る
上
で
、
大
川
小
学
校
事
故
の
バ
イ
ア
ス

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
最
近

の
河
北
新
報
の
記
事
で
す
。
新
潟
・
山
形
地
震
で
。
津
波

は
到
達
し
た
の
は
わ
ず
か
5
分
後
だ
っ
た
と
い
う
話
で
、

こ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
大
川
小
学
校
で
起
こ
っ
た
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ず
、
津

波
が
ど
こ
で
発
生
し
て
、
起
き
た
地
震
の
揺
れ
に
よ
っ
て

ど
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
、
そ
こ
ま
で
判
断
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。

あ
な
た
が
避
難
し
な
い
と
他
の
人
の
命
を
危
険
に

　

こ
れ
は
N
H
K
「
お
は
よ
う
日
本
」
で
や
っ
て
い
た

ニ
ュ
ー
ス
で
す
が
、広
島
の
豪
雨
災
害
か
ら
1
年
経
っ
て
、

避
難
し
な
い
人
々
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
6

割
の
自
治
体
が
行
政
だ
け
の
避
難
促
進
に
は
限
界
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
避
難
し
な
い
人
に
、
わ

が
事
と
し
て
感
じ
て
も
ら
え
な
い
わ
け
で
す
が
、
ど
う
自

分
事
と
し
て
と
ら
え
て
も
ら
う
か
が
大
事
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
毎
日
新
聞
で
す
が
、
広
島
県
で
ど
う
呼
び
か
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け
た
ら
人
は
避
難
す
る
か
と
1
万
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
た
。
こ
れ
で
選
ば
れ
た
の
が
、「
あ
な
た
が
避
難
し

な
い
と
他
の
人
の
命
を
危
険
に
」
と
い
う
も
の
。
こ
れ
ま

で
だ
と
、
命
の
危
険
が
あ
る
か
ら
逃
げ
て
く
だ
さ
い
と
い

う
声
掛
け
だ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
と
「
何
か
あ
っ
た
ら

自
分
の
責
任
で
し
ょ
」
と
言
い
訳
を
し
て
逃
げ
な
い
人
も

い
る
。
で
も
逃
げ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
家
が
浸

水
し
た
と
な
れ
ば
誰
か
が
命
の
危
険
を
冒
し
て
来
る
わ
け

で
す
。
誰
か
の
命
が
危
険
に
晒
さ
れ
る
ん
だ
か
ら
逃
げ
な

け
れ
ば
と
な
る
。
こ
れ
は
確
か
に
効
果
が
あ
る
の
か
な
と

思
い
ま
す
し
、
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
「
お
は
よ
う
日
本
」
か
ら
の
も
の
で
す
が
、
岡

山
県
の
総
社
市
の
一
地
域
で
は
、
浸
水
し
た
の
に
み
ん
な

が
避
難
し
て
助
か
っ
た
。
そ
れ
は
自
主
防
災
会
と
い
う
の

が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
一
軒
一
軒
訪
問
し
て
声
を
か
け

て
回
っ
た
。
こ
れ
が
出
来
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
都
市
部

で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
そ
れ

は
そ
れ
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、
一
つ
の
成

功
例
で
す
。

教
え
る
側
か
ら
で
は
な
く
、
学
習
者
中
心
の
防
災
を

　

そ
し
て
「
釜
石
の
奇
跡
」、
知
っ
て
い
ま
す
ね
。
実
は

あ
の
裏
で
「
釜
石
の
悲
劇
」
が
あ
っ
た
の
で
す
。
私
の
大

学
の
後
輩
も
釜
石
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
平
地
に
あ
っ
た

会
社
に
残
っ
て
い
て
で
す
。
奇
跡
と
言
わ
れ
る
の
は
、
当

時
の
釜
石
東
中
学
校
学
区
で
、
非
常
に
先
進
的
な
防
災
の

取
り
組
み
を
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
今
は
文
科
省
の
森
本

先
生
が
指
導
し
た
の
で
す
が
、
現
在
彼
は
、
当
時
の
中
学

生
、
現
在
は
大
人
で
す
が
、
中
学
校
で
や
っ
た
ど
う
い
う

取
り
組
み
が
効
果
を
あ
げ
た
か
と
い
う
こ
と
を
調
査
し
ま

し
た
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
一
番
印
象
度
が
高
い
の
は
、

指
導
者
中
心
じ
ゃ
な
く
て
学
習
者
中
心
の
防
災
学
習
で
あ

る
こ
と
。
つ
ま
り
学
習
す
る
生
徒
児
童
が
主
体
と
な
っ
て

自
分
た
ち
で
考
え
た
り
自
分
た
ち
が
体
験
し
た
り
し
た
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
、
と
い
う
調
査
結
果
で
す
。
言

わ
れ
て
み
れ
ば
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
す
が
、
教
員
は
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
「
教
え
る
」
と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
な
の

で
す
が
、新
学
習
指
導
要
領
に
あ
る
よ
う
に
、い
か
に
「
教

え
る
か
」
で
は
な
く
て
い
か
に
「
学
ば
せ
る
か
」
と
い
う

視
点
で
、
今
後
の
防
災
学
習
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い



360─ ─

第 3部　今後の防災に関する地域と大学

け
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
学
ぶ
こ
と
が
誰
か
の
こ
と
を
救
う
か
も
知
れ
な

い
　

最
後
で
す
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
防
災
に
つ
い
て
学
ん

で
い
く
と
聞
き
ま
し
た
。
も
し
か
し
て
そ
の
学
び
が
「
未

来
の
命
を
救
う
か
も
知
れ
な
い
。」。
皆
さ
ん
が
学
ぶ
こ
と

が
「
誰
か
の
こ
と
を
救
う
」
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
の
で

す
。
皆
さ
ん
が
今
ど
う
い
う
気
持
ち
で
生
活
を
送
っ
て
い

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
し
ん
ど
い
こ
と
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、そ
れ
は
決
し
て
無
駄
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
し
、

意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
た
ぶ
ん

こ
れ
か
ら
出
会
う
誰
か
、
何
か
の
た
め
に
意
味
あ
る
こ
と

な
の
で
す
。
そ
れ
は
私
が
長
く
生
き
て
い
ろ
ん
な
体
験
を

し
て
思
う
こ
と
で
す
。
み
ん
な
の
学
び
が
も
し
か
し
た
ら

未
来
の
命
に
つ
な
が
る
か
も
知
れ
な
い
、
そ
う
思
っ
て
ぜ

ひ
学
ん
で
も
ら
い
た
い
し
、
今
日
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

抽
象
的
な
話
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
具
体
的
な
事
柄

は
ぜ
ひ
自
分
自
身
で
考
え
て
、
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
実
践

し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
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①
復
興
支
援
活
動
か
ら
学
生
た
ち
が
得
た
も
の

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
T
A
S
K
I
（
た
す
き
）
は

震
災
直
後
か
ら
現
在
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
活
動
を
継
続

し
て
い
る
。
そ
の
間
、
学
生
は
入
学
・
卒
業
に
よ
っ
て
入

れ
替
わ
り
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
時
々
の
学
生
が
「
活
動
を

止
め
て
は
い
け
な
い
」
と
思
い
、「
つ
な
が
る
、つ
づ
け
る
、

つ
た
え
る
」
た
め
に
、
次
の
世
代
に
襷
を
つ
な
い
で
き

た
。
被
災
者
の
方
々
に
と
っ
て
の
尚
絅
の
学
生
は
も
ち
ろ

ん
「
よ
そ
者
」
で
あ
る
が
、
学
生
た
ち
は
、
東
日
本
大
震

災
を
自
分
事
と
し
て
考
え
よ
う
と
努
力
し
、「
寄
り
添
う
」

気
持
ち
を
大
切
に
育
て
続
け
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
他
県

か
ら
来
る
大
学
生
や
支
援
者
に
は
、
学
生
自
身
が
住
民
さ

ん
の
「
家
族
」
の
よ
う
な
気
持
ち
で
、
今
の
被
災
地
の
状

況
を
代
弁
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
地
元
の
大

学
生
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
役
割
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
10

年
間
の
活
動
の
継
続
が
、
学
生
と
住
民
さ
ん
と
の
関
係
を

「
支
援
す
る
側
、
さ
れ
る
側
」
と
い
う
関
係
か
ら
、「
復
興

と
い
う
同
じ
方
向
へ
共
に
歩
く
存
在
」へ
と
変
え
て
き
た
。

昨
日
今
日
で
は
完
成
し
な
い
こ
の
絆
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

活
か
さ
れ
る
学
生
た
ち
の
力
が
あ
る
。

　

学
生
が
持
つ
「
若
さ
」
は
多
く
の
こ
と
を
実
現
可
能
に

す
る
パ
ワ
ー
を
持
ち
、
一
生
懸
命
に
頑
張
る
姿
は
、
た
と

え
不
器
用
で
あ
っ
て
も
、
人
々
を
元
気
に
す
る
力
を
持
っ

て
い
る
。
学
生
に
と
っ
て
も
、
他
者
に
共
感
し
、
相
手
に

と
っ
て
何
が
良
い
こ
と
か
を
考
え
、
実
践
す
る
と
い
う
経

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
継
続

　
　
　
　
　

│
│
復
興
支
援
活
動
の
経
験
を
今
後
の
防
災
に
活
か
す
│
│

佐
々
木
真
理
・
佐
々
木
未
央
（
前
連
携
交
流
課
）
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第 3部　今後の防災に関する地域と大学

験
は
大
変
貴
重
で
あ
り
、
寄
り
添
い
の
活
動
を
通
し
て
培

わ
れ
た
「
自
分
自
身
を
見
つ
め
る
力
」
は
学
生
た
ち
の
大

き
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。

②
活
動
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
防
災
に
活
か
す

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
T
A
S
K
I
で
は
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
踏
ま
え
、「
復
興
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う

言
葉
を
反
芻
し
続
け
て
き
た
。
こ
れ
は
被
災
し
た
住
民
の

方
に
よ
る
講
話
の
中
で
必
ず
学
生
に
投
げ
か
け
ら
れ
る
言

葉
で
あ
り
、
学
生
は
一
人
一
人
が
「
復
興
」
に
つ
い
て

よ
り
自
分
事
と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
1
9
年
5
月
に
「
閖
上
地
区
ま
ち
び
ら
き
イ
ベ
ン

ト
」
が
行
わ
れ
、
2
0
2
0
年
3
月
に
は
名
取
市
「
復

興
達
成
宣
言
」
が
出
さ
れ
た
が
、
学
生
か
ら
は
「
復
興
に

終
わ
り
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」、「
被
災
し
た
方
が
復
興

し
た
と
感
じ
る
ま
で
ま
だ
ま
だ
支
援
は
必
要
」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
る
。

　

震
災
か
ら
10
年
間
の
支
援
活
動
に
お
い
て
、
常
に
同
じ

活
動
を
実
施
し
て
き
た
訳
で
は
な
く
、「
復
興
」
の
フ
ェ
ー

これからも「つなげる・つたえる・つづける」
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ズ
が
変
わ
る
た
び
に
生
ま
れ
た
新
し
い
課
題
に
対
し
て
、

支
援
の
形
も
変
化
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
交
流
し
て

き
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
か
ら
「
復
興
に
終
わ

り
は
な
い
」
こ
と
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
東
日
本
大
震
災
後

に
全
国
で
発
生
し
た
地
震
・
豪
雨
災
害
の
被
災
地
に
お
い

て
、
同
じ
よ
う
な
復
興
支
援
の
プ
ロ
セ
ス
を
辿
っ
て
い
る

様
子
も
見
聞
き
し
て
い
る
。
さ
ら
に
震
災
か
ら
時
間
が
経

つ
に
つ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
・
教
訓
・
あ
ゆ
み
を
他

地
域
や
次
世
代
に
伝
え
、
復
興
支
援
活
動
の
経
験
を
今
後

の
防
災
に
活
か
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日
か
ら
10
年
目
を
迎
え
る
タ
イ

ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
T
A
S
K
I

の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
、こ
れ
か
ら
の
復
興
や
防
災
・

減
災
に
つ
い
て
考
え
る
「
つ
な
げ
る　

つ
た
え
る　

つ
づ

け
る　

3
・
11
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
尚
絅
学
院
大
学
地
域
連
携
交
流
プ
ラ
ザ

（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
取
内
）
で
の
企
画
展
示
や
、「
仙
台
防

災
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
1
」
に
お
け
る
動
画
発
表
、

動画はこちら

オンラインリレートークに参加した
学生・卒業生

10年間「襷」をつなげてきた学生たちが
初めて集う
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第 3部　今後の防災に関する地域と大学

大
学
W
E
B
サ
イ
ト
に
お
い
て
「
10
年
の
T
A
S
K
I

リ
レ
ー
展
〜
私
た
ち
が
つ
な
げ
る
・
つ
た
え
る
・
つ
づ
け

る
〜
」
を
展
開
し
た
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
レ
ー
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
「
10
年
の
T
A
S
K
I
リ
レ
ー
〜
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
あ
ゆ
み
を
未
来
に
つ
な
げ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク

〜
」
を
実
施
し
、
2
0
1
1
年
当
時
に
活
動
し
て
い
た

卒
業
生
か
ら
現
在
の
学
生
ま
で
、
4
部
構
成
で
〝
襷
（
た

す
き
）〞
を
つ
な
ぐ
発
表
を
行
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
T
A
S
K
I
の
活
動

の
歩
み
を
振
り
返
る
だ
け
で
な
く
、
東
日
本
大
震
災
後
の

名
取
市
閖
上
の
変
化
、
今
な
お
残
る
被
災
地
の
課
題
、
今

後
の
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
か
ら
災
害
復
興
支
援
の
「
は
じ
め
の
一
歩
」
を
踏

み
出
す
次
世
代
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
経
験
を
踏

ま
え
た
災
害
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
災
害
復
興
支
援
は
じ
め

の
一
歩vol. 1

復
興
活
動
概
論
編
」
を
ま
と
め
た
。
災
害

支
援
に
お
い
て
、
本
学
の
学
生
た
ち
は
専
門
的
な
知
見
や

経
験
に
基
づ
い
た
何
か
特
別
な
こ
と
を
実
行
す
る
の
で
は

PDFはこちら
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な
く
、
と
に
か
く
被
災
し
た
住
民
の
方
々
一
人
ひ
と
り
に

「
寄
り
添
う
」
こ
と
に
徹
底
し
て
努
め
て
き
た
。
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
被
災
地
の
変
化
は
フ
ェ
ー
ズ
ご
と
に
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
、
被
災
者
と
支
援
者
の
心
情
・
想
い
の
乖

離
を
少
な
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
気
づ
き
、
こ
れ
か
ら

の
災
害
支
援
に
取
り
組
む
支
援
者
に
向
け
て
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
地
域
が
被
災
地
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
、
ど
の
よ
う
な
人
で
も
「
支
援
者
」
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。「
も
し
自
分
た
ち
の
地
域
が
被
災
地
に
な
っ
た

と
し
た
ら
。」「
復
興
支
援
活
動
に
関
し
て
何
も
知
見
が
な

い
ま
ま
、
そ
の
活
動
に
関
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

た
ら
。」「
自
分
が
良
か
れ
と
思
っ
て
取
り
組
ん
だ
活
動
が

被
災
者
の
方
々
か
ら
疎
ま
れ
な
い
た
め
に
は
。」
こ
れ
ま

で
の
支
援
の
経
験
を
、
こ
れ
か
ら
の
「
終
わ
り
の
な
い
復

興
」
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム

T
A
S
K
I
を
始
め
と
す
る
尚
絅
学
院
大
学
の
学
生
た

ち
は
今
後
も
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

2020年に実施した閖上バスツアー（名取市震災メモリアル公園）





お
わ
り
に
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おわりに

　
学
長
と
し
て
、
こ
の
種
の
原
稿
依
頼
に
は
断
る
と
い
う

選
択
肢
は
な
い
。
深
く
考
え
ず
に
引
き
受
け
て
、
与
え
ら

れ
た
テ
ー
マ
を
見
て
考
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
得
た
こ
と
。

　
も
ち
ろ
ん
、「
大
学
と
し
て
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
、
学
生
の
成
長
、
神
戸
を
は
じ
め
全

国
各
地
の
大
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の
出
会

い
。
す
べ
て
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
問

い
に
対
す
る
答
え
と
し
て
は
、
ど
こ
か
違
う
気
が
す
る
の

で
あ
る
。

　
尚
絅
学
院
大
学
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
何
を
得
た
の

か
。

　
震
災
以
来
、
尚
絅
学
院
大
学
の
教
職
員
も
学
生
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
法
で
、様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

そ
の
中
で
も
、
尚
絅
ら
し
さ
を
最
も
よ
く
体
現
し
て
い
る

の
は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ムTA

SK
I

の
活
動
だ

ろ
う
。TA

SK
I

の
活
動
紹
介
の
冊
子
を
見
る
と
、
震
災

発
生
直
後
、
ま
ず
学
生
た
ち
が
名
取
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
、
と

あ
る
。
セ
ン
タ
ー
閉
所
後
は
、
仮
設
住
宅
に
活
動
の
場
を

移
す
。
学
内
にTA

SK
I

と
い
う
組
織
が
立
ち
上
が
っ
た

の
は
翌
2
0
1
2
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
冊
子
の
中
で
、
学
生
た
ち
は
、「TA

SK
I

の
活
動

で
得
た
こ
と
」
に
つ
い
て
、「
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
え
た

こ
と
、〝
繋
が
り
〞
の
存
在
や
大
切
さ
、
お
も
し
ろ
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
」、「
活
動
を
通
し
て
出
会
っ
た

人
と
の
繋
が
り
は
、
単
純
に
「
震
災
の
こ
と
を
知
る
」
と

い
っ
た
こ
と
で
片
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
の

物
の
見
方
を
大
き
く
広
げ
て
く
れ
た
偉
大
な
存
在
」、「
卒

業
後
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
得
た
こ
と

合
田
　
隆
史
（
尚
絅
学
院
大
学
学
長
）



369─ ─

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
2
0
1
5
年
頃
か
ら
「
ボ
ラ
ス

テ
新
聞
」
と
い
う
A 

4
一
枚
の
短
い
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
の

発
行
を
始
め
た
。
こ
の
新
聞
は
、
毎
回
記
事
を
書
く
学
生

が
交
代
す
る
と
い
う
編
集
方
針
を
と
っ
て
い
た
。
第
5
号

で
「TA

SK
I

カ
フ
ェ
開
店
」
を
報
告
し
た
学
生
は
、「
お

茶
を
し
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
と
（
愛
島
東
部
仮
設
住
宅
の
）

住
民
の
方
々
と
過
ご
し
た
い
、
そ
ん
な
思
い
か
ら
企
画
さ

れ
ま
し
た
」、
そ
し
て
「
一
人
一
人
が
自
分
の
色
で
交
流

し
て
い
た
」
と
感
じ
た
と
報
告
し
て
い
る
。

　
今
年
3
月
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、「
10
年
のTA

SK
I

リ

レ
ー
展
〜
私
た
ち
が
つ
な
げ
る
・
つ
た
え
る
・
つ
づ
け
る

〜
」
と
い
う
特
設
サ
イ
ト
を
、
尚
絅
学
院
大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
た
。
そ
の
企
画
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
学
生
の
「
リ
レ
ー
ト
ー
ク
」
で
は
、
震
災
直
後
か

ら
活
動
を
始
め
たTA

SK
I

創
設
メ
ン
バ
ー
や
、
ボ
ラ
ス

テ
新
聞
の
元
編
集
長
も
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
後
輩
の
学
生
た
ち
に
、

「
3
・
11
か
ら
10
年
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
薄
れ
て
い

く
震
災
に
対
す
る
意
識
。
地
元
名
取
市
の
大
学
だ
か
ら
こ

そ
、
今
の
姿
を
伝
え
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
呼

び
か
け
て
い
た
。

　
名
取
市
は
、
2
0
2
0
年
3
月
30
日
、
震
災
か
ら
の

復
興
を
達
成
し
た
こ
と
を
宣
言
し
た
。
そ
し
て
今
年
は
震

災
10
年
。
尚
絅
学
院
大
学
のM

ission

も
、そ
ろ
そ
ろ「
被

災
地
と
共
に
生
き
る
」
で
は
な
く
「
地
域
と
共
に
生
き
る
」

と
言
い
換
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ

に
し
て
も
尚
絅
学
院
大
学
は
、
こ
の
10
年
を
被
災
地
で
、

被
災
地
と
共
に
歩
ん
で
き
た
。
さ
ら
に
は
、
2
0
1
5

年
の
台
風
18
号
の
後
の
大
崎
市
で
の
活
動
や
、
2
0
1
6

年
の
熊
本
地
震
、
2
0
1
7
年
の
九
州
北
部
豪
雨
後
の

他
大
学
と
の
合
同
の
学
び
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
経
験
の
中
か
ら
、
新
し
い
知
を
生
み
出
し
、
次

世
代
に
伝
え
、
ま
た
そ
の
知
を
よ
り
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
た
め
に
活
か
し
て
い
く
と
い
う

M
ission

を
、
私
た
ち
は
担
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
過
去
形

で
語
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
未
来
に
続
く
も
の
と

し
て
、
ま
た
単
な
る
観
察
や
分
析
で
は
な
く
、
行
動
と
し

て
担
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
尚
絅
学
院
大
学
が
東
日
本
大

震
災
か
ら
得
た
最
も
大
切
な
も
の
は
、
震
災
前
に
は
自
覚

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
そ
のM

ission

そ
の
も
の
な
の
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おわりに

で
は
な
い
か
。
学
生
た
ち
の
10
年
は
、
そ
の
こ
と
を
私
た

ち
に
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。
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